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　訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
地
方
訪
問
が
増
え
つ
つ
あ
る
中
、
各
地
域
で
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
域
内
調
達
率
（
地
域
内

か
ら
原
材
料
や
雇
用
者
を
調
達
す
る
率
）
を
上
げ
る
観
点
か
ら
、
各
種
地
域

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　中
で
も
、
「
特
産
品
」
の
活
用
は
、
旅
行
者
が
お
土
産
と
し
て
購
入
す
る

こ
と
で
消
費
単
価
の
向
上
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
特
産
品
自
体
が
誘
客

の
源
泉
と
な
る
こ
と
で
旅
行
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
等
、
様
々
な
角
度
か

ら
経
済
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　そ
こ
で
本
特
集
で
は
、
特
産
品
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
の
向

上
に
果
た
す
多
様
な
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。



　
平
成
30
年
の
訪
日
外
国
人
は
3
1
1
9
万
人
、
訪
日
外
国
人

旅
行
消
費
額
は
4.
5
兆
円
と
過
去
最
高
水
準
と
な
り
、
そ
の

う
ち
約
1.
3
兆
円
が
訪
日
外
国
人
に
よ
る
日
本
の
食
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
観
光
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
訪
日
外
国
人
が
「
訪
日
前
に
期

待
し
て
い
た
こ
と
」
の
第
１
位
は
「
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と
」

で
す
。
さ
ら
に
、
地
方
旅
行
で
し
た
い
こ
と
は
、「
温
泉
・
自
然

観
光
地
訪
問
」
に
次
い
で
「
郷
土
料
理
を
食
べ
る
」
こ
と
だ
と

い
う
民
間
会
社
の
調
査
結
果
も
あ
り
、
訪
日
外
国
人
が
全
国
各

地
の
地
域
の
多
様
な
食
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
現

れ
て
い
ま
す
。

　
増
大
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
み
な

ら
ず
、
日
本
の
食
・
食
文
化
の
「
本
場
」
で
あ
る
農
山
漁
村
に

も
呼
び
込
み
、
他
で
は
体
験
で
き
な
い
味
わ
い
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
「
食
」
を
支
え
る
農
林
水
産
業
や
地

域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
、
我
が
国
の
経
済
活
性
化

に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
は
、
農
泊
（
農
山
漁
村
滞
在
型
旅
行
）
を
推
進

し
て
い
る
地
域
で
あ
っ
て
、
多
様
な
地
域
の
食
と
そ
れ
に
不
可

欠
な
農
林
水
産
業
や
特
徴
の
あ
る
風
土
、
伝
統
文
化
等
の
魅
力

を
一
連
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
誘

客
す
る
重
点
地
域
を
農
林
水
産
大
臣
が
認
定
し
、「
S
A
V
O
R

J
A
P
A
N
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
一
体
的
に
海
外
発
信
す
る

仕
組
み
を
平
成
28
年
度
に
創
設
し
、
こ
れ
ま
で
に
21
地
域
を
認

定
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
外
国
人
の
最
大
関
心
事
の
「
食
」
に
着

目
し
、
訪
日
外
国
人
の
滞
在
中
の
多
様
な
旅
行
体
験
、
例
え
ば
、

芸
術
、
映
像
、
文
化
・
歴
史
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
食
以
外
の

巻頭言

分
野
と
「
食
」
を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な
体
験
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
で
訪
日
外
国
人
の
食
の
経
験
値
を
上
げ
る
と
と
も
に

（
例
え
ば
、
農
山
漁
村
風
景
を
活
用
し
た
現
代
ア
ー
ト
と
地
産

地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
の
コ
ラ
ボ
）
、
帰
国
後
も
日
本
の
食
へ
の
関

心
を
高
め
、
そ
れ
を
各
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
、
越
境

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
等
で
再
体
験
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

訪
日
外
国
人
の
満
足
度
向
上
に
よ
る
訪
日
需
要
の
拡
大
の
み
な

ら
ず
、
日
本
産
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
に
も
寄
与
す

る
も
の
で
す
。

　
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
活
動
を
支

援
し
て
い
く
取
組
と
し
て
、
①
食
と
異
分
野
の
も
の
を
「
掛
け

合
わ
せ
る
」、
②
日
本
の
食
が
世
界
を「
駆
け
回
る
」
と
い
う
思

い
を
込
め
て
、「
食
・
駆
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
昨
年
９
月
に

立
ち
上
げ
、
本
格
展
開
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
地
域
の
現
場
に
お
け
る
「
食
と
異
分
野
の
融
合
」「
か

け
算
」
の
具
体
的
な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
若
者
を
始
め
幅
広

い
関
係
者
か
ら
収
集
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
４
月
予
定
）。

そ
の
後
、
寄
せ
ら
れ
た
取
組
等
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
魅
力
あ

る
旅
行
情
報
と
し
て
旅
前
・
旅
中
・
旅
後
に
応
じ
た
様
々
な
手

法
に
よ
っ
て
海
外
に
発
信
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
拡
大
・

海
外
で
の
再
体
験
の
機
会
拡
大
に
繋
げ
、
日
本
の
食
が
世
界
を

駆
け
巡
る
環
境
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

今
年
は「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会
」、

来
年
は
「
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
」
、
再
来
年
は
「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0
2
1
関
西
」
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
追
い
風
の
中
、
そ
の
風
を
受
け
と
め
る
帆
を
張
る
取
組

へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

食を絡めたインバウンドによる
地域経済活性化

農林水産省
前 食料産業局長

新井ゆたか

セ
イ
バ
ー

第241号 April 20191
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〜
香
港
市
場
に
お
け
る
取
組
〜

ク
ル
ー
ズ
客
に
よ
る

特
産
品
の
購
買
促
進
に
向
け
て

ク
ル
ー
ズ
客
に
対
し
て
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
消
費
税
免
税
制
度
が
あ
る
。

さ
ら
に
商
店
街
で
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
消
費
の
機
会
損
失
を
防
げ
る
。

重
要
な
の
は
各
関
係
者
の
参
画
に
向
け
た
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
だ
。

越
境
Ｅ
Ｃ
で
の
観
光
土
産
の

リ
ピ
ー
ト
購
買（
連
鎖
消
費
）の
可
能
性
に
つ
い
て

「
連
鎖
消
費
」は
、観
光
土
産
の「
買
い
手
」が
行
う
場
合
と
、「
受
け
手
」が
行
う
場
合
の
2
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

そ
し
て
増
加
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
へ
の
対
応
こ
そ
が
地
域
産
品
の
消
費
拡
大
の
鍵
だ
。

特
産
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買

促
進
に
向
け
た
越
境
E
C
の
活
用
事
例

消
費
者
と
販
売
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
直
取
引
で
き
る
場
＝「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」が
拡
充
し
て
き
て
い
る
。

活
用
す
る「
販
売
者
」と
運
営
す
る「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」、双
方
の
視
点
か
ら
2
つ
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

34

訪
日

外
国
人
に

よ
る

5

自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
役
割

海
外
向
け
の
情
報
発
信
は
試
行
錯
誤
中
だ
が
外
国
人
客
受
け
入
れ
態
勢
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

海
外
向
け
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
や
、自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
日
本
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を

研
究
目
的
と
し
た
来
日
も
増
加
中
だ
。

2

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た

外
国
人
旅
行
者
の
誘
客

地
域
へ
の
経
済
効
果
を
考
え
る
と
、滞
在
中
の
消
費
促
進
と
滞
在
前
後
の
消
費
促
進
、

こ
れ
ら
を
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
・
香
港
は
特
産
品
の
先
進
的
な
輸
出
先
。

多
く
の
自
治
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。　
　

1
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に
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活
性
化

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は 

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増
や
し

②
消
費
単
価
を
上
げ
、③
域
内
調
達
率
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
。特
産
品
の
活
用
は
こ
の
３
要
素
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
い
る
。

視座

機関誌

目次

特
集
関
連
の
蔵
書
リ
ス
ト

農
林
水
産
省 

前 

食
料
産
業
局
長

新
井
ゆ
た
か外

山
昌
樹 桃

山
学
院
大
学

経
営
学
部
経
営
学
科 

教
授

辻
本
法
子

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

広
報
室
長

畠
田
千
鶴

立
教
大
学 

観
光
学
部

交
流
文
化
学
科 

教
授

舛
谷 

鋭

公
益
財
団
法
人

高
速
道
路
調
査
会 

理
事
長

杉
山
武
彦

観
光
経
済
研
究
部 

研
究
員

武
智
玖
海
人

観
光
経
済
研
究
部 

主
任
研
究
員

外
山
昌
樹

観
光
経
済
研
究
部 

主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

【
連
載
】観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と…

②

立
教
大
学 

舛
谷
ゼ
ミ

「
旅
の
図
書
館
」だ
よ
り

H
istorical A

rchive on T
ourism

と
T
hom

as C
ook A

rchives

を
訪
問

旅
の
図
書
館 

館
長

福
永
香
織

関
西
学
院
大
学
文
学
部 

教
授

荒
山
正
彦

第 号241

〜
香
港
市
場
に
お
け
る
取
組
〜

ク
ル
ー
ズ
客
に
よ
る

特
産
品
の
購
買
促
進
に
向
け
て

ク
ル
ー
ズ
客
に
対
し
て
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
消
費
税
免
税
制
度
が
あ
る
。

さ
ら
に
商
店
街
で
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
消
費
の
機
会
損
失
を
防
げ
る
。

重
要
な
の
は
各
関
係
者
の
参
画
に
向
け
た
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
だ
。

越
境
Ｅ
Ｃ
で
の
観
光
土
産
の

リ
ピ
ー
ト
購
買（
連
鎖
消
費
）の
可
能
性
に
つ
い
て

「
連
鎖
消
費
」は
、観
光
土
産
の「
買
い
手
」が
行
う
場
合
と
、「
受
け
手
」が
行
う
場
合
の
2
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

そ
し
て
増
加
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
へ
の
対
応
こ
そ
が
地
域
産
品
の
消
費
拡
大
の
鍵
だ
。

特
産
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買

促
進
に
向
け
た
越
境
E
C
の
活
用
事
例

消
費
者
と
販
売
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
直
取
引
で
き
る
場
＝「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」が
拡
充
し
て
き
て
い
る
。

活
用
す
る「
販
売
者
」と
運
営
す
る「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」、双
方
の
視
点
か
ら
2
つ
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

34

訪
日
外
国
人
に

よ
る

5

自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
役
割

海
外
向
け
の
情
報
発
信
は
試
行
錯
誤
中
だ
が
外
国
人
客
受
け
入
れ
態
勢
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

海
外
向
け
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
や
、自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
日
本
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を

研
究
目
的
と
し
た
来
日
も
増
加
中
だ
。

2

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た

外
国
人
旅
行
者
の
誘
客

地
域
へ
の
経
済
効
果
を
考
え
る
と
、滞
在
中
の
消
費
促
進
と
滞
在
前
後
の
消
費
促
進
、

こ
れ
ら
を
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
・
香
港
は
特
産
品
の
先
進
的
な
輸
出
先
。

多
く
の
自
治
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。　
　

1

選
：
東
京
大
学 
水
内
佑
輔
／
旅
の
図
書
館 

大
隅
一
志

選
： 

大
隅
一
志

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ・
ア
ワ
ー
ド
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
を
紹
介

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
14
回

『
余
の
尊
敬
す
る
人
物
』矢
内
原
忠
雄・著

【
コ
ラ
ム
】ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
の
古
書
店
と
旅
行
案
内
書

【
新
刊
紹
介
】『
実
践
風
景
計
画
学
』『
由
布
院
モ
デ
ル
』

先
進
事
例
か
ら
見
え
て
き
た

特
産
品
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

P
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P
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P
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P
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P
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P
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P
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P
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P
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P
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特
産
品

ブ
ラン
ド
を
活
用
し
た

外
国
人
旅
行
者
の

誘
客
〜
香
港
市
場
に
お
け
る
取
組
〜

特
集

1

観
光
経
済
研
究
部
・

主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

地
方
が
海
外
市
場
を
狙
う
時
代
へ

　香
港
の
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
日
本
の
地
方
部
の
状

況
に
目
を
転
じ
る
と
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
国
内
市
場
が

縮
小
し
、
観
光
・
旅
行
業
の
み
な
ら
ず
、
地
場
の
産
業
の
維

持
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
海
外
市
場
を
視
野
に
入

れ
た
施
策
を
展
開
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。
香
港

は
成
熟
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
や
輸
出
障
壁
が
低
い
こ
と

に
加
え
、
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
に
短
時
間
で
ア
ク
セ
ス
で
き
、

中
国
や
マ
カ
オ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
と
し
て
も
存
在
感
を
強
め
て
お
り
、
多
く
の

自
治
体
が
香
港
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　今
回
は
そ
の
中
か
ら
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
た
輸
出
拡
大
と
誘
客
の
循
環
を
岡
山
県
の
事
例
か
ら
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
核
と
し
た
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
拡
大
と
誘
客
の
循
環
を
熊
本
県
の
事
例
か
ら
紹
介
す
る
。

は
じ
め
に

　当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
年
に
渡
り
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
の
来
訪
と
地
域
へ
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね

て
き
た
。
研
究
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
地
域
へ
の
経
済
効

果
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
滞
在
中
の
消
費
促
進
だ
け
で
な
く
、

滞
在
前
後
（
滞
在
と
滞
在
の
間
）
の
消
費
促
進
も
含
め
、
こ

れ
ら
を
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
循
環
を
生
み
出
す
に
あ
た
っ
て

は
、
現
地
で
日
本
国
内
の
産
品
が
あ
る
程
度
流
通
し
て
お
り
、

か
つ
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
も
一
定
程
度
存
在
し
て
い
る
状

態
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
こ
れ
ら

の
条
件
が
揃
う
香
港
を
舞
台
に
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し

た
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客
へ
の
取
組
を
展
開
す
る
2
事
例
を

紹
介
す
る
。

な
ぜ
香
港
な
の
か
？

― 

香
港
は
成
熟
化
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場 

―

　2
0
1
8
年
の
香
港
か
ら
の
旅
行
者
は
約
2
2
0
万
人
、

旅
行
消
費
額
は
3
3
5
5
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
全

国
籍
・
地
域
中
4
位
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
我
が

国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
い
て
は
重
要
な
市
場
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
客
層
や
旅
行
行
動

で
あ
る
。

　香
港
か
ら
の
旅
行
者
は
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
は

83
・
4
%
が
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
約
20
%
は

訪
日
回
数
が
10
回
以
上
の
ヘ
ビ
ー
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
1
）。
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
中
心
に
地
方
部
へ

の
訪
問
率
が
高
く
（
図
表
2
）、
訪
日
回
数
が
10
回
以
上
の

ヘ
ビ
ー
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、
地
域
文
化
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
日
本
酒
や
温
泉
入
浴
の
実
施
率
が
高
い
（
図
表
3
）
こ
と

も
香
港
の
特
徴
で
あ
る
。
何
度
も
訪
日
し
、
日
本
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
楽
し
む
香
港
か
ら
の
旅
行
者
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
市
場
に
お
い
て
は
成
熟
市
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

香
港
は
農
林
水
産
物
・
食
品
の
最
大
の
輸
出
先

　輸
出
先
と
し
て
の
香
港
は
、
関
税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、

動
物
検
疫
や
植
物
検
疫
の
制
約
が
な
い
こ
と
等
、
規
制
が
少

な
く
、
輸
出
に
あ
た
っ
て
の
障
壁
が
低
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、

物
流
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て
お
り
、
国
内
と
大
差
な
い
ス
ピ

ー
ド
で
流
通
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
額
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
（
図
表
4
）。
2
0
1
7

年
に
は
、
我
が
国
か
ら
香
港
へ
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
額
は
1
8
7
7
億
円
（
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
総
額

の
23
・
3
%
）
で
、
最
大
の
輸
出
先
と
な
っ
て
い
る
。

　主
な
輸
出
品
は
中
華
料
理
で
活
用
さ
れ
る
ナ
マ
コ
や
ホ
タ

テ
な
ど
の
水
産
物
と
な
っ
て
い
る
が
、
菓
子
、
牛
肉
、
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
な
ど
地
方
の
魅
力
が
発
揮
で
き
る
品
目
が
上
位

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
（
図
表
5
）。

　こ
う
し
て
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
食
材
は
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
や
小
売
店
等
に
卸
さ
れ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

そ
の
「
受
け
皿
」
が
大
き
い
こ
と
も
香
港
の
特
徴
で
あ
る
。

香
港
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は
お
よ
そ
1
3
1
0
軒
、

香
港
の
外
食
産
業
の
業
種
別
構
成
比
の
う
ち
7
・
7
％
を
占

め
、
各
国
料
理
の
中
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
業
種
・
業
態
は
幅
広
い
。

　ま
た
、
百
貨
店
、
日
系
の
総
合
ス
ー
パ
ー
、
輸
入
食
材
を

専
門
に
扱
う
ス
ー
パ
ー
等
で
は
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
食

材
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
現
地
で
訪
問
し
た
い
く
つ
か

の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
例
え
ば
、
り
ん
ご
は
3
〜
4
の
品
種
が

並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
産
地
情
報
（
例
：「
日
本
青
森
」）
だ
け

で
な
く
、
ス
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
は
、
生
産
者
情
報
も
明
記
さ

れ
て
い
た
（
写
真
1
）。
ま
た
、
香
港
で
人
気
が
高
い
日
本

の
牛
肉
も
「
日
本
○
○
牛
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真

2
）。　こ

の
こ
と
か
ら
も
、
日
本
の
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う

に
生
産
し
、
出
荷
し
て
い
る
の
か
と
い
う
、「
日
本
産
」
で

あ
る
こ
と
以
上
の
情
報
を
香
港
の
消
費
者
が
求
め
て
い
る
こ

と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
等

で
は
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
菓
子
類
が
販
売
さ
れ
て
お
り

（
写
真
3
）、
日
本
食
や
日
本
食
材
が
、
旅
行
時
に
食
べ
る

も
の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
豊
富
な
訪
日
旅
行
経
験
、
日
常
的

な
日
本
食
材
の
流
通
や
日
本
食
体
験
か
ら
、
も
は
や
「
日

本
」
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
「
○
○
地
方
」
へ
の
豊
富
な
知

識
と
高
い
関
心
を
持
つ
の
が
香
港
の
消
費
者
の
特
徴
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。

※

1
…「
2
0
1
8
年
訪
日
外
客
数（
総
数
）」（
J
N
T
O
）。暫
定
値
。

※

2
…「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
」（
観
光
庁
）

　
　
　「2
0
1
8
年
全
国
調
査
結
果（
速
報
）」

※

3
… 「
平
成
29
年
農
林
水
産
物・食
品
の
輸
出
実
績
」（
農
林
水
産
省
）

※

4
…「
農
林
水
産
物・食
品
　国
別
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
基
礎
情
報
」

　
　
　2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ（
J
E
T
R
O
）

※

5
…
和
食
、洋
食
、韓
国
料
理
、タ
イ
料
理
、ベ
ト
ナ
ム
料
理
な
ら
び
に
そ
の
他
レ
ス
ト

　
　
　ラ
ン
が
含
ま
れ
る
。

※

6
…
2
0
1
8
年
9
月
に
は
香
港
と
広
州
を
結
ぶ「
広
深
港
高
速
鉄
道
」が
全
線
開

通
、10
月
に
は
香
港
と
マ
カ
オ
を
結
ぶ「
港
珠
澳
大
橋
」が
開
通
し
、広
州
、香
港
、

マ
カ
オ
が
1
時
間
圏
内
に
な
っ
た
。

※
1

※
2

特集 特産品ブランドを活用した外国人旅行者の誘客～香港市場における取組～1

※
3

※
4

※
5

※
6

4



特
産
品

ブ
ラン
ド
を
活
用
し
た

外
国
人
旅
行
者
の

誘
客
〜
香
港
市
場
に
お
け
る
取
組
〜

特
集

1

観
光
経
済
研
究
部
・

主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

地
方
が
海
外
市
場
を
狙
う
時
代
へ

　香
港
の
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
日
本
の
地
方
部
の
状

況
に
目
を
転
じ
る
と
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
国
内
市
場
が

縮
小
し
、
観
光
・
旅
行
業
の
み
な
ら
ず
、
地
場
の
産
業
の
維

持
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
海
外
市
場
を
視
野
に
入

れ
た
施
策
を
展
開
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。
香
港

は
成
熟
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
や
輸
出
障
壁
が
低
い
こ
と

に
加
え
、
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
に
短
時
間
で
ア
ク
セ
ス
で
き
、

中
国
や
マ
カ
オ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
と
し
て
も
存
在
感
を
強
め
て
お
り
、
多
く
の

自
治
体
が
香
港
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　今
回
は
そ
の
中
か
ら
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
た
輸
出
拡
大
と
誘
客
の
循
環
を
岡
山
県
の
事
例
か
ら
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
核
と
し
た
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
拡
大
と
誘
客
の
循
環
を
熊
本
県
の
事
例
か
ら
紹
介
す
る
。

は
じ
め
に

　当
財
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
数
年
に
渡
り
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
の
来
訪
と
地
域
へ
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね

て
き
た
。
研
究
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
地
域
へ
の
経
済
効

果
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
滞
在
中
の
消
費
促
進
だ
け
で
な
く
、

滞
在
前
後
（
滞
在
と
滞
在
の
間
）
の
消
費
促
進
も
含
め
、
こ

れ
ら
を
循
環
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
循
環
を
生
み
出
す
に
あ
た
っ
て

は
、
現
地
で
日
本
国
内
の
産
品
が
あ
る
程
度
流
通
し
て
お
り
、

か
つ
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
も
一
定
程
度
存
在
し
て
い
る
状

態
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
こ
れ
ら

の
条
件
が
揃
う
香
港
を
舞
台
に
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し

た
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客
へ
の
取
組
を
展
開
す
る
2
事
例
を

紹
介
す
る
。

な
ぜ
香
港
な
の
か
？

― 

香
港
は
成
熟
化
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場 

―

　2
0
1
8
年
の
香
港
か
ら
の
旅
行
者
は
約
2
2
0
万
人
、

旅
行
消
費
額
は
3
3
5
5
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
全

国
籍
・
地
域
中
4
位
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
我
が

国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
い
て
は
重
要
な
市
場
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
客
層
や
旅
行
行
動

で
あ
る
。

　香
港
か
ら
の
旅
行
者
は
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
は

83
・
4
%
が
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
約
20
%
は

訪
日
回
数
が
10
回
以
上
の
ヘ
ビ
ー
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
（
図
表
1
）。
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
中
心
に
地
方
部
へ

の
訪
問
率
が
高
く
（
図
表
2
）、
訪
日
回
数
が
10
回
以
上
の

ヘ
ビ
ー
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、
地
域
文
化
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
日
本
酒
や
温
泉
入
浴
の
実
施
率
が
高
い
（
図
表
3
）
こ
と

も
香
港
の
特
徴
で
あ
る
。
何
度
も
訪
日
し
、
日
本
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
楽
し
む
香
港
か
ら
の
旅
行
者
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
市
場
に
お
い
て
は
成
熟
市
場
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

香
港
は
農
林
水
産
物
・
食
品
の
最
大
の
輸
出
先

　輸
出
先
と
し
て
の
香
港
は
、
関
税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
、

動
物
検
疫
や
植
物
検
疫
の
制
約
が
な
い
こ
と
等
、
規
制
が
少

な
く
、
輸
出
に
あ
た
っ
て
の
障
壁
が
低
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、

物
流
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て
お
り
、
国
内
と
大
差
な
い
ス
ピ

ー
ド
で
流
通
さ
せ
ら
れ
る
た
め
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
額
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
（
図
表
4
）。
2
0
1
7

年
に
は
、
我
が
国
か
ら
香
港
へ
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
額
は
1
8
7
7
億
円
（
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
総
額

の
23
・
3
%
）
で
、
最
大
の
輸
出
先
と
な
っ
て
い
る
。

　主
な
輸
出
品
は
中
華
料
理
で
活
用
さ
れ
る
ナ
マ
コ
や
ホ
タ

テ
な
ど
の
水
産
物
と
な
っ
て
い
る
が
、
菓
子
、
牛
肉
、
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
な
ど
地
方
の
魅
力
が
発
揮
で
き
る
品
目
が
上
位

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
（
図
表
5
）。

　こ
う
し
て
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
食
材
は
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
や
小
売
店
等
に
卸
さ
れ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

そ
の
「
受
け
皿
」
が
大
き
い
こ
と
も
香
港
の
特
徴
で
あ
る
。

香
港
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
は
お
よ
そ
1
3
1
0
軒
、

香
港
の
外
食
産
業
の
業
種
別
構
成
比
の
う
ち
7
・
7
％
を
占

め
、
各
国
料
理
の
中
で
は
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
業
種
・
業
態
は
幅
広
い
。

　ま
た
、
百
貨
店
、
日
系
の
総
合
ス
ー
パ
ー
、
輸
入
食
材
を

専
門
に
扱
う
ス
ー
パ
ー
等
で
は
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
食

材
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
現
地
で
訪
問
し
た
い
く
つ
か

の
ス
ー
パ
ー
で
は
、
例
え
ば
、
り
ん
ご
は
3
〜
4
の
品
種
が

並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
産
地
情
報
（
例
：「
日
本
青
森
」）
だ
け

で
な
く
、
ス
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
は
、
生
産
者
情
報
も
明
記
さ

れ
て
い
た
（
写
真
1
）。
ま
た
、
香
港
で
人
気
が
高
い
日
本

の
牛
肉
も
「
日
本
○
○
牛
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真

2
）。　こ

の
こ
と
か
ら
も
、
日
本
の
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う

に
生
産
し
、
出
荷
し
て
い
る
の
か
と
い
う
、「
日
本
産
」
で

あ
る
こ
と
以
上
の
情
報
を
香
港
の
消
費
者
が
求
め
て
い
る
こ

と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
等

で
は
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
菓
子
類
が
販
売
さ
れ
て
お
り

（
写
真
3
）、
日
本
食
や
日
本
食
材
が
、
旅
行
時
に
食
べ
る

も
の
で
は
な
く
、
日
常
的
な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
豊
富
な
訪
日
旅
行
経
験
、
日
常
的

な
日
本
食
材
の
流
通
や
日
本
食
体
験
か
ら
、
も
は
や
「
日

本
」
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
「
○
○
地
方
」
へ
の
豊
富
な
知

識
と
高
い
関
心
を
持
つ
の
が
香
港
の
消
費
者
の
特
徴
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。

※

1
…「
2
0
1
8
年
訪
日
外
客
数（
総
数
）」（
J
N
T
O
）。暫
定
値
。

※

2
…「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
」（
観
光
庁
）

　
　
　「2
0
1
8
年
全
国
調
査
結
果（
速
報
）」

※

3
… 「
平
成
29
年
農
林
水
産
物・食
品
の
輸
出
実
績
」（
農
林
水
産
省
）

※

4
…「
農
林
水
産
物・食
品
　国
別
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
基
礎
情
報
」

　
　
　2
0
1
6
年
の
デ
ー
タ（
J
E
T
R
O
）

※

5
…
和
食
、洋
食
、韓
国
料
理
、タ
イ
料
理
、ベ
ト
ナ
ム
料
理
な
ら
び
に
そ
の
他
レ
ス
ト

　
　
　ラ
ン
が
含
ま
れ
る
。

※

6
…
2
0
1
8
年
9
月
に
は
香
港
と
広
州
を
結
ぶ「
広
深
港
高
速
鉄
道
」が
全
線
開

通
、10
月
に
は
香
港
と
マ
カ
オ
を
結
ぶ「
港
珠
澳
大
橋
」が
開
通
し
、広
州
、香
港
、

マ
カ
オ
が
1
時
間
圏
内
に
な
っ
た
。

※
1

※
2

特集 特産品ブランドを活用した外国人旅行者の誘客～香港市場における取組～1

※
3

※
4

※
5

※
6
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写真3）コンビニで販売されている
菓子類／撮影：JTBF

写真2）香港のスーパーで
販売されている山形牛／撮影：JTBF

写真1）香港のスーパーで販売されて
いる青森県のりんご／撮影：JTBF
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真珠（天然・養殖） 269億円位1

なまこ（調製） 203億円位2

たばこ 92億円位3

ホタテ貝（調製） 69億円位4

菓子（米菓を除く） 56億円位5

清涼飲料水 51億円位6

牛肉 48億円位7

アルコール飲料 48億円位8

貝柱（調製品） 44億円位9

ホタテ貝 39億円位10

品目 輸出額

1 回目
2～9回目
10回以上

1 回目
2～9回目
10回以上

日本酒を飲むこと

温泉入浴

自然・景勝地観光

ショッピング

美術館・博物館

テーマパーク

スキー・
スノーボード

スポーツ観戦

歴史・
伝統文化体験

ポップ
カルチャーを

楽しむ

資料：平成29年訪日外国人消費動向調査【トピックス分析】訪日外
国人旅行者の訪日回数と消費動向の関係についてよりJTBF作成

図 1 香港の旅行者の訪日回数別構成比（観光・レジャー目的）

図 2 訪日回数別地方部への延べ訪問率 図 3 香港の旅行者の訪日回数別日本滞在中の行動

図 4 香港向け農林水産物・食品の輸出額推移

図 5 香港向け農林水産物・食品輸出上位10品目

資料：平成29年訪日外国人消費動向調査【トピックス分析】訪日外国人旅行者の訪日回数と消費動向の関係について（観光庁）よりJTBF作成

資料：「平成29年農林水産物・食品の輸出実績」（農林水産省）より
JTBF作成

韓国

台湾

香港

中国

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 100%80%60%40%20%0%

資料：平成29年訪日外国人消費動向調査【トピックス分析】訪
日外国人旅行者の訪日回数と消費動向の関係について（観光
庁）よりJTBF作成
※訪問率は、旅行者が各都道府県を訪れた割合。地方部は、都
道府県のうち、千葉県・埼玉県・東京都・神奈川県・愛知県・京都
府・大阪府・兵庫県以外。

資料：「平成29年農林水産物・食品の輸出実績」（農林水産省）より
JTBF作成
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写真2）シャインマスカット／資料提供：岡山県

写真1）清水白桃／資料提供：岡山県

事
例
1

も
も
と
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大
と

誘
客
へ
の
取
組

岡
山
県

地
で
の
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
等
へ
の
情
報

掲
載
や
、
広
告
（
例
：
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
や
駅
で
の
広
告

等
）
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
が
あ
る
。
こ
う

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
継
続
的
な
実
施
が
難
し
い
。
岡

山
県
で
は
、
誰
も
が
親
し
み
を
持
つ
果
物
を
輸
出
拡
大
し
、

日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
が
、

結
果
的
に
発
地
で
の
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
誘
客
段
階
で
は
、

香
港
で
既
に
広
く
認
知
さ
れ
た
も
も
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
た
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
嗜
好

と
県
の
資
源
の
接
点
を
見
つ
け
、
分
か
り
や
す
く
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
点
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　香
港
で
の
消
費
促
進
と
、
香
港
か
ら
岡
山
を
訪
れ
る
旅
行

者
の
県
内
消
費
の
循
環
は
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
は
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
み
、
滞
在
を
き
っ
か
け
と
し
た
旅
行
後
（
来

訪
と
来
訪
の
間
）
の
消
費
需
要
を
喚
起
し
、
こ
れ
も
含
め
た

循
環
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

岡
山
県
産
業
労
働
部
観
光
課
海
外
誘
客
班

　主
幹
・
浦
川
靖
弘
氏

岡
山
県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室

　主
幹
・
加
藤
高
明
氏

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
通
訳
等
を
行
う
。

P
R
デ
ス
ク
に
は
、
日
本
語
で
の
会

話
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
た
め
、

最
新
情
報
を
迅
速
に
収
集
し
、
現
地

の
商
習
慣
を
心
得
た
上
で
、
旅
行
会

社
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　P
R
デ
ス
ク
を
通
じ
て
得
た
情
報

は
各
市
場
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
香
港
は
も
も
と
ぶ

ど
う
、
台
湾
は
桃
太
郎
、
と
各
市
場

で
岡
山
県
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め

に
最
も
効
果
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見

極
め
、
こ
れ
ら
を
前
面
に
押
し
出
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
昨
年
、
香
港
で
は
料

理
教
室
で
白
桃
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
作

　岡
山
県
で
は
、
香
港
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
、
地
元
ス
ー
パ
ー
に
は
こ
れ
ら
の
果

物
が
並
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、
「
岡
山
（
ガ
ン
サ
ン
）
＝

白
桃
」
の
生
産
地
と
し
て
香
港
の
人
に
認
知
さ
れ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る
中
、
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
た
誘
客
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
事
例
で
は
、

岡
山
県
の
取
組
か
ら
発
地
に
お
け
る
果
物
の
流
通
か
ら
誘
客

に
至
る
ま
で
の
循
環
を
紹
介
す
る
。

香
港
に
お
け
る

も
も
・
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大

　温
暖
な
気
候
で
降
水
量
が
少
な
い
岡
山
県
は
「
く
だ
も
の

王
国
」
と
呼
ば
れ
、
も
も
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢
白
桃

等
）
や
ぶ
ど
う
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
）等
、
贈
答
用

と
し
て
も
活
用
で
き
る
高
品
質
な
果
物
の
産
地
と
し
て
有
名

で
あ
る
。

　岡
山
県
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
も
も
の
中
で
も
、
白

桃
（
写
真
1
）
は
、
地
元
市
場
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
た

が
、
10
年
程
前
か
ら
首
都
圏
に
も
積
極
的
に
出
荷
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
岡
山
県
産
の
白
桃
は
、
き
れ
い
な
白
色
を
保

ち
、
繊
細
で
ま
ろ
や
か
な
風
味
を
生
み
出
す
た
め
、
桃
の
実

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
袋
が
け
を
行
い
、
日
光
に
直
接
当
て
な
い

よ
う
に
す
る
等
、
出
荷
ま
で
に
手
間
が
か
か
り
、
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
で
白
桃
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
る
と
、
海
外
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
た
。

輸
出
先
は
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
台
湾
は
検
疫
が
厳
し
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
市
場

で
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、
主
な
輸
出
先
は
香
港
と
な
っ
て

い
る
。

　白
桃
と
並
ぶ
岡
山
の
二
大
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ぶ
ど
う
で
あ
る
。

特
に
2
0
0
6
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
（
写
真
2
）
は
安
芸
津
21
号
と
白
南
を
掛
け
合
わ
せ
て
育

種
し
た
品
種
で
、
種
が
な
く
皮
ご
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

高
い
糖
度
と
少
な
い
酸
味
が
特
徴
で
、
近
年
、
急
速
に
国
内

市
場
に
も
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酸
味
を
好
ま
ず
、
甘
味

を
好
む
香
港
の
人
に
も
好
ま
れ
、
全
農
岡
山
で
は
、
岡
山
県

が
「
晴
れ
の
国
」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
を
「
晴
王
」
と
名
付
け
て
お
り
、
香
港
で
も
広
く
認

知
さ
れ
て
い
る
。

　県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室
で
は
、
香
港
と
台
湾
を

農
産
品
輸
出
拡
大
の
重
点
市
場
と
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
香
港
で
は
、
知
事
が
先

頭
に
立
っ
た
高
級
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
売
り

込
み
、
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
の
県
内
産
地
へ
の
招
聘
等
を

行
い
、
県
産
の
果
物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
他
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
食
品
関
係

の
見
本
市
に
出
展
す
る
県
内
事
業
者
の
支
援
も
行
っ
て
き
た
。

　も
も
も
ぶ
ど
う
も
決
し
て
国
内
価
格
が
安
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
海
外
へ
輸
出
す
る
と
、
輸
送
費
等
の
コ
ス
ト
も
か
か

る
た
め
、
国
内
価
格
か
ら
さ
ら
に
2
〜
3
倍
程
度
の
価
格
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出
額
が
好
調
に

推
移
（
図
表
1
）
し
、
岡
山
の
認
知
度
を
高
め
て
い
る
背
景

に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　一
点
目
は
、
も
も
に
関
し
て
は
、
早
い
時
期
か
ら
輸
出
拡

大
に
向
け
た
取
組
に
着
手
し
て
お
り
、
香
港
と
い
う
新
た
な

市
場
に
早
く
参
入
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他

の
産
地
名
と
混
同
さ
れ
る
前
に
「
白
桃
の
産
地
・
岡
山
」
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
ぶ
ど
う
に
関
し
て
は
、
日
本
国
内
の
他
の
産

地
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
香
港
の
消
費
者
は
品
質
に
見
合
う
金
額
か

を
シ
ビ
ア
な
目
で
判
断
す
る
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る
が
、
一

方
で
商
品
の
価
値
を
理
解
す
る
と
、
高
値
で
も
購
入
し
て
く

れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
国
内
の
他
の

産
地
と
比
べ
て
割
高
な
そ
の
「
理
由
」
を
き
ち
ん
と
伝
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
先
述
の
現
地
小
売
店
の

バ
イ
ヤ
ー
招
聘
等
の
取
組
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
晴
王
」
と
す
る

こ
と
で
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
の
差
別
化
が
で
き

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
岡
山
＝
「
晴
れ
の
国
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
形
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

香
港
か
ら
岡
山
県
を
訪
問
す
る

外
国
人
旅
行
者
と
県
の
取
組

岡
山
県
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
概
況

　岡
山
県
の
外
国
人
旅
行
者
（
宿
泊
者
数
）
は
増
加
し
続
け

て
お
り
、
2
0
1
7
年
度
に
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ

3
・
5
倍
と
な
る
32
・
4
万
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
・
地

域
別
で
は
、
香
港
は
4
・
6
万
人
と
台
湾
、
中
国
に
次
い
で

3
番
目
に
多
く
、
全
体
の
14
・
3
%
を
占
め
て
い
る
（
図
表

2
、
3
）
。

　香
港
の
注
目
す
べ
き
点
は
そ
の
成
長
率
で
あ
る
。
2
0
1

7
年
度
の
宿
泊
者
数
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ
8
・
3
倍

と
な
っ
て
お
り
、
直
近
5
年
間
で
の
成
長
率
は
、
10
国
籍
・

地
域
中
1
位
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
4
）。

　岡
山
県
に
と
っ
て
外
国
人
旅
行
者
宿
泊
者
数
の
成
長
率
が

高
く
シ
ェ
ア
も
大
き
い
香
港
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
面
に

お
い
て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。

果
物
の
現
地
で
の
流
通
が
来
訪
時
の
関
心
に
も
影
響

「
岡
山
県
多
言
語
観
光
サ
イ
ト
」
で
は
、
直
近
2
週
間
を
対

象
に
、
サ
イ
ト
内
で
ア
ク
セ
ス
が
多
か
っ
た
ペ
ー
ジ
を
言
語

別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
公
表
し
て
お
り
、
外
国
人
旅
行
者

が
県
内
の
ど
の
よ
う
な
資
源
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

国
・
地
域
別
に
把
握
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

　主
に
、
香
港
、
台
湾
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
が
閲
覧
す
る

と
思
わ
れ
る
繁
体
字
ペ
ー
ジ
内
の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ 

に
は
、
県
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
岡
山
後
楽
園
や
倉
敷

美
観
地
区
と
並
び
「
も
も
狩
り
」
や
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
が
5

位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
果
物
狩
り
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
（
写
真
3
）。
な
お
、「
岡
山
県
多
言
語

観
光
サ
イ
ト
」
が
対
応
し
て
い
る
7
言
語
の
う
ち
、
ア
ク
セ

ス
ラ
ン
キ
ン
グ
の
5
位
以
内
に
も
も
狩
り
や
ぶ
ど
う
狩
り
が

含
ま
れ
て
い
る
の
は
繁
体
字
の
み
（
図
表
5
）
と
な
っ
て
い

る
。
先
述
の
通
り
、
香
港
や
台
湾
は
、
県
が
も
も
や
ぶ
ど
う

の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
場
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

果
物
が
日
常
的
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

も
も
や
ぶ
ど
う
を
活
用
し
て
、香
港
の
旅
行
者
を

ど
う
呼
び
、ど
う
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
？
―

　そ
れ
で
は
、
県
で
は
も
も
や
ぶ
ど
う
を
ど
の
よ
う
に
香
港

か
ら
の
誘
客
に
結
び
つ
け
、
旅
行
者
は
ど
の
よ
う
に
果
物
狩

り
を
楽
し
ん
で
い
る
の
か
―
。

　岡
山
県
で
は
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
り
、
主
要

市
場
に
P
R
デ
ス
ク
を
設
置
し
て
い
る
。
上
海
、
ソ
ウ
ル
、

台
北
、
バ
ン
コ
ク
に
続
き
、
2
0
1
7
年
に
は
香
港
に
開
設

し
た
。
県
の
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
、
現
地
の
情
報
収
集
、

県
の
観
光
情
報
の
発
信
、
現
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
の
コ
ー

り
体
験
を
行
い
、
こ
の
様
子
を
S
N
S
で
発
信
す
る
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
香
港
の
市
場
特
性
を
踏
ま
え
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
香
港
は
F
I
T
の
割
合
が
高
く
、
レ

ン
タ
カ
ー
で
郊
外
ま
で
出
向
き
、
果
物
狩
り
を
楽
し
む
こ
と

も
多
い
よ
う
だ
。
香
港
で
は
、
自
動
車
初
回
登
録
税
や
ガ
ソ

リ
ン
代
、
駐
車
場
代
等
の
維
持
費
が
高
く
、
自
家
用
車
を
所

有
で
き
る
の
は
一
部
の
高
所
得
者
層
に
限
ら
れ
て
お
り
、
海

外
旅
行
時
に
運
転
を
希
望
す
る
旅
行
者
が
多
い
。
特
に
日
本

は
香
港
と
同
じ
左
側
通
行
で
あ
る
た
め
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
率

が
高
い
。
一
方
、
岡
山
県
で
は
、
特
に
北
部
を
中
心
に
二
次

交
通
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

と
課
題
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か
ら
岡
山
県
は
鳥
取
県
・
中
国

運
輸
局
と
連
携
し
、
香
港
の
F
I
T
を
対
象
と
し
た
「
岡

山
・
鳥
取
連
携
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
定
着
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
香
港
で
影
響
力
の
大
き
い
ブ
ロ
ガ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
や

旅
行
会
社
を
招
聘
し
た
視
察
ツ
ア
ー
に
は
、
ぶ
ど
う
の
収
穫

体
験
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　ま
た
、
団
体
旅
行
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
利
用
率
は
低

い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
中
に
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
果
物
狩
り
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
コ
ラ

ム
「
香
港
の
訪
日
団
体
旅
行
商
品
か
ら
」
参
照
）
。
特
に
夏

期
の
商
品
で
は
、
も
も
狩
り
が
で
き
る
こ
と
を
ツ
ア
ー
の
目

玉
と
し
て
表
記
す
る
商
品
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

　こ
う
し
た
果
物
狩
り
の
需
要
を
受
け
止
め
る
の
が
観
光
農

園
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
る
情
報
発
信
、
観
光
農

園
の
説
明
、
果
物
の
収
穫
の
方
法
等
の
現
地
で
の
説
明
を
英

語
や
中
国
語
を
中
心
に
多
言
語
化
す
る
観
光
農
園
も
増
え
始

め
て
お
り
、
こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
に
積
極
的
な

施
設
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
メ
デ
ィ
ア

招
聘
を
行
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　岡
山
県
で
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
特
産
品
で
あ
る
果
物

（
特
に
白
桃
）
を
香
港
で
流
通
さ
せ
、
特
産
品
と
産
地
名
を

セ
ッ
ト
で
浸
透
さ
せ
た
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
国
内
と

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
香
港
に
流
通
し
て
お
り
、
白
桃
の
よ

う
な
い
わ
ゆ
る
先
発
優
位
で
は
な
い
も
の
の
、
「
晴
王
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
数
多
あ
る
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

と
の
差
別
化
に
貢
献
し
た
。
香
港
の
ス
ー
パ
ー
に
県
産
の
果

物
が
陳
列
さ
れ
、
産
地
で
あ
る
岡
山
県
の
認
知
度
が
高
く
な

り
始
め
た
頃
、
我
が
国
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
し
、

岡
山
県
で
も
こ
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、
香
港
で
既
に
認

知
さ
れ
て
い
る
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
活
用
し
、
誘
客
を
行
っ
た
。
近
年
で
は
、
香
港
か
ら
の
宿

泊
者
数
が
急
増
し
、
岡
山
県
滞
在
中
に
は
果
物
狩
り
が
行
わ

れ
、
お
土
産
と
し
て
果
物
が
購
入
さ
れ
る
等
、
消
費
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
県
内
企

業
が
香
港
へ
進
出
す
る
例
も
出
て
き
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
成
果
は
戦
略
的
に
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

は
、
市
場
の
動
向
と
県
の
施
策
が
合
致
し
た
結
果
と
も
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
、
海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た

取
組
を
推
進
す
る
自
治
体
に
参
考
と
な
る
部
分
は
多
い
。

　一
般
的
に
、
消
費
者
に
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
発
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図 3 岡山県の外国人旅行者宿泊者数の
国・地域別構成比
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図 4 岡山県の国・地域別外国人旅行者宿泊者の成長率

資料：「岡山県多言語観光サイト」よりJTBF作成

資料：「岡山県外国人旅行者宿泊者数調査」よりJTBF作成

出典：「岡山県多言語観光サイト」（繁体字版）※7

図 5「岡山県多言語観光サイト」ページ内アクセスランキング（言語別）

地
で
の
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
等
へ
の
情
報

掲
載
や
、
広
告
（
例
：
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
や
駅
で
の
広
告

等
）
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
が
あ
る
。
こ
う

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
継
続
的
な
実
施
が
難
し
い
。
岡

山
県
で
は
、
誰
も
が
親
し
み
を
持
つ
果
物
を
輸
出
拡
大
し
、

日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
が
、

結
果
的
に
発
地
で
の
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
誘
客
段
階
で
は
、

香
港
で
既
に
広
く
認
知
さ
れ
た
も
も
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
た
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
嗜
好

と
県
の
資
源
の
接
点
を
見
つ
け
、
分
か
り
や
す
く
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
点
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　香
港
で
の
消
費
促
進
と
、
香
港
か
ら
岡
山
を
訪
れ
る
旅
行

者
の
県
内
消
費
の
循
環
は
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
は
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
み
、
滞
在
を
き
っ
か
け
と
し
た
旅
行
後
（
来

訪
と
来
訪
の
間
）
の
消
費
需
要
を
喚
起
し
、
こ
れ
も
含
め
た

循
環
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

岡
山
県
産
業
労
働
部
観
光
課
海
外
誘
客
班

　主
幹
・
浦
川
靖
弘
氏

岡
山
県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室

　主
幹
・
加
藤
高
明
氏

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
通
訳
等
を
行
う
。

P
R
デ
ス
ク
に
は
、
日
本
語
で
の
会

話
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
た
め
、

最
新
情
報
を
迅
速
に
収
集
し
、
現
地

の
商
習
慣
を
心
得
た
上
で
、
旅
行
会

社
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　P
R
デ
ス
ク
を
通
じ
て
得
た
情
報

は
各
市
場
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
香
港
は
も
も
と
ぶ

ど
う
、
台
湾
は
桃
太
郎
、
と
各
市
場

で
岡
山
県
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め

に
最
も
効
果
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見

極
め
、
こ
れ
ら
を
前
面
に
押
し
出
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
昨
年
、
香
港
で
は
料

理
教
室
で
白
桃
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
作

　岡
山
県
で
は
、
香
港
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
、
地
元
ス
ー
パ
ー
に
は
こ
れ
ら
の
果

物
が
並
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、
「
岡
山
（
ガ
ン
サ
ン
）
＝

白
桃
」
の
生
産
地
と
し
て
香
港
の
人
に
認
知
さ
れ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る
中
、
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
た
誘
客
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
事
例
で
は
、

岡
山
県
の
取
組
か
ら
発
地
に
お
け
る
果
物
の
流
通
か
ら
誘
客

に
至
る
ま
で
の
循
環
を
紹
介
す
る
。

香
港
に
お
け
る

も
も
・
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大

　温
暖
な
気
候
で
降
水
量
が
少
な
い
岡
山
県
は
「
く
だ
も
の

王
国
」
と
呼
ば
れ
、
も
も
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢
白
桃

等
）
や
ぶ
ど
う
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
）等
、
贈
答
用

と
し
て
も
活
用
で
き
る
高
品
質
な
果
物
の
産
地
と
し
て
有
名

で
あ
る
。

　岡
山
県
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
も
も
の
中
で
も
、
白

桃
（
写
真
1
）
は
、
地
元
市
場
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
た

が
、
10
年
程
前
か
ら
首
都
圏
に
も
積
極
的
に
出
荷
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
岡
山
県
産
の
白
桃
は
、
き
れ
い
な
白
色
を
保

ち
、
繊
細
で
ま
ろ
や
か
な
風
味
を
生
み
出
す
た
め
、
桃
の
実

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
袋
が
け
を
行
い
、
日
光
に
直
接
当
て
な
い

よ
う
に
す
る
等
、
出
荷
ま
で
に
手
間
が
か
か
り
、
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
で
白
桃
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
る
と
、
海
外
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
た
。

輸
出
先
は
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
台
湾
は
検
疫
が
厳
し
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
市
場

で
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、
主
な
輸
出
先
は
香
港
と
な
っ
て

い
る
。

　白
桃
と
並
ぶ
岡
山
の
二
大
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ぶ
ど
う
で
あ
る
。

特
に
2
0
0
6
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
（
写
真
2
）
は
安
芸
津
21
号
と
白
南
を
掛
け
合
わ
せ
て
育

種
し
た
品
種
で
、
種
が
な
く
皮
ご
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

高
い
糖
度
と
少
な
い
酸
味
が
特
徴
で
、
近
年
、
急
速
に
国
内

市
場
に
も
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酸
味
を
好
ま
ず
、
甘
味

を
好
む
香
港
の
人
に
も
好
ま
れ
、
全
農
岡
山
で
は
、
岡
山
県

が
「
晴
れ
の
国
」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
を
「
晴
王
」
と
名
付
け
て
お
り
、
香
港
で
も
広
く
認

知
さ
れ
て
い
る
。

　県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室
で
は
、
香
港
と
台
湾
を

農
産
品
輸
出
拡
大
の
重
点
市
場
と
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
香
港
で
は
、
知
事
が
先

頭
に
立
っ
た
高
級
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
売
り

込
み
、
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
の
県
内
産
地
へ
の
招
聘
等
を

行
い
、
県
産
の
果
物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
他
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
食
品
関
係

の
見
本
市
に
出
展
す
る
県
内
事
業
者
の
支
援
も
行
っ
て
き
た
。

　も
も
も
ぶ
ど
う
も
決
し
て
国
内
価
格
が
安
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
海
外
へ
輸
出
す
る
と
、
輸
送
費
等
の
コ
ス
ト
も
か
か

る
た
め
、
国
内
価
格
か
ら
さ
ら
に
2
〜
3
倍
程
度
の
価
格
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出
額
が
好
調
に

推
移
（
図
表
1
）
し
、
岡
山
の
認
知
度
を
高
め
て
い
る
背
景

に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　一
点
目
は
、
も
も
に
関
し
て
は
、
早
い
時
期
か
ら
輸
出
拡

大
に
向
け
た
取
組
に
着
手
し
て
お
り
、
香
港
と
い
う
新
た
な

市
場
に
早
く
参
入
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他

の
産
地
名
と
混
同
さ
れ
る
前
に
「
白
桃
の
産
地
・
岡
山
」
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
ぶ
ど
う
に
関
し
て
は
、
日
本
国
内
の
他
の
産

地
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
香
港
の
消
費
者
は
品
質
に
見
合
う
金
額
か

を
シ
ビ
ア
な
目
で
判
断
す
る
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る
が
、
一

方
で
商
品
の
価
値
を
理
解
す
る
と
、
高
値
で
も
購
入
し
て
く

れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
国
内
の
他
の

産
地
と
比
べ
て
割
高
な
そ
の
「
理
由
」
を
き
ち
ん
と
伝
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
先
述
の
現
地
小
売
店
の

バ
イ
ヤ
ー
招
聘
等
の
取
組
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
晴
王
」
と
す
る

こ
と
で
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
の
差
別
化
が
で
き

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
岡
山
＝
「
晴
れ
の
国
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
形
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

香
港
か
ら
岡
山
県
を
訪
問
す
る

外
国
人
旅
行
者
と
県
の
取
組

岡
山
県
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
概
況

　岡
山
県
の
外
国
人
旅
行
者
（
宿
泊
者
数
）
は
増
加
し
続
け

て
お
り
、
2
0
1
7
年
度
に
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ

3
・
5
倍
と
な
る
32
・
4
万
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
・
地

域
別
で
は
、
香
港
は
4
・
6
万
人
と
台
湾
、
中
国
に
次
い
で

3
番
目
に
多
く
、
全
体
の
14
・
3
%
を
占
め
て
い
る
（
図
表

2
、
3
）
。

　香
港
の
注
目
す
べ
き
点
は
そ
の
成
長
率
で
あ
る
。
2
0
1

7
年
度
の
宿
泊
者
数
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ
8
・
3
倍

と
な
っ
て
お
り
、
直
近
5
年
間
で
の
成
長
率
は
、
10
国
籍
・

地
域
中
1
位
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
4
）。

　岡
山
県
に
と
っ
て
外
国
人
旅
行
者
宿
泊
者
数
の
成
長
率
が

高
く
シ
ェ
ア
も
大
き
い
香
港
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
面
に

お
い
て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。

果
物
の
現
地
で
の
流
通
が
来
訪
時
の
関
心
に
も
影
響

「
岡
山
県
多
言
語
観
光
サ
イ
ト
」
で
は
、
直
近
2
週
間
を
対

象
に
、
サ
イ
ト
内
で
ア
ク
セ
ス
が
多
か
っ
た
ペ
ー
ジ
を
言
語

別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
公
表
し
て
お
り
、
外
国
人
旅
行
者

が
県
内
の
ど
の
よ
う
な
資
源
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

国
・
地
域
別
に
把
握
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

　主
に
、
香
港
、
台
湾
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
が
閲
覧
す
る

と
思
わ
れ
る
繁
体
字
ペ
ー
ジ
内
の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ 

に
は
、
県
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
岡
山
後
楽
園
や
倉
敷

美
観
地
区
と
並
び
「
も
も
狩
り
」
や
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
が
5

位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
果
物
狩
り
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
（
写
真
3
）。
な
お
、「
岡
山
県
多
言
語

観
光
サ
イ
ト
」
が
対
応
し
て
い
る
7
言
語
の
う
ち
、
ア
ク
セ

ス
ラ
ン
キ
ン
グ
の
5
位
以
内
に
も
も
狩
り
や
ぶ
ど
う
狩
り
が

含
ま
れ
て
い
る
の
は
繁
体
字
の
み
（
図
表
5
）
と
な
っ
て
い

る
。
先
述
の
通
り
、
香
港
や
台
湾
は
、
県
が
も
も
や
ぶ
ど
う

の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
場
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

果
物
が
日
常
的
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

も
も
や
ぶ
ど
う
を
活
用
し
て
、香
港
の
旅
行
者
を

ど
う
呼
び
、ど
う
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
？
―

　そ
れ
で
は
、
県
で
は
も
も
や
ぶ
ど
う
を
ど
の
よ
う
に
香
港

か
ら
の
誘
客
に
結
び
つ
け
、
旅
行
者
は
ど
の
よ
う
に
果
物
狩

り
を
楽
し
ん
で
い
る
の
か
―
。

　岡
山
県
で
は
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
り
、
主
要

市
場
に
P
R
デ
ス
ク
を
設
置
し
て
い
る
。
上
海
、
ソ
ウ
ル
、

台
北
、
バ
ン
コ
ク
に
続
き
、
2
0
1
7
年
に
は
香
港
に
開
設

し
た
。
県
の
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
、
現
地
の
情
報
収
集
、

県
の
観
光
情
報
の
発
信
、
現
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
の
コ
ー

り
体
験
を
行
い
、
こ
の
様
子
を
S
N
S
で
発
信
す
る
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
香
港
の
市
場
特
性
を
踏
ま
え
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
香
港
は
F
I
T
の
割
合
が
高
く
、
レ

ン
タ
カ
ー
で
郊
外
ま
で
出
向
き
、
果
物
狩
り
を
楽
し
む
こ
と

も
多
い
よ
う
だ
。
香
港
で
は
、
自
動
車
初
回
登
録
税
や
ガ
ソ

リ
ン
代
、
駐
車
場
代
等
の
維
持
費
が
高
く
、
自
家
用
車
を
所

有
で
き
る
の
は
一
部
の
高
所
得
者
層
に
限
ら
れ
て
お
り
、
海

外
旅
行
時
に
運
転
を
希
望
す
る
旅
行
者
が
多
い
。
特
に
日
本

は
香
港
と
同
じ
左
側
通
行
で
あ
る
た
め
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
率

が
高
い
。
一
方
、
岡
山
県
で
は
、
特
に
北
部
を
中
心
に
二
次

交
通
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

と
課
題
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か
ら
岡
山
県
は
鳥
取
県
・
中
国

運
輸
局
と
連
携
し
、
香
港
の
F
I
T
を
対
象
と
し
た
「
岡

山
・
鳥
取
連
携
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
定
着
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
香
港
で
影
響
力
の
大
き
い
ブ
ロ
ガ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
や

旅
行
会
社
を
招
聘
し
た
視
察
ツ
ア
ー
に
は
、
ぶ
ど
う
の
収
穫

体
験
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　ま
た
、
団
体
旅
行
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
利
用
率
は
低

い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
中
に
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
果
物
狩
り
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
コ
ラ

ム
「
香
港
の
訪
日
団
体
旅
行
商
品
か
ら
」
参
照
）
。
特
に
夏

期
の
商
品
で
は
、
も
も
狩
り
が
で
き
る
こ
と
を
ツ
ア
ー
の
目

玉
と
し
て
表
記
す
る
商
品
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

　こ
う
し
た
果
物
狩
り
の
需
要
を
受
け
止
め
る
の
が
観
光
農

園
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
る
情
報
発
信
、
観
光
農

園
の
説
明
、
果
物
の
収
穫
の
方
法
等
の
現
地
で
の
説
明
を
英

語
や
中
国
語
を
中
心
に
多
言
語
化
す
る
観
光
農
園
も
増
え
始

め
て
お
り
、
こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
に
積
極
的
な

施
設
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
メ
デ
ィ
ア

招
聘
を
行
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　岡
山
県
で
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
特
産
品
で
あ
る
果
物

（
特
に
白
桃
）
を
香
港
で
流
通
さ
せ
、
特
産
品
と
産
地
名
を

セ
ッ
ト
で
浸
透
さ
せ
た
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
国
内
と

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
香
港
に
流
通
し
て
お
り
、
白
桃
の
よ

う
な
い
わ
ゆ
る
先
発
優
位
で
は
な
い
も
の
の
、
「
晴
王
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
数
多
あ
る
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

と
の
差
別
化
に
貢
献
し
た
。
香
港
の
ス
ー
パ
ー
に
県
産
の
果

物
が
陳
列
さ
れ
、
産
地
で
あ
る
岡
山
県
の
認
知
度
が
高
く
な

り
始
め
た
頃
、
我
が
国
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
し
、

岡
山
県
で
も
こ
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、
香
港
で
既
に
認

知
さ
れ
て
い
る
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
活
用
し
、
誘
客
を
行
っ
た
。
近
年
で
は
、
香
港
か
ら
の
宿

泊
者
数
が
急
増
し
、
岡
山
県
滞
在
中
に
は
果
物
狩
り
が
行
わ

れ
、
お
土
産
と
し
て
果
物
が
購
入
さ
れ
る
等
、
消
費
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
県
内
企

業
が
香
港
へ
進
出
す
る
例
も
出
て
き
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
成
果
は
戦
略
的
に
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

は
、
市
場
の
動
向
と
県
の
施
策
が
合
致
し
た
結
果
と
も
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
、
海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た

取
組
を
推
進
す
る
自
治
体
に
参
考
と
な
る
部
分
は
多
い
。

　一
般
的
に
、
消
費
者
に
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
発

特集 特産品ブランドを活用した外国人旅行者の誘客～香港市場における取組～1
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図 3 岡山県の外国人旅行者宿泊者数の
国・地域別構成比

資料：「岡山県外国人旅行者宿泊者数
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図 4 岡山県の国・地域別外国人旅行者宿泊者の成長率
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出典：「岡山県多言語観光サイト」（繁体字版）※7

図 5「岡山県多言語観光サイト」ページ内アクセスランキング（言語別）

地
で
の
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
等
へ
の
情
報

掲
載
や
、
広
告
（
例
：
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
や
駅
で
の
広
告

等
）
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
が
あ
る
。
こ
う

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
継
続
的
な
実
施
が
難
し
い
。
岡

山
県
で
は
、
誰
も
が
親
し
み
を
持
つ
果
物
を
輸
出
拡
大
し
、

日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
が
、

結
果
的
に
発
地
で
の
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
誘
客
段
階
で
は
、

香
港
で
既
に
広
く
認
知
さ
れ
た
も
も
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
た
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
嗜
好

と
県
の
資
源
の
接
点
を
見
つ
け
、
分
か
り
や
す
く
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
点
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　香
港
で
の
消
費
促
進
と
、
香
港
か
ら
岡
山
を
訪
れ
る
旅
行

者
の
県
内
消
費
の
循
環
は
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
は
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
み
、
滞
在
を
き
っ
か
け
と
し
た
旅
行
後
（
来

訪
と
来
訪
の
間
）
の
消
費
需
要
を
喚
起
し
、
こ
れ
も
含
め
た

循
環
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

岡
山
県
産
業
労
働
部
観
光
課
海
外
誘
客
班

　主
幹
・
浦
川
靖
弘
氏

岡
山
県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室

　主
幹
・
加
藤
高
明
氏

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
通
訳
等
を
行
う
。

P
R
デ
ス
ク
に
は
、
日
本
語
で
の
会

話
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
た
め
、

最
新
情
報
を
迅
速
に
収
集
し
、
現
地

の
商
習
慣
を
心
得
た
上
で
、
旅
行
会

社
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　P
R
デ
ス
ク
を
通
じ
て
得
た
情
報

は
各
市
場
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
香
港
は
も
も
と
ぶ

ど
う
、
台
湾
は
桃
太
郎
、
と
各
市
場

で
岡
山
県
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め

に
最
も
効
果
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見

極
め
、
こ
れ
ら
を
前
面
に
押
し
出
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
昨
年
、
香
港
で
は
料

理
教
室
で
白
桃
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
作

　岡
山
県
で
は
、
香
港
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
、
地
元
ス
ー
パ
ー
に
は
こ
れ
ら
の
果

物
が
並
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、
「
岡
山
（
ガ
ン
サ
ン
）
＝

白
桃
」
の
生
産
地
と
し
て
香
港
の
人
に
認
知
さ
れ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る
中
、
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
た
誘
客
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
事
例
で
は
、

岡
山
県
の
取
組
か
ら
発
地
に
お
け
る
果
物
の
流
通
か
ら
誘
客

に
至
る
ま
で
の
循
環
を
紹
介
す
る
。

香
港
に
お
け
る

も
も
・
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大

　温
暖
な
気
候
で
降
水
量
が
少
な
い
岡
山
県
は
「
く
だ
も
の

王
国
」
と
呼
ば
れ
、
も
も
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢
白
桃

等
）
や
ぶ
ど
う
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
）等
、
贈
答
用

と
し
て
も
活
用
で
き
る
高
品
質
な
果
物
の
産
地
と
し
て
有
名

で
あ
る
。

　岡
山
県
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
も
も
の
中
で
も
、
白

桃
（
写
真
1
）
は
、
地
元
市
場
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
た

が
、
10
年
程
前
か
ら
首
都
圏
に
も
積
極
的
に
出
荷
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
岡
山
県
産
の
白
桃
は
、
き
れ
い
な
白
色
を
保

ち
、
繊
細
で
ま
ろ
や
か
な
風
味
を
生
み
出
す
た
め
、
桃
の
実

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
袋
が
け
を
行
い
、
日
光
に
直
接
当
て
な
い

よ
う
に
す
る
等
、
出
荷
ま
で
に
手
間
が
か
か
り
、
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
で
白
桃
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
る
と
、
海
外
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
た
。

輸
出
先
は
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
台
湾
は
検
疫
が
厳
し
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
市
場

で
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、
主
な
輸
出
先
は
香
港
と
な
っ
て

い
る
。

　白
桃
と
並
ぶ
岡
山
の
二
大
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ぶ
ど
う
で
あ
る
。

特
に
2
0
0
6
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
（
写
真
2
）
は
安
芸
津
21
号
と
白
南
を
掛
け
合
わ
せ
て
育

種
し
た
品
種
で
、
種
が
な
く
皮
ご
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

高
い
糖
度
と
少
な
い
酸
味
が
特
徴
で
、
近
年
、
急
速
に
国
内

市
場
に
も
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酸
味
を
好
ま
ず
、
甘
味

を
好
む
香
港
の
人
に
も
好
ま
れ
、
全
農
岡
山
で
は
、
岡
山
県

が
「
晴
れ
の
国
」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
を
「
晴
王
」
と
名
付
け
て
お
り
、
香
港
で
も
広
く
認

知
さ
れ
て
い
る
。

　県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室
で
は
、
香
港
と
台
湾
を

農
産
品
輸
出
拡
大
の
重
点
市
場
と
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
香
港
で
は
、
知
事
が
先

頭
に
立
っ
た
高
級
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
売
り

込
み
、
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
の
県
内
産
地
へ
の
招
聘
等
を

行
い
、
県
産
の
果
物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
他
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
食
品
関
係

の
見
本
市
に
出
展
す
る
県
内
事
業
者
の
支
援
も
行
っ
て
き
た
。

　も
も
も
ぶ
ど
う
も
決
し
て
国
内
価
格
が
安
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
海
外
へ
輸
出
す
る
と
、
輸
送
費
等
の
コ
ス
ト
も
か
か

る
た
め
、
国
内
価
格
か
ら
さ
ら
に
2
〜
3
倍
程
度
の
価
格
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出
額
が
好
調
に

推
移
（
図
表
1
）
し
、
岡
山
の
認
知
度
を
高
め
て
い
る
背
景

に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　一
点
目
は
、
も
も
に
関
し
て
は
、
早
い
時
期
か
ら
輸
出
拡

大
に
向
け
た
取
組
に
着
手
し
て
お
り
、
香
港
と
い
う
新
た
な

市
場
に
早
く
参
入
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他

の
産
地
名
と
混
同
さ
れ
る
前
に
「
白
桃
の
産
地
・
岡
山
」
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
ぶ
ど
う
に
関
し
て
は
、
日
本
国
内
の
他
の
産

地
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
香
港
の
消
費
者
は
品
質
に
見
合
う
金
額
か

を
シ
ビ
ア
な
目
で
判
断
す
る
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る
が
、
一

方
で
商
品
の
価
値
を
理
解
す
る
と
、
高
値
で
も
購
入
し
て
く

れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
国
内
の
他
の

産
地
と
比
べ
て
割
高
な
そ
の
「
理
由
」
を
き
ち
ん
と
伝
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
先
述
の
現
地
小
売
店
の

バ
イ
ヤ
ー
招
聘
等
の
取
組
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
晴
王
」
と
す
る

こ
と
で
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
の
差
別
化
が
で
き

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
岡
山
＝
「
晴
れ
の
国
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
形
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

香
港
か
ら
岡
山
県
を
訪
問
す
る

外
国
人
旅
行
者
と
県
の
取
組

岡
山
県
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
概
況

　岡
山
県
の
外
国
人
旅
行
者
（
宿
泊
者
数
）
は
増
加
し
続
け

て
お
り
、
2
0
1
7
年
度
に
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ

3
・
5
倍
と
な
る
32
・
4
万
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
・
地

域
別
で
は
、
香
港
は
4
・
6
万
人
と
台
湾
、
中
国
に
次
い
で

3
番
目
に
多
く
、
全
体
の
14
・
3
%
を
占
め
て
い
る
（
図
表

2
、
3
）
。

　香
港
の
注
目
す
べ
き
点
は
そ
の
成
長
率
で
あ
る
。
2
0
1

7
年
度
の
宿
泊
者
数
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ
8
・
3
倍

と
な
っ
て
お
り
、
直
近
5
年
間
で
の
成
長
率
は
、
10
国
籍
・

地
域
中
1
位
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
4
）。

　岡
山
県
に
と
っ
て
外
国
人
旅
行
者
宿
泊
者
数
の
成
長
率
が

高
く
シ
ェ
ア
も
大
き
い
香
港
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
面
に

お
い
て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。

果
物
の
現
地
で
の
流
通
が
来
訪
時
の
関
心
に
も
影
響

「
岡
山
県
多
言
語
観
光
サ
イ
ト
」
で
は
、
直
近
2
週
間
を
対

象
に
、
サ
イ
ト
内
で
ア
ク
セ
ス
が
多
か
っ
た
ペ
ー
ジ
を
言
語

別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
公
表
し
て
お
り
、
外
国
人
旅
行
者

が
県
内
の
ど
の
よ
う
な
資
源
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

国
・
地
域
別
に
把
握
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

　主
に
、
香
港
、
台
湾
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
が
閲
覧
す
る

と
思
わ
れ
る
繁
体
字
ペ
ー
ジ
内
の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ 

に
は
、
県
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
岡
山
後
楽
園
や
倉
敷

美
観
地
区
と
並
び
「
も
も
狩
り
」
や
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
が
5

位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
果
物
狩
り
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
（
写
真
3
）。
な
お
、「
岡
山
県
多
言
語

観
光
サ
イ
ト
」
が
対
応
し
て
い
る
7
言
語
の
う
ち
、
ア
ク
セ

ス
ラ
ン
キ
ン
グ
の
5
位
以
内
に
も
も
狩
り
や
ぶ
ど
う
狩
り
が

含
ま
れ
て
い
る
の
は
繁
体
字
の
み
（
図
表
5
）
と
な
っ
て
い

る
。
先
述
の
通
り
、
香
港
や
台
湾
は
、
県
が
も
も
や
ぶ
ど
う

の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
場
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

果
物
が
日
常
的
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

も
も
や
ぶ
ど
う
を
活
用
し
て
、香
港
の
旅
行
者
を

ど
う
呼
び
、ど
う
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
？
―

　そ
れ
で
は
、
県
で
は
も
も
や
ぶ
ど
う
を
ど
の
よ
う
に
香
港

か
ら
の
誘
客
に
結
び
つ
け
、
旅
行
者
は
ど
の
よ
う
に
果
物
狩

り
を
楽
し
ん
で
い
る
の
か
―
。

　岡
山
県
で
は
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
り
、
主
要

市
場
に
P
R
デ
ス
ク
を
設
置
し
て
い
る
。
上
海
、
ソ
ウ
ル
、

台
北
、
バ
ン
コ
ク
に
続
き
、
2
0
1
7
年
に
は
香
港
に
開
設

し
た
。
県
の
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
、
現
地
の
情
報
収
集
、

県
の
観
光
情
報
の
発
信
、
現
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
の
コ
ー

り
体
験
を
行
い
、
こ
の
様
子
を
S
N
S
で
発
信
す
る
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
香
港
の
市
場
特
性
を
踏
ま
え
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
香
港
は
F
I
T
の
割
合
が
高
く
、
レ

ン
タ
カ
ー
で
郊
外
ま
で
出
向
き
、
果
物
狩
り
を
楽
し
む
こ
と

も
多
い
よ
う
だ
。
香
港
で
は
、
自
動
車
初
回
登
録
税
や
ガ
ソ

リ
ン
代
、
駐
車
場
代
等
の
維
持
費
が
高
く
、
自
家
用
車
を
所

有
で
き
る
の
は
一
部
の
高
所
得
者
層
に
限
ら
れ
て
お
り
、
海

外
旅
行
時
に
運
転
を
希
望
す
る
旅
行
者
が
多
い
。
特
に
日
本

は
香
港
と
同
じ
左
側
通
行
で
あ
る
た
め
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
率

が
高
い
。
一
方
、
岡
山
県
で
は
、
特
に
北
部
を
中
心
に
二
次

交
通
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

と
課
題
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か
ら
岡
山
県
は
鳥
取
県
・
中
国

運
輸
局
と
連
携
し
、
香
港
の
F
I
T
を
対
象
と
し
た
「
岡

山
・
鳥
取
連
携
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
定
着
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
香
港
で
影
響
力
の
大
き
い
ブ
ロ
ガ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
や

旅
行
会
社
を
招
聘
し
た
視
察
ツ
ア
ー
に
は
、
ぶ
ど
う
の
収
穫

体
験
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　ま
た
、
団
体
旅
行
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
利
用
率
は
低

い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
中
に
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
果
物
狩
り
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
コ
ラ

ム
「
香
港
の
訪
日
団
体
旅
行
商
品
か
ら
」
参
照
）
。
特
に
夏

期
の
商
品
で
は
、
も
も
狩
り
が
で
き
る
こ
と
を
ツ
ア
ー
の
目

玉
と
し
て
表
記
す
る
商
品
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

　こ
う
し
た
果
物
狩
り
の
需
要
を
受
け
止
め
る
の
が
観
光
農

園
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
る
情
報
発
信
、
観
光
農

園
の
説
明
、
果
物
の
収
穫
の
方
法
等
の
現
地
で
の
説
明
を
英

語
や
中
国
語
を
中
心
に
多
言
語
化
す
る
観
光
農
園
も
増
え
始

め
て
お
り
、
こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
に
積
極
的
な

施
設
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
メ
デ
ィ
ア

招
聘
を
行
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　岡
山
県
で
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
特
産
品
で
あ
る
果
物

（
特
に
白
桃
）
を
香
港
で
流
通
さ
せ
、
特
産
品
と
産
地
名
を

セ
ッ
ト
で
浸
透
さ
せ
た
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
国
内
と

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
香
港
に
流
通
し
て
お
り
、
白
桃
の
よ

う
な
い
わ
ゆ
る
先
発
優
位
で
は
な
い
も
の
の
、
「
晴
王
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
数
多
あ
る
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

と
の
差
別
化
に
貢
献
し
た
。
香
港
の
ス
ー
パ
ー
に
県
産
の
果

物
が
陳
列
さ
れ
、
産
地
で
あ
る
岡
山
県
の
認
知
度
が
高
く
な

り
始
め
た
頃
、
我
が
国
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
し
、

岡
山
県
で
も
こ
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、
香
港
で
既
に
認

知
さ
れ
て
い
る
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
活
用
し
、
誘
客
を
行
っ
た
。
近
年
で
は
、
香
港
か
ら
の
宿

泊
者
数
が
急
増
し
、
岡
山
県
滞
在
中
に
は
果
物
狩
り
が
行
わ

れ
、
お
土
産
と
し
て
果
物
が
購
入
さ
れ
る
等
、
消
費
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
県
内
企

業
が
香
港
へ
進
出
す
る
例
も
出
て
き
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
成
果
は
戦
略
的
に
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

は
、
市
場
の
動
向
と
県
の
施
策
が
合
致
し
た
結
果
と
も
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
、
海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た

取
組
を
推
進
す
る
自
治
体
に
参
考
と
な
る
部
分
は
多
い
。

　一
般
的
に
、
消
費
者
に
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
発
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香港の訪日団体旅行商品から～
岡山県でのもも狩り～

  「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調
査（
2
0
1
7
）」の
結
果

に
よ
る
と
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
香
港
の
旅
行
会
社
が
販

売
す
る
7
〜
8
月
の
訪
日
団
体
旅
行
商
品
1
6
4
商
品
の

う
ち
、
岡
山
県
を
訪
問
す
る
商
品
は
27
商
品（
16.
5
%
）

と
な
っ
て
お
り
、大
阪
、東
京
、北
海
道
、千
葉
と
い
っ
た
日

本
を
代
表
す
る
観
光
地
を
有
す
る
都
道
府
県
に
次
い
で
5

位
と
な
っ
た
。同
調
査
は
台
湾
、中
国
で
販
売
さ
れ
て
い
る

訪
日
旅
行
商
品
も
対
象
と
し
て
い
る
が
、
岡
山
県
の
訪
問

率
は
台
湾
が
2.
8
%
、中
国
が
0.
4
%
と
な
っ
て
お
り
、

香
港
の
岡
山
人
気
が
う
か
が
え
る
。

　香
港
で
販
売
さ
れ
て
い
る
訪
日
旅
行
商
品
の
う
ち
、
岡

山
県
を
訪
問
す
る
商
品
で
は
、
も
も
狩
り
体
験
が
ツ
ア
ー

の
目
玉
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。も
も
狩
り
人
気
の
背

景
に
は
、
香
港
で
高
級
品
と
し
て
流
通
し
て
い
る
も
も
を

新
鮮
な
状
態
で
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
香
港
で
は
ほ

ぼ
体
験
で
き
な
い
農
業
体
験
が
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
魅

力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

地
で
の
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
等
へ
の
情
報

掲
載
や
、
広
告
（
例
：
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
や
駅
で
の
広
告

等
）
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
が
あ
る
。
こ
う

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
継
続
的
な
実
施
が
難
し
い
。
岡

山
県
で
は
、
誰
も
が
親
し
み
を
持
つ
果
物
を
輸
出
拡
大
し
、

日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
が
、

結
果
的
に
発
地
で
の
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
誘
客
段
階
で
は
、

香
港
で
既
に
広
く
認
知
さ
れ
た
も
も
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
た
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
嗜
好

と
県
の
資
源
の
接
点
を
見
つ
け
、
分
か
り
や
す
く
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
点
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　香
港
で
の
消
費
促
進
と
、
香
港
か
ら
岡
山
を
訪
れ
る
旅
行

者
の
県
内
消
費
の
循
環
は
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
は
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
み
、
滞
在
を
き
っ
か
け
と
し
た
旅
行
後
（
来

訪
と
来
訪
の
間
）
の
消
費
需
要
を
喚
起
し
、
こ
れ
も
含
め
た

循
環
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

岡
山
県
産
業
労
働
部
観
光
課
海
外
誘
客
班

　主
幹
・
浦
川
靖
弘
氏

岡
山
県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室

　主
幹
・
加
藤
高
明
氏

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
通
訳
等
を
行
う
。

P
R
デ
ス
ク
に
は
、
日
本
語
で
の
会

話
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
た
め
、

最
新
情
報
を
迅
速
に
収
集
し
、
現
地

の
商
習
慣
を
心
得
た
上
で
、
旅
行
会

社
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　P
R
デ
ス
ク
を
通
じ
て
得
た
情
報

は
各
市
場
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
香
港
は
も
も
と
ぶ

ど
う
、
台
湾
は
桃
太
郎
、
と
各
市
場

で
岡
山
県
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め

に
最
も
効
果
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見

極
め
、
こ
れ
ら
を
前
面
に
押
し
出
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
昨
年
、
香
港
で
は
料

理
教
室
で
白
桃
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
作

　岡
山
県
で
は
、
香
港
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
、
地
元
ス
ー
パ
ー
に
は
こ
れ
ら
の
果

物
が
並
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、
「
岡
山
（
ガ
ン
サ
ン
）
＝

白
桃
」
の
生
産
地
と
し
て
香
港
の
人
に
認
知
さ
れ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る
中
、
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
た
誘
客
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
事
例
で
は
、

岡
山
県
の
取
組
か
ら
発
地
に
お
け
る
果
物
の
流
通
か
ら
誘
客

に
至
る
ま
で
の
循
環
を
紹
介
す
る
。

香
港
に
お
け
る

も
も
・
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大

　温
暖
な
気
候
で
降
水
量
が
少
な
い
岡
山
県
は
「
く
だ
も
の

王
国
」
と
呼
ば
れ
、
も
も
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢
白
桃

等
）
や
ぶ
ど
う
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
）等
、
贈
答
用

と
し
て
も
活
用
で
き
る
高
品
質
な
果
物
の
産
地
と
し
て
有
名

で
あ
る
。

　岡
山
県
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
も
も
の
中
で
も
、
白

桃
（
写
真
1
）
は
、
地
元
市
場
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
た

が
、
10
年
程
前
か
ら
首
都
圏
に
も
積
極
的
に
出
荷
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
岡
山
県
産
の
白
桃
は
、
き
れ
い
な
白
色
を
保

ち
、
繊
細
で
ま
ろ
や
か
な
風
味
を
生
み
出
す
た
め
、
桃
の
実

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
袋
が
け
を
行
い
、
日
光
に
直
接
当
て
な
い

よ
う
に
す
る
等
、
出
荷
ま
で
に
手
間
が
か
か
り
、
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
で
白
桃
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
る
と
、
海
外
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
た
。

輸
出
先
は
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
台
湾
は
検
疫
が
厳
し
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
市
場

で
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、
主
な
輸
出
先
は
香
港
と
な
っ
て

い
る
。

　白
桃
と
並
ぶ
岡
山
の
二
大
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ぶ
ど
う
で
あ
る
。

特
に
2
0
0
6
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
（
写
真
2
）
は
安
芸
津
21
号
と
白
南
を
掛
け
合
わ
せ
て
育

種
し
た
品
種
で
、
種
が
な
く
皮
ご
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

高
い
糖
度
と
少
な
い
酸
味
が
特
徴
で
、
近
年
、
急
速
に
国
内

市
場
に
も
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酸
味
を
好
ま
ず
、
甘
味

を
好
む
香
港
の
人
に
も
好
ま
れ
、
全
農
岡
山
で
は
、
岡
山
県

が
「
晴
れ
の
国
」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
を
「
晴
王
」
と
名
付
け
て
お
り
、
香
港
で
も
広
く
認

知
さ
れ
て
い
る
。

　県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室
で
は
、
香
港
と
台
湾
を

農
産
品
輸
出
拡
大
の
重
点
市
場
と
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
香
港
で
は
、
知
事
が
先

頭
に
立
っ
た
高
級
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
売
り

込
み
、
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
の
県
内
産
地
へ
の
招
聘
等
を

行
い
、
県
産
の
果
物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
他
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
食
品
関
係

の
見
本
市
に
出
展
す
る
県
内
事
業
者
の
支
援
も
行
っ
て
き
た
。

　も
も
も
ぶ
ど
う
も
決
し
て
国
内
価
格
が
安
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
海
外
へ
輸
出
す
る
と
、
輸
送
費
等
の
コ
ス
ト
も
か
か

る
た
め
、
国
内
価
格
か
ら
さ
ら
に
2
〜
3
倍
程
度
の
価
格
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出
額
が
好
調
に

推
移
（
図
表
1
）
し
、
岡
山
の
認
知
度
を
高
め
て
い
る
背
景

に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　一
点
目
は
、
も
も
に
関
し
て
は
、
早
い
時
期
か
ら
輸
出
拡

大
に
向
け
た
取
組
に
着
手
し
て
お
り
、
香
港
と
い
う
新
た
な

市
場
に
早
く
参
入
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他

の
産
地
名
と
混
同
さ
れ
る
前
に
「
白
桃
の
産
地
・
岡
山
」
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
ぶ
ど
う
に
関
し
て
は
、
日
本
国
内
の
他
の
産

地
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
香
港
の
消
費
者
は
品
質
に
見
合
う
金
額
か

を
シ
ビ
ア
な
目
で
判
断
す
る
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る
が
、
一

方
で
商
品
の
価
値
を
理
解
す
る
と
、
高
値
で
も
購
入
し
て
く

れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
国
内
の
他
の

産
地
と
比
べ
て
割
高
な
そ
の
「
理
由
」
を
き
ち
ん
と
伝
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
先
述
の
現
地
小
売
店
の

バ
イ
ヤ
ー
招
聘
等
の
取
組
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
晴
王
」
と
す
る

こ
と
で
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
の
差
別
化
が
で
き

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
岡
山
＝
「
晴
れ
の
国
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
形
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

香
港
か
ら
岡
山
県
を
訪
問
す
る

外
国
人
旅
行
者
と
県
の
取
組

岡
山
県
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
概
況

　岡
山
県
の
外
国
人
旅
行
者
（
宿
泊
者
数
）
は
増
加
し
続
け

て
お
り
、
2
0
1
7
年
度
に
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ

3
・
5
倍
と
な
る
32
・
4
万
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
・
地

域
別
で
は
、
香
港
は
4
・
6
万
人
と
台
湾
、
中
国
に
次
い
で

3
番
目
に
多
く
、
全
体
の
14
・
3
%
を
占
め
て
い
る
（
図
表

2
、
3
）
。

　香
港
の
注
目
す
べ
き
点
は
そ
の
成
長
率
で
あ
る
。
2
0
1

7
年
度
の
宿
泊
者
数
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ
8
・
3
倍

と
な
っ
て
お
り
、
直
近
5
年
間
で
の
成
長
率
は
、
10
国
籍
・

地
域
中
1
位
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
4
）。

　岡
山
県
に
と
っ
て
外
国
人
旅
行
者
宿
泊
者
数
の
成
長
率
が

高
く
シ
ェ
ア
も
大
き
い
香
港
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
面
に

お
い
て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。

果
物
の
現
地
で
の
流
通
が
来
訪
時
の
関
心
に
も
影
響

「
岡
山
県
多
言
語
観
光
サ
イ
ト
」
で
は
、
直
近
2
週
間
を
対

象
に
、
サ
イ
ト
内
で
ア
ク
セ
ス
が
多
か
っ
た
ペ
ー
ジ
を
言
語

別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
公
表
し
て
お
り
、
外
国
人
旅
行
者

が
県
内
の
ど
の
よ
う
な
資
源
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

国
・
地
域
別
に
把
握
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

　主
に
、
香
港
、
台
湾
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
が
閲
覧
す
る

と
思
わ
れ
る
繁
体
字
ペ
ー
ジ
内
の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ 

に
は
、
県
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
岡
山
後
楽
園
や
倉
敷

美
観
地
区
と
並
び
「
も
も
狩
り
」
や
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
が
5

位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
果
物
狩
り
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
（
写
真
3
）。
な
お
、「
岡
山
県
多
言
語

観
光
サ
イ
ト
」
が
対
応
し
て
い
る
7
言
語
の
う
ち
、
ア
ク
セ

ス
ラ
ン
キ
ン
グ
の
5
位
以
内
に
も
も
狩
り
や
ぶ
ど
う
狩
り
が

含
ま
れ
て
い
る
の
は
繁
体
字
の
み
（
図
表
5
）
と
な
っ
て
い

る
。
先
述
の
通
り
、
香
港
や
台
湾
は
、
県
が
も
も
や
ぶ
ど
う

の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
場
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

果
物
が
日
常
的
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

も
も
や
ぶ
ど
う
を
活
用
し
て
、香
港
の
旅
行
者
を

ど
う
呼
び
、ど
う
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
？
―

　そ
れ
で
は
、
県
で
は
も
も
や
ぶ
ど
う
を
ど
の
よ
う
に
香
港

か
ら
の
誘
客
に
結
び
つ
け
、
旅
行
者
は
ど
の
よ
う
に
果
物
狩

り
を
楽
し
ん
で
い
る
の
か
―
。

　岡
山
県
で
は
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
り
、
主
要

市
場
に
P
R
デ
ス
ク
を
設
置
し
て
い
る
。
上
海
、
ソ
ウ
ル
、

台
北
、
バ
ン
コ
ク
に
続
き
、
2
0
1
7
年
に
は
香
港
に
開
設

し
た
。
県
の
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
、
現
地
の
情
報
収
集
、

県
の
観
光
情
報
の
発
信
、
現
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
の
コ
ー

※

1
…
全
農
の
商
標

※

2
…
公
益
社
団
法
人
岡
山
県
観
光
連
盟
が
運
営
す
る
外
国
人
向
け
の
観
光
案
内
を

　
　
　目
的
と
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。 英
語
、繁
体
字
等
7
言
語
に
対
応
。

※

3
…
2
0
1
9
年
2
月
現
在

※

4
…Foreign Independent Tour

の
略
。

　
　
　団
体
旅
行
や
パッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
利
用
せ
ず
に
個
人
で
海
外
旅
行
に
行
く
こ
と
。

※

5
…「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
平
成
29
年
年
次
報
告
書
」（
観
光
庁
）に
よ
る
と
、

　
　
　観
光・レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
は
72.
3
%
が
個
別
手
配
と
な
っ
て
い
る
。

※

6
…
2
0
1
9
年
1
月

※

7
…https://www.okayam

a-japan.jp/tw/

り
体
験
を
行
い
、
こ
の
様
子
を
S
N
S
で
発
信
す
る
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
香
港
の
市
場
特
性
を
踏
ま
え
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
香
港
は
F
I
T
の
割
合
が
高
く
、
レ

ン
タ
カ
ー
で
郊
外
ま
で
出
向
き
、
果
物
狩
り
を
楽
し
む
こ
と

も
多
い
よ
う
だ
。
香
港
で
は
、
自
動
車
初
回
登
録
税
や
ガ
ソ

リ
ン
代
、
駐
車
場
代
等
の
維
持
費
が
高
く
、
自
家
用
車
を
所

有
で
き
る
の
は
一
部
の
高
所
得
者
層
に
限
ら
れ
て
お
り
、
海

外
旅
行
時
に
運
転
を
希
望
す
る
旅
行
者
が
多
い
。
特
に
日
本

は
香
港
と
同
じ
左
側
通
行
で
あ
る
た
め
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
率

が
高
い
。
一
方
、
岡
山
県
で
は
、
特
に
北
部
を
中
心
に
二
次

交
通
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

と
課
題
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か
ら
岡
山
県
は
鳥
取
県
・
中
国

運
輸
局
と
連
携
し
、
香
港
の
F
I
T
を
対
象
と
し
た
「
岡

山
・
鳥
取
連
携
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
定
着
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
香
港
で
影
響
力
の
大
き
い
ブ
ロ
ガ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
や

旅
行
会
社
を
招
聘
し
た
視
察
ツ
ア
ー
に
は
、
ぶ
ど
う
の
収
穫

体
験
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　ま
た
、
団
体
旅
行
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
利
用
率
は
低

い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
中
に
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
果
物
狩
り
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
コ
ラ

ム
「
香
港
の
訪
日
団
体
旅
行
商
品
か
ら
」
参
照
）
。
特
に
夏

期
の
商
品
で
は
、
も
も
狩
り
が
で
き
る
こ
と
を
ツ
ア
ー
の
目

玉
と
し
て
表
記
す
る
商
品
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

　こ
う
し
た
果
物
狩
り
の
需
要
を
受
け
止
め
る
の
が
観
光
農

園
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
る
情
報
発
信
、
観
光
農

園
の
説
明
、
果
物
の
収
穫
の
方
法
等
の
現
地
で
の
説
明
を
英

語
や
中
国
語
を
中
心
に
多
言
語
化
す
る
観
光
農
園
も
増
え
始

め
て
お
り
、
こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
に
積
極
的
な

施
設
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
メ
デ
ィ
ア

招
聘
を
行
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　岡
山
県
で
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
特
産
品
で
あ
る
果
物

（
特
に
白
桃
）
を
香
港
で
流
通
さ
せ
、
特
産
品
と
産
地
名
を

セ
ッ
ト
で
浸
透
さ
せ
た
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
国
内
と

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
香
港
に
流
通
し
て
お
り
、
白
桃
の
よ

う
な
い
わ
ゆ
る
先
発
優
位
で
は
な
い
も
の
の
、
「
晴
王
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
数
多
あ
る
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

と
の
差
別
化
に
貢
献
し
た
。
香
港
の
ス
ー
パ
ー
に
県
産
の
果

物
が
陳
列
さ
れ
、
産
地
で
あ
る
岡
山
県
の
認
知
度
が
高
く
な

り
始
め
た
頃
、
我
が
国
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
し
、

岡
山
県
で
も
こ
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、
香
港
で
既
に
認

知
さ
れ
て
い
る
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
活
用
し
、
誘
客
を
行
っ
た
。
近
年
で
は
、
香
港
か
ら
の
宿

泊
者
数
が
急
増
し
、
岡
山
県
滞
在
中
に
は
果
物
狩
り
が
行
わ

れ
、
お
土
産
と
し
て
果
物
が
購
入
さ
れ
る
等
、
消
費
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
県
内
企

業
が
香
港
へ
進
出
す
る
例
も
出
て
き
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
成
果
は
戦
略
的
に
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

は
、
市
場
の
動
向
と
県
の
施
策
が
合
致
し
た
結
果
と
も
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
、
海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た

取
組
を
推
進
す
る
自
治
体
に
参
考
と
な
る
部
分
は
多
い
。

　一
般
的
に
、
消
費
者
に
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
発
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香港の訪日団体旅行商品から～
岡山県でのもも狩り～

  「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調
査（
2
0
1
7
）」の
結
果

に
よ
る
と
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
香
港
の
旅
行
会
社
が
販

売
す
る
7
〜
8
月
の
訪
日
団
体
旅
行
商
品
1
6
4
商
品
の

う
ち
、
岡
山
県
を
訪
問
す
る
商
品
は
27
商
品（
16.
5
%
）

と
な
っ
て
お
り
、大
阪
、東
京
、北
海
道
、千
葉
と
い
っ
た
日

本
を
代
表
す
る
観
光
地
を
有
す
る
都
道
府
県
に
次
い
で
5

位
と
な
っ
た
。同
調
査
は
台
湾
、中
国
で
販
売
さ
れ
て
い
る

訪
日
旅
行
商
品
も
対
象
と
し
て
い
る
が
、
岡
山
県
の
訪
問

率
は
台
湾
が
2.
8
%
、中
国
が
0.
4
%
と
な
っ
て
お
り
、

香
港
の
岡
山
人
気
が
う
か
が
え
る
。

　香
港
で
販
売
さ
れ
て
い
る
訪
日
旅
行
商
品
の
う
ち
、
岡

山
県
を
訪
問
す
る
商
品
で
は
、
も
も
狩
り
体
験
が
ツ
ア
ー

の
目
玉
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。も
も
狩
り
人
気
の
背

景
に
は
、
香
港
で
高
級
品
と
し
て
流
通
し
て
い
る
も
も
を

新
鮮
な
状
態
で
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
香
港
で
は
ほ

ぼ
体
験
で
き
な
い
農
業
体
験
が
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
魅

力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

地
で
の
新
聞
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
等
へ
の
情
報

掲
載
や
、
広
告
（
例
：
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
や
駅
で
の
広
告

等
）
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
が
あ
る
。
こ
う

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
は

有
効
な
手
段
で
あ
る
一
方
、
継
続
的
な
実
施
が
難
し
い
。
岡

山
県
で
は
、
誰
も
が
親
し
み
を
持
つ
果
物
を
輸
出
拡
大
し
、

日
常
的
に
販
売
さ
れ
て
い
る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
が
、

結
果
的
に
発
地
で
の
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
結

び
つ
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
誘
客
段
階
で
は
、

香
港
で
既
に
広
く
認
知
さ
れ
た
も
も
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
た
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
嗜
好

と
県
の
資
源
の
接
点
を
見
つ
け
、
分
か
り
や
す
く
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
点
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　香
港
で
の
消
費
促
進
と
、
香
港
か
ら
岡
山
を
訪
れ
る
旅
行

者
の
県
内
消
費
の
循
環
は
で
き
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
は
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
み
、
滞
在
を
き
っ
か
け
と
し
た
旅
行
後
（
来

訪
と
来
訪
の
間
）
の
消
費
需
要
を
喚
起
し
、
こ
れ
も
含
め
た

循
環
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

岡
山
県
産
業
労
働
部
観
光
課
海
外
誘
客
班

　主
幹
・
浦
川
靖
弘
氏

岡
山
県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室

　主
幹
・
加
藤
高
明
氏

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
通
訳
等
を
行
う
。

P
R
デ
ス
ク
に
は
、
日
本
語
で
の
会

話
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
た
め
、

最
新
情
報
を
迅
速
に
収
集
し
、
現
地

の
商
習
慣
を
心
得
た
上
で
、
旅
行
会

社
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　P
R
デ
ス
ク
を
通
じ
て
得
た
情
報

は
各
市
場
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活

用
さ
れ
て
い
る
。
香
港
は
も
も
と
ぶ

ど
う
、
台
湾
は
桃
太
郎
、
と
各
市
場

で
岡
山
県
を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め

に
最
も
効
果
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見

極
め
、
こ
れ
ら
を
前
面
に
押
し
出
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
昨
年
、
香
港
で
は
料

理
教
室
で
白
桃
を
使
っ
た
パ
フ
ェ
作

　岡
山
県
で
は
、
香
港
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
、
地
元
ス
ー
パ
ー
に
は
こ
れ
ら
の
果

物
が
並
ん
で
い
る
。
近
年
で
は
、
「
岡
山
（
ガ
ン
サ
ン
）
＝

白
桃
」
の
生
産
地
と
し
て
香
港
の
人
に
認
知
さ
れ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る
中
、
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
た
誘
客
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
事
例
で
は
、

岡
山
県
の
取
組
か
ら
発
地
に
お
け
る
果
物
の
流
通
か
ら
誘
客

に
至
る
ま
で
の
循
環
を
紹
介
す
る
。

香
港
に
お
け
る

も
も
・
ぶ
ど
う
の
輸
出
拡
大

　温
暖
な
気
候
で
降
水
量
が
少
な
い
岡
山
県
は
「
く
だ
も
の

王
国
」
と
呼
ば
れ
、
も
も
（
清
水
白
桃
、
お
か
や
ま
夢
白
桃

等
）
や
ぶ
ど
う
（
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
）等
、
贈
答
用

と
し
て
も
活
用
で
き
る
高
品
質
な
果
物
の
産
地
と
し
て
有
名

で
あ
る
。

　岡
山
県
の
代
表
的
な
特
産
品
で
あ
る
も
も
の
中
で
も
、
白

桃
（
写
真
1
）
は
、
地
元
市
場
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
た

が
、
10
年
程
前
か
ら
首
都
圏
に
も
積
極
的
に
出
荷
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
岡
山
県
産
の
白
桃
は
、
き
れ
い
な
白
色
を
保

ち
、
繊
細
で
ま
ろ
や
か
な
風
味
を
生
み
出
す
た
め
、
桃
の
実

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
袋
が
け
を
行
い
、
日
光
に
直
接
当
て
な
い

よ
う
に
す
る
等
、
出
荷
ま
で
に
手
間
が
か
か
り
、
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
る
。
首
都
圏
で
白
桃
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
る
と
、
海
外
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
開
始
し
た
。

輸
出
先
は
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
台
湾
は
検
疫
が
厳
し
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
市
場

で
の
認
知
度
が
低
い
た
め
、
主
な
輸
出
先
は
香
港
と
な
っ
て

い
る
。

　白
桃
と
並
ぶ
岡
山
の
二
大
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ぶ
ど
う
で
あ
る
。

特
に
2
0
0
6
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
（
写
真
2
）
は
安
芸
津
21
号
と
白
南
を
掛
け
合
わ
せ
て
育

種
し
た
品
種
で
、
種
が
な
く
皮
ご
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

高
い
糖
度
と
少
な
い
酸
味
が
特
徴
で
、
近
年
、
急
速
に
国
内

市
場
に
も
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
酸
味
を
好
ま
ず
、
甘
味

を
好
む
香
港
の
人
に
も
好
ま
れ
、
全
農
岡
山
で
は
、
岡
山
県

が
「
晴
れ
の
国
」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
を
「
晴
王
」
と
名
付
け
て
お
り
、
香
港
で
も
広
く
認

知
さ
れ
て
い
る
。

　県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室
で
は
、
香
港
と
台
湾
を

農
産
品
輸
出
拡
大
の
重
点
市
場
と
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
香
港
で
は
、
知
事
が
先

頭
に
立
っ
た
高
級
ス
ー
パ
ー
等
へ
の
も
も
や
ぶ
ど
う
の
売
り

込
み
、
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
の
県
内
産
地
へ
の
招
聘
等
を

行
い
、
県
産
の
果
物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
他
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
食
品
関
係

の
見
本
市
に
出
展
す
る
県
内
事
業
者
の
支
援
も
行
っ
て
き
た
。

　も
も
も
ぶ
ど
う
も
決
し
て
国
内
価
格
が
安
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
海
外
へ
輸
出
す
る
と
、
輸
送
費
等
の
コ
ス
ト
も
か
か

る
た
め
、
国
内
価
格
か
ら
さ
ら
に
2
〜
3
倍
程
度
の
価
格
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出
額
が
好
調
に

推
移
（
図
表
1
）
し
、
岡
山
の
認
知
度
を
高
め
て
い
る
背
景

に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。

　一
点
目
は
、
も
も
に
関
し
て
は
、
早
い
時
期
か
ら
輸
出
拡

大
に
向
け
た
取
組
に
着
手
し
て
お
り
、
香
港
と
い
う
新
た
な

市
場
に
早
く
参
入
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
他

の
産
地
名
と
混
同
さ
れ
る
前
に
「
白
桃
の
産
地
・
岡
山
」
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
ぶ
ど
う
に
関
し
て
は
、
日
本
国
内
の
他
の
産

地
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
あ
る
。
香
港
の
消
費
者
は
品
質
に
見
合
う
金
額
か

を
シ
ビ
ア
な
目
で
判
断
す
る
傾
向
が
強
い
と
さ
れ
る
が
、
一

方
で
商
品
の
価
値
を
理
解
す
る
と
、
高
値
で
も
購
入
し
て
く

れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
国
内
の
他
の

産
地
と
比
べ
て
割
高
な
そ
の
「
理
由
」
を
き
ち
ん
と
伝
え
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
先
述
の
現
地
小
売
店
の

バ
イ
ヤ
ー
招
聘
等
の
取
組
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
名
を
「
晴
王
」
と
す
る

こ
と
で
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
の
差
別
化
が
で
き

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
岡
山
＝
「
晴
れ
の
国
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
形
成
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

香
港
か
ら
岡
山
県
を
訪
問
す
る

外
国
人
旅
行
者
と
県
の
取
組

岡
山
県
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
概
況

　岡
山
県
の
外
国
人
旅
行
者
（
宿
泊
者
数
）
は
増
加
し
続
け

て
お
り
、
2
0
1
7
年
度
に
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ

3
・
5
倍
と
な
る
32
・
4
万
人
と
な
っ
た
。
ま
た
、
国
・
地

域
別
で
は
、
香
港
は
4
・
6
万
人
と
台
湾
、
中
国
に
次
い
で

3
番
目
に
多
く
、
全
体
の
14
・
3
%
を
占
め
て
い
る
（
図
表

2
、
3
）
。

　香
港
の
注
目
す
べ
き
点
は
そ
の
成
長
率
で
あ
る
。
2
0
1

7
年
度
の
宿
泊
者
数
は
2
0
1
3
年
度
の
お
よ
そ
8
・
3
倍

と
な
っ
て
お
り
、
直
近
5
年
間
で
の
成
長
率
は
、
10
国
籍
・

地
域
中
1
位
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
4
）。

　岡
山
県
に
と
っ
て
外
国
人
旅
行
者
宿
泊
者
数
の
成
長
率
が

高
く
シ
ェ
ア
も
大
き
い
香
港
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
面
に

お
い
て
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
。

果
物
の
現
地
で
の
流
通
が
来
訪
時
の
関
心
に
も
影
響

「
岡
山
県
多
言
語
観
光
サ
イ
ト
」
で
は
、
直
近
2
週
間
を
対

象
に
、
サ
イ
ト
内
で
ア
ク
セ
ス
が
多
か
っ
た
ペ
ー
ジ
を
言
語

別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
公
表
し
て
お
り
、
外
国
人
旅
行
者

が
県
内
の
ど
の
よ
う
な
資
源
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

国
・
地
域
別
に
把
握
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。

　主
に
、
香
港
、
台
湾
か
ら
の
外
国
人
旅
行
者
が
閲
覧
す
る

と
思
わ
れ
る
繁
体
字
ペ
ー
ジ
内
の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ 

に
は
、
県
の
主
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
岡
山
後
楽
園
や
倉
敷

美
観
地
区
と
並
び
「
も
も
狩
り
」
や
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
が
5

位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
果
物
狩
り
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
る
（
写
真
3
）。
な
お
、「
岡
山
県
多
言
語

観
光
サ
イ
ト
」
が
対
応
し
て
い
る
7
言
語
の
う
ち
、
ア
ク
セ

ス
ラ
ン
キ
ン
グ
の
5
位
以
内
に
も
も
狩
り
や
ぶ
ど
う
狩
り
が

含
ま
れ
て
い
る
の
は
繁
体
字
の
み
（
図
表
5
）
と
な
っ
て
い

る
。
先
述
の
通
り
、
香
港
や
台
湾
は
、
県
が
も
も
や
ぶ
ど
う

の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
場
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

果
物
が
日
常
的
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。

も
も
や
ぶ
ど
う
を
活
用
し
て
、香
港
の
旅
行
者
を

ど
う
呼
び
、ど
う
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
？
―

　そ
れ
で
は
、
県
で
は
も
も
や
ぶ
ど
う
を
ど
の
よ
う
に
香
港

か
ら
の
誘
客
に
結
び
つ
け
、
旅
行
者
は
ど
の
よ
う
に
果
物
狩

り
を
楽
し
ん
で
い
る
の
か
―
。

　岡
山
県
で
は
、
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
り
、
主
要

市
場
に
P
R
デ
ス
ク
を
設
置
し
て
い
る
。
上
海
、
ソ
ウ
ル
、

台
北
、
バ
ン
コ
ク
に
続
き
、
2
0
1
7
年
に
は
香
港
に
開
設

し
た
。
県
の
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
、
現
地
の
情
報
収
集
、

県
の
観
光
情
報
の
発
信
、
現
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
の
コ
ー

※

1
…
全
農
の
商
標

※

2
…
公
益
社
団
法
人
岡
山
県
観
光
連
盟
が
運
営
す
る
外
国
人
向
け
の
観
光
案
内
を

　
　
　目
的
と
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。 英
語
、繁
体
字
等
7
言
語
に
対
応
。

※

3
…
2
0
1
9
年
2
月
現
在

※

4
…Foreign Independent Tour

の
略
。

　
　
　団
体
旅
行
や
パッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
利
用
せ
ず
に
個
人
で
海
外
旅
行
に
行
く
こ
と
。

※

5
…「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
平
成
29
年
年
次
報
告
書
」（
観
光
庁
）に
よ
る
と
、

　
　
　観
光・レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
は
72.
3
%
が
個
別
手
配
と
な
っ
て
い
る
。

※

6
…
2
0
1
9
年
1
月

※

7
…https://www.okayam

a-japan.jp/tw/

り
体
験
を
行
い
、
こ
の
様
子
を
S
N
S
で
発
信
す
る
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
香
港
の
市
場
特
性
を
踏
ま
え
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
香
港
は
F
I
T
の
割
合
が
高
く
、
レ

ン
タ
カ
ー
で
郊
外
ま
で
出
向
き
、
果
物
狩
り
を
楽
し
む
こ
と

も
多
い
よ
う
だ
。
香
港
で
は
、
自
動
車
初
回
登
録
税
や
ガ
ソ

リ
ン
代
、
駐
車
場
代
等
の
維
持
費
が
高
く
、
自
家
用
車
を
所

有
で
き
る
の
は
一
部
の
高
所
得
者
層
に
限
ら
れ
て
お
り
、
海

外
旅
行
時
に
運
転
を
希
望
す
る
旅
行
者
が
多
い
。
特
に
日
本

は
香
港
と
同
じ
左
側
通
行
で
あ
る
た
め
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
率

が
高
い
。
一
方
、
岡
山
県
で
は
、
特
に
北
部
を
中
心
に
二
次

交
通
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

と
課
題
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
か
ら
岡
山
県
は
鳥
取
県
・
中
国

運
輸
局
と
連
携
し
、
香
港
の
F
I
T
を
対
象
と
し
た
「
岡

山
・
鳥
取
連
携
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
定
着
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
香
港
で
影
響
力
の
大
き
い
ブ
ロ
ガ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
や

旅
行
会
社
を
招
聘
し
た
視
察
ツ
ア
ー
に
は
、
ぶ
ど
う
の
収
穫

体
験
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　ま
た
、
団
体
旅
行
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
利
用
率
は
低

い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
商
品
の
中
に
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
果
物
狩
り
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
コ
ラ

ム
「
香
港
の
訪
日
団
体
旅
行
商
品
か
ら
」
参
照
）
。
特
に
夏

期
の
商
品
で
は
、
も
も
狩
り
が
で
き
る
こ
と
を
ツ
ア
ー
の
目

玉
と
し
て
表
記
す
る
商
品
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

　こ
う
し
た
果
物
狩
り
の
需
要
を
受
け
止
め
る
の
が
観
光
農

園
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
る
情
報
発
信
、
観
光
農

園
の
説
明
、
果
物
の
収
穫
の
方
法
等
の
現
地
で
の
説
明
を
英

語
や
中
国
語
を
中
心
に
多
言
語
化
す
る
観
光
農
園
も
増
え
始

め
て
お
り
、
こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
に
積
極
的
な

施
設
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
メ
デ
ィ
ア

招
聘
を
行
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　岡
山
県
で
は
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
特
産
品
で
あ
る
果
物

（
特
に
白
桃
）
を
香
港
で
流
通
さ
せ
、
特
産
品
と
産
地
名
を

セ
ッ
ト
で
浸
透
さ
せ
た
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
国
内
と

ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
香
港
に
流
通
し
て
お
り
、
白
桃
の
よ

う
な
い
わ
ゆ
る
先
発
優
位
で
は
な
い
も
の
の
、
「
晴
王
」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
数
多
あ
る
他
県
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

と
の
差
別
化
に
貢
献
し
た
。
香
港
の
ス
ー
パ
ー
に
県
産
の
果

物
が
陳
列
さ
れ
、
産
地
で
あ
る
岡
山
県
の
認
知
度
が
高
く
な

り
始
め
た
頃
、
我
が
国
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
し
、

岡
山
県
で
も
こ
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、
香
港
で
既
に
認

知
さ
れ
て
い
る
も
も
や
ぶ
ど
う
を
主
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
活
用
し
、
誘
客
を
行
っ
た
。
近
年
で
は
、
香
港
か
ら
の
宿

泊
者
数
が
急
増
し
、
岡
山
県
滞
在
中
に
は
果
物
狩
り
が
行
わ

れ
、
お
土
産
と
し
て
果
物
が
購
入
さ
れ
る
等
、
消
費
促
進
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
県
内
企

業
が
香
港
へ
進
出
す
る
例
も
出
て
き
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
成
果
は
戦
略
的
に
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

は
、
市
場
の
動
向
と
県
の
施
策
が
合
致
し
た
結
果
と
も
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
、
海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た

取
組
を
推
進
す
る
自
治
体
に
参
考
と
な
る
部
分
は
多
い
。

　一
般
的
に
、
消
費
者
に
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
段
階
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
発
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写真1）櫓杏のメニュー

事
例
2

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ「
櫓
杏
」の
取
組

熊
本
県

た
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
、
2
0
1
7
年
4
月
に

「
櫓
杏
」
を
開
業
し
た
。

熊
本
を
伝
え
る

食
体
験
を
通
じ
て
熊
本
を「
伝
え
る
」

― 

顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
の
メ
ニ
ュ
ー 

―

　櫓
杏
は
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
と
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
営
業
し

て
お
り
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
は
会
席
料
理
、
寿
司
、
刺
身
、

す
き
焼
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
等
を
中
心
に
1
0
0
0
H
K
$

程
度
、
ラ
ン
チ
は
和
定
食
や
丼
も
の
を
中
心
に
一
人
あ
た
り

客
単
価
2
0
0
H
K
$
〜
3
0
0
H
K
$
程
度
で
提
供
し
て

い
る
。
デ
ィ
ナ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
年
1
度
、
会
席

料
理
は
時
季
の
食
材
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
年

数
回
、
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ

ー
や
県
産
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
香
港
で
の
反
応
が
良
い

場
合
に
は
、
他
の
飲
食
店
に
県
産
品
を
積
極
的
に
売
り
込
ん

で
い
く
た
め
の
、
い
わ
ば
テ
ス
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
場

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
香
港
の
人
は
脂

が
乗
っ
た
肉
や
魚
を
好
み
、
大
ト
ロ
や
サ
ー
モ
ン
を
好
む
た

め
、
天
草
地
方
で
養
殖
す
る
「
南
国
サ
ー
モ
ン
」
を
メ
ニ
ュ

ー
に
加
え
て
い
る
。

　ま
た
、
櫓
杏
の
メ
ニ
ュ
ー
（
写
真
1
）
に
は
、
食
材
の
産

地
で
あ
る
県
内
の
地
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

香
港
で
は
、
県
内
の
地
名
や
特
産
品
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ

低
い
が
、
料
理
を
味
わ
う
こ
と
を
通
じ
て
、
素
材
や
産
地
に

関
心
を
持
つ
人
も
多
く
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
き
っ
か
け
や
県
内
各
地
の
み
ど
こ
ろ
や
特
産
品
の
情

報
提
供
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
言
う
。

　特
産
品
を
活
用
し
た
誘
客
に
お
い
て
は
、
特
産
品
と
地
域

名
を
セ
ッ
ト
で
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
認
知
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

海
外
市
場
で
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
は
強
く
な
る
。
実
際
に
、

香
港
で
は
「
く
ま
モ
ン
」
の
認
知
度
は
高
い
も
の
の
、
く
ま

モ
ン
と
熊
本
県
が
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
大
々
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
に
実
体
験
を
も
っ

て
特
産
品
と
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
櫓
杏
は
、
通
常
の
調
査
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
、
現
地
の
嗜
好
の
把
握

や
、
顧
客
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

― 

安
定
的
な
県
産
品
供
給
を
実
現
す
る

独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

―

　食
を
通
じ
て
熊
本
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
熊
本
県
産
品
の

活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
櫓
杏
で
は
常
時
、
熊
本
県
産
の
食

材
を
6
〜
7
割
程
度
を
使
用
し
て
い
る
。
し
ば
し
ば
、
観
光

地
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
地
場
の
食
材
を
活
用
す
る
際
の

課
題
と
し
て
「
安
定
供
給
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

海
外
に
お
い
て
は
特
に
安
定
供
給
が
難
し
く
な
る
中
、
櫓
杏

で
は
独
自
の
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
こ
う

い
っ
た
課
題
を
克
服
し
て
い
る
。

　香
港
の
繁
華
街
・
尖
沙
咀
の
商
業
ビ
ル
の
28
階
に
、
熊
本

県
産
食
材
を
活
用
し
た
割
烹
櫓
杏
が
あ
る
。
対
岸
の
香
港
島

の
夜
景
を
一
望
で
き
る
店
内
に
は
、
お
よ
そ
1
0
0
の
客
席

が
あ
り
、
6
つ
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
か
ら
は
県
内
各
地

の
イ
メ
ー
ジ
動
画
が
上
映
さ
れ
、
県
産
品
の
展
示
即
売
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
櫓
杏
は
飲
食
店
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
県
内
の
自
治
体
や
企
業
に
よ
る
P
R
イ
ベ
ン
ト
や
商

談
会
の
場
と
な
る
等
、
多
目
的
な
空
間
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
本
事
例
で
は
香
港
の
「
櫓
杏
」
の
取
組
を
中
心
に
、

熊
本
県
の
県
産
品
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

櫓
杏
設
立
の
経
緯

　櫓
杏
は
肥
後
・
鹿
児
島
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
が
香
港
現

地
法
人
の
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
会
社C

&
H

igo D
ining

社
に
出

資
し
、
出
店
し
た
も
の
で
、
肥
後
銀
行
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
）
。
担
当
部
署
で
あ

る
地
域
振
興
部
で
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
公
社
等
と
の

総
合
的
な
取
引
推
進
、
農
業
や
観
光
等
の
地
方
創
生
全
般
に

係
わ
る
戦
略
・
方
針
及
び
施
策
の
統
括
等
、
事
業
先
の
貿
易

及
び
海
外
進
出
等
の
支
援
等
を
主
な
業
務
と
し
て
い
る
。
近

年
で
は
、
農
業
と
観
光
を
中
心
に
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ

た
地
方
創
生
に
関
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
香
港
で
の

事
業
展
開
を
決
め
た
背
景
に
は
、
一
人
当
た
り
G
D
P
が
日

本
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
、
輸
出
面
で
は
検
疫
条
件
が
緩
や

か
で
、
日
本
の
農
林
水
産
物
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
こ
と
、

誘
客
面
で
は
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
今
後
、
九
州
に

L
C
C
も
含
め
た
新
規
就
航
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
2
0
1
4
年
に
熊
本
県
・
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と

共
同
で
「
ア
ジ
ア
向
け
熊
本
県
産
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
拡

大
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、

2
0
1
5
年
に
は
熊
本
香
港
事
務
所
へ
行
員
を
1
名
派
遣
し
、

現
地
に
お
け
る
農
林
水
産
物
の
流
通
状
況
や
飲
食
市
場
の
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
香
港
で
は
共
働
き
の
家
庭
が
多

く
、
外
食
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
県

産
品
の
輸
出
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

食
材
を
小
売
店
に
卸
す
よ
り
も
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
出
店
し

　一
点
目
が
、
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
図
2
）
。

熊
本
県
内
の
生
産
者
や
事
業
者
は
、
肥
後
・
鹿
児
島
地
域
活

性
化
フ
ァ
ン
ド
も
出
資
す
る
福
岡
市
の
食
品
商
社
、
A
社
へ

出
荷
し
、
A
社
が
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
香
港
に
輸
出
し
て
い

る
。
A
社
に
集
積
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
輸
送
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
（
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
こ
れ
ま
で
は
輸
送
コ
ス

ト
に
見
合
う
だ
け
の
一
定
以
上
の
出
荷
量
が
求
め
ら
れ
た
が
、

少
量
の
生
産
物
で
も
ま
と
め
て
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
輸

送
コ
ス
ト
を
圧
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
生
産
者

や
事
業
者
に
と
っ
て
も
少
量
の
出
荷
が
可
能
に
な
り
、
輸
出

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
少
量
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
出
荷
で
き
な
か
っ
た
質
の
高
い
生
産
物
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

第
二
に
、
輸
出
に
係
る
事
務
手
続
き
を
代
行
し
て
も
ら
え
る

こ
と
、
第
三
に
、
A
社
は
日
本
企
業
で
あ
る
た
め
、
生
産
者

や
事
業
者
は
為
替
変
動
の
影
響
を
受
け
ず
に
収
入
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
A
社
に
集
め
ら
れ
た
県
産
品
は

空
路
（
週
6
日
）
と
海
路
（
週
1
日
）
で
、
香
港
の
食
品
商

社
B
社
に
輸
出
さ
れ
、
櫓
杏
に
届
け
ら
れ
る
。
な
お
、
日
本

か
ら
の
輸
送
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
背
景
に
は
B
社
が
香
港

や
マ
カ
オ
に
抱
え
る
顧
客
（
飲
食
店
）
が
発
注
し
た
食
材
と

混
載
し
て
輸
送
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
独
自
の
物
流
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
県
内
の
生
産
者
や
事
業
者
の
海
外
輸
出
に
対

す
る
心
理
的
負
担
や
手
間
が
軽
減
さ
れ
、
質
の
高
い
生
産
物

が
集
ま
り
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
で
あ
る
。

櫓
杏
で
は
、
料
理
長
、
県
内
の
生
産
者
、
物
流
関
係
者
間
で

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
生
産
か
ら
入
荷
ま
で
の
流

れ
を
関
係
者
間
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
の
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
に
は
、
生
産
者
個
人
が
参
加
し
て

い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
球
磨
焼
酎
や
地
酒
は
組
合
が
、
野
菜

は
地
元
の
生
産
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
道
の
駅

が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
者
を
と
り
ま
と
め
、
窓
口
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
発
注
か
ら
入
荷
の
流
れ
を
共
有

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
関
係
者
間
で
相
互
に
情
報
交
換
を
行

う
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
産
者
か
ら
旬

の
食
材
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
、
こ
れ
に
料
理
長
が
反
応
す

れ
ば
、
出
荷
に
向
け
て
す
ぐ
に
関
係
者
が
動
き
出
せ
る
た
め
、

旬
の
食
材
を
新
鮮
な
状
態
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
通
常
、
地
方
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
は
、
都
市
の

仲
卸
業
者
や
小
売
業
者
の
も
と
に
集
ま
る
た
め
、
生
産
地
に

直
接
発
注
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
生
産
地
の
利
益
が
都
市
に

流
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

生
産
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
都
市
に
流
出
し
て
い
た
利
益
を
最
小
限
に
抑
え
、

結
果
的
に
生
産
地
の
経
済
効
果
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

櫓
杏
の
料
理
長
で
あ
る
園
田
氏
も
、
主
に
地
方
で
あ
る
生
産

地
へ
の
経
済
効
果
を
意
識
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
な
る

べ
く
県
内
の
生
産
者
に
発
注
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
言

う
。

イ
ベ
ン
ト
体
験
を
通
じ
て
熊
本
を「
伝
え
る
」

　櫓
杏
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
誘
客
、
県
産
品
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
実
効
力
の
あ
る
取
組
の
き
っ
か
け
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

　誘
客
面
で
は
、
昨
年
5
月
に
開
催
し
た
櫓
杏
の
開
店
1
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
で
、
県
内
の
各
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
た

「
地
方
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ス
タ
ー
ト
を
発
表
し
、
そ
の

第
1
弾
と
し
て
人
吉
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
た
。

当
日
は
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
関
係
者
や
、
香
港
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
も
参
加
し
、盛
大
な
式
典
が
行
わ
れ
た
。

櫓
杏
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
で
あ
り
、
そ
の
後
の
効
果
が
持
続
す
る
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
具
体
的
な
取
組
と

し
て
、イ
ベ
ン
ト
当
日
以
降
、「
人
吉
球
磨
フ
ェ
ア
」と
し
て
開

催
し
、
1
ヶ
月
限
定
で
人
吉
球
磨
地
方
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
と
球
磨
焼
酎
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し

た
。櫓
杏
の
強
み
は
、イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
迅
速
な
情
報
発
信
だ

け
で
な
く
、
喚
起
し
た
需
要
を
現
地
で
す
ぐ
に
受
け
止
め
る

機
能
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、誘
客
ま
で

の
流
れ
は
、
肥
後
銀
行
が
出
資
す
る
株
式
会
社
く
ま
も
と

D
M
C 

（
以
下
「
く
ま
も
と
D
M
C
」）
と
連
携
し
た
取
組
を

進
め
て
い
る
。く
ま
も
と
D
M
C
は
記
念
式
典
に
香
港
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
を
招
待
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
熊
本
側
で
の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
旅
行
商
品

造
成
等
を
担
当
し
て
い
る
。記
念
式
典
イ
ベ
ン
ト
の
際
も
、航

空
会
社
や
旅
行
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
3
週

間
後
に
は
球
磨
川
や
球
磨
焼
酎
の
蔵
元
見
学
を
実
施
す
る
等

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
る
。ま
だ
発
展
段
階
で

は
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
誘
客
ま
で
の
流
れ
を
築

き
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　県
産
品
の
輸
出
拡
大
で
は
、
県
内
の
自
治
体
と
香
港
の
飲

食
店
や
バ
イ
ヤ
ー
等
の
商
談
会
を
実
施
し
、
主
に
魚
と
野
菜

特集 特産品ブランドを活用した外国人旅行者の誘客～香港市場における取組～1

を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　継
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
先
述

の
櫓
杏
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム
（
図
2
）
で
あ
る
。
香
港
で

も
食
品
関
連
の
商
談
会
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
物
流

シ
ス
テ
ム
が
な
い
た
め
、
生
産
者
負
担
が
多
く
、
話
が
ま
と

ま
り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
櫓
杏
で
は

独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
し
、
よ
り
現
実
的
な
商
談
を
展
開
し
て
い
る
。

櫓
杏
の
取
組
か
ら

　櫓
杏
の
開
店
か
ら
約
2
年
が
経
過
し
、
少
し
ず
つ
取
組
の

成
果
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
県
産
の
農
林
水
産
物
の
輸
出
額

が
1
割
増
の
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

ま
た
、
県
の
補
助
金
無
し
で
櫓
杏
が
自
立
的
に
運
営
し
て
い

る
点
は
、
こ
れ
か
ら
海
外
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
自
治
体
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

先
述
の
通
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
旅
行
会
社
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
と
、
商
品
造
成
等
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
が
で

き
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
が
定
着
す
れ
ば
、
送
客
数
も

徐
々
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

　順
調
に
取
組
を
進
め
て
い
る
一
方
で
課
題
も
あ
る
。
香
港

は
世
界
中
か
ら
輸
入
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
で
溢
れ
、
輸

出
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
競
争
が
激
し
い
市
場
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
同
じ
九
州
内
で
は
佐
賀
県
が
10
年
ほ
ど

前
か
ら
佐
賀
牛
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
お
り
、

現
地
で
の
認
知
度
は
高
い
。
そ
の
他
に
、
飛
騨
牛
、
神
戸
牛

等
、
日
本
産
の
牛
肉
だ
け
で
も
か
な
り
の
産
地
名
が
並
ぶ
。

果
物
や
水
産
物
等
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
だ
。

　櫓
杏
の
料
理
長
の
園
田
氏
は
、
生
産
者
と
こ
れ
ま
で
以
上

に
近
く
な
っ
た
こ
と
で
今
、
後
は
熊
本
の
食
材
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
生
産
者
情
報
や
生
産
者
の
思
い
な
ど
、
食
材

一
つ
一
つ
に
隠
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
香
港
の
よ
う
な
競
争

が
激
し
い
市
場
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
と

も
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
差
別
化
と
い
う
面
に
お
い
て
も
有

効
と
な
る
だ
ろ
う
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

肥
後
銀
行
地
域
振
興
部
地
方
創
生
戦
略
室

　調
査
役

　本
島
知
明
氏

肥
後
銀
行
地
域
振
興
部
地
方
創
生
戦
略
室

　調
査
役
代
理

　村
上
功
時
氏

肥
後
銀
行
経
営
企
画
部
広
報
室

　企
画
役
代
理

　村
山
雄
介
氏

割
烹
櫓
杏

　料
理
長

　園
田

　聖
氏

※
1※

2

※
4

※
5

※
6

※
3

ろ

あ
ん
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写真1）櫓杏のメニュー

事
例
2

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ「
櫓
杏
」の
取
組

熊
本
県

た
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
、
2
0
1
7
年
4
月
に

「
櫓
杏
」
を
開
業
し
た
。

熊
本
を
伝
え
る

食
体
験
を
通
じ
て
熊
本
を「
伝
え
る
」

― 

顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
の
メ
ニ
ュ
ー 

―

　櫓
杏
は
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
と
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
営
業
し

て
お
り
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
は
会
席
料
理
、
寿
司
、
刺
身
、

す
き
焼
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
等
を
中
心
に
1
0
0
0
H
K
$

程
度
、
ラ
ン
チ
は
和
定
食
や
丼
も
の
を
中
心
に
一
人
あ
た
り

客
単
価
2
0
0
H
K
$
〜
3
0
0
H
K
$
程
度
で
提
供
し
て

い
る
。
デ
ィ
ナ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
年
1
度
、
会
席

料
理
は
時
季
の
食
材
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
年

数
回
、
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ

ー
や
県
産
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
香
港
で
の
反
応
が
良
い

場
合
に
は
、
他
の
飲
食
店
に
県
産
品
を
積
極
的
に
売
り
込
ん

で
い
く
た
め
の
、
い
わ
ば
テ
ス
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
場

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
香
港
の
人
は
脂

が
乗
っ
た
肉
や
魚
を
好
み
、
大
ト
ロ
や
サ
ー
モ
ン
を
好
む
た

め
、
天
草
地
方
で
養
殖
す
る
「
南
国
サ
ー
モ
ン
」
を
メ
ニ
ュ

ー
に
加
え
て
い
る
。

　ま
た
、
櫓
杏
の
メ
ニ
ュ
ー
（
写
真
1
）
に
は
、
食
材
の
産

地
で
あ
る
県
内
の
地
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

香
港
で
は
、
県
内
の
地
名
や
特
産
品
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ

低
い
が
、
料
理
を
味
わ
う
こ
と
を
通
じ
て
、
素
材
や
産
地
に

関
心
を
持
つ
人
も
多
く
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
き
っ
か
け
や
県
内
各
地
の
み
ど
こ
ろ
や
特
産
品
の
情

報
提
供
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
言
う
。

　特
産
品
を
活
用
し
た
誘
客
に
お
い
て
は
、
特
産
品
と
地
域

名
を
セ
ッ
ト
で
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
認
知
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

海
外
市
場
で
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
は
強
く
な
る
。
実
際
に
、

香
港
で
は
「
く
ま
モ
ン
」
の
認
知
度
は
高
い
も
の
の
、
く
ま

モ
ン
と
熊
本
県
が
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
大
々
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
に
実
体
験
を
も
っ

て
特
産
品
と
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
櫓
杏
は
、
通
常
の
調
査
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
、
現
地
の
嗜
好
の
把
握

や
、
顧
客
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

― 

安
定
的
な
県
産
品
供
給
を
実
現
す
る

独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

―

　食
を
通
じ
て
熊
本
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
熊
本
県
産
品
の

活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
櫓
杏
で
は
常
時
、
熊
本
県
産
の
食

材
を
6
〜
7
割
程
度
を
使
用
し
て
い
る
。
し
ば
し
ば
、
観
光

地
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
地
場
の
食
材
を
活
用
す
る
際
の

課
題
と
し
て
「
安
定
供
給
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

海
外
に
お
い
て
は
特
に
安
定
供
給
が
難
し
く
な
る
中
、
櫓
杏

で
は
独
自
の
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
こ
う

い
っ
た
課
題
を
克
服
し
て
い
る
。

　香
港
の
繁
華
街
・
尖
沙
咀
の
商
業
ビ
ル
の
28
階
に
、
熊
本

県
産
食
材
を
活
用
し
た
割
烹
櫓
杏
が
あ
る
。
対
岸
の
香
港
島

の
夜
景
を
一
望
で
き
る
店
内
に
は
、
お
よ
そ
1
0
0
の
客
席

が
あ
り
、
6
つ
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
か
ら
は
県
内
各
地

の
イ
メ
ー
ジ
動
画
が
上
映
さ
れ
、
県
産
品
の
展
示
即
売
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
櫓
杏
は
飲
食
店
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
県
内
の
自
治
体
や
企
業
に
よ
る
P
R
イ
ベ
ン
ト
や
商

談
会
の
場
と
な
る
等
、
多
目
的
な
空
間
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
本
事
例
で
は
香
港
の
「
櫓
杏
」
の
取
組
を
中
心
に
、

熊
本
県
の
県
産
品
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

櫓
杏
設
立
の
経
緯

　櫓
杏
は
肥
後
・
鹿
児
島
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
が
香
港
現

地
法
人
の
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
会
社C

&
H

igo D
ining

社
に
出

資
し
、
出
店
し
た
も
の
で
、
肥
後
銀
行
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
）
。
担
当
部
署
で
あ

る
地
域
振
興
部
で
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
公
社
等
と
の

総
合
的
な
取
引
推
進
、
農
業
や
観
光
等
の
地
方
創
生
全
般
に

係
わ
る
戦
略
・
方
針
及
び
施
策
の
統
括
等
、
事
業
先
の
貿
易

及
び
海
外
進
出
等
の
支
援
等
を
主
な
業
務
と
し
て
い
る
。
近

年
で
は
、
農
業
と
観
光
を
中
心
に
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ

た
地
方
創
生
に
関
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
香
港
で
の

事
業
展
開
を
決
め
た
背
景
に
は
、
一
人
当
た
り
G
D
P
が
日

本
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
、
輸
出
面
で
は
検
疫
条
件
が
緩
や

か
で
、
日
本
の
農
林
水
産
物
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
こ
と
、

誘
客
面
で
は
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
今
後
、
九
州
に

L
C
C
も
含
め
た
新
規
就
航
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
2
0
1
4
年
に
熊
本
県
・
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と

共
同
で
「
ア
ジ
ア
向
け
熊
本
県
産
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
拡

大
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、

2
0
1
5
年
に
は
熊
本
香
港
事
務
所
へ
行
員
を
1
名
派
遣
し
、

現
地
に
お
け
る
農
林
水
産
物
の
流
通
状
況
や
飲
食
市
場
の
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
香
港
で
は
共
働
き
の
家
庭
が
多

く
、
外
食
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
県

産
品
の
輸
出
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

食
材
を
小
売
店
に
卸
す
よ
り
も
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
出
店
し

　一
点
目
が
、
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
図
2
）
。

熊
本
県
内
の
生
産
者
や
事
業
者
は
、
肥
後
・
鹿
児
島
地
域
活

性
化
フ
ァ
ン
ド
も
出
資
す
る
福
岡
市
の
食
品
商
社
、
A
社
へ

出
荷
し
、
A
社
が
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
香
港
に
輸
出
し
て
い

る
。
A
社
に
集
積
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
輸
送
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
（
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
こ
れ
ま
で
は
輸
送
コ
ス

ト
に
見
合
う
だ
け
の
一
定
以
上
の
出
荷
量
が
求
め
ら
れ
た
が
、

少
量
の
生
産
物
で
も
ま
と
め
て
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
輸

送
コ
ス
ト
を
圧
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
生
産
者

や
事
業
者
に
と
っ
て
も
少
量
の
出
荷
が
可
能
に
な
り
、
輸
出

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
少
量
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
出
荷
で
き
な
か
っ
た
質
の
高
い
生
産
物
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

第
二
に
、
輸
出
に
係
る
事
務
手
続
き
を
代
行
し
て
も
ら
え
る

こ
と
、
第
三
に
、
A
社
は
日
本
企
業
で
あ
る
た
め
、
生
産
者

や
事
業
者
は
為
替
変
動
の
影
響
を
受
け
ず
に
収
入
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
A
社
に
集
め
ら
れ
た
県
産
品
は

空
路
（
週
6
日
）
と
海
路
（
週
1
日
）
で
、
香
港
の
食
品
商

社
B
社
に
輸
出
さ
れ
、
櫓
杏
に
届
け
ら
れ
る
。
な
お
、
日
本

か
ら
の
輸
送
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
背
景
に
は
B
社
が
香
港

や
マ
カ
オ
に
抱
え
る
顧
客
（
飲
食
店
）
が
発
注
し
た
食
材
と

混
載
し
て
輸
送
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
独
自
の
物
流
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
県
内
の
生
産
者
や
事
業
者
の
海
外
輸
出
に
対

す
る
心
理
的
負
担
や
手
間
が
軽
減
さ
れ
、
質
の
高
い
生
産
物

が
集
ま
り
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
で
あ
る
。

櫓
杏
で
は
、
料
理
長
、
県
内
の
生
産
者
、
物
流
関
係
者
間
で

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
生
産
か
ら
入
荷
ま
で
の
流

れ
を
関
係
者
間
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
の
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
に
は
、
生
産
者
個
人
が
参
加
し
て

い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
球
磨
焼
酎
や
地
酒
は
組
合
が
、
野
菜

は
地
元
の
生
産
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
道
の
駅

が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
者
を
と
り
ま
と
め
、
窓
口
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
発
注
か
ら
入
荷
の
流
れ
を
共
有

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
関
係
者
間
で
相
互
に
情
報
交
換
を
行

う
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
産
者
か
ら
旬

の
食
材
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
、
こ
れ
に
料
理
長
が
反
応
す

れ
ば
、
出
荷
に
向
け
て
す
ぐ
に
関
係
者
が
動
き
出
せ
る
た
め
、

旬
の
食
材
を
新
鮮
な
状
態
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
通
常
、
地
方
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
は
、
都
市
の

仲
卸
業
者
や
小
売
業
者
の
も
と
に
集
ま
る
た
め
、
生
産
地
に

直
接
発
注
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
生
産
地
の
利
益
が
都
市
に

流
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

生
産
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
都
市
に
流
出
し
て
い
た
利
益
を
最
小
限
に
抑
え
、

結
果
的
に
生
産
地
の
経
済
効
果
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

櫓
杏
の
料
理
長
で
あ
る
園
田
氏
も
、
主
に
地
方
で
あ
る
生
産

地
へ
の
経
済
効
果
を
意
識
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
な
る

べ
く
県
内
の
生
産
者
に
発
注
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
言

う
。

イ
ベ
ン
ト
体
験
を
通
じ
て
熊
本
を「
伝
え
る
」

　櫓
杏
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
誘
客
、
県
産
品
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
実
効
力
の
あ
る
取
組
の
き
っ
か
け
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

　誘
客
面
で
は
、
昨
年
5
月
に
開
催
し
た
櫓
杏
の
開
店
1
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
で
、
県
内
の
各
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
た

「
地
方
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ス
タ
ー
ト
を
発
表
し
、
そ
の

第
1
弾
と
し
て
人
吉
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
た
。

当
日
は
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
関
係
者
や
、
香
港
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
も
参
加
し
、盛
大
な
式
典
が
行
わ
れ
た
。

櫓
杏
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
で
あ
り
、
そ
の
後
の
効
果
が
持
続
す
る
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
具
体
的
な
取
組
と

し
て
、イ
ベ
ン
ト
当
日
以
降
、「
人
吉
球
磨
フ
ェ
ア
」と
し
て
開

催
し
、
1
ヶ
月
限
定
で
人
吉
球
磨
地
方
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
と
球
磨
焼
酎
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し

た
。櫓
杏
の
強
み
は
、イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
迅
速
な
情
報
発
信
だ

け
で
な
く
、
喚
起
し
た
需
要
を
現
地
で
す
ぐ
に
受
け
止
め
る

機
能
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、誘
客
ま
で

の
流
れ
は
、
肥
後
銀
行
が
出
資
す
る
株
式
会
社
く
ま
も
と

D
M
C 

（
以
下
「
く
ま
も
と
D
M
C
」）
と
連
携
し
た
取
組
を

進
め
て
い
る
。く
ま
も
と
D
M
C
は
記
念
式
典
に
香
港
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
を
招
待
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
熊
本
側
で
の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
旅
行
商
品

造
成
等
を
担
当
し
て
い
る
。記
念
式
典
イ
ベ
ン
ト
の
際
も
、航

空
会
社
や
旅
行
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
3
週

間
後
に
は
球
磨
川
や
球
磨
焼
酎
の
蔵
元
見
学
を
実
施
す
る
等

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
る
。ま
だ
発
展
段
階
で

は
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
誘
客
ま
で
の
流
れ
を
築

き
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　県
産
品
の
輸
出
拡
大
で
は
、
県
内
の
自
治
体
と
香
港
の
飲

食
店
や
バ
イ
ヤ
ー
等
の
商
談
会
を
実
施
し
、
主
に
魚
と
野
菜

特集 特産品ブランドを活用した外国人旅行者の誘客～香港市場における取組～1

を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　継
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
先
述

の
櫓
杏
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム
（
図
2
）
で
あ
る
。
香
港
で

も
食
品
関
連
の
商
談
会
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
物
流

シ
ス
テ
ム
が
な
い
た
め
、
生
産
者
負
担
が
多
く
、
話
が
ま
と

ま
り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
櫓
杏
で
は

独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
し
、
よ
り
現
実
的
な
商
談
を
展
開
し
て
い
る
。

櫓
杏
の
取
組
か
ら

　櫓
杏
の
開
店
か
ら
約
2
年
が
経
過
し
、
少
し
ず
つ
取
組
の

成
果
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
県
産
の
農
林
水
産
物
の
輸
出
額

が
1
割
増
の
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

ま
た
、
県
の
補
助
金
無
し
で
櫓
杏
が
自
立
的
に
運
営
し
て
い

る
点
は
、
こ
れ
か
ら
海
外
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
自
治
体
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

先
述
の
通
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
旅
行
会
社
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
と
、
商
品
造
成
等
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
が
で

き
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
が
定
着
す
れ
ば
、
送
客
数
も

徐
々
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

　順
調
に
取
組
を
進
め
て
い
る
一
方
で
課
題
も
あ
る
。
香
港

は
世
界
中
か
ら
輸
入
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
で
溢
れ
、
輸

出
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
競
争
が
激
し
い
市
場
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
同
じ
九
州
内
で
は
佐
賀
県
が
10
年
ほ
ど

前
か
ら
佐
賀
牛
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
お
り
、

現
地
で
の
認
知
度
は
高
い
。
そ
の
他
に
、
飛
騨
牛
、
神
戸
牛

等
、
日
本
産
の
牛
肉
だ
け
で
も
か
な
り
の
産
地
名
が
並
ぶ
。

果
物
や
水
産
物
等
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
だ
。

　櫓
杏
の
料
理
長
の
園
田
氏
は
、
生
産
者
と
こ
れ
ま
で
以
上

に
近
く
な
っ
た
こ
と
で
今
、
後
は
熊
本
の
食
材
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
生
産
者
情
報
や
生
産
者
の
思
い
な
ど
、
食
材

一
つ
一
つ
に
隠
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
香
港
の
よ
う
な
競
争

が
激
し
い
市
場
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
と

も
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
差
別
化
と
い
う
面
に
お
い
て
も
有

効
と
な
る
だ
ろ
う
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

肥
後
銀
行
地
域
振
興
部
地
方
創
生
戦
略
室

　調
査
役

　本
島
知
明
氏

肥
後
銀
行
地
域
振
興
部
地
方
創
生
戦
略
室

　調
査
役
代
理

　村
上
功
時
氏

肥
後
銀
行
経
営
企
画
部
広
報
室

　企
画
役
代
理

　村
山
雄
介
氏

割
烹
櫓
杏

　料
理
長

　園
田

　聖
氏

※
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※
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生産者

生産者

熊
本
側

香
港
側

食品加工

食品加工

肥後・鹿児島
地域活性化

ファンド

定例ミーティング
協働企画

出資
人材派遣

プロモーション支援

出資・運営管理

【事業内容】
●地域マーケティング

●地域食材の発掘・販売
●食のブランド化

●情報・予約・物販のワンストップWeb
●着地型旅行商品の造成、販売　等

【事業内容】
●熊本県産品主体の飲食（食材の約6割使用）
●熊本県産品の物販（農産品、焼酎、加工品等）
●地自体とのプロモーションイベント実施 等

くまもと
未来創生
ファンド

熊本県

熊本県香港事務所

香港食品卸会社
Ｇ社グループ

食材紹介
送客

人員
派遣

人員
派遣

投資
社債

投融資

出資
交付金

国内
決済

配送輸出出荷

月～土

週1便

福岡市食品商社
A社

（日本食材の仕入/輸出）
【役割】

●熊本県産品の輸出
●為替リスクおよびサイト吸収
●小ロットの高品質な生産物を
　取りまとめ、物流コストを圧縮

香港食品商社
B社

香港アンテナショップ「櫓杏」
（平成29年4月オープン）

（株）くまもとDMC
（平成28年12月設立）

香港アンテナショップ

（日本食材の
輸入/卸販売）

【役割】
●熊本県産品の輸入
●櫓杏を含む500の
飲食店への卸販売

【役割】
●熊本の現地情報発信基地

●熊本県産品を使った料理提供
●熊本ファンの囲い込み

●食を起点とした
インバウンド誘致

肥後銀行
出
資

出
資

情報発信拠点・プロモーション・
協働企画・相互総客 等

図 1 肥後銀行の地方創生プロジェクト

図 2 熊本県産品が櫓杏に入荷するまでの流れ

…
出典：肥後銀行資料

出典：肥後銀行資料

た
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
、
2
0
1
7
年
4
月
に

「
櫓
杏
」
を
開
業
し
た
。

熊
本
を
伝
え
る

食
体
験
を
通
じ
て
熊
本
を「
伝
え
る
」

― 

顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
の
メ
ニ
ュ
ー 

―

　櫓
杏
は
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
と
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
営
業
し

て
お
り
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
は
会
席
料
理
、
寿
司
、
刺
身
、

す
き
焼
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
等
を
中
心
に
1
0
0
0
H
K
$

程
度
、
ラ
ン
チ
は
和
定
食
や
丼
も
の
を
中
心
に
一
人
あ
た
り

客
単
価
2
0
0
H
K
$
〜
3
0
0
H
K
$
程
度
で
提
供
し
て

い
る
。
デ
ィ
ナ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
年
1
度
、
会
席

料
理
は
時
季
の
食
材
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
年

数
回
、
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ

ー
や
県
産
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
香
港
で
の
反
応
が
良
い

場
合
に
は
、
他
の
飲
食
店
に
県
産
品
を
積
極
的
に
売
り
込
ん

で
い
く
た
め
の
、
い
わ
ば
テ
ス
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
場

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
香
港
の
人
は
脂

が
乗
っ
た
肉
や
魚
を
好
み
、
大
ト
ロ
や
サ
ー
モ
ン
を
好
む
た

め
、
天
草
地
方
で
養
殖
す
る
「
南
国
サ
ー
モ
ン
」
を
メ
ニ
ュ

ー
に
加
え
て
い
る
。

　ま
た
、
櫓
杏
の
メ
ニ
ュ
ー
（
写
真
1
）
に
は
、
食
材
の
産

地
で
あ
る
県
内
の
地
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

香
港
で
は
、
県
内
の
地
名
や
特
産
品
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ

低
い
が
、
料
理
を
味
わ
う
こ
と
を
通
じ
て
、
素
材
や
産
地
に

関
心
を
持
つ
人
も
多
く
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
き
っ
か
け
や
県
内
各
地
の
み
ど
こ
ろ
や
特
産
品
の
情

報
提
供
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
言
う
。

　特
産
品
を
活
用
し
た
誘
客
に
お
い
て
は
、
特
産
品
と
地
域

名
を
セ
ッ
ト
で
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
認
知
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

海
外
市
場
で
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
は
強
く
な
る
。
実
際
に
、

香
港
で
は
「
く
ま
モ
ン
」
の
認
知
度
は
高
い
も
の
の
、
く
ま

モ
ン
と
熊
本
県
が
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
大
々
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
に
実
体
験
を
も
っ

て
特
産
品
と
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
櫓
杏
は
、
通
常
の
調
査
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
、
現
地
の
嗜
好
の
把
握

や
、
顧
客
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

― 

安
定
的
な
県
産
品
供
給
を
実
現
す
る

独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

―

　食
を
通
じ
て
熊
本
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
熊
本
県
産
品
の

活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
櫓
杏
で
は
常
時
、
熊
本
県
産
の
食

材
を
6
〜
7
割
程
度
を
使
用
し
て
い
る
。
し
ば
し
ば
、
観
光

地
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
地
場
の
食
材
を
活
用
す
る
際
の

課
題
と
し
て
「
安
定
供
給
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

海
外
に
お
い
て
は
特
に
安
定
供
給
が
難
し
く
な
る
中
、
櫓
杏

で
は
独
自
の
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
こ
う

い
っ
た
課
題
を
克
服
し
て
い
る
。

　香
港
の
繁
華
街
・
尖
沙
咀
の
商
業
ビ
ル
の
28
階
に
、
熊
本

県
産
食
材
を
活
用
し
た
割
烹
櫓
杏
が
あ
る
。
対
岸
の
香
港
島

の
夜
景
を
一
望
で
き
る
店
内
に
は
、
お
よ
そ
1
0
0
の
客
席

が
あ
り
、
6
つ
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
か
ら
は
県
内
各
地

の
イ
メ
ー
ジ
動
画
が
上
映
さ
れ
、
県
産
品
の
展
示
即
売
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
櫓
杏
は
飲
食
店
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
県
内
の
自
治
体
や
企
業
に
よ
る
P
R
イ
ベ
ン
ト
や
商

談
会
の
場
と
な
る
等
、
多
目
的
な
空
間
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
本
事
例
で
は
香
港
の
「
櫓
杏
」
の
取
組
を
中
心
に
、

熊
本
県
の
県
産
品
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

櫓
杏
設
立
の
経
緯

　櫓
杏
は
肥
後
・
鹿
児
島
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
が
香
港
現

地
法
人
の
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
会
社C

&
H

igo D
ining

社
に
出

資
し
、
出
店
し
た
も
の
で
、
肥
後
銀
行
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
）
。
担
当
部
署
で
あ

る
地
域
振
興
部
で
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
公
社
等
と
の

総
合
的
な
取
引
推
進
、
農
業
や
観
光
等
の
地
方
創
生
全
般
に

係
わ
る
戦
略
・
方
針
及
び
施
策
の
統
括
等
、
事
業
先
の
貿
易

及
び
海
外
進
出
等
の
支
援
等
を
主
な
業
務
と
し
て
い
る
。
近

年
で
は
、
農
業
と
観
光
を
中
心
に
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ

た
地
方
創
生
に
関
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
香
港
で
の

事
業
展
開
を
決
め
た
背
景
に
は
、
一
人
当
た
り
G
D
P
が
日

本
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
、
輸
出
面
で
は
検
疫
条
件
が
緩
や

か
で
、
日
本
の
農
林
水
産
物
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
こ
と
、

誘
客
面
で
は
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
今
後
、
九
州
に

L
C
C
も
含
め
た
新
規
就
航
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
2
0
1
4
年
に
熊
本
県
・
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と

共
同
で
「
ア
ジ
ア
向
け
熊
本
県
産
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
拡

大
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、

2
0
1
5
年
に
は
熊
本
香
港
事
務
所
へ
行
員
を
1
名
派
遣
し
、

現
地
に
お
け
る
農
林
水
産
物
の
流
通
状
況
や
飲
食
市
場
の
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
香
港
で
は
共
働
き
の
家
庭
が
多

く
、
外
食
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
県

産
品
の
輸
出
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

食
材
を
小
売
店
に
卸
す
よ
り
も
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
出
店
し

※
1
…
肥
後
銀
行
、鹿
児
島
銀
行
、肥
銀
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
、

　
　
　鹿
児
島
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
共
同
で
出
資・設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
。

　
　
　資
本
政
策・成
長
戦
略
の
た
め
の
資
金
を
必
要
と
す
る
企
業
に
対
し
、

　
　
　そ
の
企
業
価
値
向
上
、成
長
戦
略
、広
域
展
開
等
を
支
援
し
、

　
　
　地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

　
　
　当
該
企
業
が
発
行
す
る
株
式
お
よ
び
社
債
を
主
た
る
投
資
対
象
と
し
て
い
る
。

※

2
…
2
0
1
6
年
に
設
立
さ
れ
た
櫓
杏
の
運
営
会
社
。

　
　
　飲
食
店
の
運
営
、食
材
販
売
、観
光
情
報
の
発
信
等
を
行
う
。

※

3
…
熊
本
県
が
熊
本
県
貿
易
協
会
を
通
じ
て
設
置

※

4
…
時
期
に
よ
っ
て
県
内
か
ら
食
材
を
調
達
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

　
　
　日
本
国
内
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。

※

5
…
2
0
1
6
年
に
肥
後・鹿
児
島
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
等
に
よ
っ
て

　
　
　B
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
食
品
商
社
。

※

6
…
2
0
0
8
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
食
材
の
輸
入・卸
販
売
を
す
る
香
港
の

　
　
　食
品
商
社
。 熊
本
県
か
ら
紹
介
が
あ
り
、本
物
流
シ
ス
テ
ム
に
加
わ
っ
た
。

※

7
…
L
I
N
E
株
式
会
社
が
提
供
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・

　
　
　サ
ー
ビ
ス
。 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
や
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
が
可
能
。

※

8
…「
上
天
草
さ
ん
ぱ
ー
る
」や「
玉
名
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
Y・B
O
X
」等
が

　
　
　窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

※

9
…
2
0
1
6
年
に
設
立
さ
れ
た
食
や
観
光
の
振
興
を
担
う
D
M
O
組
織
。

　
　
　肥
後
銀
行
、熊
本
未
来
創
生
フ
ァ
ン
ド
、熊
本
県
が
出
資
し
て
い
る
。

※

10
…
2
0
1
8
年
11
月

　一
点
目
が
、
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
図
2
）
。

熊
本
県
内
の
生
産
者
や
事
業
者
は
、
肥
後
・
鹿
児
島
地
域
活

性
化
フ
ァ
ン
ド
も
出
資
す
る
福
岡
市
の
食
品
商
社
、
A
社
へ

出
荷
し
、
A
社
が
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
香
港
に
輸
出
し
て
い

る
。
A
社
に
集
積
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
輸
送
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
（
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
こ
れ
ま
で
は
輸
送
コ
ス

ト
に
見
合
う
だ
け
の
一
定
以
上
の
出
荷
量
が
求
め
ら
れ
た
が
、

少
量
の
生
産
物
で
も
ま
と
め
て
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
輸

送
コ
ス
ト
を
圧
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
生
産
者

や
事
業
者
に
と
っ
て
も
少
量
の
出
荷
が
可
能
に
な
り
、
輸
出

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
少
量
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
出
荷
で
き
な
か
っ
た
質
の
高
い
生
産
物
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

第
二
に
、
輸
出
に
係
る
事
務
手
続
き
を
代
行
し
て
も
ら
え
る

こ
と
、
第
三
に
、
A
社
は
日
本
企
業
で
あ
る
た
め
、
生
産
者

や
事
業
者
は
為
替
変
動
の
影
響
を
受
け
ず
に
収
入
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
A
社
に
集
め
ら
れ
た
県
産
品
は

空
路
（
週
6
日
）
と
海
路
（
週
1
日
）
で
、
香
港
の
食
品
商

社
B
社
に
輸
出
さ
れ
、
櫓
杏
に
届
け
ら
れ
る
。
な
お
、
日
本

か
ら
の
輸
送
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
背
景
に
は
B
社
が
香
港

や
マ
カ
オ
に
抱
え
る
顧
客
（
飲
食
店
）
が
発
注
し
た
食
材
と

混
載
し
て
輸
送
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
独
自
の
物
流
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
県
内
の
生
産
者
や
事
業
者
の
海
外
輸
出
に
対

す
る
心
理
的
負
担
や
手
間
が
軽
減
さ
れ
、
質
の
高
い
生
産
物

が
集
ま
り
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
で
あ
る
。

櫓
杏
で
は
、
料
理
長
、
県
内
の
生
産
者
、
物
流
関
係
者
間
で

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
生
産
か
ら
入
荷
ま
で
の
流

れ
を
関
係
者
間
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
の
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
に
は
、
生
産
者
個
人
が
参
加
し
て

い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
球
磨
焼
酎
や
地
酒
は
組
合
が
、
野
菜

は
地
元
の
生
産
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
道
の
駅

が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
者
を
と
り
ま
と
め
、
窓
口
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
発
注
か
ら
入
荷
の
流
れ
を
共
有

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
関
係
者
間
で
相
互
に
情
報
交
換
を
行

う
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
産
者
か
ら
旬

の
食
材
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
、
こ
れ
に
料
理
長
が
反
応
す

れ
ば
、
出
荷
に
向
け
て
す
ぐ
に
関
係
者
が
動
き
出
せ
る
た
め
、

旬
の
食
材
を
新
鮮
な
状
態
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
通
常
、
地
方
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
は
、
都
市
の

仲
卸
業
者
や
小
売
業
者
の
も
と
に
集
ま
る
た
め
、
生
産
地
に

直
接
発
注
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
生
産
地
の
利
益
が
都
市
に

流
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

生
産
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
都
市
に
流
出
し
て
い
た
利
益
を
最
小
限
に
抑
え
、

結
果
的
に
生
産
地
の
経
済
効
果
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

櫓
杏
の
料
理
長
で
あ
る
園
田
氏
も
、
主
に
地
方
で
あ
る
生
産

地
へ
の
経
済
効
果
を
意
識
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
な
る

べ
く
県
内
の
生
産
者
に
発
注
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
言

う
。

イ
ベ
ン
ト
体
験
を
通
じ
て
熊
本
を「
伝
え
る
」

　櫓
杏
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
誘
客
、
県
産
品
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
実
効
力
の
あ
る
取
組
の
き
っ
か
け
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

　誘
客
面
で
は
、
昨
年
5
月
に
開
催
し
た
櫓
杏
の
開
店
1
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
で
、
県
内
の
各
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
た

「
地
方
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ス
タ
ー
ト
を
発
表
し
、
そ
の

第
1
弾
と
し
て
人
吉
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
た
。

当
日
は
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
関
係
者
や
、
香
港
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
も
参
加
し
、盛
大
な
式
典
が
行
わ
れ
た
。

櫓
杏
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
で
あ
り
、
そ
の
後
の
効
果
が
持
続
す
る
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
具
体
的
な
取
組
と

し
て
、イ
ベ
ン
ト
当
日
以
降
、「
人
吉
球
磨
フ
ェ
ア
」と
し
て
開

催
し
、
1
ヶ
月
限
定
で
人
吉
球
磨
地
方
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
と
球
磨
焼
酎
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し

た
。櫓
杏
の
強
み
は
、イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
迅
速
な
情
報
発
信
だ

け
で
な
く
、
喚
起
し
た
需
要
を
現
地
で
す
ぐ
に
受
け
止
め
る

機
能
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、誘
客
ま
で

の
流
れ
は
、
肥
後
銀
行
が
出
資
す
る
株
式
会
社
く
ま
も
と

D
M
C 

（
以
下
「
く
ま
も
と
D
M
C
」）
と
連
携
し
た
取
組
を

進
め
て
い
る
。く
ま
も
と
D
M
C
は
記
念
式
典
に
香
港
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
を
招
待
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
熊
本
側
で
の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
旅
行
商
品

造
成
等
を
担
当
し
て
い
る
。記
念
式
典
イ
ベ
ン
ト
の
際
も
、航

空
会
社
や
旅
行
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
3
週

間
後
に
は
球
磨
川
や
球
磨
焼
酎
の
蔵
元
見
学
を
実
施
す
る
等

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
る
。ま
だ
発
展
段
階
で

は
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
誘
客
ま
で
の
流
れ
を
築

き
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　県
産
品
の
輸
出
拡
大
で
は
、
県
内
の
自
治
体
と
香
港
の
飲

食
店
や
バ
イ
ヤ
ー
等
の
商
談
会
を
実
施
し
、
主
に
魚
と
野
菜

特集 特産品ブランドを活用した外国人旅行者の誘客～香港市場における取組～1

を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　継
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
先
述

の
櫓
杏
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム
（
図
2
）
で
あ
る
。
香
港
で

も
食
品
関
連
の
商
談
会
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
物
流

シ
ス
テ
ム
が
な
い
た
め
、
生
産
者
負
担
が
多
く
、
話
が
ま
と

ま
り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
櫓
杏
で
は

独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
し
、
よ
り
現
実
的
な
商
談
を
展
開
し
て
い
る
。

櫓
杏
の
取
組
か
ら

　櫓
杏
の
開
店
か
ら
約
2
年
が
経
過
し
、
少
し
ず
つ
取
組
の

成
果
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
県
産
の
農
林
水
産
物
の
輸
出
額

が
1
割
増
の
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

ま
た
、
県
の
補
助
金
無
し
で
櫓
杏
が
自
立
的
に
運
営
し
て
い

る
点
は
、
こ
れ
か
ら
海
外
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
自
治
体
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

先
述
の
通
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
旅
行
会
社
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
と
、
商
品
造
成
等
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
が
で

き
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
が
定
着
す
れ
ば
、
送
客
数
も

徐
々
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

　順
調
に
取
組
を
進
め
て
い
る
一
方
で
課
題
も
あ
る
。
香
港

は
世
界
中
か
ら
輸
入
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
で
溢
れ
、
輸

出
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
競
争
が
激
し
い
市
場
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
同
じ
九
州
内
で
は
佐
賀
県
が
10
年
ほ
ど

前
か
ら
佐
賀
牛
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
お
り
、

現
地
で
の
認
知
度
は
高
い
。
そ
の
他
に
、
飛
騨
牛
、
神
戸
牛

等
、
日
本
産
の
牛
肉
だ
け
で
も
か
な
り
の
産
地
名
が
並
ぶ
。

果
物
や
水
産
物
等
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
だ
。

　櫓
杏
の
料
理
長
の
園
田
氏
は
、
生
産
者
と
こ
れ
ま
で
以
上

に
近
く
な
っ
た
こ
と
で
今
、
後
は
熊
本
の
食
材
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
生
産
者
情
報
や
生
産
者
の
思
い
な
ど
、
食
材

一
つ
一
つ
に
隠
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
香
港
の
よ
う
な
競
争

が
激
し
い
市
場
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
と

も
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
差
別
化
と
い
う
面
に
お
い
て
も
有

効
と
な
る
だ
ろ
う
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

肥
後
銀
行
地
域
振
興
部
地
方
創
生
戦
略
室

　調
査
役

　本
島
知
明
氏

肥
後
銀
行
地
域
振
興
部
地
方
創
生
戦
略
室

　調
査
役
代
理

　村
上
功
時
氏

肥
後
銀
行
経
営
企
画
部
広
報
室

　企
画
役
代
理

　村
山
雄
介
氏

割
烹
櫓
杏

　料
理
長

　園
田

　聖
氏

※
7

※
8

※
9

※
10

14



生産者

生産者

熊
本
側

香
港
側

食品加工

食品加工

肥後・鹿児島
地域活性化

ファンド

定例ミーティング
協働企画

出資
人材派遣

プロモーション支援

出資・運営管理

【事業内容】
●地域マーケティング

●地域食材の発掘・販売
●食のブランド化

●情報・予約・物販のワンストップWeb
●着地型旅行商品の造成、販売　等

【事業内容】
●熊本県産品主体の飲食（食材の約6割使用）
●熊本県産品の物販（農産品、焼酎、加工品等）
●地自体とのプロモーションイベント実施 等

くまもと
未来創生
ファンド

熊本県

熊本県香港事務所

香港食品卸会社
Ｇ社グループ

食材紹介
送客

人員
派遣

人員
派遣

投資
社債

投融資

出資
交付金

国内
決済

配送輸出出荷

月～土

週1便

福岡市食品商社
A社

（日本食材の仕入/輸出）
【役割】

●熊本県産品の輸出
●為替リスクおよびサイト吸収
●小ロットの高品質な生産物を
　取りまとめ、物流コストを圧縮

香港食品商社
B社

香港アンテナショップ「櫓杏」
（平成29年4月オープン）

（株）くまもとDMC
（平成28年12月設立）

香港アンテナショップ

（日本食材の
輸入/卸販売）

【役割】
●熊本県産品の輸入
●櫓杏を含む500の
飲食店への卸販売

【役割】
●熊本の現地情報発信基地

●熊本県産品を使った料理提供
●熊本ファンの囲い込み

●食を起点とした
インバウンド誘致

肥後銀行
出
資

出
資

情報発信拠点・プロモーション・
協働企画・相互総客 等

図 1 肥後銀行の地方創生プロジェクト

図 2 熊本県産品が櫓杏に入荷するまでの流れ

…

出典：肥後銀行資料

出典：肥後銀行資料

た
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
、
2
0
1
7
年
4
月
に

「
櫓
杏
」
を
開
業
し
た
。

熊
本
を
伝
え
る

食
体
験
を
通
じ
て
熊
本
を「
伝
え
る
」

― 

顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
の
メ
ニ
ュ
ー 

―

　櫓
杏
は
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
と
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
営
業
し

て
お
り
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
は
会
席
料
理
、
寿
司
、
刺
身
、

す
き
焼
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
等
を
中
心
に
1
0
0
0
H
K
$

程
度
、
ラ
ン
チ
は
和
定
食
や
丼
も
の
を
中
心
に
一
人
あ
た
り

客
単
価
2
0
0
H
K
$
〜
3
0
0
H
K
$
程
度
で
提
供
し
て

い
る
。
デ
ィ
ナ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
年
1
度
、
会
席

料
理
は
時
季
の
食
材
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
年

数
回
、
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ

ー
や
県
産
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
香
港
で
の
反
応
が
良
い

場
合
に
は
、
他
の
飲
食
店
に
県
産
品
を
積
極
的
に
売
り
込
ん

で
い
く
た
め
の
、
い
わ
ば
テ
ス
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
場

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
香
港
の
人
は
脂

が
乗
っ
た
肉
や
魚
を
好
み
、
大
ト
ロ
や
サ
ー
モ
ン
を
好
む
た

め
、
天
草
地
方
で
養
殖
す
る
「
南
国
サ
ー
モ
ン
」
を
メ
ニ
ュ

ー
に
加
え
て
い
る
。

　ま
た
、
櫓
杏
の
メ
ニ
ュ
ー
（
写
真
1
）
に
は
、
食
材
の
産

地
で
あ
る
県
内
の
地
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

香
港
で
は
、
県
内
の
地
名
や
特
産
品
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ

低
い
が
、
料
理
を
味
わ
う
こ
と
を
通
じ
て
、
素
材
や
産
地
に

関
心
を
持
つ
人
も
多
く
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
き
っ
か
け
や
県
内
各
地
の
み
ど
こ
ろ
や
特
産
品
の
情

報
提
供
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
言
う
。

　特
産
品
を
活
用
し
た
誘
客
に
お
い
て
は
、
特
産
品
と
地
域

名
を
セ
ッ
ト
で
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
認
知
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

海
外
市
場
で
は
さ
ら
に
そ
の
傾
向
は
強
く
な
る
。
実
際
に
、

香
港
で
は
「
く
ま
モ
ン
」
の
認
知
度
は
高
い
も
の
の
、
く
ま

モ
ン
と
熊
本
県
が
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
大
々
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
に
実
体
験
を
も
っ

て
特
産
品
と
地
名
を
認
知
し
て
も
ら
い
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
櫓
杏
は
、
通
常
の
調
査
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
、
現
地
の
嗜
好
の
把
握

や
、
顧
客
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

― 

安
定
的
な
県
産
品
供
給
を
実
現
す
る

独
自
の
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

―

　食
を
通
じ
て
熊
本
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
熊
本
県
産
品
の

活
用
が
不
可
欠
で
あ
る
。
櫓
杏
で
は
常
時
、
熊
本
県
産
の
食

材
を
6
〜
7
割
程
度
を
使
用
し
て
い
る
。
し
ば
し
ば
、
観
光

地
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で
地
場
の
食
材
を
活
用
す
る
際
の

課
題
と
し
て
「
安
定
供
給
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

海
外
に
お
い
て
は
特
に
安
定
供
給
が
難
し
く
な
る
中
、
櫓
杏

で
は
独
自
の
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
こ
う

い
っ
た
課
題
を
克
服
し
て
い
る
。

　香
港
の
繁
華
街
・
尖
沙
咀
の
商
業
ビ
ル
の
28
階
に
、
熊
本

県
産
食
材
を
活
用
し
た
割
烹
櫓
杏
が
あ
る
。
対
岸
の
香
港
島

の
夜
景
を
一
望
で
き
る
店
内
に
は
、
お
よ
そ
1
0
0
の
客
席

が
あ
り
、
6
つ
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
か
ら
は
県
内
各
地

の
イ
メ
ー
ジ
動
画
が
上
映
さ
れ
、
県
産
品
の
展
示
即
売
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
櫓
杏
は
飲
食
店
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
県
内
の
自
治
体
や
企
業
に
よ
る
P
R
イ
ベ
ン
ト
や
商

談
会
の
場
と
な
る
等
、
多
目
的
な
空
間
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
本
事
例
で
は
香
港
の
「
櫓
杏
」
の
取
組
を
中
心
に
、

熊
本
県
の
県
産
品
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

櫓
杏
設
立
の
経
緯

　櫓
杏
は
肥
後
・
鹿
児
島
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
が
香
港
現

地
法
人
の
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
会
社C

&
H

igo D
ining

社
に
出

資
し
、
出
店
し
た
も
の
で
、
肥
後
銀
行
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
）
。
担
当
部
署
で
あ

る
地
域
振
興
部
で
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
公
社
等
と
の

総
合
的
な
取
引
推
進
、
農
業
や
観
光
等
の
地
方
創
生
全
般
に

係
わ
る
戦
略
・
方
針
及
び
施
策
の
統
括
等
、
事
業
先
の
貿
易

及
び
海
外
進
出
等
の
支
援
等
を
主
な
業
務
と
し
て
い
る
。
近

年
で
は
、
農
業
と
観
光
を
中
心
に
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ

た
地
方
創
生
に
関
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
香
港
で
の

事
業
展
開
を
決
め
た
背
景
に
は
、
一
人
当
た
り
G
D
P
が
日

本
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
、
輸
出
面
で
は
検
疫
条
件
が
緩
や

か
で
、
日
本
の
農
林
水
産
物
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
こ
と
、

誘
客
面
で
は
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
今
後
、
九
州
に

L
C
C
も
含
め
た
新
規
就
航
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
2
0
1
4
年
に
熊
本
県
・
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と

共
同
で
「
ア
ジ
ア
向
け
熊
本
県
産
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
拡

大
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、

2
0
1
5
年
に
は
熊
本
香
港
事
務
所
へ
行
員
を
1
名
派
遣
し
、

現
地
に
お
け
る
農
林
水
産
物
の
流
通
状
況
や
飲
食
市
場
の
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
香
港
で
は
共
働
き
の
家
庭
が
多

く
、
外
食
を
好
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
県

産
品
の
輸
出
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

食
材
を
小
売
店
に
卸
す
よ
り
も
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
出
店
し

※
1
…
肥
後
銀
行
、鹿
児
島
銀
行
、肥
銀
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社
、

　
　
　鹿
児
島
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
共
同
で
出
資・設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
。

　
　
　資
本
政
策・成
長
戦
略
の
た
め
の
資
金
を
必
要
と
す
る
企
業
に
対
し
、

　
　
　そ
の
企
業
価
値
向
上
、成
長
戦
略
、広
域
展
開
等
を
支
援
し
、

　
　
　地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

　
　
　当
該
企
業
が
発
行
す
る
株
式
お
よ
び
社
債
を
主
た
る
投
資
対
象
と
し
て
い
る
。

※

2
…
2
0
1
6
年
に
設
立
さ
れ
た
櫓
杏
の
運
営
会
社
。

　
　
　飲
食
店
の
運
営
、食
材
販
売
、観
光
情
報
の
発
信
等
を
行
う
。

※

3
…
熊
本
県
が
熊
本
県
貿
易
協
会
を
通
じ
て
設
置

※

4
…
時
期
に
よ
っ
て
県
内
か
ら
食
材
を
調
達
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

　
　
　日
本
国
内
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
。

※

5
…
2
0
1
6
年
に
肥
後・鹿
児
島
地
域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
等
に
よ
っ
て

　
　
　B
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
食
品
商
社
。

※

6
…
2
0
0
8
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
食
材
の
輸
入・卸
販
売
を
す
る
香
港
の

　
　
　食
品
商
社
。 熊
本
県
か
ら
紹
介
が
あ
り
、本
物
流
シ
ス
テ
ム
に
加
わ
っ
た
。

※

7
…
L
I
N
E
株
式
会
社
が
提
供
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・

　
　
　サ
ー
ビ
ス
。 イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
や
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
が
可
能
。

※

8
…「
上
天
草
さ
ん
ぱ
ー
る
」や「
玉
名
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
Y・B
O
X
」等
が

　
　
　窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

※

9
…
2
0
1
6
年
に
設
立
さ
れ
た
食
や
観
光
の
振
興
を
担
う
D
M
O
組
織
。

　
　
　肥
後
銀
行
、熊
本
未
来
創
生
フ
ァ
ン
ド
、熊
本
県
が
出
資
し
て
い
る
。

※

10
…
2
0
1
8
年
11
月

　一
点
目
が
、
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
（
図
2
）
。

熊
本
県
内
の
生
産
者
や
事
業
者
は
、
肥
後
・
鹿
児
島
地
域
活

性
化
フ
ァ
ン
ド
も
出
資
す
る
福
岡
市
の
食
品
商
社
、
A
社
へ

出
荷
し
、
A
社
が
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
香
港
に
輸
出
し
て
い

る
。
A
社
に
集
積
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
輸
送
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
（
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
こ
れ
ま
で
は
輸
送
コ
ス

ト
に
見
合
う
だ
け
の
一
定
以
上
の
出
荷
量
が
求
め
ら
れ
た
が
、

少
量
の
生
産
物
で
も
ま
と
め
て
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
輸

送
コ
ス
ト
を
圧
縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
生
産
者

や
事
業
者
に
と
っ
て
も
少
量
の
出
荷
が
可
能
に
な
り
、
輸
出

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
少
量
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
出
荷
で
き
な
か
っ
た
質
の
高
い
生
産
物
を
出
荷

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

第
二
に
、
輸
出
に
係
る
事
務
手
続
き
を
代
行
し
て
も
ら
え
る

こ
と
、
第
三
に
、
A
社
は
日
本
企
業
で
あ
る
た
め
、
生
産
者

や
事
業
者
は
為
替
変
動
の
影
響
を
受
け
ず
に
収
入
を
得
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
A
社
に
集
め
ら
れ
た
県
産
品
は

空
路
（
週
6
日
）
と
海
路
（
週
1
日
）
で
、
香
港
の
食
品
商

社
B
社
に
輸
出
さ
れ
、
櫓
杏
に
届
け
ら
れ
る
。
な
お
、
日
本

か
ら
の
輸
送
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
背
景
に
は
B
社
が
香
港

や
マ
カ
オ
に
抱
え
る
顧
客
（
飲
食
店
）
が
発
注
し
た
食
材
と

混
載
し
て
輸
送
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
独
自
の
物
流
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
県
内
の
生
産
者
や
事
業
者
の
海
外
輸
出
に
対

す
る
心
理
的
負
担
や
手
間
が
軽
減
さ
れ
、
質
の
高
い
生
産
物

が
集
ま
り
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　二
点
目
は
、
関
係
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
で
あ
る
。

櫓
杏
で
は
、
料
理
長
、
県
内
の
生
産
者
、
物
流
関
係
者
間
で

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
、
生
産
か
ら
入
荷
ま
で
の
流

れ
を
関
係
者
間
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
の
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
に
は
、
生
産
者
個
人
が
参
加
し
て

い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
球
磨
焼
酎
や
地
酒
は
組
合
が
、
野
菜

は
地
元
の
生
産
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
道
の
駅

が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
者
を
と
り
ま
と
め
、
窓
口
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
発
注
か
ら
入
荷
の
流
れ
を
共
有

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
関
係
者
間
で
相
互
に
情
報
交
換
を
行

う
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
産
者
か
ら
旬

の
食
材
情
報
が
提
供
さ
れ
る
と
、
こ
れ
に
料
理
長
が
反
応
す

れ
ば
、
出
荷
に
向
け
て
す
ぐ
に
関
係
者
が
動
き
出
せ
る
た
め
、

旬
の
食
材
を
新
鮮
な
状
態
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
通
常
、
地
方
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
は
、
都
市
の

仲
卸
業
者
や
小
売
業
者
の
も
と
に
集
ま
る
た
め
、
生
産
地
に

直
接
発
注
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
生
産
地
の
利
益
が
都
市
に

流
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、

生
産
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
都
市
に
流
出
し
て
い
た
利
益
を
最
小
限
に
抑
え
、

結
果
的
に
生
産
地
の
経
済
効
果
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

櫓
杏
の
料
理
長
で
あ
る
園
田
氏
も
、
主
に
地
方
で
あ
る
生
産

地
へ
の
経
済
効
果
を
意
識
し
、
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て
な
る

べ
く
県
内
の
生
産
者
に
発
注
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
言

う
。

イ
ベ
ン
ト
体
験
を
通
じ
て
熊
本
を「
伝
え
る
」

　櫓
杏
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
誘
客
、
県
産
品
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
実
効
力
の
あ
る
取
組
の
き
っ
か
け
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

　誘
客
面
で
は
、
昨
年
5
月
に
開
催
し
た
櫓
杏
の
開
店
1
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
で
、
県
内
の
各
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
た

「
地
方
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ス
タ
ー
ト
を
発
表
し
、
そ
の

第
1
弾
と
し
て
人
吉
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
開
始
さ
れ
た
。

当
日
は
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
関
係
者
や
、
香
港
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
も
参
加
し
、盛
大
な
式
典
が
行
わ
れ
た
。

櫓
杏
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
で
あ
り
、
そ
の
後
の
効
果
が
持
続
す
る
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
具
体
的
な
取
組
と

し
て
、イ
ベ
ン
ト
当
日
以
降
、「
人
吉
球
磨
フ
ェ
ア
」と
し
て
開

催
し
、
1
ヶ
月
限
定
で
人
吉
球
磨
地
方
の
食
材
を
使
っ
た
料

理
と
球
磨
焼
酎
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し

た
。櫓
杏
の
強
み
は
、イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
迅
速
な
情
報
発
信
だ

け
で
な
く
、
喚
起
し
た
需
要
を
現
地
で
す
ぐ
に
受
け
止
め
る

機
能
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、誘
客
ま
で

の
流
れ
は
、
肥
後
銀
行
が
出
資
す
る
株
式
会
社
く
ま
も
と

D
M
C 

（
以
下
「
く
ま
も
と
D
M
C
」）
と
連
携
し
た
取
組
を

進
め
て
い
る
。く
ま
も
と
D
M
C
は
記
念
式
典
に
香
港
の
旅

行
会
社
や
航
空
会
社
を
招
待
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
熊
本
側
で
の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
や
旅
行
商
品

造
成
等
を
担
当
し
て
い
る
。記
念
式
典
イ
ベ
ン
ト
の
際
も
、航

空
会
社
や
旅
行
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
3
週

間
後
に
は
球
磨
川
や
球
磨
焼
酎
の
蔵
元
見
学
を
実
施
す
る
等

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
る
。ま
だ
発
展
段
階
で

は
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
誘
客
ま
で
の
流
れ
を
築

き
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　県
産
品
の
輸
出
拡
大
で
は
、
県
内
の
自
治
体
と
香
港
の
飲

食
店
や
バ
イ
ヤ
ー
等
の
商
談
会
を
実
施
し
、
主
に
魚
と
野
菜

特集 特産品ブランドを活用した外国人旅行者の誘客～香港市場における取組～1

を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　継
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
先
述

の
櫓
杏
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム
（
図
2
）
で
あ
る
。
香
港
で

も
食
品
関
連
の
商
談
会
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
物
流

シ
ス
テ
ム
が
な
い
た
め
、
生
産
者
負
担
が
多
く
、
話
が
ま
と

ま
り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
櫓
杏
で
は

独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
し
、
よ
り
現
実
的
な
商
談
を
展
開
し
て
い
る
。

櫓
杏
の
取
組
か
ら

　櫓
杏
の
開
店
か
ら
約
2
年
が
経
過
し
、
少
し
ず
つ
取
組
の

成
果
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
県
産
の
農
林
水
産
物
の
輸
出
額

が
1
割
増
の
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

ま
た
、
県
の
補
助
金
無
し
で
櫓
杏
が
自
立
的
に
運
営
し
て
い

る
点
は
、
こ
れ
か
ら
海
外
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
自
治
体
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

先
述
の
通
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
旅
行
会
社
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
と
、
商
品
造
成
等
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
が
で

き
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
が
定
着
す
れ
ば
、
送
客
数
も

徐
々
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

　順
調
に
取
組
を
進
め
て
い
る
一
方
で
課
題
も
あ
る
。
香
港

は
世
界
中
か
ら
輸
入
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
で
溢
れ
、
輸

出
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
競
争
が
激
し
い
市
場
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
同
じ
九
州
内
で
は
佐
賀
県
が
10
年
ほ
ど

前
か
ら
佐
賀
牛
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
お
り
、

現
地
で
の
認
知
度
は
高
い
。
そ
の
他
に
、
飛
騨
牛
、
神
戸
牛

等
、
日
本
産
の
牛
肉
だ
け
で
も
か
な
り
の
産
地
名
が
並
ぶ
。

果
物
や
水
産
物
等
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
だ
。

　櫓
杏
の
料
理
長
の
園
田
氏
は
、
生
産
者
と
こ
れ
ま
で
以
上

に
近
く
な
っ
た
こ
と
で
今
、
後
は
熊
本
の
食
材
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
、
生
産
者
情
報
や
生
産
者
の
思
い
な
ど
、
食
材

一
つ
一
つ
に
隠
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
香
港
の
よ
う
な
競
争

が
激
し
い
市
場
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
と

も
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
差
別
化
と
い
う
面
に
お
い
て
も
有

効
と
な
る
だ
ろ
う
。

取
材
協
力
（
取
材
当
時
）

肥
後
銀
行
地
域
振
興
部
地
方
創
生
戦
略
室

　調
査
役

　本
島
知
明
氏

肥
後
銀
行
地
域
振
興
部
地
方
創
生
戦
略
室

　調
査
役
代
理

　村
上
功
時
氏

肥
後
銀
行
経
営
企
画
部
広
報
室

　企
画
役
代
理

　村
山
雄
介
氏

割
烹
櫓
杏

　料
理
長

　園
田

　聖
氏

※
7

※
8

※
9

※
10
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2018
年度

（58店）

18

17

10

13

21

14

2

8

2017
年度

（56店）

22

13

9

10

21

13

5

2016
年度

（55店）

18

10

6

10

17

9

7

2015
年度

（55店）

18

7

6

9

10

3

5

2014
年度

（52店）

2

5

3

6

-

-

-

2013
年度

（54店）

2

4

2

8

-

-

-

外国語の案内パンフレット

ホームページの多言語化

レストランメニューの多言語対応

語学ができるスタッフ常駐

フリーWi-Fiが整備されている

免税店である

東京オリパラに向けた対応

その他

自
治
体
アン
テ
ナショップ
の

インバウ
ン
ド
に
お
け
る
役
割写真 1）トヤマバー（日本橋とやま館、写真提供：日本橋とやま館）

自治体アンテナショップ実態調査　地域活性化センター調べ

単位：店舗　重複回答あり　（）内は店舗総数

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・
広
報
室
長
　

畠
田
千
鶴

特
集

2

畠
田
千
鶴（
は
た
だ・ち
づ
る
）

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
広
報
室
長
兼
月
刊「
地
域
づ

く
り
」副
編
集
長
。 早
稲
田
大
学
大

学
院
公
共
経
営
研
究
科
修
了
、公

共
経
営
修
士
取
得
。 1
9
9
5
年
か
ら
2
0
1
1
年

ま
で
有
楽
町・ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
を
担
当
し
、

自
治
体
と
連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
手

掛
け
る
。現
在
は
月
刊
情
報
誌「
地
域
づ
く
り
」副
編

集
長
、「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」、

「
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
」等
担
当
。

営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ

イ
東
京
」
と
リ
ン
ク
し
、中
国
語
（
繁
体
字
・

簡
体
字
）、
韓
国
語
で
も
店
舗
情
報
が
表
示

さ
れ
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
銀
座

や
上
野
な
ど
東
京
メ
ト
ロ
の
主
要
駅
に
あ
る
、

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
」、
外
国
人
観
光
案
内
所

（
T
I
C
）、
東
京
シ
テ
ィ
ア
イ
な
ど
で
配
置

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
過
程
で
、
２
つ
課
題
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
一
つ
目
が
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

普
通
の
小
売
店
で
は
な
く
、
自
治
体
が
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
設
置
し
た
「
特
別
な

店
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、

二
つ
目
が
、「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
翻

訳
の
問
題
で
あ
る
。
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
物

質
的
な
ア
ン
テ
ナ
の
販
売
店
と
理
解
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
表
記
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
日
本

に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
を
掲

載
し
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
地
方
の
特
産

品
を
販
売
し
て
い
る
店
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
た
め
に「A

ntenna

　Shop

」と
「Local 

S
pecialty S

hops

」
と
い
う
文
字
を
併
記

し
た
。

 

❷ 

免
税
販
売

　
2
0
1
4
年
に
外
国
人
旅
行
者
向
け
消

費
税
免
税
制
度
が
改
正
さ
れ
、
10
月
1
日
か

ら
、
従
来
免
税
販
売
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
消
耗
品
（
食
料
品
、飲
料
品
、薬
品
類
、

化
粧
品
類
、
そ
の
他
消
耗
品
）
を
含
め
た
、

全
て
の
品
目
が
消
費
税
免
税
の
対
象
と
な
っ

た
。
そ
の
目
的
は
外
国
人
観
光
客
の
地
域
へ

の
誘
客
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
と
さ
れ
た
。

　
当
初
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
シ
ス

期
の
地
域
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
は

都
道
府
県
別
訪
問
率
が
43
・
8
%
と
最
も
高

く
、
1
人
当
た
り
旅
行
中
支
出
額
で
も
8
万

8
千
円
で
全
国
1
位
で
あ
っ
た
。
今
後
、
東

京
五
輪
に
向
け
て
、
東
京
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、

彼
ら
が
地
方
に
興
味
を
持
ち
、
特
産
品
の
購

入
や
旅
行
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
か
が
、
情
報

発
信
拠
点
で
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
の
カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

 

❶ 

現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
開
始

　
2
0
1
3
年
頃
か
ら
、
円
安
、
免
税
制
度

の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

が
集
積
す
る
銀
座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
外
国

人
観
光
客
が
急
増
し
た
。
一
度
に
大
量
の
商

品
を
購
入
す
る
消
費
行
動
「
爆
買
い
」
が
話

題
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
へ
も
、
外
国
人
客
が
訪
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
た
が
、
当
時
は
、
特
別
な
対
策
は
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
接
遇
が
課
題
と
な
っ

た
。
J
C
R
D
で
は
、
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
実
態
調
査
の
項
目
に
「
外
国
人
客
へ
の

対
応
」（
表
1
）
を
加
え
た
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
決
定
し
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
東
京

五
輪
）
の
開
催
は
「
通
り
が
か
り
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
外
国
人
」
に
対
す
る

接
遇
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
戦
略
的
に
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
消
費
や
旅
行
に
結
び

つ
け
る
運
営
に
取
り
組
む
店
舗
が
出
現
し
始

め
た
。

 

❷
 外

国
人
も
日
本
人
も
楽
し
め
る

　 

シ
ョ
ッ
プ
の
誕
生

　
2
0
1
6
年
に
開
設
し
た
富
山
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
橋
と
や
ま
館
」
は
、

店
舗
の
計
画
段
階
か
ら
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

内
装
は
地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
モ

ダ
ン
な
設
え
で
、
地
酒
が
飲
め
る
「
ト
ヤ
マ

バ
ー
」
は
世
界
的
に
有
名
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
に
も
紹
介
さ
れ

外
国
人
が
よ
く
訪
れ
る
（
写
真
1
）。
ま
た
、

英
語
が
話
せ
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
2
名
を
配

置
し
、観
光
案
内
、買
い
物
や
飲
食
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
毎
日
店

舗
で
接
客
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品
情
報

に
も
通
じ
て
お
り
、
売
り
上
げ
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。
一
方
、
有
名
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
、
外
国
プ
レ
ス
、
大
使
館
の
ス
タ
ッ

フ
を
招
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
フ
ァ
ン
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
に
開
設
し
た
徳
島
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「T

urnT
able

（
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
）」（
渋
谷
区
神
泉
町
）は
、宿
泊
、飲
食
、

販
売
施
設
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
宿
泊
施
設

は
、
ス
イ
ー
ト
、
ツ
イ
ン
、
シ
ン
グ
ル
の
ほ
か
、

比
較
的
低
価
格
で
泊
ま
れ
る
ド
ミ
ト
リ
ー
タ

イ
プ
（
相
部
屋
）
が
あ
り
、
外
国
人
旅
行
客

が
多
く
利
用
し
て
い
る
（
写
真
2
）。

　
両
施
設
に
共
通
し
て
い
る
の
は
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
意
識
し
た
ハ
ー
ド
と
、
地
域
を
体
感

で
き
る
魅
力
的
な
ソ
フ
ト
で
あ
る
。

 

外
国
人
客
へ
の
対
応

❶ 

外
国
語
の

　 

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
2
0
1
3
、
2
0
1
4
年
度
実
態
調
査
の

結
果
を
見
る
と
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
紹

介
す
る
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
る
店
舗
は
２
店
舗
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
J
C
R
D
で
は
各
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
呼
び
か
け
、
2
0
1
4
年
度

か
ら
毎
年
共
同
で
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
。
制
作
・
発
行
は
飲
食
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
運
営
す
る
「
ぐ
る
な
び
」
が
行
っ
て
い
る

（
写
真
3
）。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

付
加
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
、
ぐ
る
な
び
と
東
京
メ
ト
ロ
が
共
同
運

　
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
地
方
の
特
産

品
を
手
軽
に
購
入
で
き
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
味
わ
え
る
飲
食
施
設
も
あ
る
自

治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
は
、
す
っ
か
り
定
着
し
人
気

を
集
め
て
い
る
。
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
J
C
R
D
）
が
、
東

京
都
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
自
治

体
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
自
治
体

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」（
以
下
、

実
態
調
査
）
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年
4
月

1
日
時
点
で
、
過
去
最
高
の
58
店
舗
（
注
）

と
な
っ
た
。
ま
た
、
年
間
売
上
額
が
１
億
円

以
上
の
店
舗
は
、
2
0
1
0
年
度
は
20
店
舗

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
8
年
度
は
35

店
舗
に
増
加
し
て
い
る
。

　
首
都
圏
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
設
置
さ

れ
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
産
品
販
売

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光

案
内
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
力
を
入
れ
、
外
国
人
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
に
も
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
の
目
的
と
効
果
　

　
現
在
の
よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
始
め
た
の
は
、

1
9
9
0
年
半
ば
か
ら
で
、
そ
の
多
く
は
銀

座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
集
積
し
、
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
2
0
1
8
年
4
月
1
日
時
点
で
20

店
舗
を
数
え
、
全
体
の
34
・
4
％
に
当
た
る
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
の
目
的
は
、

「
特
産
品
の
P
R
」「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」

が
常
に
上
位
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
効
果
に
お

い
て
も
満
足
の
い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
度
調
査
で
は
、設
立
目
的
に「
特

産
品
の
P
R
」
を
あ
げ
た
の
は
58
店
舗
中
54

店
舗
、「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」
は
58
店
舗

中
52
店
舗
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
が
高
い
と

自
己
評
価
し
て
い
る
の
は
「
特
産
品
の

P
R
」
54
店
舗
で
1
0
0
％
、「
特
産
品
の

販
路
拡
大
」
は
50
店
舗
96
％
で
あ
っ
た
。 

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
地
方
の
食
材
を

簡
単
に
購
入
で
き
る
現
在
に
お
い
て
も
、
わ

ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
店
舗
に
買
い
物
に
訪
れ
る
の

テ
ム
導
入
が
煩
わ
し
い
」「
免
税
対
象
の
5

千
円
以
上
を
購
入
す
る
外
国
人
観
光
客
は
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
ま
り
来
な
い
」「
外

国
人
の
来
館
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
導

入
に
二
の
足
を
踏
む
店
舗
が
多
か
っ
た
。

J
C
R
D
で
は
、
主
催
す
る
「
自
治
体
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
」
に
お
い
て
、

参
加
者
に
観
光
庁
の
担
当
者
か
ら
入
念
な
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
機
会
を
設
け
た
。
ま
た
、

東
京
都
が
都
内
観
光
関
連
事
業
者
（
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
、
小
売
店
等
）
を
対
象
に
専
門

家
を
派
遣
し
、
免
税
、
接
客
、
集
客
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
提
供
す

る
支
援
事
業
「
T
O
K
Y
O
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
」
の
情
報

も
提
供
し
た
。
2
0
1
5
年
度
実
態
調
査
で

は
3
店
舗
で
あ
っ
た
免
税
店
が
、
2
0
1
8

年
度
に
は
14
店
舗
に
増
加
し
た
。 

 

❸ 

I
T
環
境
の
整
備

　
外
国
人
旅
行
客
の
通
信
手
段
と
し
て
、
無

料
公
衆
無
線
L
A
N
、
S
I
M
カ
ー
ド
、
モ

バ
イ
ル
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
ー
等
が
あ
げ
ら

れ
る
。
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
フ
リ
ー

W
i
‐
F
i
の
整
備
を
上
げ
た
店
舗
は
徐
々

に
増
え
、
2
0
1
5
年
度
は
10
店
舗
で
あ
っ

た
が
、
2
0
1
8
年
度
に
は
21
店
舗
と
な
り

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
店
舗
も
増
加
し
て
お
り
、

入
り
口
に
案
内
シ
ー
ル
を
貼
る
店
舗
も
あ
る
。

 

❹ 

多
言
語
で
の
接
客

　
多
言
語
で
の
対
応
や
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
2
0
1
3
年
度
に
実
態

調
査
を
開
始
以
来
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
中
に
は
、
語
学
が
で

き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
店
舗
も
あ

る
が
、
予
算
確
保
が
難
し
い
た
め
、

2
0
1
8
年
度
実
態
調
査
で
は
58
店
舗
中
13

店
舗
、
22
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
I
T
の
飛
躍
的
な
発
達
で
、
対
話

型
音
声
翻
訳
機
や
翻
訳
ア
プ
リ
な
ど
便
利
な

ツ
ー
ル
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
導
入
を
検

討
す
る
シ
ョ
ッ
プ
も
出
て
き
て
い
る
。

　
外
国
語
商
品
説
明
プ
レ
ー
ト
の
設
置
、
レ

ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
は
ま
だ
手

が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
店
舗
が
多
い
が
、
改

善
を
進
め
て
い
る
店
舗
も
あ
る
。

　
秋
田
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
き
た

美
彩
館
」
は
、
品
川
駅
高
輪
口
の
商
業
施
設

内
に
店
舗
を
構
え
、
周
辺
に
は
複
数
の
ホ
テ

ル
が
立
地
す
る
。店
舗
運
営
者
に
よ
る
と「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
よ
く
食
事
に
訪
れ
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

英
語
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
日
本
人

で
も
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
秋
田
な
ら
で
は

の
食
材
、「
じ
ゅ
ん
さ
い
」「
と
ん
ぶ
り
」「
ギ

バ
サ
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
ニ
ュ

ー
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
担
当
者

と
秋
田
県
の
複
数
課
が
連
携
し
て
作
成
さ
れ

た
（
写
真
4
）。

表 1 外国人客への対応

は
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
特
別
の「
場

所
」
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
商
品
の
安
全
性
や
希
少
性
、

商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
地
方
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
2
0
1
9
年
1
月
16
日
に
発
表
さ
れ
た
観

光
統
計
の
推
計
値
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年

暦
年
の
訪
日
外
国
人
数
は
3
0
0
0
万
人
を

超
え
、
消
費
額
も
4
・
5
兆
円
と
な
り
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人

（
一
般
）
1
人
当
た
り
の
消
費
額
は
15
万
3

千
円
で
あ
っ
た
。
2
0
1
8
年
7
‐
9
月

特集 自治体アンテナショップのインバウンドにおける役割2

16



2018
年度

（58店）

18

17

10

13

21

14

2

8

2017
年度

（56店）

22

13

9

10

21

13

5

2016
年度

（55店）

18

10

6

10

17

9

7

2015
年度

（55店）

18

7

6

9

10

3

5

2014
年度

（52店）

2

5

3

6

-

-

-

2013
年度

（54店）

2

4

2

8

-

-

-

外国語の案内パンフレット

ホームページの多言語化

レストランメニューの多言語対応

語学ができるスタッフ常駐

フリーWi-Fiが整備されている

免税店である

東京オリパラに向けた対応

その他

自
治
体
アン
テ
ナショップ
の

インバウ
ン
ド
に
お
け
る
役
割写真 1）トヤマバー（日本橋とやま館、写真提供：日本橋とやま館）

自治体アンテナショップ実態調査　地域活性化センター調べ

単位：店舗　重複回答あり　（）内は店舗総数

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・
広
報
室
長
　

畠
田
千
鶴

特
集

2

畠
田
千
鶴（
は
た
だ・ち
づ
る
）

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
広
報
室
長
兼
月
刊「
地
域
づ

く
り
」副
編
集
長
。 早
稲
田
大
学
大

学
院
公
共
経
営
研
究
科
修
了
、公

共
経
営
修
士
取
得
。 1
9
9
5
年
か
ら
2
0
1
1
年

ま
で
有
楽
町・ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
を
担
当
し
、

自
治
体
と
連
携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
手

掛
け
る
。現
在
は
月
刊
情
報
誌「
地
域
づ
く
り
」副
編

集
長
、「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」、

「
ふ
る
さ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
大
賞
」等
担
当
。

営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ

イ
東
京
」
と
リ
ン
ク
し
、中
国
語
（
繁
体
字
・

簡
体
字
）、
韓
国
語
で
も
店
舗
情
報
が
表
示

さ
れ
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
銀
座

や
上
野
な
ど
東
京
メ
ト
ロ
の
主
要
駅
に
あ
る
、

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
」、
外
国
人
観
光
案
内
所

（
T
I
C
）、
東
京
シ
テ
ィ
ア
イ
な
ど
で
配
置

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
過
程
で
、
２
つ
課
題
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
一
つ
目
が
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

普
通
の
小
売
店
で
は
な
く
、
自
治
体
が
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
設
置
し
た
「
特
別
な

店
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、

二
つ
目
が
、「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
翻

訳
の
問
題
で
あ
る
。
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
物

質
的
な
ア
ン
テ
ナ
の
販
売
店
と
理
解
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
表
記
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
日
本

に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
を
掲

載
し
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
地
方
の
特
産

品
を
販
売
し
て
い
る
店
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
た
め
に「A

ntenna

　Shop

」と
「Local 

S
pecialty S

hops

」
と
い
う
文
字
を
併
記

し
た
。

 

❷ 

免
税
販
売

　
2
0
1
4
年
に
外
国
人
旅
行
者
向
け
消

費
税
免
税
制
度
が
改
正
さ
れ
、
10
月
1
日
か

ら
、
従
来
免
税
販
売
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
消
耗
品
（
食
料
品
、飲
料
品
、薬
品
類
、

化
粧
品
類
、
そ
の
他
消
耗
品
）
を
含
め
た
、

全
て
の
品
目
が
消
費
税
免
税
の
対
象
と
な
っ

た
。
そ
の
目
的
は
外
国
人
観
光
客
の
地
域
へ

の
誘
客
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
と
さ
れ
た
。

　
当
初
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
シ
ス

期
の
地
域
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
は

都
道
府
県
別
訪
問
率
が
43
・
8
%
と
最
も
高

く
、
1
人
当
た
り
旅
行
中
支
出
額
で
も
8
万

8
千
円
で
全
国
1
位
で
あ
っ
た
。
今
後
、
東

京
五
輪
に
向
け
て
、
東
京
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、

彼
ら
が
地
方
に
興
味
を
持
ち
、
特
産
品
の
購

入
や
旅
行
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
か
が
、
情
報

発
信
拠
点
で
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
の
カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

 

❶ 

現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
開
始

　
2
0
1
3
年
頃
か
ら
、
円
安
、
免
税
制
度

の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

が
集
積
す
る
銀
座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
外
国

人
観
光
客
が
急
増
し
た
。
一
度
に
大
量
の
商

品
を
購
入
す
る
消
費
行
動
「
爆
買
い
」
が
話

題
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
へ
も
、
外
国
人
客
が
訪
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
た
が
、
当
時
は
、
特
別
な
対
策
は
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
接
遇
が
課
題
と
な
っ

た
。
J
C
R
D
で
は
、
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
実
態
調
査
の
項
目
に
「
外
国
人
客
へ
の

対
応
」（
表
1
）
を
加
え
た
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
決
定
し
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
東
京

五
輪
）
の
開
催
は
「
通
り
が
か
り
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
外
国
人
」
に
対
す
る

接
遇
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
戦
略
的
に
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
消
費
や
旅
行
に
結
び

つ
け
る
運
営
に
取
り
組
む
店
舗
が
出
現
し
始

め
た
。

 

❷
 外

国
人
も
日
本
人
も
楽
し
め
る

　 

シ
ョ
ッ
プ
の
誕
生

　
2
0
1
6
年
に
開
設
し
た
富
山
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
橋
と
や
ま
館
」
は
、

店
舗
の
計
画
段
階
か
ら
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

内
装
は
地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
モ

ダ
ン
な
設
え
で
、
地
酒
が
飲
め
る
「
ト
ヤ
マ

バ
ー
」
は
世
界
的
に
有
名
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
に
も
紹
介
さ
れ

外
国
人
が
よ
く
訪
れ
る
（
写
真
1
）。
ま
た
、

英
語
が
話
せ
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
2
名
を
配

置
し
、観
光
案
内
、買
い
物
や
飲
食
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
毎
日
店

舗
で
接
客
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品
情
報

に
も
通
じ
て
お
り
、
売
り
上
げ
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。
一
方
、
有
名
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
、
外
国
プ
レ
ス
、
大
使
館
の
ス
タ
ッ

フ
を
招
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
フ
ァ
ン
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
に
開
設
し
た
徳
島
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「T

urnT
able

（
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
）」（
渋
谷
区
神
泉
町
）は
、宿
泊
、飲
食
、

販
売
施
設
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
宿
泊
施
設

は
、
ス
イ
ー
ト
、
ツ
イ
ン
、
シ
ン
グ
ル
の
ほ
か
、

比
較
的
低
価
格
で
泊
ま
れ
る
ド
ミ
ト
リ
ー
タ

イ
プ
（
相
部
屋
）
が
あ
り
、
外
国
人
旅
行
客

が
多
く
利
用
し
て
い
る
（
写
真
2
）。

　
両
施
設
に
共
通
し
て
い
る
の
は
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
意
識
し
た
ハ
ー
ド
と
、
地
域
を
体
感

で
き
る
魅
力
的
な
ソ
フ
ト
で
あ
る
。

 

外
国
人
客
へ
の
対
応

❶ 

外
国
語
の

　 

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
2
0
1
3
、
2
0
1
4
年
度
実
態
調
査
の

結
果
を
見
る
と
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
紹

介
す
る
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
る
店
舗
は
２
店
舗
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
J
C
R
D
で
は
各
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
呼
び
か
け
、
2
0
1
4
年
度

か
ら
毎
年
共
同
で
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
。
制
作
・
発
行
は
飲
食
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
運
営
す
る
「
ぐ
る
な
び
」
が
行
っ
て
い
る

（
写
真
3
）。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

付
加
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
、
ぐ
る
な
び
と
東
京
メ
ト
ロ
が
共
同
運

　
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
地
方
の
特
産

品
を
手
軽
に
購
入
で
き
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
味
わ
え
る
飲
食
施
設
も
あ
る
自

治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
は
、
す
っ
か
り
定
着
し
人
気

を
集
め
て
い
る
。
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
J
C
R
D
）
が
、
東

京
都
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
自
治

体
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
自
治
体

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」（
以
下
、

実
態
調
査
）
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年
4
月

1
日
時
点
で
、
過
去
最
高
の
58
店
舗
（
注
）

と
な
っ
た
。
ま
た
、
年
間
売
上
額
が
１
億
円

以
上
の
店
舗
は
、
2
0
1
0
年
度
は
20
店
舗

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
8
年
度
は
35

店
舗
に
増
加
し
て
い
る
。

　
首
都
圏
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
設
置
さ

れ
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
産
品
販
売

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光

案
内
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
力
を
入
れ
、
外
国
人
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
に
も
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
の
目
的
と
効
果
　

　
現
在
の
よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
始
め
た
の
は
、

1
9
9
0
年
半
ば
か
ら
で
、
そ
の
多
く
は
銀

座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
集
積
し
、
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
2
0
1
8
年
4
月
1
日
時
点
で
20

店
舗
を
数
え
、
全
体
の
34
・
4
％
に
当
た
る
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
の
目
的
は
、

「
特
産
品
の
P
R
」「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」

が
常
に
上
位
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
効
果
に
お

い
て
も
満
足
の
い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
度
調
査
で
は
、設
立
目
的
に「
特

産
品
の
P
R
」
を
あ
げ
た
の
は
58
店
舗
中
54

店
舗
、「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」
は
58
店
舗

中
52
店
舗
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
が
高
い
と

自
己
評
価
し
て
い
る
の
は
「
特
産
品
の

P
R
」
54
店
舗
で
1
0
0
％
、「
特
産
品
の

販
路
拡
大
」
は
50
店
舗
96
％
で
あ
っ
た
。 

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
地
方
の
食
材
を

簡
単
に
購
入
で
き
る
現
在
に
お
い
て
も
、
わ

ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
店
舗
に
買
い
物
に
訪
れ
る
の

テ
ム
導
入
が
煩
わ
し
い
」「
免
税
対
象
の
5

千
円
以
上
を
購
入
す
る
外
国
人
観
光
客
は
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
ま
り
来
な
い
」「
外

国
人
の
来
館
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
導

入
に
二
の
足
を
踏
む
店
舗
が
多
か
っ
た
。

J
C
R
D
で
は
、
主
催
す
る
「
自
治
体
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
」
に
お
い
て
、

参
加
者
に
観
光
庁
の
担
当
者
か
ら
入
念
な
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
機
会
を
設
け
た
。
ま
た
、

東
京
都
が
都
内
観
光
関
連
事
業
者
（
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
、
小
売
店
等
）
を
対
象
に
専
門

家
を
派
遣
し
、
免
税
、
接
客
、
集
客
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
提
供
す

る
支
援
事
業
「
T
O
K
Y
O
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
」
の
情
報

も
提
供
し
た
。
2
0
1
5
年
度
実
態
調
査
で

は
3
店
舗
で
あ
っ
た
免
税
店
が
、
2
0
1
8

年
度
に
は
14
店
舗
に
増
加
し
た
。 

 

❸ 

I
T
環
境
の
整
備

　
外
国
人
旅
行
客
の
通
信
手
段
と
し
て
、
無

料
公
衆
無
線
L
A
N
、
S
I
M
カ
ー
ド
、
モ

バ
イ
ル
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
ー
等
が
あ
げ
ら

れ
る
。
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
フ
リ
ー

W
i
‐
F
i
の
整
備
を
上
げ
た
店
舗
は
徐
々

に
増
え
、
2
0
1
5
年
度
は
10
店
舗
で
あ
っ

た
が
、
2
0
1
8
年
度
に
は
21
店
舗
と
な
り

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
店
舗
も
増
加
し
て
お
り
、

入
り
口
に
案
内
シ
ー
ル
を
貼
る
店
舗
も
あ
る
。

 

❹ 

多
言
語
で
の
接
客

　
多
言
語
で
の
対
応
や
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
2
0
1
3
年
度
に
実
態

調
査
を
開
始
以
来
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
中
に
は
、
語
学
が
で

き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
店
舗
も
あ

る
が
、
予
算
確
保
が
難
し
い
た
め
、

2
0
1
8
年
度
実
態
調
査
で
は
58
店
舗
中
13

店
舗
、
22
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
I
T
の
飛
躍
的
な
発
達
で
、
対
話

型
音
声
翻
訳
機
や
翻
訳
ア
プ
リ
な
ど
便
利
な

ツ
ー
ル
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
導
入
を
検

討
す
る
シ
ョ
ッ
プ
も
出
て
き
て
い
る
。

　
外
国
語
商
品
説
明
プ
レ
ー
ト
の
設
置
、
レ

ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
は
ま
だ
手

が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
店
舗
が
多
い
が
、
改

善
を
進
め
て
い
る
店
舗
も
あ
る
。

　
秋
田
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
き
た

美
彩
館
」
は
、
品
川
駅
高
輪
口
の
商
業
施
設

内
に
店
舗
を
構
え
、
周
辺
に
は
複
数
の
ホ
テ

ル
が
立
地
す
る
。店
舗
運
営
者
に
よ
る
と「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
よ
く
食
事
に
訪
れ
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

英
語
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
日
本
人

で
も
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
秋
田
な
ら
で
は

の
食
材
、「
じ
ゅ
ん
さ
い
」「
と
ん
ぶ
り
」「
ギ

バ
サ
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
ニ
ュ

ー
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
担
当
者

と
秋
田
県
の
複
数
課
が
連
携
し
て
作
成
さ
れ

た
（
写
真
4
）。

表 1 外国人客への対応

は
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
特
別
の「
場

所
」
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
商
品
の
安
全
性
や
希
少
性
、

商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
地
方
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
2
0
1
9
年
1
月
16
日
に
発
表
さ
れ
た
観

光
統
計
の
推
計
値
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年

暦
年
の
訪
日
外
国
人
数
は
3
0
0
0
万
人
を

超
え
、
消
費
額
も
4
・
5
兆
円
と
な
り
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人

（
一
般
）
1
人
当
た
り
の
消
費
額
は
15
万
3

千
円
で
あ
っ
た
。
2
0
1
8
年
7
‐
9
月
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写真 3）アンテナショップの英文パンフレット

写真 2）TurnTable（写真提供：TurnTable）

営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ

イ
東
京
」
と
リ
ン
ク
し
、中
国
語
（
繁
体
字
・

簡
体
字
）、
韓
国
語
で
も
店
舗
情
報
が
表
示

さ
れ
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
銀
座

や
上
野
な
ど
東
京
メ
ト
ロ
の
主
要
駅
に
あ
る
、

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
」、
外
国
人
観
光
案
内
所

（
T
I
C
）、
東
京
シ
テ
ィ
ア
イ
な
ど
で
配
置

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
過
程
で
、
２
つ
課
題
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
一
つ
目
が
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

普
通
の
小
売
店
で
は
な
く
、
自
治
体
が
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
設
置
し
た
「
特
別
な

店
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、

二
つ
目
が
、「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
翻

訳
の
問
題
で
あ
る
。
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
物

質
的
な
ア
ン
テ
ナ
の
販
売
店
と
理
解
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
表
記
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
日
本

に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
を
掲

載
し
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
地
方
の
特
産

品
を
販
売
し
て
い
る
店
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
た
め
に「A

ntenna

　Shop

」と
「Local 

S
pecialty S

hops

」
と
い
う
文
字
を
併
記

し
た
。

 

❷ 

免
税
販
売

　
2
0
1
4
年
に
外
国
人
旅
行
者
向
け
消

費
税
免
税
制
度
が
改
正
さ
れ
、
10
月
1
日
か

ら
、
従
来
免
税
販
売
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
消
耗
品
（
食
料
品
、飲
料
品
、薬
品
類
、

化
粧
品
類
、
そ
の
他
消
耗
品
）
を
含
め
た
、

全
て
の
品
目
が
消
費
税
免
税
の
対
象
と
な
っ

た
。
そ
の
目
的
は
外
国
人
観
光
客
の
地
域
へ

の
誘
客
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
と
さ
れ
た
。

　
当
初
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
シ
ス

期
の
地
域
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
は

都
道
府
県
別
訪
問
率
が
43
・
8
%
と
最
も
高

く
、
1
人
当
た
り
旅
行
中
支
出
額
で
も
8
万

8
千
円
で
全
国
1
位
で
あ
っ
た
。
今
後
、
東

京
五
輪
に
向
け
て
、
東
京
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、

彼
ら
が
地
方
に
興
味
を
持
ち
、
特
産
品
の
購

入
や
旅
行
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
か
が
、
情
報

発
信
拠
点
で
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
の
カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

 

❶ 

現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
開
始

　
2
0
1
3
年
頃
か
ら
、
円
安
、
免
税
制
度

の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

が
集
積
す
る
銀
座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
外
国

人
観
光
客
が
急
増
し
た
。
一
度
に
大
量
の
商

品
を
購
入
す
る
消
費
行
動
「
爆
買
い
」
が
話

題
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
へ
も
、
外
国
人
客
が
訪
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
た
が
、
当
時
は
、
特
別
な
対
策
は
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
接
遇
が
課
題
と
な
っ

た
。
J
C
R
D
で
は
、
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
実
態
調
査
の
項
目
に
「
外
国
人
客
へ
の

対
応
」（
表
1
）
を
加
え
た
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
決
定
し
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
東
京

五
輪
）
の
開
催
は
「
通
り
が
か
り
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
外
国
人
」
に
対
す
る

接
遇
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
戦
略
的
に
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
消
費
や
旅
行
に
結
び

つ
け
る
運
営
に
取
り
組
む
店
舗
が
出
現
し
始

め
た
。

 

❷
 外

国
人
も
日
本
人
も
楽
し
め
る

　 

シ
ョ
ッ
プ
の
誕
生

　
2
0
1
6
年
に
開
設
し
た
富
山
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
橋
と
や
ま
館
」
は
、

店
舗
の
計
画
段
階
か
ら
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

内
装
は
地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
モ

ダ
ン
な
設
え
で
、
地
酒
が
飲
め
る
「
ト
ヤ
マ

バ
ー
」
は
世
界
的
に
有
名
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
に
も
紹
介
さ
れ

外
国
人
が
よ
く
訪
れ
る
（
写
真
1
）。
ま
た
、

英
語
が
話
せ
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
2
名
を
配

置
し
、観
光
案
内
、買
い
物
や
飲
食
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
毎
日
店

舗
で
接
客
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品
情
報

に
も
通
じ
て
お
り
、
売
り
上
げ
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。
一
方
、
有
名
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
、
外
国
プ
レ
ス
、
大
使
館
の
ス
タ
ッ

フ
を
招
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
フ
ァ
ン
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
に
開
設
し
た
徳
島
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「T

urnT
able

（
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
）」（
渋
谷
区
神
泉
町
）は
、宿
泊
、飲
食
、

販
売
施
設
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
宿
泊
施
設

は
、
ス
イ
ー
ト
、
ツ
イ
ン
、
シ
ン
グ
ル
の
ほ
か
、

比
較
的
低
価
格
で
泊
ま
れ
る
ド
ミ
ト
リ
ー
タ

イ
プ
（
相
部
屋
）
が
あ
り
、
外
国
人
旅
行
客

が
多
く
利
用
し
て
い
る
（
写
真
2
）。

　
両
施
設
に
共
通
し
て
い
る
の
は
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
意
識
し
た
ハ
ー
ド
と
、
地
域
を
体
感

で
き
る
魅
力
的
な
ソ
フ
ト
で
あ
る
。

 

外
国
人
客
へ
の
対
応

❶ 

外
国
語
の

　 

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
2
0
1
3
、
2
0
1
4
年
度
実
態
調
査
の

結
果
を
見
る
と
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
紹

介
す
る
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
る
店
舗
は
２
店
舗
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
J
C
R
D
で
は
各
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
呼
び
か
け
、
2
0
1
4
年
度

か
ら
毎
年
共
同
で
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
。
制
作
・
発
行
は
飲
食
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
運
営
す
る
「
ぐ
る
な
び
」
が
行
っ
て
い
る

（
写
真
3
）。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

付
加
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
、
ぐ
る
な
び
と
東
京
メ
ト
ロ
が
共
同
運

　
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
地
方
の
特
産

品
を
手
軽
に
購
入
で
き
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
味
わ
え
る
飲
食
施
設
も
あ
る
自

治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
は
、
す
っ
か
り
定
着
し
人
気

を
集
め
て
い
る
。
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
J
C
R
D
）
が
、
東

京
都
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
自
治

体
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
自
治
体

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」（
以
下
、

実
態
調
査
）
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年
4
月

1
日
時
点
で
、
過
去
最
高
の
58
店
舗
（
注
）

と
な
っ
た
。
ま
た
、
年
間
売
上
額
が
１
億
円

以
上
の
店
舗
は
、
2
0
1
0
年
度
は
20
店
舗

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
8
年
度
は
35

店
舗
に
増
加
し
て
い
る
。

　
首
都
圏
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
設
置
さ

れ
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
産
品
販
売

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光

案
内
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
力
を
入
れ
、
外
国
人
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
に
も
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
の
目
的
と
効
果
　

　
現
在
の
よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
始
め
た
の
は
、

1
9
9
0
年
半
ば
か
ら
で
、
そ
の
多
く
は
銀

座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
集
積
し
、
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
2
0
1
8
年
4
月
1
日
時
点
で
20

店
舗
を
数
え
、
全
体
の
34
・
4
％
に
当
た
る
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
の
目
的
は
、

「
特
産
品
の
P
R
」「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」

が
常
に
上
位
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
効
果
に
お

い
て
も
満
足
の
い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
度
調
査
で
は
、設
立
目
的
に「
特

産
品
の
P
R
」
を
あ
げ
た
の
は
58
店
舗
中
54

店
舗
、「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」
は
58
店
舗

中
52
店
舗
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
が
高
い
と

自
己
評
価
し
て
い
る
の
は
「
特
産
品
の

P
R
」
54
店
舗
で
1
0
0
％
、「
特
産
品
の

販
路
拡
大
」
は
50
店
舗
96
％
で
あ
っ
た
。 

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
地
方
の
食
材
を

簡
単
に
購
入
で
き
る
現
在
に
お
い
て
も
、
わ

ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
店
舗
に
買
い
物
に
訪
れ
る
の

テ
ム
導
入
が
煩
わ
し
い
」「
免
税
対
象
の
5

千
円
以
上
を
購
入
す
る
外
国
人
観
光
客
は
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
ま
り
来
な
い
」「
外

国
人
の
来
館
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
導

入
に
二
の
足
を
踏
む
店
舗
が
多
か
っ
た
。

J
C
R
D
で
は
、
主
催
す
る
「
自
治
体
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
」
に
お
い
て
、

参
加
者
に
観
光
庁
の
担
当
者
か
ら
入
念
な
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
機
会
を
設
け
た
。
ま
た
、

東
京
都
が
都
内
観
光
関
連
事
業
者
（
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
、
小
売
店
等
）
を
対
象
に
専
門

家
を
派
遣
し
、
免
税
、
接
客
、
集
客
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
提
供
す

る
支
援
事
業
「
T
O
K
Y
O
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
」
の
情
報

も
提
供
し
た
。
2
0
1
5
年
度
実
態
調
査
で

は
3
店
舗
で
あ
っ
た
免
税
店
が
、
2
0
1
8

年
度
に
は
14
店
舗
に
増
加
し
た
。 

 

❸ 

I
T
環
境
の
整
備

　
外
国
人
旅
行
客
の
通
信
手
段
と
し
て
、
無

料
公
衆
無
線
L
A
N
、
S
I
M
カ
ー
ド
、
モ

バ
イ
ル
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
ー
等
が
あ
げ
ら

れ
る
。
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
フ
リ
ー

W
i
‐
F
i
の
整
備
を
上
げ
た
店
舗
は
徐
々

に
増
え
、
2
0
1
5
年
度
は
10
店
舗
で
あ
っ

た
が
、
2
0
1
8
年
度
に
は
21
店
舗
と
な
り

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
店
舗
も
増
加
し
て
お
り
、

入
り
口
に
案
内
シ
ー
ル
を
貼
る
店
舗
も
あ
る
。

 

❹ 

多
言
語
で
の
接
客

　
多
言
語
で
の
対
応
や
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
2
0
1
3
年
度
に
実
態

調
査
を
開
始
以
来
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
中
に
は
、
語
学
が
で

き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
店
舗
も
あ

る
が
、
予
算
確
保
が
難
し
い
た
め
、

2
0
1
8
年
度
実
態
調
査
で
は
58
店
舗
中
13

店
舗
、
22
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
I
T
の
飛
躍
的
な
発
達
で
、
対
話

型
音
声
翻
訳
機
や
翻
訳
ア
プ
リ
な
ど
便
利
な

ツ
ー
ル
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
導
入
を
検

討
す
る
シ
ョ
ッ
プ
も
出
て
き
て
い
る
。

　
外
国
語
商
品
説
明
プ
レ
ー
ト
の
設
置
、
レ

ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
は
ま
だ
手

が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
店
舗
が
多
い
が
、
改

善
を
進
め
て
い
る
店
舗
も
あ
る
。

　
秋
田
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
き
た

美
彩
館
」
は
、
品
川
駅
高
輪
口
の
商
業
施
設

内
に
店
舗
を
構
え
、
周
辺
に
は
複
数
の
ホ
テ

ル
が
立
地
す
る
。店
舗
運
営
者
に
よ
る
と「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
よ
く
食
事
に
訪
れ
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

英
語
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
日
本
人

で
も
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
秋
田
な
ら
で
は

の
食
材
、「
じ
ゅ
ん
さ
い
」「
と
ん
ぶ
り
」「
ギ

バ
サ
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
ニ
ュ

ー
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
担
当
者

と
秋
田
県
の
複
数
課
が
連
携
し
て
作
成
さ
れ

た
（
写
真
4
）。

は
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
特
別
の「
場

所
」
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
商
品
の
安
全
性
や
希
少
性
、

商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
地
方
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
2
0
1
9
年
1
月
16
日
に
発
表
さ
れ
た
観

光
統
計
の
推
計
値
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年

暦
年
の
訪
日
外
国
人
数
は
3
0
0
0
万
人
を

超
え
、
消
費
額
も
4
・
5
兆
円
と
な
り
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人

（
一
般
）
1
人
当
た
り
の
消
費
額
は
15
万
3

千
円
で
あ
っ
た
。
2
0
1
8
年
7
‐
9
月

特集 自治体アンテナショップのインバウンドにおける役割2
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写真 3）アンテナショップの英文パンフレット

写真 2）TurnTable（写真提供：TurnTable）

営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ

イ
東
京
」
と
リ
ン
ク
し
、中
国
語
（
繁
体
字
・

簡
体
字
）、
韓
国
語
で
も
店
舗
情
報
が
表
示

さ
れ
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
銀
座

や
上
野
な
ど
東
京
メ
ト
ロ
の
主
要
駅
に
あ
る
、

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
」、
外
国
人
観
光
案
内
所

（
T
I
C
）、
東
京
シ
テ
ィ
ア
イ
な
ど
で
配
置

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
過
程
で
、
２
つ
課
題
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
一
つ
目
が
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

普
通
の
小
売
店
で
は
な
く
、
自
治
体
が
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
設
置
し
た
「
特
別
な

店
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、

二
つ
目
が
、「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
翻

訳
の
問
題
で
あ
る
。
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
物

質
的
な
ア
ン
テ
ナ
の
販
売
店
と
理
解
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
表
記
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
日
本

に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
を
掲

載
し
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
地
方
の
特
産

品
を
販
売
し
て
い
る
店
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
た
め
に「A

ntenna

　Shop

」と
「Local 

S
pecialty S

hops

」
と
い
う
文
字
を
併
記

し
た
。

 

❷ 

免
税
販
売

　
2
0
1
4
年
に
外
国
人
旅
行
者
向
け
消

費
税
免
税
制
度
が
改
正
さ
れ
、
10
月
1
日
か

ら
、
従
来
免
税
販
売
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
消
耗
品
（
食
料
品
、飲
料
品
、薬
品
類
、

化
粧
品
類
、
そ
の
他
消
耗
品
）
を
含
め
た
、

全
て
の
品
目
が
消
費
税
免
税
の
対
象
と
な
っ

た
。
そ
の
目
的
は
外
国
人
観
光
客
の
地
域
へ

の
誘
客
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
と
さ
れ
た
。

　
当
初
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
シ
ス

期
の
地
域
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
は

都
道
府
県
別
訪
問
率
が
43
・
8
%
と
最
も
高

く
、
1
人
当
た
り
旅
行
中
支
出
額
で
も
8
万

8
千
円
で
全
国
1
位
で
あ
っ
た
。
今
後
、
東

京
五
輪
に
向
け
て
、
東
京
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、

彼
ら
が
地
方
に
興
味
を
持
ち
、
特
産
品
の
購

入
や
旅
行
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
か
が
、
情
報

発
信
拠
点
で
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
の
カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

 

❶ 

現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
開
始

　
2
0
1
3
年
頃
か
ら
、
円
安
、
免
税
制
度

の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

が
集
積
す
る
銀
座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
外
国

人
観
光
客
が
急
増
し
た
。
一
度
に
大
量
の
商

品
を
購
入
す
る
消
費
行
動
「
爆
買
い
」
が
話

題
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
へ
も
、
外
国
人
客
が
訪
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
た
が
、
当
時
は
、
特
別
な
対
策
は
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
接
遇
が
課
題
と
な
っ

た
。
J
C
R
D
で
は
、
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
実
態
調
査
の
項
目
に
「
外
国
人
客
へ
の

対
応
」（
表
1
）
を
加
え
た
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
決
定
し
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
東
京

五
輪
）
の
開
催
は
「
通
り
が
か
り
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
外
国
人
」
に
対
す
る

接
遇
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
戦
略
的
に
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
消
費
や
旅
行
に
結
び

つ
け
る
運
営
に
取
り
組
む
店
舗
が
出
現
し
始

め
た
。

 

❷
 外

国
人
も
日
本
人
も
楽
し
め
る

　 

シ
ョ
ッ
プ
の
誕
生

　
2
0
1
6
年
に
開
設
し
た
富
山
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
橋
と
や
ま
館
」
は
、

店
舗
の
計
画
段
階
か
ら
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

内
装
は
地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
モ

ダ
ン
な
設
え
で
、
地
酒
が
飲
め
る
「
ト
ヤ
マ

バ
ー
」
は
世
界
的
に
有
名
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
に
も
紹
介
さ
れ

外
国
人
が
よ
く
訪
れ
る
（
写
真
1
）。
ま
た
、

英
語
が
話
せ
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
2
名
を
配

置
し
、観
光
案
内
、買
い
物
や
飲
食
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
毎
日
店

舗
で
接
客
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品
情
報

に
も
通
じ
て
お
り
、
売
り
上
げ
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。
一
方
、
有
名
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
、
外
国
プ
レ
ス
、
大
使
館
の
ス
タ
ッ

フ
を
招
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
フ
ァ
ン
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
に
開
設
し
た
徳
島
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「T

urnT
able

（
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
）」（
渋
谷
区
神
泉
町
）は
、宿
泊
、飲
食
、

販
売
施
設
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
宿
泊
施
設

は
、
ス
イ
ー
ト
、
ツ
イ
ン
、
シ
ン
グ
ル
の
ほ
か
、

比
較
的
低
価
格
で
泊
ま
れ
る
ド
ミ
ト
リ
ー
タ

イ
プ
（
相
部
屋
）
が
あ
り
、
外
国
人
旅
行
客

が
多
く
利
用
し
て
い
る
（
写
真
2
）。

　
両
施
設
に
共
通
し
て
い
る
の
は
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
意
識
し
た
ハ
ー
ド
と
、
地
域
を
体
感

で
き
る
魅
力
的
な
ソ
フ
ト
で
あ
る
。

 

外
国
人
客
へ
の
対
応

❶ 

外
国
語
の

　 

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
2
0
1
3
、
2
0
1
4
年
度
実
態
調
査
の

結
果
を
見
る
と
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
紹

介
す
る
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
る
店
舗
は
２
店
舗
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
J
C
R
D
で
は
各
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
呼
び
か
け
、
2
0
1
4
年
度

か
ら
毎
年
共
同
で
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
。
制
作
・
発
行
は
飲
食
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
運
営
す
る
「
ぐ
る
な
び
」
が
行
っ
て
い
る

（
写
真
3
）。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

付
加
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
、
ぐ
る
な
び
と
東
京
メ
ト
ロ
が
共
同
運

　
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
地
方
の
特
産

品
を
手
軽
に
購
入
で
き
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
味
わ
え
る
飲
食
施
設
も
あ
る
自

治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
は
、
す
っ
か
り
定
着
し
人
気

を
集
め
て
い
る
。
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
J
C
R
D
）
が
、
東

京
都
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
自
治

体
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
自
治
体

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」（
以
下
、

実
態
調
査
）
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年
4
月

1
日
時
点
で
、
過
去
最
高
の
58
店
舗
（
注
）

と
な
っ
た
。
ま
た
、
年
間
売
上
額
が
１
億
円

以
上
の
店
舗
は
、
2
0
1
0
年
度
は
20
店
舗

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
8
年
度
は
35

店
舗
に
増
加
し
て
い
る
。

　
首
都
圏
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
設
置
さ

れ
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
産
品
販
売

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光

案
内
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
力
を
入
れ
、
外
国
人
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
に
も
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
の
目
的
と
効
果
　

　
現
在
の
よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
始
め
た
の
は
、

1
9
9
0
年
半
ば
か
ら
で
、
そ
の
多
く
は
銀

座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
集
積
し
、
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
2
0
1
8
年
4
月
1
日
時
点
で
20

店
舗
を
数
え
、
全
体
の
34
・
4
％
に
当
た
る
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
の
目
的
は
、

「
特
産
品
の
P
R
」「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」

が
常
に
上
位
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
効
果
に
お

い
て
も
満
足
の
い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
度
調
査
で
は
、設
立
目
的
に「
特

産
品
の
P
R
」
を
あ
げ
た
の
は
58
店
舗
中
54

店
舗
、「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」
は
58
店
舗

中
52
店
舗
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
が
高
い
と

自
己
評
価
し
て
い
る
の
は
「
特
産
品
の

P
R
」
54
店
舗
で
1
0
0
％
、「
特
産
品
の

販
路
拡
大
」
は
50
店
舗
96
％
で
あ
っ
た
。 

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
地
方
の
食
材
を

簡
単
に
購
入
で
き
る
現
在
に
お
い
て
も
、
わ

ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
店
舗
に
買
い
物
に
訪
れ
る
の

テ
ム
導
入
が
煩
わ
し
い
」「
免
税
対
象
の
5

千
円
以
上
を
購
入
す
る
外
国
人
観
光
客
は
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
ま
り
来
な
い
」「
外

国
人
の
来
館
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
導

入
に
二
の
足
を
踏
む
店
舗
が
多
か
っ
た
。

J
C
R
D
で
は
、
主
催
す
る
「
自
治
体
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
」
に
お
い
て
、

参
加
者
に
観
光
庁
の
担
当
者
か
ら
入
念
な
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
機
会
を
設
け
た
。
ま
た
、

東
京
都
が
都
内
観
光
関
連
事
業
者
（
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
、
小
売
店
等
）
を
対
象
に
専
門

家
を
派
遣
し
、
免
税
、
接
客
、
集
客
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
提
供
す

る
支
援
事
業
「
T
O
K
Y
O
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
」
の
情
報

も
提
供
し
た
。
2
0
1
5
年
度
実
態
調
査
で

は
3
店
舗
で
あ
っ
た
免
税
店
が
、
2
0
1
8

年
度
に
は
14
店
舗
に
増
加
し
た
。 

 

❸ 

I
T
環
境
の
整
備

　
外
国
人
旅
行
客
の
通
信
手
段
と
し
て
、
無

料
公
衆
無
線
L
A
N
、
S
I
M
カ
ー
ド
、
モ

バ
イ
ル
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
ー
等
が
あ
げ
ら

れ
る
。
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
フ
リ
ー

W
i
‐
F
i
の
整
備
を
上
げ
た
店
舗
は
徐
々

に
増
え
、
2
0
1
5
年
度
は
10
店
舗
で
あ
っ

た
が
、
2
0
1
8
年
度
に
は
21
店
舗
と
な
り

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
店
舗
も
増
加
し
て
お
り
、

入
り
口
に
案
内
シ
ー
ル
を
貼
る
店
舗
も
あ
る
。

 

❹ 

多
言
語
で
の
接
客

　
多
言
語
で
の
対
応
や
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
2
0
1
3
年
度
に
実
態

調
査
を
開
始
以
来
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
中
に
は
、
語
学
が
で

き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
店
舗
も
あ

る
が
、
予
算
確
保
が
難
し
い
た
め
、

2
0
1
8
年
度
実
態
調
査
で
は
58
店
舗
中
13

店
舗
、
22
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
I
T
の
飛
躍
的
な
発
達
で
、
対
話

型
音
声
翻
訳
機
や
翻
訳
ア
プ
リ
な
ど
便
利
な

ツ
ー
ル
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
導
入
を
検

討
す
る
シ
ョ
ッ
プ
も
出
て
き
て
い
る
。

　
外
国
語
商
品
説
明
プ
レ
ー
ト
の
設
置
、
レ

ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
は
ま
だ
手

が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
店
舗
が
多
い
が
、
改

善
を
進
め
て
い
る
店
舗
も
あ
る
。

　
秋
田
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
き
た

美
彩
館
」
は
、
品
川
駅
高
輪
口
の
商
業
施
設

内
に
店
舗
を
構
え
、
周
辺
に
は
複
数
の
ホ
テ

ル
が
立
地
す
る
。店
舗
運
営
者
に
よ
る
と「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
よ
く
食
事
に
訪
れ
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

英
語
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
日
本
人

で
も
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
秋
田
な
ら
で
は

の
食
材
、「
じ
ゅ
ん
さ
い
」「
と
ん
ぶ
り
」「
ギ

バ
サ
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
ニ
ュ

ー
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
担
当
者

と
秋
田
県
の
複
数
課
が
連
携
し
て
作
成
さ
れ

た
（
写
真
4
）。

は
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
特
別
の「
場

所
」
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
商
品
の
安
全
性
や
希
少
性
、

商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
地
方
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
2
0
1
9
年
1
月
16
日
に
発
表
さ
れ
た
観

光
統
計
の
推
計
値
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年

暦
年
の
訪
日
外
国
人
数
は
3
0
0
0
万
人
を

超
え
、
消
費
額
も
4
・
5
兆
円
と
な
り
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人

（
一
般
）
1
人
当
た
り
の
消
費
額
は
15
万
3

千
円
で
あ
っ
た
。
2
0
1
8
年
7
‐
9
月
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写真 4）あきた美彩館の
英語のレストランメニュー
秋田の伝統食を紹介

（写真提供：あきた美彩館）

営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ

イ
東
京
」
と
リ
ン
ク
し
、中
国
語
（
繁
体
字
・

簡
体
字
）、
韓
国
語
で
も
店
舗
情
報
が
表
示

さ
れ
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
銀
座

や
上
野
な
ど
東
京
メ
ト
ロ
の
主
要
駅
に
あ
る
、

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
」、
外
国
人
観
光
案
内
所

（
T
I
C
）、
東
京
シ
テ
ィ
ア
イ
な
ど
で
配
置

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
過
程
で
、
２
つ
課
題
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
一
つ
目
が
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

普
通
の
小
売
店
で
は
な
く
、
自
治
体
が
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
設
置
し
た
「
特
別
な

店
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、

二
つ
目
が
、「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
翻

訳
の
問
題
で
あ
る
。
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
物

質
的
な
ア
ン
テ
ナ
の
販
売
店
と
理
解
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
表
記
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
日
本

に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
を
掲

載
し
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
地
方
の
特
産

品
を
販
売
し
て
い
る
店
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
た
め
に「A

ntenna

　Shop

」と
「Local 

S
pecialty S

hops

」
と
い
う
文
字
を
併
記

し
た
。

 

❷ 

免
税
販
売

　
2
0
1
4
年
に
外
国
人
旅
行
者
向
け
消

費
税
免
税
制
度
が
改
正
さ
れ
、
10
月
1
日
か

ら
、
従
来
免
税
販
売
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
消
耗
品
（
食
料
品
、飲
料
品
、薬
品
類
、

化
粧
品
類
、
そ
の
他
消
耗
品
）
を
含
め
た
、

全
て
の
品
目
が
消
費
税
免
税
の
対
象
と
な
っ

た
。
そ
の
目
的
は
外
国
人
観
光
客
の
地
域
へ

の
誘
客
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
と
さ
れ
た
。

　
当
初
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
シ
ス

期
の
地
域
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
は

都
道
府
県
別
訪
問
率
が
43
・
8
%
と
最
も
高

く
、
1
人
当
た
り
旅
行
中
支
出
額
で
も
8
万

8
千
円
で
全
国
1
位
で
あ
っ
た
。
今
後
、
東

京
五
輪
に
向
け
て
、
東
京
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、

彼
ら
が
地
方
に
興
味
を
持
ち
、
特
産
品
の
購

入
や
旅
行
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
か
が
、
情
報

発
信
拠
点
で
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
の
カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

 

❶ 

現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
開
始

　
2
0
1
3
年
頃
か
ら
、
円
安
、
免
税
制
度

の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

が
集
積
す
る
銀
座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
外
国

人
観
光
客
が
急
増
し
た
。
一
度
に
大
量
の
商

品
を
購
入
す
る
消
費
行
動
「
爆
買
い
」
が
話

題
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
へ
も
、
外
国
人
客
が
訪
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
た
が
、
当
時
は
、
特
別
な
対
策
は
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
接
遇
が
課
題
と
な
っ

た
。
J
C
R
D
で
は
、
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
実
態
調
査
の
項
目
に
「
外
国
人
客
へ
の

対
応
」（
表
1
）
を
加
え
た
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
決
定
し
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
東
京

五
輪
）
の
開
催
は
「
通
り
が
か
り
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
外
国
人
」
に
対
す
る

接
遇
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
戦
略
的
に
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
消
費
や
旅
行
に
結
び

つ
け
る
運
営
に
取
り
組
む
店
舗
が
出
現
し
始

め
た
。

 

❷
 外

国
人
も
日
本
人
も
楽
し
め
る

　 

シ
ョ
ッ
プ
の
誕
生

　
2
0
1
6
年
に
開
設
し
た
富
山
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
橋
と
や
ま
館
」
は
、

店
舗
の
計
画
段
階
か
ら
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

内
装
は
地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
モ

ダ
ン
な
設
え
で
、
地
酒
が
飲
め
る
「
ト
ヤ
マ

バ
ー
」
は
世
界
的
に
有
名
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
に
も
紹
介
さ
れ

外
国
人
が
よ
く
訪
れ
る
（
写
真
1
）。
ま
た
、

英
語
が
話
せ
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
2
名
を
配

置
し
、観
光
案
内
、買
い
物
や
飲
食
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
毎
日
店

舗
で
接
客
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品
情
報

に
も
通
じ
て
お
り
、
売
り
上
げ
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。
一
方
、
有
名
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
、
外
国
プ
レ
ス
、
大
使
館
の
ス
タ
ッ

フ
を
招
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
フ
ァ
ン
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
に
開
設
し
た
徳
島
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「T

urnT
able

（
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
）」（
渋
谷
区
神
泉
町
）は
、宿
泊
、飲
食
、

販
売
施
設
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
宿
泊
施
設

は
、
ス
イ
ー
ト
、
ツ
イ
ン
、
シ
ン
グ
ル
の
ほ
か
、

比
較
的
低
価
格
で
泊
ま
れ
る
ド
ミ
ト
リ
ー
タ

イ
プ
（
相
部
屋
）
が
あ
り
、
外
国
人
旅
行
客

が
多
く
利
用
し
て
い
る
（
写
真
2
）。

　
両
施
設
に
共
通
し
て
い
る
の
は
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
意
識
し
た
ハ
ー
ド
と
、
地
域
を
体
感

で
き
る
魅
力
的
な
ソ
フ
ト
で
あ
る
。

 

外
国
人
客
へ
の
対
応

❶ 

外
国
語
の

　 

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
2
0
1
3
、
2
0
1
4
年
度
実
態
調
査
の

結
果
を
見
る
と
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
紹

介
す
る
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
る
店
舗
は
２
店
舗
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
J
C
R
D
で
は
各
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
呼
び
か
け
、
2
0
1
4
年
度

か
ら
毎
年
共
同
で
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
。
制
作
・
発
行
は
飲
食
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
運
営
す
る
「
ぐ
る
な
び
」
が
行
っ
て
い
る

（
写
真
3
）。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

付
加
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
、
ぐ
る
な
び
と
東
京
メ
ト
ロ
が
共
同
運

　
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
地
方
の
特
産

品
を
手
軽
に
購
入
で
き
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
味
わ
え
る
飲
食
施
設
も
あ
る
自

治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
は
、
す
っ
か
り
定
着
し
人
気

を
集
め
て
い
る
。
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
J
C
R
D
）
が
、
東

京
都
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
自
治

体
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
自
治
体

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」（
以
下
、

実
態
調
査
）
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年
4
月

1
日
時
点
で
、
過
去
最
高
の
58
店
舗
（
注
）

と
な
っ
た
。
ま
た
、
年
間
売
上
額
が
１
億
円

以
上
の
店
舗
は
、
2
0
1
0
年
度
は
20
店
舗

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
8
年
度
は
35

店
舗
に
増
加
し
て
い
る
。

　
首
都
圏
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
設
置
さ

れ
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
産
品
販
売

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光

案
内
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
力
を
入
れ
、
外
国
人
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
に
も
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
の
目
的
と
効
果
　

　
現
在
の
よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
始
め
た
の
は
、

1
9
9
0
年
半
ば
か
ら
で
、
そ
の
多
く
は
銀

座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
集
積
し
、
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
2
0
1
8
年
4
月
1
日
時
点
で
20

店
舗
を
数
え
、
全
体
の
34
・
4
％
に
当
た
る
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
の
目
的
は
、

「
特
産
品
の
P
R
」「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」

が
常
に
上
位
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
効
果
に
お

い
て
も
満
足
の
い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
度
調
査
で
は
、設
立
目
的
に「
特

産
品
の
P
R
」
を
あ
げ
た
の
は
58
店
舗
中
54

店
舗
、「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」
は
58
店
舗

中
52
店
舗
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
が
高
い
と

自
己
評
価
し
て
い
る
の
は
「
特
産
品
の

P
R
」
54
店
舗
で
1
0
0
％
、「
特
産
品
の

販
路
拡
大
」
は
50
店
舗
96
％
で
あ
っ
た
。 

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
地
方
の
食
材
を

簡
単
に
購
入
で
き
る
現
在
に
お
い
て
も
、
わ

ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
店
舗
に
買
い
物
に
訪
れ
る
の

認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　
二
つ
目
が
、I
T
の
活
用
で
あ
る
。昨
今
は

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
地
方
の
特
産
品
を
購
入

す
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
も
大
変
な
人
気
で
あ
る
。し
か
し
、

ま
だ
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
十
分
得
ら
れ
な

い
、商
品
の
味
、食
感
、肌
触
り
、色
合
い
の
確

認
や
フ
ェ
イ
ス
　
ツ
ー
　
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
リ
ア
ル
店
舗
で
こ
そ
得

ら
れ
る
。ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
特
産
品
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
的
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、

贈
答
品
な
ど
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
利
用
に
つ

な
げ
て
い
る
。海
外
に
向
け
て
、S
N
S
や
越

境
E
C
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
地
方
の
魅
力

を
発
信
し
、消
費
者
動
向
の
把
握
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
は
、
地
元
と
の
強
い
連
携
が
不

可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
。（

は
た
だ
　
ち
づ
る
）

（
注
）
コ
ン
ビ
ニ
や
商
業
施
設
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
運
営
し
て

い
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
18
店
舗
を
除
い
た
数
。

【
参
考
】

●
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
自
治
体
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事
業
」

●
観
光
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
2
0
1
9
年
1
月
16
日
発
表

【
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
】
2
0
1
8
年
全
国
調
査
結
果

（
速
報
）　

【
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
】
2
0
1
8
年
7
‐
9
月
期
の

地
域
調
査
結
果

 

海
外
に
向
け
て
の

情
報
発
信

　
前
述
し
た
と
お
り
、
都
内
に
あ
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
外
国
人
客
の
受
け
入
れ
態
勢

は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
認
知

度
が
低
い
。外
国
人
旅
行
客
の
多
く
は
、来
日

す
る
前
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ネ
ッ
ト
で
情

報
収
集
を
し
て
い
る
た
め
、
観
光
、
買
い
物
、

食
事
の
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

複
数
回
来
日
、長
期
滞
在
、日
本
在
住
の
外
国

人
に
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在
を
知
る

機
会
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
短
期
滞
在

の
旅
行
客
に
は
情
報
が
届
い
て
い
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。日
本
に
到
着
す
る
前
に
、存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

 

❶ 

広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
地
域

の
魅
力
の
発
信
、
特
産
品
の
売
上
ア
ッ
プ
を

目
指
す
た
め
に
広
報
活
動
が
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
。2
0
1
8
年
度
実
態
調
査
で
は
、初

め
て
「
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
体
制
に
つ
い

て
」の
質
問
項
目
を
設
け
た
。最
も
多
い
取
り

組
み
は
、メ
ル
マ
ガ（
21
店
舗
）で
雑
誌
広
告
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
新
聞
広
告
が
続
い

た
。

　
し
か
し
、
海
外
に
向
け
て
の
情
報
発
信
は

ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
、「
海
外
メ
デ
ィ
ア

に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
良
い
か
わ

か
ら
な
い
」、「
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
代

理
店
に
委
託
す
る
と
高
額
に
な
り
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
単
独
で
は
予
算
化
で
き
な
い
」

な
ど
の
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　
一
方
、海
外
向
け
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
J
C

R
D
に
、
日
本
全
体
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
状
況
の
取
材
が
た
び
た
び
あ
り
、
そ
れ
を

読
ん
だ
外
国
人
読
者
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
メ

ー
ル
を
受
け
て
い
る
。日
本
の
地
方
や
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
情
報
は
ウ
ェ
ブ
版
の
英
字
新
聞

で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
最
近
で
は
、

T
H
E 

J
A
P
A
N
　
T
I
M
E
S
、
毎
日

新
聞
英
語
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「nippon.com

」で
は
、

日
・
英
・
仏
・
西
・
ロ
シ
ア
・
ア
ラ
ビ
ア
の

6
カ
国
語
で
紹
介
さ
れ
た
。

 

❷ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

　
S
N
S
を
使
っ
て
情
報
発
信
す
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
実
態
調
査
で
は

2
0
1
3
年
度
導
入
店
舗
は
22
店
舗
だ
っ
た

が
、
2
0
1
8
年
度
に
は
45
店
舗
と
倍
増
し

た
。ま
た
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
導
入
も
増
加

し
て
お
り
2
0
1
7
年
度
7
店
舗
か
ら

2
0
1
8
年
度
に
は
17
店
舗
と
な
り
、
1
年

間
で
10
店
舗
が
導
入
し
た
。旬
の
商
品
や
イ

ベ
ン
ト
の
最
新
情
報
を
紹
介
で
き
誘
客
に
つ

な
が
る
。ま
た
、写
真
や
動
画
を
多
用
す
る
た

め
、言
語
が
違
う
外
国
人
に
向
け
て
も
、存
在

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
で

き
る
。

 

❸ 

視
察
・
調
査
の
受
け
入
れ

　
海
外
で
は
、
自
治
体
が
地
域
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
常
設
店
舗
を
構
え
る
日
本

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
た
る
存
在
が
定

着
し
て
お
ら
ず
、
J
C
R
D
に
は
多
く
の
国

か
ら
日
本
独
特
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研
究

目
的
の
た
め
に
調
査
に
訪
れ
て
い
る
。2
0

0
9
年
か
ら
2
0
1
8
年
の
間
に
訪
れ
た

人
々
の
国
は
47
カ
国
に
の
ぼ
り
、J
I
C
A
、

自
治
体
国
際
化
協
会
、大
使
館
、大
学
を
通
し

て
申
し
込
み
が
あ
る
。そ
の
多
く
は
、

J
C
R
D
で
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
全
体
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、
各
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
を
訪
問
。中
に
は
、店
舗
を
出
し
て
い
る

日
本
の
自
治
体
へ
も
出
向
き
調
査
研
究
を
行

う
例
も
あ
る
。

今
後
に
向
け
て

　
い
よ
い
よ
、
東
京
五
輪
が
来
年
に
迫
っ
て

き
た
が
、
特
別
な
対
応
を
し
て
い
る
シ
ョ
ッ

プ
は
、ま
だ
、わ
ず
か
で
2
0
1
8
年
度
実
態

調
査
で
は
2
店
舗
の
み
で
あ
っ
た
。今
後
、新

た
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
進
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
が
、
今
ま
で
に
培
っ
て
き
た
強
み
を

活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
一
つ
目
は
、「
連
携
」で
あ
る
。ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
同
士
、
他
自
治
体
、
公
的
団
体
、
民
間

企
業
と
の
ウ
ィ
ン-

ウ
ィ
ン
の
連
携
で
あ
る
。

現
在
で
も
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
同
士
や
東

京
都
、
中
央
区
と
連
携
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
、
民
間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
は
外
国
人
に

も
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
地
方
の

テ
ム
導
入
が
煩
わ
し
い
」「
免
税
対
象
の
5

千
円
以
上
を
購
入
す
る
外
国
人
観
光
客
は
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
ま
り
来
な
い
」「
外

国
人
の
来
館
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
導

入
に
二
の
足
を
踏
む
店
舗
が
多
か
っ
た
。

J
C
R
D
で
は
、
主
催
す
る
「
自
治
体
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
」
に
お
い
て
、

参
加
者
に
観
光
庁
の
担
当
者
か
ら
入
念
な
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
機
会
を
設
け
た
。
ま
た
、

東
京
都
が
都
内
観
光
関
連
事
業
者
（
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
、
小
売
店
等
）
を
対
象
に
専
門

家
を
派
遣
し
、
免
税
、
接
客
、
集
客
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
提
供
す

る
支
援
事
業
「
T
O
K
Y
O
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
」
の
情
報

も
提
供
し
た
。
2
0
1
5
年
度
実
態
調
査
で

は
3
店
舗
で
あ
っ
た
免
税
店
が
、
2
0
1
8

年
度
に
は
14
店
舗
に
増
加
し
た
。 

 

❸ 

I
T
環
境
の
整
備

　
外
国
人
旅
行
客
の
通
信
手
段
と
し
て
、
無

料
公
衆
無
線
L
A
N
、
S
I
M
カ
ー
ド
、
モ

バ
イ
ル
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
ー
等
が
あ
げ
ら

れ
る
。
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
フ
リ
ー

W
i
‐
F
i
の
整
備
を
上
げ
た
店
舗
は
徐
々

に
増
え
、
2
0
1
5
年
度
は
10
店
舗
で
あ
っ

た
が
、
2
0
1
8
年
度
に
は
21
店
舗
と
な
り

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
店
舗
も
増
加
し
て
お
り
、

入
り
口
に
案
内
シ
ー
ル
を
貼
る
店
舗
も
あ
る
。

 

❹ 

多
言
語
で
の
接
客

　
多
言
語
で
の
対
応
や
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
2
0
1
3
年
度
に
実
態

調
査
を
開
始
以
来
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
中
に
は
、
語
学
が
で

き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
店
舗
も
あ

る
が
、
予
算
確
保
が
難
し
い
た
め
、

2
0
1
8
年
度
実
態
調
査
で
は
58
店
舗
中
13

店
舗
、
22
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
I
T
の
飛
躍
的
な
発
達
で
、
対
話

型
音
声
翻
訳
機
や
翻
訳
ア
プ
リ
な
ど
便
利
な

ツ
ー
ル
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
導
入
を
検

討
す
る
シ
ョ
ッ
プ
も
出
て
き
て
い
る
。

　
外
国
語
商
品
説
明
プ
レ
ー
ト
の
設
置
、
レ

ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
は
ま
だ
手

が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
店
舗
が
多
い
が
、
改

善
を
進
め
て
い
る
店
舗
も
あ
る
。

　
秋
田
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
き
た

美
彩
館
」
は
、
品
川
駅
高
輪
口
の
商
業
施
設

内
に
店
舗
を
構
え
、
周
辺
に
は
複
数
の
ホ
テ

ル
が
立
地
す
る
。店
舗
運
営
者
に
よ
る
と「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
よ
く
食
事
に
訪
れ
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

英
語
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
日
本
人

で
も
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
秋
田
な
ら
で
は

の
食
材
、「
じ
ゅ
ん
さ
い
」「
と
ん
ぶ
り
」「
ギ

バ
サ
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
ニ
ュ

ー
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
担
当
者

と
秋
田
県
の
複
数
課
が
連
携
し
て
作
成
さ
れ

た
（
写
真
4
）。

は
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
特
別
の「
場

所
」
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
商
品
の
安
全
性
や
希
少
性
、

商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
地
方
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
2
0
1
9
年
1
月
16
日
に
発
表
さ
れ
た
観

光
統
計
の
推
計
値
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年

暦
年
の
訪
日
外
国
人
数
は
3
0
0
0
万
人
を

超
え
、
消
費
額
も
4
・
5
兆
円
と
な
り
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人

（
一
般
）
1
人
当
た
り
の
消
費
額
は
15
万
3

千
円
で
あ
っ
た
。
2
0
1
8
年
7
‐
9
月

特集 自治体アンテナショップのインバウンドにおける役割2

　　　

20



写真 4）あきた美彩館の
英語のレストランメニュー
秋田の伝統食を紹介

（写真提供：あきた美彩館）

営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ

イ
東
京
」
と
リ
ン
ク
し
、中
国
語
（
繁
体
字
・

簡
体
字
）、
韓
国
語
で
も
店
舗
情
報
が
表
示

さ
れ
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
銀
座

や
上
野
な
ど
東
京
メ
ト
ロ
の
主
要
駅
に
あ
る
、

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
コ
ー
ナ
ー
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
」、
外
国
人
観
光
案
内
所

（
T
I
C
）、
東
京
シ
テ
ィ
ア
イ
な
ど
で
配
置

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
す
る
過
程
で
、
２
つ
課
題
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
一
つ
目
が
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が

普
通
の
小
売
店
で
は
な
く
、
自
治
体
が
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
設
置
し
た
「
特
別
な

店
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、

二
つ
目
が
、「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
翻

訳
の
問
題
で
あ
る
。
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
物

質
的
な
ア
ン
テ
ナ
の
販
売
店
と
理
解
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
表
記
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
日
本

に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
を
掲

載
し
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
地
方
の
特
産

品
を
販
売
し
て
い
る
店
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
た
め
に「A

ntenna

　Shop

」と
「Local 

S
pecialty S

hops

」
と
い
う
文
字
を
併
記

し
た
。

 

❷ 

免
税
販
売

　
2
0
1
4
年
に
外
国
人
旅
行
者
向
け
消

費
税
免
税
制
度
が
改
正
さ
れ
、
10
月
1
日
か

ら
、
従
来
免
税
販
売
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
消
耗
品
（
食
料
品
、飲
料
品
、薬
品
類
、

化
粧
品
類
、
そ
の
他
消
耗
品
）
を
含
め
た
、

全
て
の
品
目
が
消
費
税
免
税
の
対
象
と
な
っ

た
。
そ
の
目
的
は
外
国
人
観
光
客
の
地
域
へ

の
誘
客
に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
と
さ
れ
た
。

　
当
初
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
シ
ス

期
の
地
域
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
は

都
道
府
県
別
訪
問
率
が
43
・
8
%
と
最
も
高

く
、
1
人
当
た
り
旅
行
中
支
出
額
で
も
8
万

8
千
円
で
全
国
1
位
で
あ
っ
た
。
今
後
、
東

京
五
輪
に
向
け
て
、
東
京
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、

彼
ら
が
地
方
に
興
味
を
持
ち
、
特
産
品
の
購

入
や
旅
行
に
つ
な
げ
て
く
れ
る
か
が
、
情
報

発
信
拠
点
で
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
の
カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

 

❶ 

現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
開
始

　
2
0
1
3
年
頃
か
ら
、
円
安
、
免
税
制
度

の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

が
集
積
す
る
銀
座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
外
国

人
観
光
客
が
急
増
し
た
。
一
度
に
大
量
の
商

品
を
購
入
す
る
消
費
行
動
「
爆
買
い
」
が
話

題
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
へ
も
、
外
国
人
客
が
訪
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
た
が
、
当
時
は
、
特
別
な
対
策
は
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
接
遇
が
課
題
と
な
っ

た
。
J
C
R
D
で
は
、
状
況
を
把
握
す
る
た

め
に
実
態
調
査
の
項
目
に
「
外
国
人
客
へ
の

対
応
」（
表
1
）
を
加
え
た
。

　
ま
た
、
同
時
期
に
決
定
し
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以
下
、
東
京

五
輪
）
の
開
催
は
「
通
り
が
か
り
に
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
訪
れ
る
外
国
人
」
に
対
す
る

接
遇
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
戦
略
的
に
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
消
費
や
旅
行
に
結
び

つ
け
る
運
営
に
取
り
組
む
店
舗
が
出
現
し
始

め
た
。

 

❷
 外

国
人
も
日
本
人
も
楽
し
め
る

　 

シ
ョ
ッ
プ
の
誕
生

　
2
0
1
6
年
に
開
設
し
た
富
山
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
橋
と
や
ま
館
」
は
、

店
舗
の
計
画
段
階
か
ら
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

内
装
は
地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
モ

ダ
ン
な
設
え
で
、
地
酒
が
飲
め
る
「
ト
ヤ
マ

バ
ー
」
は
世
界
的
に
有
名
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
に
も
紹
介
さ
れ

外
国
人
が
よ
く
訪
れ
る
（
写
真
1
）。
ま
た
、

英
語
が
話
せ
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
2
名
を
配

置
し
、観
光
案
内
、買
い
物
や
飲
食
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
毎
日
店

舗
で
接
客
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
品
情
報

に
も
通
じ
て
お
り
、
売
り
上
げ
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。
一
方
、
有
名
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
、
外
国
プ
レ
ス
、
大
使
館
の
ス
タ
ッ

フ
を
招
い
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
フ
ァ
ン
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
に
開
設
し
た
徳
島
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「T

urnT
able

（
タ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
）」（
渋
谷
区
神
泉
町
）は
、宿
泊
、飲
食
、

販
売
施
設
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
宿
泊
施
設

は
、
ス
イ
ー
ト
、
ツ
イ
ン
、
シ
ン
グ
ル
の
ほ
か
、

比
較
的
低
価
格
で
泊
ま
れ
る
ド
ミ
ト
リ
ー
タ

イ
プ
（
相
部
屋
）
が
あ
り
、
外
国
人
旅
行
客

が
多
く
利
用
し
て
い
る
（
写
真
2
）。

　
両
施
設
に
共
通
し
て
い
る
の
は
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
意
識
し
た
ハ
ー
ド
と
、
地
域
を
体
感

で
き
る
魅
力
的
な
ソ
フ
ト
で
あ
る
。

 

外
国
人
客
へ
の
対
応

❶ 

外
国
語
の

　 

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　
2
0
1
3
、
2
0
1
4
年
度
実
態
調
査
の

結
果
を
見
る
と
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
紹

介
す
る
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
る
店
舗
は
２
店
舗
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
J
C
R
D
で
は
各
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
呼
び
か
け
、
2
0
1
4
年
度

か
ら
毎
年
共
同
で
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発

行
。
制
作
・
発
行
は
飲
食
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
運
営
す
る
「
ぐ
る
な
び
」
が
行
っ
て
い
る

（
写
真
3
）。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

付
加
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
、
ぐ
る
な
び
と
東
京
メ
ト
ロ
が
共
同
運

　
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
地
方
の
特
産

品
を
手
軽
に
購
入
で
き
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
味
わ
え
る
飲
食
施
設
も
あ
る
自

治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
は
、
す
っ
か
り
定
着
し
人
気

を
集
め
て
い
る
。
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
J
C
R
D
）
が
、
東

京
都
内
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
持
つ
自
治

体
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
自
治
体

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」（
以
下
、

実
態
調
査
）
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年
4
月

1
日
時
点
で
、
過
去
最
高
の
58
店
舗
（
注
）

と
な
っ
た
。
ま
た
、
年
間
売
上
額
が
１
億
円

以
上
の
店
舗
は
、
2
0
1
0
年
度
は
20
店
舗

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
2
0
1
8
年
度
は
35

店
舗
に
増
加
し
て
い
る
。

　
首
都
圏
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
設
置
さ

れ
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
特
産
品
販
売

だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光

案
内
な
ど
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
力
を
入
れ
、
外
国
人
客
へ
の
サ
ー
ビ

ス
改
善
に
も
取
り
組
み
つ
つ
あ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

出
店
の
目
的
と
効
果
　

　
現
在
の
よ
う
な
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
現
し
始
め
た
の
は
、

1
9
9
0
年
半
ば
か
ら
で
、
そ
の
多
く
は
銀

座
・
有
楽
町
エ
リ
ア
に
集
積
し
、
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
2
0
1
8
年
4
月
1
日
時
点
で
20

店
舗
を
数
え
、
全
体
の
34
・
4
％
に
当
た
る
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
の
目
的
は
、

「
特
産
品
の
P
R
」「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」

が
常
に
上
位
に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
効
果
に
お

い
て
も
満
足
の
い
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
度
調
査
で
は
、設
立
目
的
に「
特

産
品
の
P
R
」
を
あ
げ
た
の
は
58
店
舗
中
54

店
舗
、「
特
産
品
の
販
路
拡
大
」
は
58
店
舗

中
52
店
舗
で
あ
っ
た
。
そ
の
効
果
が
高
い
と

自
己
評
価
し
て
い
る
の
は
「
特
産
品
の

P
R
」
54
店
舗
で
1
0
0
％
、「
特
産
品
の

販
路
拡
大
」
は
50
店
舗
96
％
で
あ
っ
た
。 

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
地
方
の
食
材
を

簡
単
に
購
入
で
き
る
現
在
に
お
い
て
も
、
わ

ざ
わ
ざ
リ
ア
ル
店
舗
に
買
い
物
に
訪
れ
る
の

認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

　
二
つ
目
が
、I
T
の
活
用
で
あ
る
。昨
今
は

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
地
方
の
特
産
品
を
購
入

す
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
も
大
変
な
人
気
で
あ
る
。し
か
し
、

ま
だ
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
は
十
分
得
ら
れ
な

い
、商
品
の
味
、食
感
、肌
触
り
、色
合
い
の
確

認
や
フ
ェ
イ
ス
　
ツ
ー
　
フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
リ
ア
ル
店
舗
で
こ
そ
得

ら
れ
る
。ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
特
産
品
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
的
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、

贈
答
品
な
ど
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
利
用
に
つ

な
げ
て
い
る
。海
外
に
向
け
て
、S
N
S
や
越

境
E
C
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
地
方
の
魅
力

を
発
信
し
、消
費
者
動
向
の
把
握
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
は
、
地
元
と
の
強
い
連
携
が
不

可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
。（

は
た
だ
　
ち
づ
る
）

（
注
）
コ
ン
ビ
ニ
や
商
業
施
設
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
運
営
し
て

い
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
18
店
舗
を
除
い
た
数
。

【
参
考
】

●
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
自
治
体
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事
業
」

●
観
光
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
2
0
1
9
年
1
月
16
日
発
表

【
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
】
2
0
1
8
年
全
国
調
査
結
果

（
速
報
）　

【
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
】
2
0
1
8
年
7
‐
9
月
期
の

地
域
調
査
結
果

 

海
外
に
向
け
て
の

情
報
発
信

　
前
述
し
た
と
お
り
、
都
内
に
あ
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
外
国
人
客
の
受
け
入
れ
態
勢

は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
認
知

度
が
低
い
。外
国
人
旅
行
客
の
多
く
は
、来
日

す
る
前
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
ネ
ッ
ト
で
情

報
収
集
を
し
て
い
る
た
め
、
観
光
、
買
い
物
、

食
事
の
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

複
数
回
来
日
、長
期
滞
在
、日
本
在
住
の
外
国

人
に
は
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
存
在
を
知
る

機
会
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
短
期
滞
在

の
旅
行
客
に
は
情
報
が
届
い
て
い
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。日
本
に
到
着
す
る
前
に
、存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

 
❶ 
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
地
域

の
魅
力
の
発
信
、
特
産
品
の
売
上
ア
ッ
プ
を

目
指
す
た
め
に
広
報
活
動
が
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
。2
0
1
8
年
度
実
態
調
査
で
は
、初

め
て
「
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
体
制
に
つ
い

て
」の
質
問
項
目
を
設
け
た
。最
も
多
い
取
り

組
み
は
、メ
ル
マ
ガ（
21
店
舗
）で
雑
誌
広
告
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
、
新
聞
広
告
が
続
い

た
。

　
し
か
し
、
海
外
に
向
け
て
の
情
報
発
信
は

ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
、「
海
外
メ
デ
ィ
ア

に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
良
い
か
わ

か
ら
な
い
」、「
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
代

理
店
に
委
託
す
る
と
高
額
に
な
り
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
単
独
で
は
予
算
化
で
き
な
い
」

な
ど
の
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　
一
方
、海
外
向
け
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
J
C

R
D
に
、
日
本
全
体
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
状
況
の
取
材
が
た
び
た
び
あ
り
、
そ
れ
を

読
ん
だ
外
国
人
読
者
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
メ

ー
ル
を
受
け
て
い
る
。日
本
の
地
方
や
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
情
報
は
ウ
ェ
ブ
版
の
英
字
新
聞

で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
最
近
で
は
、

T
H
E 

J
A
P
A
N
　
T
I
M
E
S
、
毎
日

新
聞
英
語
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「nippon.com

」で
は
、

日
・
英
・
仏
・
西
・
ロ
シ
ア
・
ア
ラ
ビ
ア
の

6
カ
国
語
で
紹
介
さ
れ
た
。

 

❷ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

　
S
N
S
を
使
っ
て
情
報
発
信
す
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
実
態
調
査
で
は

2
0
1
3
年
度
導
入
店
舗
は
22
店
舗
だ
っ
た

が
、
2
0
1
8
年
度
に
は
45
店
舗
と
倍
増
し

た
。ま
た
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
導
入
も
増
加

し
て
お
り
2
0
1
7
年
度
7
店
舗
か
ら

2
0
1
8
年
度
に
は
17
店
舗
と
な
り
、
1
年

間
で
10
店
舗
が
導
入
し
た
。旬
の
商
品
や
イ

ベ
ン
ト
の
最
新
情
報
を
紹
介
で
き
誘
客
に
つ

な
が
る
。ま
た
、写
真
や
動
画
を
多
用
す
る
た

め
、言
語
が
違
う
外
国
人
に
向
け
て
も
、存
在

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
で

き
る
。

 

❸ 

視
察
・
調
査
の
受
け
入
れ

　
海
外
で
は
、
自
治
体
が
地
域
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
常
設
店
舗
を
構
え
る
日
本

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
た
る
存
在
が
定

着
し
て
お
ら
ず
、
J
C
R
D
に
は
多
く
の
国

か
ら
日
本
独
特
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研
究

目
的
の
た
め
に
調
査
に
訪
れ
て
い
る
。2
0

0
9
年
か
ら
2
0
1
8
年
の
間
に
訪
れ
た

人
々
の
国
は
47
カ
国
に
の
ぼ
り
、J
I
C
A
、

自
治
体
国
際
化
協
会
、大
使
館
、大
学
を
通
し

て
申
し
込
み
が
あ
る
。そ
の
多
く
は
、

J
C
R
D
で
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
全
体
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、
各
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
を
訪
問
。中
に
は
、店
舗
を
出
し
て
い
る

日
本
の
自
治
体
へ
も
出
向
き
調
査
研
究
を
行

う
例
も
あ
る
。

今
後
に
向
け
て

　
い
よ
い
よ
、
東
京
五
輪
が
来
年
に
迫
っ
て

き
た
が
、
特
別
な
対
応
を
し
て
い
る
シ
ョ
ッ

プ
は
、ま
だ
、わ
ず
か
で
2
0
1
8
年
度
実
態

調
査
で
は
2
店
舗
の
み
で
あ
っ
た
。今
後
、新

た
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
進
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
が
、
今
ま
で
に
培
っ
て
き
た
強
み
を

活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

　
一
つ
目
は
、「
連
携
」で
あ
る
。ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
同
士
、
他
自
治
体
、
公
的
団
体
、
民
間

企
業
と
の
ウ
ィ
ン-

ウ
ィ
ン
の
連
携
で
あ
る
。

現
在
で
も
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
同
士
や
東

京
都
、
中
央
区
と
連
携
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
、
民
間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
は
外
国
人
に

も
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
地
方
の

テ
ム
導
入
が
煩
わ
し
い
」「
免
税
対
象
の
5

千
円
以
上
を
購
入
す
る
外
国
人
観
光
客
は
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
ま
り
来
な
い
」「
外

国
人
の
来
館
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
導

入
に
二
の
足
を
踏
む
店
舗
が
多
か
っ
た
。

J
C
R
D
で
は
、
主
催
す
る
「
自
治
体
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会
」
に
お
い
て
、

参
加
者
に
観
光
庁
の
担
当
者
か
ら
入
念
な
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
機
会
を
設
け
た
。
ま
た
、

東
京
都
が
都
内
観
光
関
連
事
業
者
（
宿
泊
施

設
、
飲
食
店
、
小
売
店
等
）
を
対
象
に
専
門

家
を
派
遣
し
、
免
税
、
接
客
、
集
客
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
無
料
で
提
供
す

る
支
援
事
業
「
T
O
K
Y
O
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
」
の
情
報

も
提
供
し
た
。
2
0
1
5
年
度
実
態
調
査
で

は
3
店
舗
で
あ
っ
た
免
税
店
が
、
2
0
1
8

年
度
に
は
14
店
舗
に
増
加
し
た
。 

 

❸ 

I
T
環
境
の
整
備

　
外
国
人
旅
行
客
の
通
信
手
段
と
し
て
、
無

料
公
衆
無
線
L
A
N
、
S
I
M
カ
ー
ド
、
モ

バ
イ
ル
W
i
‐
F
i
ル
ー
タ
ー
等
が
あ
げ
ら

れ
る
。
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
フ
リ
ー

W
i
‐
F
i
の
整
備
を
上
げ
た
店
舗
は
徐
々

に
増
え
、
2
0
1
5
年
度
は
10
店
舗
で
あ
っ

た
が
、
2
0
1
8
年
度
に
は
21
店
舗
と
な
り

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
店
舗
も
増
加
し
て
お
り
、

入
り
口
に
案
内
シ
ー
ル
を
貼
る
店
舗
も
あ
る
。

 

❹ 

多
言
語
で
の
接
客

　
多
言
語
で
の
対
応
や
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
2
0
1
3
年
度
に
実
態

調
査
を
開
始
以
来
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
中
に
は
、
語
学
が
で

き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
店
舗
も
あ

る
が
、
予
算
確
保
が
難
し
い
た
め
、

2
0
1
8
年
度
実
態
調
査
で
は
58
店
舗
中
13

店
舗
、
22
・
4
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
最

近
で
は
、
I
T
の
飛
躍
的
な
発
達
で
、
対
話

型
音
声
翻
訳
機
や
翻
訳
ア
プ
リ
な
ど
便
利
な

ツ
ー
ル
が
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
導
入
を
検

討
す
る
シ
ョ
ッ
プ
も
出
て
き
て
い
る
。

　
外
国
語
商
品
説
明
プ
レ
ー
ト
の
設
置
、
レ

ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
多
言
語
化
は
ま
だ
手

が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
店
舗
が
多
い
が
、
改

善
を
進
め
て
い
る
店
舗
も
あ
る
。

　
秋
田
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
あ
き
た

美
彩
館
」
は
、
品
川
駅
高
輪
口
の
商
業
施
設

内
に
店
舗
を
構
え
、
周
辺
に
は
複
数
の
ホ
テ

ル
が
立
地
す
る
。店
舗
運
営
者
に
よ
る
と「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
よ
く
食
事
に
訪
れ
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

英
語
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お
り
、
日
本
人

で
も
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
秋
田
な
ら
で
は

の
食
材
、「
じ
ゅ
ん
さ
い
」「
と
ん
ぶ
り
」「
ギ

バ
サ
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
ニ
ュ

ー
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
担
当
者

と
秋
田
県
の
複
数
課
が
連
携
し
て
作
成
さ
れ

た
（
写
真
4
）。

は
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
特
別
の「
場

所
」
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
商
品
の
安
全
性
や
希
少
性
、

商
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
地
方
へ
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
2
0
1
9
年
1
月
16
日
に
発
表
さ
れ
た
観

光
統
計
の
推
計
値
に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年

暦
年
の
訪
日
外
国
人
数
は
3
0
0
0
万
人
を

超
え
、
消
費
額
も
4
・
5
兆
円
と
な
り
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人

（
一
般
）
1
人
当
た
り
の
消
費
額
は
15
万
3

千
円
で
あ
っ
た
。
2
0
1
8
年
7
‐
9
月
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3

クルーズ
客
に
よ
る

特
産
品
の

購
買
促
進
に
向
け
て

一
方
で
現
状
を
見
る
と
、
ク
ル
ー
ズ
客
が
寄

港
地
域
を
素
通
り
し
て
、
別
の
地
域
に
所
在

す
る
著
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
直
行
す
る
ケ

ー
ス
や
、
寄
港
地
周
辺
に
滞
在
し
て
も
、
特

定
の
免
税
店
で
大
手
メ
ー
カ
ー
の
日
用
品
し

か
買
わ
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
が
存
在
し
て
お
り
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、

ク
ル
ー
ズ
客
に
よ
る（
寄
港
地
域
に
お
け
る
）

特
産
品
の
購
買
促
進
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各
種
事
例
を
交
え

な
が
ら
考
察
す
る
。

船
の
近
く
に

臨
時
の
免
税
店

　先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
行

動
と
し
て
、
港
に
着
い
て
か
ら
す
ぐ
に
用
意

さ
れ
た
バ
ス
に
乗
車
し
、
寄
港
地
域
か
ら
離

れ
た
場
所
へ
直
行
す
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
寄
港
地
域
周
辺
に
あ
る
商
業
施

設
へ
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
、

既
存
の
販
売
拠
点
で
買
い
物
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
は

極
め
て
困
難
と
な
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る

方
策
は
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
行
動
に
合
わ
せ
て
、

彼
ら
が
滞
留
・
滞
在
す
る
可
能
性
が
高
い
場

所
に
新
た
に
販
売
拠
点
を
形
成
し
、
消
費
を

ま
ず
免
税
店
を
出
店
し
よ
う
と
す
る
港
湾
施

設
に
つ
い
て
納
税
地
の
税
務
署
長
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
次
に
、
免
税

店
設
置
の
前
日
ま
で
に
出
店
す
る
こ
と
を
税

務
署
長
へ
届
け
出
る
流
れ
と
な
っ
て
い
る

（
図
2
）。

　消
費
税
免
税
制
度
と
い
う
と
、
街
中
の
百

貨
店
や
商
業
施
設
を
対
象
と
し
た
制
度
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
実
は
ク
ル
ー
ズ
客
に
対
し
て
も
、
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
観
光
庁
に
よ
れ
ば
、
制
度
創
設

以
来
、
2
0
1
8
年
10
月
1
日
現
在
で
延
べ

約
1
7
0
0
店
の
出
店
が
行
わ
れ
て
い
る
。

個
々
の
店
舗
の
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
見
る

と
、
金
沢
港
で
は
伝
統
工
芸
品
（
漆
器
）、

宇
和
島
港
で
は
真
珠
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ

の
地
域
な
ら
で
は
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ
る

事
例
も
各
地
で
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
埠
頭
に
お
い
て
特

産
品
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
ク
ル
ー
ズ
客
に

よ
る
購
買
機
会
が
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
だ
ろ
う
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
時
に
は
、

地
元
関
係
者
に
よ
る
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
機
会
を
利

用
し
、
特
産
品
の
魅
力
を
伝
わ
り
や
す
く
す

る
と
、
実
際
の
売
上
げ
増
加
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
に

　海
外
に
行
く
と
き
に
は
飛
行
機
を
使
う
と

い
う
の
が
、
一
般
的
な
日
本
人
の
感
覚
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、日
本
を
訪
れ
る
外
国
人（
特

に
東
ア
ジ
ア
に
在
住
し
て
い
る
人
）
に
と
っ

て
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
使
う
こ
と
も
立
派
な

選
択
肢
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
は
、
法
務
省
の
出
入
国
管
理
統
計
に
お
け

る「
船
舶
観
光
上
陸
許
可
を
受
け
た
外
国
人
」

の
数
値
を
参
照
す
る
こ
と
で
把
握
で
き
る
。

図
1
に
あ
る
よ
う
に
、
2
0
1
5
年
か
ら

2
0
1
6
年
に
か
け
て
爆
発
的
な
増
加
を
遂

げ
た
後
、
増
加
の
ペ
ー
ス
が
鈍
化
し
、
2
0

1
8
年
は
前
年
に
比
べ
て
微
減
す
る
結
果
と

な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
年
間
で
約
2
3
0

万
人
が
ク
ル
ー
ズ
船
を
利
用
し
て
日
本
を
訪

れ
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
客
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
場
に
お
い
て
一
定
の
存
在
感
が
あ
る
。

　ク
ル
ー
ズ
船
は
、
大
都
市
に
限
ら
ず
、
地

方
部
の
港
に
も
多
く
寄
港
し
て
い
る
。
国
土

交
通
省
で
は
、
外
国
船
社
が
運
航
す
る
ク
ル

ー
ズ
船
の
港
別
寄
港
回
数
を

発
表
し
て
い
る
が
、
2
0
1

8
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
長
崎

港
（
3
位
）
や
佐
世
保
港
（
5
位
）、
鹿
児

島
港
（
7
位
）
な
ど
地
方
部
の
港
が
顔
を
出

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
1
）。
上
位

に
あ
が
っ
て
い
る
九
州
・
沖
縄
の
港
以
外
に

も
、
後
で
紹
介
す
る
高
知
港
や
、
舞
鶴
港
、

境
港
な
ど
、
全
国
各
地
で
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
が
活
発
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
は
、

一
度
に
数
百
人
か
ら
数
千
人
と
い
う
ま
と
ま

っ
た
規
模
で
来
訪
す
る
た
め
、
平
均
的
な
滞

在
時
間
が
半
日
〜
1
日
程
度
と
短
い
と
い
う

制
約
は
あ
り
な
が
ら
も
、
彼
ら
に
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
と
り
わ
け
、

地
域
の
特
産
品
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
内
に
と
ど
ま
る
お

金
が
多
く
な
り
、
経
済
効
果
は
高
く
な
る
。

し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
だ
。
そ
し
て
、
そ

の
具
体
的
な
場
所
と
な
る
の
が
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
近
く
で
あ
る
。
実
際
、
ク
ル
ー
ズ
客
を

受
け
入
れ
て
い
る
各
地
域
に
お
い
て
は
、
港

の
埠
頭
に
臨
時
の
免
税
店
を
開
設
し
、
消
費

を
喚
起
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い

る
。　こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
2
0
1
5
年

4
月
に
外
国
人
向
け
消
費
税
免
税
制
度
が
改

正
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
に
合
わ
せ
て

あ
ら
か
じ
め
税
務
署
長
か
ら
承
認
を
受
け
る

こ
と
で
、
港
湾
施
設
内
に
免
税
店
を
臨
時
出

店
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
実
現

が
容
易
と
な
っ
た
。
よ
り
詳
細
に
説
明
す
る

と
、
手
続
き
は
2
段
構
え
と
な
っ
て
お
り
、

既
に
消
費
税
免
税
店
を
経
営
す
る
事
業
者
は
、
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観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員

　外
山
昌
樹

特
集

3

クルーズ
客
に
よ
る

特
産
品
の

購
買
促
進
に
向
け
て

一
方
で
現
状
を
見
る
と
、
ク
ル
ー
ズ
客
が
寄

港
地
域
を
素
通
り
し
て
、
別
の
地
域
に
所
在

す
る
著
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
直
行
す
る
ケ

ー
ス
や
、
寄
港
地
周
辺
に
滞
在
し
て
も
、
特

定
の
免
税
店
で
大
手
メ
ー
カ
ー
の
日
用
品
し

か
買
わ
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
が
存
在
し
て
お
り
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、

ク
ル
ー
ズ
客
に
よ
る（
寄
港
地
域
に
お
け
る
）

特
産
品
の
購
買
促
進
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各
種
事
例
を
交
え

な
が
ら
考
察
す
る
。

船
の
近
く
に

臨
時
の
免
税
店

　先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
行

動
と
し
て
、
港
に
着
い
て
か
ら
す
ぐ
に
用
意

さ
れ
た
バ
ス
に
乗
車
し
、
寄
港
地
域
か
ら
離

れ
た
場
所
へ
直
行
す
る
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
寄
港
地
域
周
辺
に
あ
る
商
業
施

設
へ
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
、

既
存
の
販
売
拠
点
で
買
い
物
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
は

極
め
て
困
難
と
な
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る

方
策
は
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
行
動
に
合
わ
せ
て
、

彼
ら
が
滞
留
・
滞
在
す
る
可
能
性
が
高
い
場

所
に
新
た
に
販
売
拠
点
を
形
成
し
、
消
費
を

ま
ず
免
税
店
を
出
店
し
よ
う
と
す
る
港
湾
施

設
に
つ
い
て
納
税
地
の
税
務
署
長
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
次
に
、
免
税

店
設
置
の
前
日
ま
で
に
出
店
す
る
こ
と
を
税

務
署
長
へ
届
け
出
る
流
れ
と
な
っ
て
い
る

（
図
2
）。

　消
費
税
免
税
制
度
と
い
う
と
、
街
中
の
百

貨
店
や
商
業
施
設
を
対
象
と
し
た
制
度
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
実
は
ク
ル
ー
ズ
客
に
対
し
て
も
、
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
観
光
庁
に
よ
れ
ば
、
制
度
創
設

以
来
、
2
0
1
8
年
10
月
1
日
現
在
で
延
べ

約
1
7
0
0
店
の
出
店
が
行
わ
れ
て
い
る
。

個
々
の
店
舗
の
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
見
る

と
、
金
沢
港
で
は
伝
統
工
芸
品
（
漆
器
）、

宇
和
島
港
で
は
真
珠
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ

の
地
域
な
ら
で
は
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ
る

事
例
も
各
地
で
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
埠
頭
に
お
い
て
特

産
品
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
ク
ル
ー
ズ
客
に

よ
る
購
買
機
会
が
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
だ
ろ
う
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
時
に
は
、

地
元
関
係
者
に
よ
る
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
機
会
を
利

用
し
、
特
産
品
の
魅
力
を
伝
わ
り
や
す
く
す

る
と
、
実
際
の
売
上
げ
増
加
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
じ
め
に

　海
外
に
行
く
と
き
に
は
飛
行
機
を
使
う
と

い
う
の
が
、
一
般
的
な
日
本
人
の
感
覚
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、日
本
を
訪
れ
る
外
国
人（
特

に
東
ア
ジ
ア
に
在
住
し
て
い
る
人
）
に
と
っ

て
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
使
う
こ
と
も
立
派
な

選
択
肢
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
は
、
法
務
省
の
出
入
国
管
理
統
計
に
お
け

る「
船
舶
観
光
上
陸
許
可
を
受
け
た
外
国
人
」

の
数
値
を
参
照
す
る
こ
と
で
把
握
で
き
る
。

図
1
に
あ
る
よ
う
に
、
2
0
1
5
年
か
ら

2
0
1
6
年
に
か
け
て
爆
発
的
な
増
加
を
遂

げ
た
後
、
増
加
の
ペ
ー
ス
が
鈍
化
し
、
2
0

1
8
年
は
前
年
に
比
べ
て
微
減
す
る
結
果
と

な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
年
間
で
約
2
3
0

万
人
が
ク
ル
ー
ズ
船
を
利
用
し
て
日
本
を
訪

れ
て
お
り
、
ク
ル
ー
ズ
客
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
場
に
お
い
て
一
定
の
存
在
感
が
あ
る
。

　ク
ル
ー
ズ
船
は
、
大
都
市
に
限
ら
ず
、
地

方
部
の
港
に
も
多
く
寄
港
し
て
い
る
。
国
土

交
通
省
で
は
、
外
国
船
社
が
運
航
す
る
ク
ル

ー
ズ
船
の
港
別
寄
港
回
数
を

発
表
し
て
い
る
が
、
2
0
1

8
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
長
崎

港
（
3
位
）
や
佐
世
保
港
（
5
位
）、
鹿
児

島
港
（
7
位
）
な
ど
地
方
部
の
港
が
顔
を
出

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
1
）。
上
位

に
あ
が
っ
て
い
る
九
州
・
沖
縄
の
港
以
外
に

も
、
後
で
紹
介
す
る
高
知
港
や
、
舞
鶴
港
、

境
港
な
ど
、
全
国
各
地
で
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
が
活
発
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
は
、

一
度
に
数
百
人
か
ら
数
千
人
と
い
う
ま
と
ま

っ
た
規
模
で
来
訪
す
る
た
め
、
平
均
的
な
滞

在
時
間
が
半
日
〜
1
日
程
度
と
短
い
と
い
う

制
約
は
あ
り
な
が
ら
も
、
彼
ら
に
消
費
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
と
り
わ
け
、

地
域
の
特
産
品
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
内
に
と
ど
ま
る
お

金
が
多
く
な
り
、
経
済
効
果
は
高
く
な
る
。

し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
だ
。
そ
し
て
、
そ

の
具
体
的
な
場
所
と
な
る
の
が
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
近
く
で
あ
る
。
実
際
、
ク
ル
ー
ズ
客
を

受
け
入
れ
て
い
る
各
地
域
に
お
い
て
は
、
港

の
埠
頭
に
臨
時
の
免
税
店
を
開
設
し
、
消
費

を
喚
起
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い

る
。　こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
2
0
1
5
年

4
月
に
外
国
人
向
け
消
費
税
免
税
制
度
が
改

正
さ
れ
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
に
合
わ
せ
て

あ
ら
か
じ
め
税
務
署
長
か
ら
承
認
を
受
け
る

こ
と
で
、
港
湾
施
設
内
に
免
税
店
を
臨
時
出

店
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
実
現

が
容
易
と
な
っ
た
。
よ
り
詳
細
に
説
明
す
る

と
、
手
続
き
は
2
段
構
え
と
な
っ
て
お
り
、

既
に
消
費
税
免
税
店
を
経
営
す
る
事
業
者
は
、

停泊するクルーズ船（当財団撮影）

特集 クルーズ客による特産品の購買促進に向けて3

図 1 船舶観光上陸許可を受けた外国人数の推移
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よ
う
だ
。
ま
た
、
商
店
街
エ
リ
ア
内
に
は
、

高
知
県
産
品
を
集
め
た
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
「
て
ん
こ
す
」
が
あ
り
、
同
店
に
立
ち
寄

る
人
も
多
い
。
な
お
、
英
語
に
よ
る
対
応
が

基
本
と
な
る
た
め
、
主
要
な
客
層
は
欧
米
系

の
ク
ル
ー
ズ
客
と
な
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
の

買
い
物
以
外
の
活
動
と
し
て
は
、
高
知
城
の

見
学
や
、
商
店
街
エ
リ
ア
内
に
あ
る
、
郷
土

料
理
や
地
酒
を
味
わ
え
る
「
ひ
ろ
め
市
場
」

へ
の
来
訪
が
多
い
と
い
う
。

　ま
た
、
同
協
会
で
は
、
個
別
の
店
舗
の
従

業
員
を
対
象
に
、
接
客
に
必
要
と
な
る
語
学

の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
当
初
は
複
数
の
店

舗
が
参
加
す
る
集
合
型
の
研
修
を
行
っ
て
い

た
が
、
個
々
の
店
舗
に
よ
っ
て
売
ら
れ
て
い

る
モ
ノ
は
異
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
必
要
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
も
変
化
す
る

た
め
、
県
や
市
に
勤
務
し
て
い
る
外
国
人
職

員
（
国
際
交
流
員
）
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

個
別
の
店
舗
に
特
化
し
た
研
修
を
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

多
様
な
関
係
者
の

取
り
組
み
機
運
醸
成

　先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
施
策
（
港
湾
施
設

で
の
特
産
品
販
売
、
寄
港
地
域
に
お
け
る
商

店
街
で
の
買
い
物
支
援
）
を
効
果
的
に
展
開

す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
事
業
者
、
観
光
・

商
工
関
連
の
団
体
、
行
政
機
関
な
ど
、
多
様

な
関
係
者
の
参
画
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際

に
、
ま
ず
重
要
と
な
る
の
は
、
各
関
係
者
の

参
画
に
向
け
た
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
で
あ

る
。
進
め
方
の
参
考

に
な
る
事
例
の
一
つ

と
し
て
、
以
下
に
横

浜
港
に
お
け
る
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。

　横
浜
港
に
お
い
て

は
、国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
が
事
務

局
と
な
り
、2
0
1
7

年
12
月
に
「
ク
ル
ー

ズ
旅
客
を
通
じ
た
地
域
振
興
及
び
特
産
品
の

輸
出
振
興
に
係
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

同
検
討
会
で
は
、
横
浜
市
港
湾
局
、
一
般
社

団
法
人
横
浜
港
振
興
協
会
と
い
っ
た
横
浜
港

の
運
営
に
携
わ
る
関
係
者
に
加
え
、
公
益
財

団
法
人
横
浜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ

ー
ロ
ー
、
横
浜
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会
と
い
っ
た
観
光
・
商
業
関
連

団
体
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
ク

ル
ー
ズ
客
の
増
加
を
地
域
産
業
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
の
課
題
や
、
そ
の
対
応
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　2
0
1
8
年
3
月
に
は
、
個
々
の
課
題
と

対
応
策
に
つ
い
て
整
理
し
た
手
引
き
書
（
図

3
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
が
具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
際
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
同
書
の
内
容
を
紐
解

く
と
、
港
湾
エ
リ
ア
や
周
辺
地
域
で
の
特
産

品
の
販
売
以
外
に
も
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
ア
ク

セ
ス
改
善
や
、
特
産
品
の
海
外
P
R
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
学
生
の
連
携
な
ど
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
検

討
会
は
、「
Y
O
K
O
H
A
M
A
ク
ル
ー
ズ

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
と
し
て
発
展
的
改
組
が

行
わ
れ
て
お
り
、
官
民
連
携
の
下
で
、
個
々

の
課
題
対
応
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
、
ご
く
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、

ク
ル
ー
ズ
客
に
よ
る
特
産
品
の
購
買
促
進
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
き
た
。
全
国
各
地
で
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
地
域
へ
来
訪

す
る
ク
ル
ー
ズ
客
に
い
か
に
特
産
品
を
消
費

し
て
も
ら
う
か
を
セ
ッ
ト
で
考
え
る
こ
と
が
、

今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
く
る
と
考
え
る
。

　最
後
に
、
本
稿
は
ク
ル
ー
ズ
客
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
っ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

紹
介
し
て
き
た
各
種
取
り
組
み
は
、
ク
ル
ー

ズ
客
以
外
の
、
ま
と
ま
っ
た
規
模
で
地
域
へ

来
訪
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
（
団
体
ツ
ア

ー
客
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
へ
の
参

加
者
な
ど
）
に
対
し
て
も
適
用
で
き
る
部
分

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　（と
や
ま

　ま
さ
き
）

商
店
街
に
お
け
る

買
い
物
支
援

　ク
ル
ー
ズ
客
の
中
に
は
、
寄
港
地
域
の
散

策
を
す
る
人
た
ち
も
一
定
数
い
る
。
地
方
都

市
で
、
散
策
を
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
め

る
代
表
的
な
場
所
に
は
、
商
店
街
が
あ
る
。

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
、
異
国
の
商
店
が

立
ち
並
ぶ
エ
リ
ア
は
、
店
構
え
や
売
ら
れ
て

い
る
商
品
自
体
が
物
珍
し
く
、
観
光
資
源
と

し
て
の
魅
力
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
方
都
市
に
お
け
る
、
街
の

中
心
部
の
お
店
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ
ア
を

散
策
す
る
こ
と
が
旅
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ

り
、
こ
う
し
た
こ
と
は
日
本
を
訪
れ
る
外
国

人
旅
行
者
に
も
あ
る
程
度
あ
て
は
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　実
際
に
ク
ル
ー
ズ
客
が
地
方
部
の
商
店
街

を
訪
れ
た
場
合
、
仮
に
欲
し
い
も
の
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
買
い
物
を
す
れ

ば
よ
い
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
り

得
る
。
こ
こ
で
地
域
の
受
け
入
れ
側
に
よ
る

適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
、
消
費
の
機
会

損
失
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　上
記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

団
体
と
し
て
、
高
知
お
せ
っ
か
い
協
会
が
あ

る
。
同
協
会
で
は
、
高
知
市
内
に
来
訪
す
る

ク
ル
ー
ズ
客
を
対
象
に
、
商
店
街
に
お
け
る

買
い
物
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
一
度
聞
い
た
ら
忘
れ
ら

れ
な
い
団
体
名
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
高
知
県

民
が
お
せ
っ
か
い
気
質
で
あ
る
こ
と
に
由
来

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
お
せ
っ

か
い
」
と
は
、
飲
食
店
で
初
め
て
会
っ
た
旅

行
者
に
も
お
す
す
め
の
料
理
や
お
店
を
案
内

し
て
あ
げ
た
り
す
る
よ
う
な
、
頼
ま
れ
な
く

て
も
世
話
を
焼
く
様
子
を
指
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
自
発
的
に
行
う
人
／
行
い

た
い
人
を
、
同
協
会
で
は
「
オ
セ
ッ
カ
イ
ス

ト
」
と
呼
ん
で
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ

ー
ル
フ
ォ
ー
ム
上
で
オ
セ
ッ
カ
イ
ス
ト
を
募

集
し
て
い
る
。
オ
セ
ッ
カ
イ
ス
ト
の
登
録
者

数
は
2
0
0
名
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
は
、
語
学
能
力
を
生
か
し
た
い
人
か

ら
、
英
語
は
話
せ
な
い
け
れ
ど
国
際
交
流
に

関
心
が
あ
る
人
、
学
生
な
ど
多
様
で
あ
る
。

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
た
際
に
は
、
そ
の
日

集
ま
れ
る
オ
セ
ッ
カ
イ
ス
ト
た
ち
が
、
市
内

中
心
部
の
商
店
街
エ
リ
ア
で
、
ク
ル
ー
ズ
客

の
観
光
案
内
や
、
買
い
物
の
手
助
け
（
欲
し

い
も
の
が
買
え
る
お
店
の
案
内
や
、
お
店
の

従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
な

ど
）
を
行
っ
て
い
る
。
特
産
品
の
購
買
に
関

し
て
は
、高
知
県
の
名
産
で
あ
る
「
碁
石
茶
」

や
、
珊
瑚
製
品
を
買
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る

高知市中心部の商店街（当財団撮影）

図 3「クルーズ旅客を通じた地域振興及び
特産品の輸出振興に向けた手引き」表紙

特集 クルーズ客による特産品の購買促進に向けて3

図 2 クルーズ埠頭への臨時の免税店の設置手続き

（注）事前承認港湾施設内に設置する臨時販売場については、
一般型消費税免税店として当該臨時販売場において当該事業者が免税販売手続を行う必要がある。

外航クルーズ船等が
寄港する見込みのある港湾

港湾施設

消費税免税店を
経営する事業者

納税地の
所轄税務署

事前承認
港湾施設の
承認申請

承認

港湾施設

外航クルーズ船等の
寄港時

臨時販売場設置

消費税免税店を
経営する事業者

納税地の
所轄税務署

届出をした
臨時販売場は

消費税免税店として
免税販売が可能

臨時販売場
設置の届出

臨時販売場設置

出典：観光庁、国税庁
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よ
う
だ
。
ま
た
、
商
店
街
エ
リ
ア
内
に
は
、

高
知
県
産
品
を
集
め
た
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
「
て
ん
こ
す
」
が
あ
り
、
同
店
に
立
ち
寄

る
人
も
多
い
。
な
お
、
英
語
に
よ
る
対
応
が

基
本
と
な
る
た
め
、
主
要
な
客
層
は
欧
米
系

の
ク
ル
ー
ズ
客
と
な
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
の

買
い
物
以
外
の
活
動
と
し
て
は
、
高
知
城
の

見
学
や
、
商
店
街
エ
リ
ア
内
に
あ
る
、
郷
土

料
理
や
地
酒
を
味
わ
え
る
「
ひ
ろ
め
市
場
」

へ
の
来
訪
が
多
い
と
い
う
。

　ま
た
、
同
協
会
で
は
、
個
別
の
店
舗
の
従

業
員
を
対
象
に
、
接
客
に
必
要
と
な
る
語
学

の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
当
初
は
複
数
の
店

舗
が
参
加
す
る
集
合
型
の
研
修
を
行
っ
て
い

た
が
、
個
々
の
店
舗
に
よ
っ
て
売
ら
れ
て
い

る
モ
ノ
は
異
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
必
要
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
も
変
化
す
る

た
め
、
県
や
市
に
勤
務
し
て
い
る
外
国
人
職

員
（
国
際
交
流
員
）
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

個
別
の
店
舗
に
特
化
し
た
研
修
を
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

多
様
な
関
係
者
の

取
り
組
み
機
運
醸
成

　先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
施
策
（
港
湾
施
設

で
の
特
産
品
販
売
、
寄
港
地
域
に
お
け
る
商

店
街
で
の
買
い
物
支
援
）
を
効
果
的
に
展
開

す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
事
業
者
、
観
光
・

商
工
関
連
の
団
体
、
行
政
機
関
な
ど
、
多
様

な
関
係
者
の
参
画
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際

に
、
ま
ず
重
要
と
な
る
の
は
、
各
関
係
者
の

参
画
に
向
け
た
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
で
あ

る
。
進
め
方
の
参
考

に
な
る
事
例
の
一
つ

と
し
て
、
以
下
に
横

浜
港
に
お
け
る
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。

　横
浜
港
に
お
い
て

は
、国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
が
事
務

局
と
な
り
、2
0
1
7

年
12
月
に
「
ク
ル
ー

ズ
旅
客
を
通
じ
た
地
域
振
興
及
び
特
産
品
の

輸
出
振
興
に
係
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

同
検
討
会
で
は
、
横
浜
市
港
湾
局
、
一
般
社

団
法
人
横
浜
港
振
興
協
会
と
い
っ
た
横
浜
港

の
運
営
に
携
わ
る
関
係
者
に
加
え
、
公
益
財

団
法
人
横
浜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ

ー
ロ
ー
、
横
浜
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会
と
い
っ
た
観
光
・
商
業
関
連

団
体
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
ク

ル
ー
ズ
客
の
増
加
を
地
域
産
業
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
の
課
題
や
、
そ
の
対
応
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　2
0
1
8
年
3
月
に
は
、
個
々
の
課
題
と

対
応
策
に
つ
い
て
整
理
し
た
手
引
き
書
（
図

3
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
が
具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
際
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
同
書
の
内
容
を
紐
解

く
と
、
港
湾
エ
リ
ア
や
周
辺
地
域
で
の
特
産

品
の
販
売
以
外
に
も
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
ア
ク

セ
ス
改
善
や
、
特
産
品
の
海
外
P
R
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
学
生
の
連
携
な
ど
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
検

討
会
は
、「
Y
O
K
O
H
A
M
A
ク
ル
ー
ズ

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
と
し
て
発
展
的
改
組
が

行
わ
れ
て
お
り
、
官
民
連
携
の
下
で
、
個
々

の
課
題
対
応
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
、
ご
く
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、

ク
ル
ー
ズ
客
に
よ
る
特
産
品
の
購
買
促
進
に

つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
き
た
。
全
国
各
地
で
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
地
域
へ
来
訪

す
る
ク
ル
ー
ズ
客
に
い
か
に
特
産
品
を
消
費

し
て
も
ら
う
か
を
セ
ッ
ト
で
考
え
る
こ
と
が
、

今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
く
る
と
考
え
る
。

　最
後
に
、
本
稿
は
ク
ル
ー
ズ
客
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
っ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

紹
介
し
て
き
た
各
種
取
り
組
み
は
、
ク
ル
ー

ズ
客
以
外
の
、
ま
と
ま
っ
た
規
模
で
地
域
へ

来
訪
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
（
団
体
ツ
ア

ー
客
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭
り
へ
の
参

加
者
な
ど
）
に
対
し
て
も
適
用
で
き
る
部
分

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　（と
や
ま

　ま
さ
き
）

商
店
街
に
お
け
る

買
い
物
支
援

　ク
ル
ー
ズ
客
の
中
に
は
、
寄
港
地
域
の
散

策
を
す
る
人
た
ち
も
一
定
数
い
る
。
地
方
都

市
で
、
散
策
を
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し
め

る
代
表
的
な
場
所
に
は
、
商
店
街
が
あ
る
。

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
、
異
国
の
商
店
が

立
ち
並
ぶ
エ
リ
ア
は
、
店
構
え
や
売
ら
れ
て

い
る
商
品
自
体
が
物
珍
し
く
、
観
光
資
源
と

し
て
の
魅
力
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
方
都
市
に
お
け
る
、
街
の

中
心
部
の
お
店
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ
ア
を

散
策
す
る
こ
と
が
旅
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ

り
、
こ
う
し
た
こ
と
は
日
本
を
訪
れ
る
外
国

人
旅
行
者
に
も
あ
る
程
度
あ
て
は
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　実
際
に
ク
ル
ー
ズ
客
が
地
方
部
の
商
店
街

を
訪
れ
た
場
合
、
仮
に
欲
し
い
も
の
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
買
い
物
を
す
れ

ば
よ
い
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
り

得
る
。
こ
こ
で
地
域
の
受
け
入
れ
側
に
よ
る

適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
、
消
費
の
機
会

損
失
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　上
記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

団
体
と
し
て
、
高
知
お
せ
っ
か
い
協
会
が
あ

る
。
同
協
会
で
は
、
高
知
市
内
に
来
訪
す
る

ク
ル
ー
ズ
客
を
対
象
に
、
商
店
街
に
お
け
る

買
い
物
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
、
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
一
度
聞
い
た
ら
忘
れ
ら

れ
な
い
団
体
名
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
高
知
県

民
が
お
せ
っ
か
い
気
質
で
あ
る
こ
と
に
由
来

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
お
せ
っ

か
い
」
と
は
、
飲
食
店
で
初
め
て
会
っ
た
旅

行
者
に
も
お
す
す
め
の
料
理
や
お
店
を
案
内

し
て
あ
げ
た
り
す
る
よ
う
な
、
頼
ま
れ
な
く

て
も
世
話
を
焼
く
様
子
を
指
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
自
発
的
に
行
う
人
／
行
い

た
い
人
を
、
同
協
会
で
は
「
オ
セ
ッ
カ
イ
ス

ト
」
と
呼
ん
で
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ

ー
ル
フ
ォ
ー
ム
上
で
オ
セ
ッ
カ
イ
ス
ト
を
募

集
し
て
い
る
。
オ
セ
ッ
カ
イ
ス
ト
の
登
録
者

数
は
2
0
0
名
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
は
、
語
学
能
力
を
生
か
し
た
い
人
か

ら
、
英
語
は
話
せ
な
い
け
れ
ど
国
際
交
流
に

関
心
が
あ
る
人
、
学
生
な
ど
多
様
で
あ
る
。

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
た
際
に
は
、
そ
の
日

集
ま
れ
る
オ
セ
ッ
カ
イ
ス
ト
た
ち
が
、
市
内

中
心
部
の
商
店
街
エ
リ
ア
で
、
ク
ル
ー
ズ
客

の
観
光
案
内
や
、
買
い
物
の
手
助
け
（
欲
し

い
も
の
が
買
え
る
お
店
の
案
内
や
、
お
店
の

従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
な

ど
）
を
行
っ
て
い
る
。
特
産
品
の
購
買
に
関

し
て
は
、高
知
県
の
名
産
で
あ
る
「
碁
石
茶
」

や
、
珊
瑚
製
品
を
買
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る

高知市中心部の商店街（当財団撮影）

図 3「クルーズ旅客を通じた地域振興及び
特産品の輸出振興に向けた手引き」表紙

特集 クルーズ客による特産品の購買促進に向けて3

図 2 クルーズ埠頭への臨時の免税店の設置手続き

（注）事前承認港湾施設内に設置する臨時販売場については、
一般型消費税免税店として当該臨時販売場において当該事業者が免税販売手続を行う必要がある。

外航クルーズ船等が
寄港する見込みのある港湾

港湾施設

消費税免税店を
経営する事業者

納税地の
所轄税務署

事前承認
港湾施設の
承認申請

承認

港湾施設

外航クルーズ船等の
寄港時

臨時販売場設置

消費税免税店を
経営する事業者

納税地の
所轄税務署

届出をした
臨時販売場は

消費税免税店として
免税販売が可能

臨時販売場
設置の届出

臨時販売場設置

出典：観光庁、国税庁
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桃
山
学
院
大
学
・
経
営
学
部
経
営
学
科
教
授

　辻
本
法
子

特
集

4

辻
本
法
子（
つ
じ
も
と・の
り
こ
）

桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
経
営
学

科
教
授
。 

大
阪
府
立
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
、博
士（
経
済
学
）。 株
式
会
社
近

鉄
百
貨
店
勤
務
、桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
准
教
授

を
経
て
、2
0
1
3
年
よ
り
現
職
。専
門
は
消
費
者
の

購
買
行
動
分
析・地
域
活
性
化
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
。 主
な
著
書
に『
地
域
活
性
化
の
た
め
の
観

光
み
や
げ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
│
熊
本
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
│
』（
共
著
、大
阪
公
立
大
学
共
同
出
版
会
、

2
0
1
7
年
）、『
先
を
読
む
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て
』（
共
著
、同
文
館

出
版
、2
0
1
6
年
）な
ど
。

訪
日
外
国
人
に
よ
る

越
境
Ｅ
Ｃ
で
の
観
光
土
産
の

リ
ピ
ー
ト
購
買（
連
鎖
消
費
）の

可
能
性
に
ついて

年
々
拡
大
す
る

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

消
費
額

　日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
数
は
年
々

拡
大
し
、
観
光
庁
（
2
0
1
9
）
に
よ
る
と
、

2
0
1
8
年
に
は
過
去
最
高
の
3
1
1
9
万

人
（
前
年
比
8
・
7
％
増
）
と
な
っ
た
。
同

年
の
訪
日
外
国
人
の
旅
行
消
費
の
総
額
は
4

兆
5
0
6
4
億
円
で
2
0
1
2
年
の
1
兆

1
0
0
0
億
円
以
降
7
年
連
続
で
前
年
と
比

較
し
て
増
加
が
続
い
て
い
る
。
旅
行
消
費
総

額
の
う
ち
、
観
光
土
産
の
購
入
と
み
な
せ
る

買
物
代
は
1
兆
5
6
5
4
億
円
で
あ
る
（
注

1
）
。

　外
国
人
観
光
客
数
の
う
ち
中
国
か
ら
の
訪

日
客
数
は
、
6
4
8
万
人
と
前
年
と
比
較
し

て
21
・
8
％
増
加
し
て
お
り
、
外
国
人
観
光

客
数
の
22
・
4
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
人
旅
行
者
の
買
物
代
は
8
0
3
3
億
円 

と
買
物
代
全
体
の
51
・
3
%
を
占
め
、
一
人

当
た
り
買
い
物
代
は
11
万
9
2
3
円
で
、
訪

日
外
国
人
平
均
一
人
当
た
り
買
物
代
の
5
万

8
8
0
円
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
中
国
人
旅
行
者
は
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
に
お
い
て
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ

る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
国
人

旅
行
者
に
焦
点
を
あ
て
て
論
じ
る
。

　2
0
1
8
年
の
中
国
人
旅
行
者
の
買
物
代

は
、
旅
行
者
数
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
前
年
の
8
7
7
7
億
円
か
ら
減
少

し
て
い
る
。
つ
ま
り
一
人
当
た
り
の
買
物
代

が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中

国
人
旅
行
者
の
消
費
者
属
性
が
多
様
化
し
、

従
来
の
富
裕
層
に
加
え
中
間
層
の
旅
行
者
が

拡
大
し
て
い
る
可
能
性
や
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

増
加
に
よ
り
観
光
土
産
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

変
化
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　観
光
土
産
は
、
旅
行
時
点
に
お
け
る
一
過

性
の
消
費
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
観
光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
た
商
品
が
、

観
光
客
の
帰
国
後
に
再
度
購
入
（
リ
ピ
ー
ト

購
買
）
さ
れ
れ
ば
、
観
光
土
産
の
消
費
拡
大

が
は
か
ら
れ
、
特
に
国
を
越
え
て
の
購
入
が

可
能
な
E
C
（
越
境
E
C
）
は
地
域
事
業
者

が
多
い
観
光
土
産
産
業
に
と
っ
て
有
力
な
チ

ャ
ネ
ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

地
域
の
観
光
事
業
者
の
販
路
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

図表 1 消費者の購買意思決定プロセスにもとづく観光土産の購買意思決定モデル

「
場
所
の
象
徴
性
」
と
、
他
者
と
の
関
係
性

維
持
に
関
す
る
「
内
的
な
特
性
」
の
3
つ
か

ら
構
成
さ
れ
る
（
注
4
）
。
購
買
後
に
は
、

商
品
に
つ
い
て
の
評
価
が
な
さ
れ
る
（
購
買

後
評
価
）
が
、
買
い
手
が
自
分
の
た
め
に
購

入
し
た
観
光
土
産
の
場
合
は
買
い
手
に
よ
る

購
買
後
評
価
が
な
さ
れ
、
他
者
に
贈
与
さ
れ

た
場
合
は
買
い
手
に
加
え
、
受
け
手
に
よ
る

購
買
後
評
価
も
な
さ
れ
る
。

　図
表
2
は
観
光
土
産
の
連
鎖
消
費
モ
デ
ル

で
あ
る
。
連
鎖
消
費
と
は
、
観
光
土
産
を
買

い
手
か
ら
贈
与
さ
れ
た
受
け
手
が
そ
の
商
品

を
気
に
入
っ
た
場
合
、
自
ら
も
購
入
し
、
さ

ら
に
受
け
手
が
第
三
者
で
あ
る
知
人
に
贈
与

す
る
た
め
に
連
鎖
的
に
消
費
が
拡
大
し
て
い

く
と
仮
定
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。P

hase1

は
買
い
手
が
購
入
し
た
観
光
土
産
を
受
け
手

に
「
お
み
や
げ
」
と
し
て
贈
与
す
る
こ
と
、

自
己
消
費
し
気
に
入
っ
て
売
り
手
の
E
C
サ

イ
ト
な
ど
で
リ
ピ
ー
ト
購
買
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。P

hase2

は
観
光
土
産
の
受

け
手
が
商
品
を
気
に
入
り
、
自
ら
売
り
手
の

E
C
サ
イ
ト
で
購
入
し
消
費
す
る
と
と
も
に
、

購
入
し
た
商
品
を
「
お
す
そ
わ
け
」
な
ど
の

名
目
で
第
三
者
に
贈
与
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。P

hase3

は
受
け
手
か
ら
贈
与
さ

れ
た
第
三
者
が
商
品
を
気
に
入
り
、
自
ら
売

り
手
の
E
C
サ
イ
ト
で
購
入
し
消
費
す
る
と

と
も
に
、
購
入
し
た
商
品
を
「
お
す
そ
わ

け
」
な
ど
の
名
目
で
贈
与
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

　も
し
も
、
こ
の
よ
う
な
連
鎖
消
費
が
存
在

消
費
者
行
動
研
究

か
ら
見
た

観
光
土
産
の
特
徴

　観
光
土
産
の
注
目
す
べ
き
特
徴
の
ひ
と
つ

は
、自
分
の
た
め
に
購
入（
自
己
消
費
） 

す
る

だ
け
で
は
な
く
、他
者
に
贈
与
す
る
た
め
に

購
入
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。こ
れ

ま
で
の
消
費
者
行
動
研
究
で
は
日
常
に
お
け

る
購
買
行
動
と
比
較
し
観
光
土
産
の
特
徴
と

し
て
以
下
の
3
点
が
あ
る
と
さ
れ
る 

（
注
2
）。

❶
…
観
光
は
、
日
常
か
ら
離
れ
る
た
め
責
任

感
が
低
下
し
、
理
性
的
で
な
い
購
買
行
動
を

と
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

❷
…
観
光
地
の
独
特
な
環
境
が
消
費
者
に
刺

激
を
あ
た
え
る
「
場
所
の
消
費
」
で
あ
る
こ

と
。

❸
…
旅
行
者
が
購
入
す
る
土
産
物
は
、
旅
行

の
記
憶
と
い
う
価
値
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
、

他
者
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
も
も
ち

い
ら
れ
る
こ
と
。

　つ
ま
り
、
観
光
土
産
は
観
光
と
い
う
非
日

常
的
な
場
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が

開
放
的
に
な
り
、
普
段
は
買
わ
な
い
よ
う
な

商
品
ま
で
購
入
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
た
め

に
他
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
の
目
的
で
も
購

入
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
特
に
、
日

本
人
は
他
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
観
光
土
産

を
購
入
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
中
国

人
旅
行
者
も
日
本
人
と
同
様
に
観
光
土
産
を

よ
く
購
入
す
る
こ
と
や
、
観
光
土
産
に
食
品

を
選
択
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　観
光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
る
商
品
に
そ

の
地
域
の
特
産
品
を
活
用
す
る
試
み
が
、
多

く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
農
産
品

等
を
加
工
す
る
6
次
産
業
で
開
発
さ
れ
た
観

光
土
産
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

特
産
品
を
使
用
し
た
観
光
土
産
の
消
費
拡
大

は
地
域
事
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
観
光
土
産
の
リ
ピ

ー
ト
購
買
に
つ
い
て
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
外
国
人
旅
行
者
に
対
し
、
帰
国

後
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
喚
起
す
る
た
め
の
越

境
E
C
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

観
光
土
産
の
連
鎖
消
費

「
観
光
土
産
の
連
鎖
消
費
」
と
は
、
観
光
地

で
購
入
し
た
観
光
土
産
を
気
に
入
っ
て
、
何

度
も
購
入
す
る
こ
と
を
指
す
筆
者
が
提
唱
し

て
い
る
消
費
者
行
動
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の

概
念
を
説
明
す
る
。
図
表
1
は
、
観
光
土
産

の
購
買
意
思
決
定
モ
デ
ル
で
あ
る
。
一
般
的

な
購
買
意
思
決
定
モ
デ
ル
は
、
購
買
後
評
価

を
「
買
い
手
」
が
行
う
と
想
定
し
て
い
る
の

に
対
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
観
光
土
産
の
「
買

い
手
」
が
行
う
場
合
と
、
観
光
土
産
の
「
受

け
手
」
が
行
う
場
合
の
2
つ
の
パ
タ
ー
ン
を

想
定
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
観
光
土
産

は
自
分
の
た
め
に
購
入
す
る
場
合
と
、
第
三

者
に
贈
与
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
は
観
光
土
産
の

買
い
手
だ
け
で
は
な
く
受
け
手
に
よ
っ
て
も

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
と
、

ま
ず
買
い
手
が
自
分
の
た
め
や
、
第
三
者
に

贈
与
す
る
た
め
に
観
光
土
産
を
購
入
し
た
い

と
い
う
動
機
が
生
じ
（
問
題
認
識
）
、
次
に
、

旅
行
前
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
家
族
友
人
な
ど
の
ク

チ
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
現
地
や
観
光
土
産
に
関

す
る
情
報
が
収
集
さ
れ
る
（
情
報
収
集
）
。

さ
ら
に
、
旅
行
中
の
食
事
や
観
光
施
設
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
よ
り
収
集
さ
れ
る
情
報

が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
買
い
手

は
観
光
土
産
の
商
品
の
選
択
肢
を
評
価
す
る

自
分
な
り
の
商
品
の
評
価
基
準
を
形
成
し 

（
選
択
肢
評
価
）
購
買
に
い
た
る
。
な
お
、

評
価
基
準
は
商
品
の
見
た
目
や
機
能
性
に
関

す
る
「
外
的
な
特
性
」
と
、
旅
行
に
行
っ
た

出典：辻本ら（2013）の図を筆者修正（注3）

す
る
の
な
ら
ば
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
観

光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
た
商
品
は
、
旅
行

者
の
帰
国
後
に
消
費
が
拡
大
し
て
い
く
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
観

光
土
産
を
贈
与
目
的
で
購
入
す
る
場
合
、
贈

与
対
象
は
複
数
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
連
鎖
消
費
は
広
く
拡
散
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

特集 訪日外国人による越境ＥＣでの観光土産のリピート購買（連鎖消費）の可能性について4

購買（贈与）動機
贈与
自己購買

問題認識 情報収集 選択肢評価 購買 購買後評価

事前の
情報収集・
旅行での体験

商品の
選択基準 購買

受け手
による
評価

買い手
による
評価
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桃
山
学
院
大
学
・
経
営
学
部
経
営
学
科
教
授

　辻
本
法
子

特
集

4

辻
本
法
子（
つ
じ
も
と・の
り
こ
）

桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
経
営
学

科
教
授
。 

大
阪
府
立
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
、博
士（
経
済
学
）。 株
式
会
社
近

鉄
百
貨
店
勤
務
、桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
准
教
授

を
経
て
、2
0
1
3
年
よ
り
現
職
。専
門
は
消
費
者
の

購
買
行
動
分
析・地
域
活
性
化
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
。 主
な
著
書
に『
地
域
活
性
化
の
た
め
の
観

光
み
や
げ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
│
熊
本
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
│
』（
共
著
、大
阪
公
立
大
学
共
同
出
版
会
、

2
0
1
7
年
）、『
先
を
読
む
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
て
』（
共
著
、同
文
館

出
版
、2
0
1
6
年
）な
ど
。

訪
日
外
国
人
に
よ
る

越
境
Ｅ
Ｃ
で
の
観
光
土
産
の

リ
ピ
ー
ト
購
買（
連
鎖
消
費
）の

可
能
性
に
ついて

年
々
拡
大
す
る

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

消
費
額

　日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
数
は
年
々

拡
大
し
、
観
光
庁
（
2
0
1
9
）
に
よ
る
と
、

2
0
1
8
年
に
は
過
去
最
高
の
3
1
1
9
万

人
（
前
年
比
8
・
7
％
増
）
と
な
っ
た
。
同

年
の
訪
日
外
国
人
の
旅
行
消
費
の
総
額
は
4

兆
5
0
6
4
億
円
で
2
0
1
2
年
の
1
兆

1
0
0
0
億
円
以
降
7
年
連
続
で
前
年
と
比

較
し
て
増
加
が
続
い
て
い
る
。
旅
行
消
費
総

額
の
う
ち
、
観
光
土
産
の
購
入
と
み
な
せ
る

買
物
代
は
1
兆
5
6
5
4
億
円
で
あ
る
（
注

1
）
。

　外
国
人
観
光
客
数
の
う
ち
中
国
か
ら
の
訪

日
客
数
は
、
6
4
8
万
人
と
前
年
と
比
較
し

て
21
・
8
％
増
加
し
て
お
り
、
外
国
人
観
光

客
数
の
22
・
4
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
人
旅
行
者
の
買
物
代
は
8
0
3
3
億
円 

と
買
物
代
全
体
の
51
・
3
%
を
占
め
、
一
人

当
た
り
買
い
物
代
は
11
万
9
2
3
円
で
、
訪

日
外
国
人
平
均
一
人
当
た
り
買
物
代
の
5
万

8
8
0
円
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
中
国
人
旅
行
者
は
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
市
場
に
お
い
て
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ

る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
国
人

旅
行
者
に
焦
点
を
あ
て
て
論
じ
る
。

　2
0
1
8
年
の
中
国
人
旅
行
者
の
買
物
代

は
、
旅
行
者
数
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
前
年
の
8
7
7
7
億
円
か
ら
減
少

し
て
い
る
。
つ
ま
り
一
人
当
た
り
の
買
物
代

が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中

国
人
旅
行
者
の
消
費
者
属
性
が
多
様
化
し
、

従
来
の
富
裕
層
に
加
え
中
間
層
の
旅
行
者
が

拡
大
し
て
い
る
可
能
性
や
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

増
加
に
よ
り
観
光
土
産
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

変
化
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　観
光
土
産
は
、
旅
行
時
点
に
お
け
る
一
過

性
の
消
費
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か

し
、
観
光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
た
商
品
が
、

観
光
客
の
帰
国
後
に
再
度
購
入
（
リ
ピ
ー
ト

購
買
）
さ
れ
れ
ば
、
観
光
土
産
の
消
費
拡
大

が
は
か
ら
れ
、
特
に
国
を
越
え
て
の
購
入
が

可
能
な
E
C
（
越
境
E
C
）
は
地
域
事
業
者

が
多
い
観
光
土
産
産
業
に
と
っ
て
有
力
な
チ

ャ
ネ
ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

地
域
の
観
光
事
業
者
の
販
路
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
実
現
で
き
る
の
で
あ
る
。

図表 1 消費者の購買意思決定プロセスにもとづく観光土産の購買意思決定モデル

「
場
所
の
象
徴
性
」
と
、
他
者
と
の
関
係
性

維
持
に
関
す
る
「
内
的
な
特
性
」
の
3
つ
か

ら
構
成
さ
れ
る
（
注
4
）
。
購
買
後
に
は
、

商
品
に
つ
い
て
の
評
価
が
な
さ
れ
る
（
購
買

後
評
価
）
が
、
買
い
手
が
自
分
の
た
め
に
購

入
し
た
観
光
土
産
の
場
合
は
買
い
手
に
よ
る

購
買
後
評
価
が
な
さ
れ
、
他
者
に
贈
与
さ
れ

た
場
合
は
買
い
手
に
加
え
、
受
け
手
に
よ
る

購
買
後
評
価
も
な
さ
れ
る
。

　図
表
2
は
観
光
土
産
の
連
鎖
消
費
モ
デ
ル

で
あ
る
。
連
鎖
消
費
と
は
、
観
光
土
産
を
買

い
手
か
ら
贈
与
さ
れ
た
受
け
手
が
そ
の
商
品

を
気
に
入
っ
た
場
合
、
自
ら
も
購
入
し
、
さ

ら
に
受
け
手
が
第
三
者
で
あ
る
知
人
に
贈
与

す
る
た
め
に
連
鎖
的
に
消
費
が
拡
大
し
て
い

く
と
仮
定
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。P

hase1

は
買
い
手
が
購
入
し
た
観
光
土
産
を
受
け
手

に
「
お
み
や
げ
」
と
し
て
贈
与
す
る
こ
と
、

自
己
消
費
し
気
に
入
っ
て
売
り
手
の
E
C
サ

イ
ト
な
ど
で
リ
ピ
ー
ト
購
買
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。P

hase2

は
観
光
土
産
の
受

け
手
が
商
品
を
気
に
入
り
、
自
ら
売
り
手
の

E
C
サ
イ
ト
で
購
入
し
消
費
す
る
と
と
も
に
、

購
入
し
た
商
品
を
「
お
す
そ
わ
け
」
な
ど
の

名
目
で
第
三
者
に
贈
与
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。P

hase3

は
受
け
手
か
ら
贈
与
さ

れ
た
第
三
者
が
商
品
を
気
に
入
り
、
自
ら
売

り
手
の
E
C
サ
イ
ト
で
購
入
し
消
費
す
る
と

と
も
に
、
購
入
し
た
商
品
を
「
お
す
そ
わ

け
」
な
ど
の
名
目
で
贈
与
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

　も
し
も
、
こ
の
よ
う
な
連
鎖
消
費
が
存
在

消
費
者
行
動
研
究

か
ら
見
た

観
光
土
産
の
特
徴

　観
光
土
産
の
注
目
す
べ
き
特
徴
の
ひ
と
つ

は
、自
分
の
た
め
に
購
入（
自
己
消
費
） 

す
る

だ
け
で
は
な
く
、他
者
に
贈
与
す
る
た
め
に

購
入
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。こ
れ

ま
で
の
消
費
者
行
動
研
究
で
は
日
常
に
お
け

る
購
買
行
動
と
比
較
し
観
光
土
産
の
特
徴
と

し
て
以
下
の
3
点
が
あ
る
と
さ
れ
る 

（
注
2
）。

❶
…
観
光
は
、
日
常
か
ら
離
れ
る
た
め
責
任

感
が
低
下
し
、
理
性
的
で
な
い
購
買
行
動
を

と
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

❷
…
観
光
地
の
独
特
な
環
境
が
消
費
者
に
刺

激
を
あ
た
え
る
「
場
所
の
消
費
」
で
あ
る
こ

と
。

❸
…
旅
行
者
が
購
入
す
る
土
産
物
は
、
旅
行

の
記
憶
と
い
う
価
値
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
、

他
者
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
も
も
ち

い
ら
れ
る
こ
と
。

　つ
ま
り
、
観
光
土
産
は
観
光
と
い
う
非
日

常
的
な
場
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が

開
放
的
に
な
り
、
普
段
は
買
わ
な
い
よ
う
な

商
品
ま
で
購
入
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
た
め

に
他
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
の
目
的
で
も
購

入
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
特
に
、
日

本
人
は
他
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
観
光
土
産

を
購
入
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
中
国

人
旅
行
者
も
日
本
人
と
同
様
に
観
光
土
産
を

よ
く
購
入
す
る
こ
と
や
、
観
光
土
産
に
食
品

を
選
択
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　観
光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
る
商
品
に
そ

の
地
域
の
特
産
品
を
活
用
す
る
試
み
が
、
多

く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
農
産
品

等
を
加
工
す
る
6
次
産
業
で
開
発
さ
れ
た
観

光
土
産
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

特
産
品
を
使
用
し
た
観
光
土
産
の
消
費
拡
大

は
地
域
事
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
観
光
土
産
の
リ
ピ

ー
ト
購
買
に
つ
い
て
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
外
国
人
旅
行
者
に
対
し
、
帰
国

後
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
喚
起
す
る
た
め
の
越

境
E
C
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

観
光
土
産
の
連
鎖
消
費

「
観
光
土
産
の
連
鎖
消
費
」
と
は
、
観
光
地

で
購
入
し
た
観
光
土
産
を
気
に
入
っ
て
、
何

度
も
購
入
す
る
こ
と
を
指
す
筆
者
が
提
唱
し

て
い
る
消
費
者
行
動
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の

概
念
を
説
明
す
る
。
図
表
1
は
、
観
光
土
産

の
購
買
意
思
決
定
モ
デ
ル
で
あ
る
。
一
般
的

な
購
買
意
思
決
定
モ
デ
ル
は
、
購
買
後
評
価

を
「
買
い
手
」
が
行
う
と
想
定
し
て
い
る
の

に
対
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
観
光
土
産
の
「
買

い
手
」
が
行
う
場
合
と
、
観
光
土
産
の
「
受

け
手
」
が
行
う
場
合
の
2
つ
の
パ
タ
ー
ン
を

想
定
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
観
光
土
産

は
自
分
の
た
め
に
購
入
す
る
場
合
と
、
第
三

者
に
贈
与
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
は
観
光
土
産
の

買
い
手
だ
け
で
は
な
く
受
け
手
に
よ
っ
て
も

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
と
、

ま
ず
買
い
手
が
自
分
の
た
め
や
、
第
三
者
に

贈
与
す
る
た
め
に
観
光
土
産
を
購
入
し
た
い

と
い
う
動
機
が
生
じ
（
問
題
認
識
）
、
次
に
、

旅
行
前
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
家
族
友
人
な
ど
の
ク

チ
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
現
地
や
観
光
土
産
に
関

す
る
情
報
が
収
集
さ
れ
る
（
情
報
収
集
）
。

さ
ら
に
、
旅
行
中
の
食
事
や
観
光
施
設
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
よ
り
収
集
さ
れ
る
情
報

が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
買
い
手

は
観
光
土
産
の
商
品
の
選
択
肢
を
評
価
す
る

自
分
な
り
の
商
品
の
評
価
基
準
を
形
成
し 

（
選
択
肢
評
価
）
購
買
に
い
た
る
。
な
お
、

評
価
基
準
は
商
品
の
見
た
目
や
機
能
性
に
関

す
る
「
外
的
な
特
性
」
と
、
旅
行
に
行
っ
た

出典：辻本ら（2013）の図を筆者修正（注3）

す
る
の
な
ら
ば
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
観

光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
た
商
品
は
、
旅
行

者
の
帰
国
後
に
消
費
が
拡
大
し
て
い
く
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
観

光
土
産
を
贈
与
目
的
で
購
入
す
る
場
合
、
贈

与
対
象
は
複
数
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
連
鎖
消
費
は
広
く
拡
散
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

特集 訪日外国人による越境ＥＣでの観光土産のリピート購買（連鎖消費）の可能性について4

購買（贈与）動機
贈与
自己購買

問題認識 情報収集 選択肢評価 購買 購買後評価

事前の
情報収集・
旅行での体験

商品の
選択基準 購買

受け手
による
評価

買い手
による
評価
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図表 2 観光土産の連鎖消費モデル図表 4 受け手の連鎖消費

「
場
所
の
象
徴
性
」
と
、
他
者
と
の
関
係
性

維
持
に
関
す
る
「
内
的
な
特
性
」
の
3
つ
か

ら
構
成
さ
れ
る
（
注
4
）
。
購
買
後
に
は
、

商
品
に
つ
い
て
の
評
価
が
な
さ
れ
る
（
購
買

後
評
価
）
が
、
買
い
手
が
自
分
の
た
め
に
購

入
し
た
観
光
土
産
の
場
合
は
買
い
手
に
よ
る

購
買
後
評
価
が
な
さ
れ
、
他
者
に
贈
与
さ
れ

た
場
合
は
買
い
手
に
加
え
、
受
け
手
に
よ
る

購
買
後
評
価
も
な
さ
れ
る
。

　図
表
2
は
観
光
土
産
の
連
鎖
消
費
モ
デ
ル

で
あ
る
。
連
鎖
消
費
と
は
、
観
光
土
産
を
買

い
手
か
ら
贈
与
さ
れ
た
受
け
手
が
そ
の
商
品

を
気
に
入
っ
た
場
合
、
自
ら
も
購
入
し
、
さ

ら
に
受
け
手
が
第
三
者
で
あ
る
知
人
に
贈
与

す
る
た
め
に
連
鎖
的
に
消
費
が
拡
大
し
て
い

く
と
仮
定
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。P

hase1

は
買
い
手
が
購
入
し
た
観
光
土
産
を
受
け
手

に
「
お
み
や
げ
」
と
し
て
贈
与
す
る
こ
と
、

自
己
消
費
し
気
に
入
っ
て
売
り
手
の
E
C
サ

イ
ト
な
ど
で
リ
ピ
ー
ト
購
買
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。P

hase2

は
観
光
土
産
の
受

け
手
が
商
品
を
気
に
入
り
、
自
ら
売
り
手
の

E
C
サ
イ
ト
で
購
入
し
消
費
す
る
と
と
も
に
、

購
入
し
た
商
品
を
「
お
す
そ
わ
け
」
な
ど
の

名
目
で
第
三
者
に
贈
与
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。P
hase3

は
受
け
手
か
ら
贈
与
さ

れ
た
第
三
者
が
商
品
を
気
に
入
り
、
自
ら
売

り
手
の
E
C
サ
イ
ト
で
購
入
し
消
費
す
る
と

と
も
に
、
購
入
し
た
商
品
を
「
お
す
そ
わ

け
」
な
ど
の
名
目
で
贈
与
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

　も
し
も
、
こ
の
よ
う
な
連
鎖
消
費
が
存
在

消
費
者
行
動
研
究

か
ら
見
た

観
光
土
産
の
特
徴

　観
光
土
産
の
注
目
す
べ
き
特
徴
の
ひ
と
つ

は
、自
分
の
た
め
に
購
入（
自
己
消
費
） 

す
る

だ
け
で
は
な
く
、他
者
に
贈
与
す
る
た
め
に

購
入
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。こ
れ

ま
で
の
消
費
者
行
動
研
究
で
は
日
常
に
お
け

る
購
買
行
動
と
比
較
し
観
光
土
産
の
特
徴
と

し
て
以
下
の
3
点
が
あ
る
と
さ
れ
る 

（
注
2
）。

❶
…
観
光
は
、
日
常
か
ら
離
れ
る
た
め
責
任

感
が
低
下
し
、
理
性
的
で
な
い
購
買
行
動
を

と
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

❷
…
観
光
地
の
独
特
な
環
境
が
消
費
者
に
刺

激
を
あ
た
え
る
「
場
所
の
消
費
」
で
あ
る
こ

と
。

❸
…
旅
行
者
が
購
入
す
る
土
産
物
は
、
旅
行

の
記
憶
と
い
う
価
値
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
、

他
者
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
も
も
ち

い
ら
れ
る
こ
と
。

　つ
ま
り
、
観
光
土
産
は
観
光
と
い
う
非
日

常
的
な
場
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が

開
放
的
に
な
り
、
普
段
は
買
わ
な
い
よ
う
な

商
品
ま
で
購
入
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
た
め

に
他
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
の
目
的
で
も
購

入
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
特
に
、
日

本
人
は
他
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
観
光
土
産

を
購
入
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
中
国

人
旅
行
者
も
日
本
人
と
同
様
に
観
光
土
産
を

よ
く
購
入
す
る
こ
と
や
、
観
光
土
産
に
食
品

を
選
択
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　観
光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
る
商
品
に
そ

の
地
域
の
特
産
品
を
活
用
す
る
試
み
が
、
多

く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
農
産
品

等
を
加
工
す
る
6
次
産
業
で
開
発
さ
れ
た
観

光
土
産
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

特
産
品
を
使
用
し
た
観
光
土
産
の
消
費
拡
大

は
地
域
事
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
観
光
土
産
の
リ
ピ

ー
ト
購
買
に
つ
い
て
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
外
国
人
旅
行
者
に
対
し
、
帰
国

後
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
喚
起
す
る
た
め
の
越

境
E
C
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

観
光
土
産
の
連
鎖
消
費

「
観
光
土
産
の
連
鎖
消
費
」
と
は
、
観
光
地

で
購
入
し
た
観
光
土
産
を
気
に
入
っ
て
、
何

度
も
購
入
す
る
こ
と
を
指
す
筆
者
が
提
唱
し

て
い
る
消
費
者
行
動
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の

概
念
を
説
明
す
る
。
図
表
1
は
、
観
光
土
産

の
購
買
意
思
決
定
モ
デ
ル
で
あ
る
。
一
般
的

な
購
買
意
思
決
定
モ
デ
ル
は
、
購
買
後
評
価

を
「
買
い
手
」
が
行
う
と
想
定
し
て
い
る
の

に
対
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
観
光
土
産
の
「
買

い
手
」
が
行
う
場
合
と
、
観
光
土
産
の
「
受

け
手
」
が
行
う
場
合
の
2
つ
の
パ
タ
ー
ン
を

想
定
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
観
光
土
産

は
自
分
の
た
め
に
購
入
す
る
場
合
と
、
第
三

者
に
贈
与
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
は
観
光
土
産
の

買
い
手
だ
け
で
は
な
く
受
け
手
に
よ
っ
て
も

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
と
、

ま
ず
買
い
手
が
自
分
の
た
め
や
、
第
三
者
に

贈
与
す
る
た
め
に
観
光
土
産
を
購
入
し
た
い

と
い
う
動
機
が
生
じ
（
問
題
認
識
）
、
次
に
、

旅
行
前
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
家
族
友
人
な
ど
の
ク

チ
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
現
地
や
観
光
土
産
に
関

す
る
情
報
が
収
集
さ
れ
る
（
情
報
収
集
）
。

さ
ら
に
、
旅
行
中
の
食
事
や
観
光
施
設
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
よ
り
収
集
さ
れ
る
情
報

が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
買
い
手

は
観
光
土
産
の
商
品
の
選
択
肢
を
評
価
す
る

自
分
な
り
の
商
品
の
評
価
基
準
を
形
成
し 

（
選
択
肢
評
価
）
購
買
に
い
た
る
。
な
お
、

評
価
基
準
は
商
品
の
見
た
目
や
機
能
性
に
関

す
る
「
外
的
な
特
性
」
と
、
旅
行
に
行
っ
た

越
境
E
C
に
よ
る

連
鎖
消
費
の
可
能
性

　筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
中
国
人
旅
行

者
（
買
い
手
）
な
ら
び
に
中
国
国
内
の
観
光

土
産
の
受
贈
者
（
受
け
手
）
に
対
す
る
調
査

デ
ー
タ
（
注
5
）
を
用
い
て
連
鎖
消
費
の
存

在
を
確
認
す
る
。
図
表
3
は
、
買
い
手
の
日

本
で
購
入
し
た
観
光
土
産
の
リ
ピ
ー
ト
購
買

経
験
で
あ
る
。
日
本
へ
の
旅
行
で
購
入
し
た

観
光
土
産
（
食
品
）
を
気
に
入
っ
て
、
帰
国

後
に
E
C
で
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
い

う
質
問
に
対
し
、
21
・
5
%
が
「
よ
く
す

る
」
、
43
・
3
%
が
「
し
た
こ
と
が
あ
る
」

と
回
答
し
、
6
割
以
上
の
旅
行
者
に
E
C
利

用
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
経
験
が
あ
っ
た
。

　次
に
観
光
土
産
の
受
け
手
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
図
表
4
の
よ
う
に
、
「
受
け
取
っ
た

日
本
の
観
光
土
産
を
気
に
入
っ
た
の
で
、
後

日
自
分
で
も
購
入
し
た
か
」
と
の
質
問
に
対

し
49
・
9
%
が
購
入
し
た
と
回
答
し
、
「
そ

の
商
品
を
知
人
な
ど
の
第
三
者
に
『
お
す
そ

わ
け
』
し
た
か
」
の
質
問
で
は
、
な
ん
と
購

入
者
の
92
・
5
%
が
「
お
す
そ
わ
け
」
し
た

と
回
答
し
、
連
鎖
消
費
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
筆
者
の
日
本
人
を
対
象
と

し
た
調
査
で
も
、
観
光
土
産
の
受
贈
後
に
自

ら
購
入
す
る
受
け
手
は
、
購
入
し
た
商
品
を

第
三
者
に
贈
与
す
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
人

の
場
合
と
同
様
に
中
国
人
の
受
け
手
に
も
そ

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
彼
ら
は
自

ら
購
入
し
た
「
試
食
付
き
の
ク
チ
コ
ミ
」
を

拡
散
し
て
く
れ
る
消
費
者
で
あ
る
。
な
お
、

購
入
者
の
購
入
チ
ャ
ネ
ル
は
、
49
・
3
% 

が
日
本
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
あ
り
、
購
入
者
の
半
数
が
越
境
E
C
を
利

2
回
目
訪
日
者
は
82
・
7
%
で
あ
っ
た
。
3

回
目
以
上
が
プ
ラ
ス
の
有
意
差
、
初
回
が
マ

イ
ナ
ス
の
有
意
差
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

訪
日
経
験
が
高
ま
る
ほ
ど
、
リ
ピ
ー
ト
購
買

意
向
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　次
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
求

め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
で
あ
る
が
、
シ

ョ
ッ
プ
の
中
国
語
対
応
に
つ
い
て
は
、「
サ
イ
ト

の
中
国
語
表
記
」に
つ
い
て
、3
回
目
以
上
の

訪
日
経
験
者
の
80
・
9
%
が
購
買
意
向
を
示

し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
68
・
0
%
、
2
回

目
訪
日
者
は
76
・
2
%
で
あ
っ
た
。
「
電
話

や
メ
ー
ル
に
よ
る
中
国
語
で
の
問
い
合
わ

せ
」
で
は
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の

73
・
8
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。

一
方
、
初
回
訪
日
者
は
59
・
0
%
、2
回
目

訪
日
者
は
67
・
3
%
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
訪

日
経
験
が
高
ま
る
ほ
ど
中
国
語
表
記
へ
の
ニ

ー
ズ
も
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　購
入
の
利
便
性
に
つ
い
て
は
、
「
返
品
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
3

回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
76
・
5
%
が
リ

ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初
回

訪
日
者
は
62
・
1
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

73
・
8
%
で
あ
っ
た
。「
送
料
の
安
さ
」
で
は
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
79
・
8
%
が

リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初

回
訪
日
者
は
62
・
6
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

67
・
3
%
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
に

つ
い
て
は
、
3
回
目
以
上
と
初
回
訪
日
旅
行

者
の
間
に
明
確
な
差
異
が
見
ら
れ
、
訪
日
経

験
が
高
ま
る
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
。

　で
は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
商
品
を
リ
ピ

ー
ト
購
買
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
「
生
産
者
や
製
造
者
に
よ
る
直
接
販

売
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験

者
の
83
・
6
%
、2
回
目
訪
日
者
の
77
・
1
%

が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、

初
回
訪
日
者
は
62
・
6
%
で
あ
っ
た
。
「
産

地
の
明
記
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪

日
経
験
者
の
77
・
0
%
、
2
回
目
訪
日
者
の

77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。

3
回
目
以
上
と
2
回
目
は
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ

る
。一
方
、
初
回
訪
日
者
は
63
・
9
%
で
あ
っ
た
。

「
日
本
か
ら
の
直
接
発
送
」
で
は
、
3
回
目

以
上
の
訪
日
経
験
者
の
77
・
6
%
、
2
回
目

訪
日
者
の
77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向

を
示
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
も
3
回
目

以
上
と
2
回
目
は
同
じ
割
合
で
あ
る
。
一
方
、

初
回
訪
日
者
は
63
・
4
%
で
あ
っ
た
。
2
回

　
　
　

訪
日
経
験
の
程
度
と

リ
ピ
ー
ト
購
買

　訪
日
中
国
人
旅
行
者
が
増
加
す
る
に
し
た

が
い
、
旅
行
者
の
消
費
者
属
性
が
多
様
化
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
訪
日
旅
行
者
に
対
し
観

光
土
産
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
多
様
化
す
る
旅
行
者
の
特
徴
を
捉
え

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
調
査
デ
ー
タ
を

も
と
に
旅
行
者
の
訪
日
経
験
の
程
度
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購

買
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　回
答
者
を
初
心
者
で
あ
る
初
回
訪
日
者
、

リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
2
度
目
の
訪
日
者
、
ヘ

ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
み
な
し
た
3
回
目
以
上
の

訪
日
者
に
分
類
し
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購

買
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
図
表

5
は
買
い
手
の
訪
日
経
験
の
程
度
と
観
光
土

産
の
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
の
際
に
重

視
す
る
項
目
で
統
計
的
に
有
意
な
差
異
が
み

と
め
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
（
注
6
）
。

　ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て

の
意
向
で
あ
る
が
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経

験
者
の
88
・
0
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を

示
し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
71
・
4
%
、

用
し
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
越
境
E
C
に
よ
る
観
光
土

産
の
消
費
拡
大
を
企
図
す
る
事
業
者
は
、
買

い
手
で
あ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
加
え
、

観
光
土
産
の
受
け
手
を
意
識
し
た
商
品
開
発
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
え
る
。

目
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
旅
行
者
は
「
日
本

製
」
「
日
本
産
」
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
商
品
の
限
定
性

に
つ
い
て
は
、「
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い

特
産
品
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経

験
者
の
77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を

示
し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
66
・
5
%
、
2

回
目
訪
日
者
は
70
・
1
%
で
あ
っ
た
。
「
果

物
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
農
産
品
」
で
は
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
72
・
7
%
が

リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初

回
訪
日
者
は
60
・
3
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

67
・
3
% 

で
あ
っ
た
。

「
産
地
の
明
記
」
、
「
生
産
者
や
製
造
者
に

よ
る
直
接
販
売
」
、
「
日
本
か
ら
の
直
接
発

送
」
な
ど
の
「
生
産
者
・
製
造
者
」
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
（
2
回
目
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
者
）
が
強
い
結
果
と
な

り
、
「
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
特
産

品
」
、
「
果
物
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
農
産

品
」
な
ど
の
「
限
定
性
」
に
対
す
る
こ
だ
わ

り
に
つ
い
て
は
、
訪
日
経
験
が
高
く
な
る
ほ

ど
強
く
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

出典：辻本ら（2013）の図を筆者修正（注3）

n=825

す
る
の
な
ら
ば
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
観

光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
た
商
品
は
、
旅
行

者
の
帰
国
後
に
消
費
が
拡
大
し
て
い
く
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
観

光
土
産
を
贈
与
目
的
で
購
入
す
る
場
合
、
贈

与
対
象
は
複
数
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
連
鎖
消
費
は
広
く
拡
散
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

特集 訪日外国人による越境ＥＣでの観光土産のリピート購買（連鎖消費）の可能性について4

購買 購買後
評価

売り手
ECサイト

自己消費

贈与（おみやげ）

贈与（おすそわけ）

贈与（おすそわけ）

購買
動機

情報
収集

選択
基準 購買 購買後

評価 購買 購買後
評価

購買後
評価

購買後
評価

購買
動機

情報
収集

選択
基準 購買 購買後

評価

買い手

受け手

第三者

Phase 1

Phase 2

Phase 3

受け取った
日本の観光土産を

気に入って
自分でも購入した

購入しなかった
50.1%

購入した
49.9% その商品を

第三者におすそわけ
しなかった

7.5%

その商品を
第三者に

おすそわけした
92.5%

よくする
21.5%

したこと
がある
43.3%

したことが
ない

35.2%

図表 3 買い手のECによる
リピート購買経験

n=832
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図表 2 観光土産の連鎖消費モデル図表 4 受け手の連鎖消費

「
場
所
の
象
徴
性
」
と
、
他
者
と
の
関
係
性

維
持
に
関
す
る
「
内
的
な
特
性
」
の
3
つ
か

ら
構
成
さ
れ
る
（
注
4
）
。
購
買
後
に
は
、

商
品
に
つ
い
て
の
評
価
が
な
さ
れ
る
（
購
買

後
評
価
）
が
、
買
い
手
が
自
分
の
た
め
に
購

入
し
た
観
光
土
産
の
場
合
は
買
い
手
に
よ
る

購
買
後
評
価
が
な
さ
れ
、
他
者
に
贈
与
さ
れ

た
場
合
は
買
い
手
に
加
え
、
受
け
手
に
よ
る

購
買
後
評
価
も
な
さ
れ
る
。

　図
表
2
は
観
光
土
産
の
連
鎖
消
費
モ
デ
ル

で
あ
る
。
連
鎖
消
費
と
は
、
観
光
土
産
を
買

い
手
か
ら
贈
与
さ
れ
た
受
け
手
が
そ
の
商
品

を
気
に
入
っ
た
場
合
、
自
ら
も
購
入
し
、
さ

ら
に
受
け
手
が
第
三
者
で
あ
る
知
人
に
贈
与

す
る
た
め
に
連
鎖
的
に
消
費
が
拡
大
し
て
い

く
と
仮
定
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。P

hase1

は
買
い
手
が
購
入
し
た
観
光
土
産
を
受
け
手

に
「
お
み
や
げ
」
と
し
て
贈
与
す
る
こ
と
、

自
己
消
費
し
気
に
入
っ
て
売
り
手
の
E
C
サ

イ
ト
な
ど
で
リ
ピ
ー
ト
購
買
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。P

hase2

は
観
光
土
産
の
受

け
手
が
商
品
を
気
に
入
り
、
自
ら
売
り
手
の

E
C
サ
イ
ト
で
購
入
し
消
費
す
る
と
と
も
に
、

購
入
し
た
商
品
を
「
お
す
そ
わ
け
」
な
ど
の

名
目
で
第
三
者
に
贈
与
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。P

hase3

は
受
け
手
か
ら
贈
与
さ

れ
た
第
三
者
が
商
品
を
気
に
入
り
、
自
ら
売

り
手
の
E
C
サ
イ
ト
で
購
入
し
消
費
す
る
と

と
も
に
、
購
入
し
た
商
品
を
「
お
す
そ
わ

け
」
な
ど
の
名
目
で
贈
与
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

　も
し
も
、
こ
の
よ
う
な
連
鎖
消
費
が
存
在

消
費
者
行
動
研
究

か
ら
見
た

観
光
土
産
の
特
徴

　観
光
土
産
の
注
目
す
べ
き
特
徴
の
ひ
と
つ

は
、自
分
の
た
め
に
購
入（
自
己
消
費
） 

す
る

だ
け
で
は
な
く
、他
者
に
贈
与
す
る
た
め
に

購
入
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。こ
れ

ま
で
の
消
費
者
行
動
研
究
で
は
日
常
に
お
け

る
購
買
行
動
と
比
較
し
観
光
土
産
の
特
徴
と

し
て
以
下
の
3
点
が
あ
る
と
さ
れ
る 

（
注
2
）。

❶
…
観
光
は
、
日
常
か
ら
離
れ
る
た
め
責
任

感
が
低
下
し
、
理
性
的
で
な
い
購
買
行
動
を

と
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

❷
…
観
光
地
の
独
特
な
環
境
が
消
費
者
に
刺

激
を
あ
た
え
る
「
場
所
の
消
費
」
で
あ
る
こ

と
。

❸
…
旅
行
者
が
購
入
す
る
土
産
物
は
、
旅
行

の
記
憶
と
い
う
価
値
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
た
、

他
者
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
も
も
ち

い
ら
れ
る
こ
と
。

　つ
ま
り
、
観
光
土
産
は
観
光
と
い
う
非
日

常
的
な
場
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が

開
放
的
に
な
り
、
普
段
は
買
わ
な
い
よ
う
な

商
品
ま
で
購
入
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
た
め

に
他
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
の
目
的
で
も
購

入
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
特
に
、
日

本
人
は
他
者
へ
の
贈
り
物
と
し
て
観
光
土
産

を
購
入
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
中
国

人
旅
行
者
も
日
本
人
と
同
様
に
観
光
土
産
を

よ
く
購
入
す
る
こ
と
や
、
観
光
土
産
に
食
品

を
選
択
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　観
光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
る
商
品
に
そ

の
地
域
の
特
産
品
を
活
用
す
る
試
み
が
、
多

く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
農
産
品

等
を
加
工
す
る
6
次
産
業
で
開
発
さ
れ
た
観

光
土
産
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

特
産
品
を
使
用
し
た
観
光
土
産
の
消
費
拡
大

は
地
域
事
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
観
光
土
産
の
リ
ピ

ー
ト
購
買
に
つ
い
て
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
外
国
人
旅
行
者
に
対
し
、
帰
国

後
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
喚
起
す
る
た
め
の
越

境
E
C
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

観
光
土
産
の
連
鎖
消
費

「
観
光
土
産
の
連
鎖
消
費
」
と
は
、
観
光
地

で
購
入
し
た
観
光
土
産
を
気
に
入
っ
て
、
何

度
も
購
入
す
る
こ
と
を
指
す
筆
者
が
提
唱
し

て
い
る
消
費
者
行
動
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の

概
念
を
説
明
す
る
。
図
表
1
は
、
観
光
土
産

の
購
買
意
思
決
定
モ
デ
ル
で
あ
る
。
一
般
的

な
購
買
意
思
決
定
モ
デ
ル
は
、
購
買
後
評
価

を
「
買
い
手
」
が
行
う
と
想
定
し
て
い
る
の

に
対
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
観
光
土
産
の
「
買

い
手
」
が
行
う
場
合
と
、
観
光
土
産
の
「
受

け
手
」
が
行
う
場
合
の
2
つ
の
パ
タ
ー
ン
を

想
定
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
観
光
土
産

は
自
分
の
た
め
に
購
入
す
る
場
合
と
、
第
三

者
に
贈
与
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
は
観
光
土
産
の

買
い
手
だ
け
で
は
な
く
受
け
手
に
よ
っ
て
も

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
と
、

ま
ず
買
い
手
が
自
分
の
た
め
や
、
第
三
者
に

贈
与
す
る
た
め
に
観
光
土
産
を
購
入
し
た
い

と
い
う
動
機
が
生
じ
（
問
題
認
識
）
、
次
に
、

旅
行
前
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
家
族
友
人
な
ど
の
ク

チ
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
現
地
や
観
光
土
産
に
関

す
る
情
報
が
収
集
さ
れ
る
（
情
報
収
集
）
。

さ
ら
に
、
旅
行
中
の
食
事
や
観
光
施
設
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
よ
り
収
集
さ
れ
る
情
報

が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
買
い
手

は
観
光
土
産
の
商
品
の
選
択
肢
を
評
価
す
る

自
分
な
り
の
商
品
の
評
価
基
準
を
形
成
し 

（
選
択
肢
評
価
）
購
買
に
い
た
る
。
な
お
、

評
価
基
準
は
商
品
の
見
た
目
や
機
能
性
に
関

す
る
「
外
的
な
特
性
」
と
、
旅
行
に
行
っ
た

越
境
E
C
に
よ
る

連
鎖
消
費
の
可
能
性

　筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
中
国
人
旅
行

者
（
買
い
手
）
な
ら
び
に
中
国
国
内
の
観
光

土
産
の
受
贈
者
（
受
け
手
）
に
対
す
る
調
査

デ
ー
タ
（
注
5
）
を
用
い
て
連
鎖
消
費
の
存

在
を
確
認
す
る
。
図
表
3
は
、
買
い
手
の
日

本
で
購
入
し
た
観
光
土
産
の
リ
ピ
ー
ト
購
買

経
験
で
あ
る
。
日
本
へ
の
旅
行
で
購
入
し
た

観
光
土
産
（
食
品
）
を
気
に
入
っ
て
、
帰
国

後
に
E
C
で
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
い

う
質
問
に
対
し
、
21
・
5
%
が
「
よ
く
す

る
」
、
43
・
3
%
が
「
し
た
こ
と
が
あ
る
」

と
回
答
し
、
6
割
以
上
の
旅
行
者
に
E
C
利

用
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
経
験
が
あ
っ
た
。

　次
に
観
光
土
産
の
受
け
手
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
図
表
4
の
よ
う
に
、
「
受
け
取
っ
た

日
本
の
観
光
土
産
を
気
に
入
っ
た
の
で
、
後

日
自
分
で
も
購
入
し
た
か
」
と
の
質
問
に
対

し
49
・
9
%
が
購
入
し
た
と
回
答
し
、
「
そ

の
商
品
を
知
人
な
ど
の
第
三
者
に
『
お
す
そ

わ
け
』
し
た
か
」
の
質
問
で
は
、
な
ん
と
購

入
者
の
92
・
5
%
が
「
お
す
そ
わ
け
」
し
た

と
回
答
し
、
連
鎖
消
費
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
筆
者
の
日
本
人
を
対
象
と

し
た
調
査
で
も
、
観
光
土
産
の
受
贈
後
に
自

ら
購
入
す
る
受
け
手
は
、
購
入
し
た
商
品
を

第
三
者
に
贈
与
す
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
人

の
場
合
と
同
様
に
中
国
人
の
受
け
手
に
も
そ

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
い
わ
ば
、
彼
ら
は
自

ら
購
入
し
た
「
試
食
付
き
の
ク
チ
コ
ミ
」
を

拡
散
し
て
く
れ
る
消
費
者
で
あ
る
。
な
お
、

購
入
者
の
購
入
チ
ャ
ネ
ル
は
、
49
・
3
% 

が
日
本
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
あ
り
、
購
入
者
の
半
数
が
越
境
E
C
を
利

2
回
目
訪
日
者
は
82
・
7
%
で
あ
っ
た
。
3

回
目
以
上
が
プ
ラ
ス
の
有
意
差
、
初
回
が
マ

イ
ナ
ス
の
有
意
差
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

訪
日
経
験
が
高
ま
る
ほ
ど
、
リ
ピ
ー
ト
購
買

意
向
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　次
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
求

め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
で
あ
る
が
、
シ

ョ
ッ
プ
の
中
国
語
対
応
に
つ
い
て
は
、「
サ
イ
ト

の
中
国
語
表
記
」に
つ
い
て
、3
回
目
以
上
の

訪
日
経
験
者
の
80
・
9
%
が
購
買
意
向
を
示

し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
68
・
0
%
、
2
回

目
訪
日
者
は
76
・
2
%
で
あ
っ
た
。
「
電
話

や
メ
ー
ル
に
よ
る
中
国
語
で
の
問
い
合
わ

せ
」
で
は
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の

73
・
8
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。

一
方
、
初
回
訪
日
者
は
59
・
0
%
、2
回
目

訪
日
者
は
67
・
3
%
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
訪

日
経
験
が
高
ま
る
ほ
ど
中
国
語
表
記
へ
の
ニ

ー
ズ
も
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　購
入
の
利
便
性
に
つ
い
て
は
、
「
返
品
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
3

回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
76
・
5
%
が
リ

ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初
回

訪
日
者
は
62
・
1
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

73
・
8
%
で
あ
っ
た
。「
送
料
の
安
さ
」
で
は
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
79
・
8
%
が

リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初

回
訪
日
者
は
62
・
6
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

67
・
3
%
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
に

つ
い
て
は
、
3
回
目
以
上
と
初
回
訪
日
旅
行

者
の
間
に
明
確
な
差
異
が
見
ら
れ
、
訪
日
経

験
が
高
ま
る
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
。

　で
は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
商
品
を
リ
ピ

ー
ト
購
買
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
「
生
産
者
や
製
造
者
に
よ
る
直
接
販

売
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験

者
の
83
・
6
%
、2
回
目
訪
日
者
の
77
・
1
%

が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、

初
回
訪
日
者
は
62
・
6
%
で
あ
っ
た
。
「
産

地
の
明
記
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪

日
経
験
者
の
77
・
0
%
、
2
回
目
訪
日
者
の

77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。

3
回
目
以
上
と
2
回
目
は
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ

る
。一
方
、
初
回
訪
日
者
は
63
・
9
%
で
あ
っ
た
。

「
日
本
か
ら
の
直
接
発
送
」
で
は
、
3
回
目

以
上
の
訪
日
経
験
者
の
77
・
6
%
、
2
回
目

訪
日
者
の
77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向

を
示
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
も
3
回
目

以
上
と
2
回
目
は
同
じ
割
合
で
あ
る
。
一
方
、

初
回
訪
日
者
は
63
・
4
%
で
あ
っ
た
。
2
回

　
　
　

訪
日
経
験
の
程
度
と

リ
ピ
ー
ト
購
買

　訪
日
中
国
人
旅
行
者
が
増
加
す
る
に
し
た

が
い
、
旅
行
者
の
消
費
者
属
性
が
多
様
化
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
訪
日
旅
行
者
に
対
し
観

光
土
産
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
多
様
化
す
る
旅
行
者
の
特
徴
を
捉
え

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
調
査
デ
ー
タ
を

も
と
に
旅
行
者
の
訪
日
経
験
の
程
度
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購

買
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　回
答
者
を
初
心
者
で
あ
る
初
回
訪
日
者
、

リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
2
度
目
の
訪
日
者
、
ヘ

ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
み
な
し
た
3
回
目
以
上
の

訪
日
者
に
分
類
し
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購

買
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
図
表

5
は
買
い
手
の
訪
日
経
験
の
程
度
と
観
光
土

産
の
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
の
際
に
重

視
す
る
項
目
で
統
計
的
に
有
意
な
差
異
が
み

と
め
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
（
注
6
）
。

　ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て

の
意
向
で
あ
る
が
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経

験
者
の
88
・
0
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を

示
し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
71
・
4
%
、

用
し
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
越
境
E
C
に
よ
る
観
光
土

産
の
消
費
拡
大
を
企
図
す
る
事
業
者
は
、
買

い
手
で
あ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
加
え
、

観
光
土
産
の
受
け
手
を
意
識
し
た
商
品
開
発
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
え
る
。

目
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
旅
行
者
は
「
日
本

製
」
「
日
本
産
」
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
商
品
の
限
定
性

に
つ
い
て
は
、「
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い

特
産
品
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経

験
者
の
77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を

示
し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
66
・
5
%
、
2

回
目
訪
日
者
は
70
・
1
%
で
あ
っ
た
。
「
果

物
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
農
産
品
」
で
は
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
72
・
7
%
が

リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初

回
訪
日
者
は
60
・
3
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

67
・
3
% 

で
あ
っ
た
。

「
産
地
の
明
記
」
、
「
生
産
者
や
製
造
者
に

よ
る
直
接
販
売
」
、
「
日
本
か
ら
の
直
接
発

送
」
な
ど
の
「
生
産
者
・
製
造
者
」
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
（
2
回
目
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
者
）
が
強
い
結
果
と
な

り
、
「
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
特
産

品
」
、
「
果
物
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
農
産

品
」
な
ど
の
「
限
定
性
」
に
対
す
る
こ
だ
わ

り
に
つ
い
て
は
、
訪
日
経
験
が
高
く
な
る
ほ

ど
強
く
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

出典：辻本ら（2013）の図を筆者修正（注3）

n=825

す
る
の
な
ら
ば
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
観

光
土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
た
商
品
は
、
旅
行

者
の
帰
国
後
に
消
費
が
拡
大
し
て
い
く
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
観

光
土
産
を
贈
与
目
的
で
購
入
す
る
場
合
、
贈

与
対
象
は
複
数
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
連
鎖
消
費
は
広
く
拡
散
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

特集 訪日外国人による越境ＥＣでの観光土産のリピート購買（連鎖消費）の可能性について4

購買 購買後
評価

売り手
ECサイト

自己消費

贈与（おみやげ）

贈与（おすそわけ）

贈与（おすそわけ）

購買
動機

情報
収集

選択
基準 購買 購買後

評価 購買 購買後
評価

購買後
評価

購買後
評価

購買
動機

情報
収集

選択
基準 購買 購買後

評価

買い手

受け手

第三者

Phase 1

Phase 2

Phase 3

受け取った
日本の観光土産を

気に入って
自分でも購入した

購入しなかった
50.1%

購入した
49.9% その商品を

第三者におすそわけ
しなかった

7.5%

その商品を
第三者に

おすそわけした
92.5%

よくする
21.5%

したこと
がある
43.3%

したことが
ない

35.2%

図表 3 買い手のECによる
リピート購買経験

n=832
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2
回
目
訪
日
者
は
82
・
7
%
で
あ
っ
た
。
3

回
目
以
上
が
プ
ラ
ス
の
有
意
差
、
初
回
が
マ

イ
ナ
ス
の
有
意
差
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

訪
日
経
験
が
高
ま
る
ほ
ど
、
リ
ピ
ー
ト
購
買

意
向
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　次
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
求

め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
で
あ
る
が
、
シ

ョ
ッ
プ
の
中
国
語
対
応
に
つ
い
て
は
、「
サ
イ
ト

の
中
国
語
表
記
」に
つ
い
て
、3
回
目
以
上
の

訪
日
経
験
者
の
80
・
9
%
が
購
買
意
向
を
示

し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
68
・
0
%
、
2
回

目
訪
日
者
は
76
・
2
%
で
あ
っ
た
。
「
電
話

や
メ
ー
ル
に
よ
る
中
国
語
で
の
問
い
合
わ

せ
」
で
は
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の

73
・
8
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。

一
方
、
初
回
訪
日
者
は
59
・
0
%
、2
回
目

訪
日
者
は
67
・
3
%
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
訪

日
経
験
が
高
ま
る
ほ
ど
中
国
語
表
記
へ
の
ニ

ー
ズ
も
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　購
入
の
利
便
性
に
つ
い
て
は
、
「
返
品
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
3

回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
76
・
5
%
が
リ

ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初
回

訪
日
者
は
62
・
1
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

73
・
8
%
で
あ
っ
た
。「
送
料
の
安
さ
」
で
は
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
79
・
8
%
が

リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初

回
訪
日
者
は
62
・
6
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

67
・
3
%
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
に

つ
い
て
は
、
3
回
目
以
上
と
初
回
訪
日
旅
行

者
の
間
に
明
確
な
差
異
が
見
ら
れ
、
訪
日
経

験
が
高
ま
る
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
。

　で
は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
商
品
を
リ
ピ

ー
ト
購
買
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
「
生
産
者
や
製
造
者
に
よ
る
直
接
販

売
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験

者
の
83
・
6
%
、2
回
目
訪
日
者
の
77
・
1
%

が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、

初
回
訪
日
者
は
62
・
6
%
で
あ
っ
た
。
「
産

地
の
明
記
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪

日
経
験
者
の
77
・
0
%
、
2
回
目
訪
日
者
の

77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。

3
回
目
以
上
と
2
回
目
は
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ

る
。一
方
、
初
回
訪
日
者
は
63
・
9
%
で
あ
っ
た
。

「
日
本
か
ら
の
直
接
発
送
」
で
は
、
3
回
目

以
上
の
訪
日
経
験
者
の
77
・
6
%
、
2
回
目

訪
日
者
の
77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向

を
示
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
も
3
回
目

以
上
と
2
回
目
は
同
じ
割
合
で
あ
る
。
一
方
、

初
回
訪
日
者
は
63
・
4
%
で
あ
っ
た
。
2
回

　
　
　

訪
日
経
験
の
程
度
と

リ
ピ
ー
ト
購
買

　訪
日
中
国
人
旅
行
者
が
増
加
す
る
に
し
た

が
い
、
旅
行
者
の
消
費
者
属
性
が
多
様
化
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
訪
日
旅
行
者
に
対
し
観

光
土
産
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
多
様
化
す
る
旅
行
者
の
特
徴
を
捉
え

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
調
査
デ
ー
タ
を

も
と
に
旅
行
者
の
訪
日
経
験
の
程
度
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購

買
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　回
答
者
を
初
心
者
で
あ
る
初
回
訪
日
者
、

リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
2
度
目
の
訪
日
者
、
ヘ

ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
み
な
し
た
3
回
目
以
上
の

訪
日
者
に
分
類
し
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購

買
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
図
表

5
は
買
い
手
の
訪
日
経
験
の
程
度
と
観
光
土

産
の
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
の
際
に
重

視
す
る
項
目
で
統
計
的
に
有
意
な
差
異
が
み

と
め
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
（
注
6
）
。

　ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て

の
意
向
で
あ
る
が
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経

験
者
の
88
・
0
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を

示
し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
71
・
4
%
、

　
　
　

受
け
手
の
越
境
E
C
の

利
用
理
由

　前
述
の
通
り
、
観
光
土
産
を
連
鎖
消
費
し

た
受
け
手
の
半
数
が
越
境
E
C
を
利
用
し
て

い
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
受
け
手
が
越
境

E
C
で
購
入
す
る
理
由
は
、
「
取
引
の
安
全

性
が
高
い
（
偽
物
が
少
な
い
）
か
ら
」
が

83
・
8
％
、
「
商
品
品
質
（
消
費
期
限
が
長

い
な
ど
）
が
良
い
か
ら
」
が
77
・
8
％
、

「
ス
テ
ー
タ
ス
が
高
い
か
ら
」
が
45
・
3
％
、

「
中
国
国
内
で
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
」
が
44
・
3
%
、
「
中
国
国
内
で
購
入
す

る
よ
り
も
、
価
格
が
安
い
か
ら
」
が
34
・
5
%

で
あ
り
、
突
出
し
て
高
い
の
は
「
取
引
の
安

全
性
」
と
「
商
品
の
品
質
」
の
高
さ
で
あ
っ

た
。

目
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
旅
行
者
は
「
日
本

製
」
「
日
本
産
」
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
商
品
の
限
定
性

に
つ
い
て
は
、「
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い

特
産
品
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経

験
者
の
77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を

示
し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
66
・
5
%
、
2

回
目
訪
日
者
は
70
・
1
%
で
あ
っ
た
。
「
果

物
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
農
産
品
」
で
は
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
72
・
7
%
が

リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初

回
訪
日
者
は
60
・
3
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

67
・
3
% 

で
あ
っ
た
。

「
産
地
の
明
記
」
、
「
生
産
者
や
製
造
者
に

よ
る
直
接
販
売
」
、
「
日
本
か
ら
の
直
接
発

送
」
な
ど
の
「
生
産
者
・
製
造
者
」
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
（
2
回
目
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
者
）
が
強
い
結
果
と
な

り
、
「
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
特
産

品
」
、
「
果
物
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
農
産

品
」
な
ど
の
「
限
定
性
」
に
対
す
る
こ
だ
わ

り
に
つ
い
て
は
、
訪
日
経
験
が
高
く
な
る
ほ

ど
強
く
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

越
境
E
C
に
よ
る

消
費
拡
大
に
お
け
る

課
題
と
施
策

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
中
国
人
旅
行
者
や
観
光
土
産
の
受
け
手

に
よ
る
連
鎖
消
費
の
存
在
が
確
認
で
き
た
た

め
、
帰
国
後
の
越
境
E
C
で
の
リ
ピ
ー
ト
購

買
を
喚
起
す
る
こ
と
は
観
光
土
産
の
消
費
拡

大
に
重
要
で
あ
る
。
筆
者
が
考
え
る
越
境

E
C
で
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に
関
す
る
課

題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

❶
…
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、
気
に
入
っ
た
観
光
土

産
を
リ
ピ
ー
ト
購
買
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、

事
業
者
は
帰
国
後
に
購
入
が
可
能
な
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

❷
…
訪
日
頻
度
が
高
ま
る
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
中
国
語
対
応
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
た
め
、
事
業
者
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
中
国
語
で
の
対
応

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
人
材
育
成
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

❸
…
リ
ピ
ー
タ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
に
際
し
て
「
生
産

者
」
「
製
造
者
」
に
対
す
る
強
い
購
買
意
向

が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
対

し
、
「
日
本
産
・
日
本
製
」
の
訴
求
が
よ
り

効
果
的
で
あ
る
。

❹
…
観
光
土
産
の
受
け
手
が
越
境
E
C
を
利

用
す
る
理
由
は
、
「
取
引
の
安
全
性
」
、

「
商
品
の
品
質
」
の
高
さ
へ
の
信
頼
で
あ
る
。

事
業
者
は
取
引
の
安
全
性
や
品
質
の
訴
求
を

中
国
語
で
表
記
し
、
訴
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

❺
…
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
に
し
た
が
い
、

地
域
の
特
産
品
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
予
想

さ
れ
る
た
め
、
訪
日
経
験
の
程
度
に
対
応
し

た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
理
解
可
能
な
言
語
に
よ

る
地
域
の
特
産
品
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
は
、
観
光
土
産

の
受
け
手
ま
で
を
意
識
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

シ
ョ
ッ
パ
ー
（
買
物
袋
）
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
誘
導
の
仕
掛
け 

（
U
R
L

や
ア
ク
セ
ス
時
の
特
典
の
表
記
な
ど
）
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
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図表 5 買い手の訪日経験の程度と観光土産のECによるリピート購買意向

（+）: 統計的に意味のある差がプラスであった項目
（-）: 統計的に意味のある差がマイナスであった項目

88.0%

82.7%

71.4%

日本の旅行で購入し
た旅行土産（食品）が、
インターネットショッ
プで手に入るのなら、
再度購入してみたい

80.9%

76.2%

68.0%

ショップのサイトが中
国語で表記されてい
るならば、購入してみ
たい

73.8%

67.3%

59.0%

電話やメールで、中国
語で問い合わせる事
が出来るのなら、購入
してみたい

76.5%

73.8%

62.1%

返品などのアフターサ
ービスがあれば、購入
してみたい

79.8%

67.3%

62.6%

送料が安ければ、購入
してみたい

83.6%

77.1%

62.6%

生産者や製造者が直
接販売していれば、購
入してみたい

77.6%

77.6%

63.4%

日本から直接発送す
るのであれば、購入し
てみたい

77.0%

77.6%

63.9%

産地が明記してあれ
ば、購入してみたい

77.6%

70.1%

66.5%

日本でしか手に入らな
い特産品なら、購入し
てみたい

72.7%

67.3%

60.3%

果物などの季節感の
ある農産品なら、購入
してみたい

（+）

（-）

3回目以上（n=183）
2回目以上（n=214）
初めて（n=388）

図表 6 受け手の越境ECの利用理由

中国国内で購入す
るよりも、取引の安
全性が高い（偽物
が少ないなど）から

中国国内で購入す
るよりも、商品品
質（消費期限が長
いなど）が良いから

中国国内で購入す
るよりも、ステータ
スが高いと思うか
ら

中国国内では販
売されていないか
ら

中国国内で購入す
るよりも、価格が安
いから 90%
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2
回
目
訪
日
者
は
82
・
7
%
で
あ
っ
た
。
3

回
目
以
上
が
プ
ラ
ス
の
有
意
差
、
初
回
が
マ

イ
ナ
ス
の
有
意
差
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

訪
日
経
験
が
高
ま
る
ほ
ど
、
リ
ピ
ー
ト
購
買

意
向
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　次
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
求

め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
で
あ
る
が
、
シ

ョ
ッ
プ
の
中
国
語
対
応
に
つ
い
て
は
、「
サ
イ
ト

の
中
国
語
表
記
」に
つ
い
て
、3
回
目
以
上
の

訪
日
経
験
者
の
80
・
9
%
が
購
買
意
向
を
示

し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
68
・
0
%
、
2
回

目
訪
日
者
は
76
・
2
%
で
あ
っ
た
。
「
電
話

や
メ
ー
ル
に
よ
る
中
国
語
で
の
問
い
合
わ

せ
」
で
は
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の

73
・
8
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。

一
方
、
初
回
訪
日
者
は
59
・
0
%
、2
回
目

訪
日
者
は
67
・
3
%
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
訪

日
経
験
が
高
ま
る
ほ
ど
中
国
語
表
記
へ
の
ニ

ー
ズ
も
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　購
入
の
利
便
性
に
つ
い
て
は
、
「
返
品
な

ど
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
、
3

回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
76
・
5
%
が
リ

ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初
回

訪
日
者
は
62
・
1
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

73
・
8
%
で
あ
っ
た
。「
送
料
の
安
さ
」
で
は
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
79
・
8
%
が

リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初

回
訪
日
者
は
62
・
6
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

67
・
3
%
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
に

つ
い
て
は
、
3
回
目
以
上
と
初
回
訪
日
旅
行

者
の
間
に
明
確
な
差
異
が
見
ら
れ
、
訪
日
経

験
が
高
ま
る
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
傾

向
に
あ
る
。

　で
は
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
商
品
を
リ
ピ

ー
ト
購
買
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
「
生
産
者
や
製
造
者
に
よ
る
直
接
販

売
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験

者
の
83
・
6
%
、2
回
目
訪
日
者
の
77
・
1
%

が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、

初
回
訪
日
者
は
62
・
6
%
で
あ
っ
た
。
「
産

地
の
明
記
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪

日
経
験
者
の
77
・
0
%
、
2
回
目
訪
日
者
の

77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。

3
回
目
以
上
と
2
回
目
は
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ

る
。一
方
、
初
回
訪
日
者
は
63
・
9
%
で
あ
っ
た
。

「
日
本
か
ら
の
直
接
発
送
」
で
は
、
3
回
目

以
上
の
訪
日
経
験
者
の
77
・
6
%
、
2
回
目

訪
日
者
の
77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向

を
示
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
も
3
回
目

以
上
と
2
回
目
は
同
じ
割
合
で
あ
る
。
一
方
、

初
回
訪
日
者
は
63
・
4
%
で
あ
っ
た
。
2
回

　
　
　

訪
日
経
験
の
程
度
と

リ
ピ
ー
ト
購
買

　訪
日
中
国
人
旅
行
者
が
増
加
す
る
に
し
た

が
い
、
旅
行
者
の
消
費
者
属
性
が
多
様
化
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
訪
日
旅
行
者
に
対
し
観

光
土
産
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
多
様
化
す
る
旅
行
者
の
特
徴
を
捉
え

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
実
行
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
調
査
デ
ー
タ
を

も
と
に
旅
行
者
の
訪
日
経
験
の
程
度
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購

買
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　回
答
者
を
初
心
者
で
あ
る
初
回
訪
日
者
、

リ
ピ
ー
タ
ー
で
あ
る
2
度
目
の
訪
日
者
、
ヘ

ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
み
な
し
た
3
回
目
以
上
の

訪
日
者
に
分
類
し
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購

買
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
図
表

5
は
買
い
手
の
訪
日
経
験
の
程
度
と
観
光
土

産
の
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
の
際
に
重

視
す
る
項
目
で
統
計
的
に
有
意
な
差
異
が
み

と
め
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
（
注
6
）
。

　ま
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て

の
意
向
で
あ
る
が
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経

験
者
の
88
・
0
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を

示
し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
71
・
4
%
、

　
　
　

受
け
手
の
越
境
E
C
の

利
用
理
由

　前
述
の
通
り
、
観
光
土
産
を
連
鎖
消
費
し

た
受
け
手
の
半
数
が
越
境
E
C
を
利
用
し
て

い
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
受
け
手
が
越
境

E
C
で
購
入
す
る
理
由
は
、
「
取
引
の
安
全

性
が
高
い
（
偽
物
が
少
な
い
）
か
ら
」
が

83
・
8
％
、
「
商
品
品
質
（
消
費
期
限
が
長

い
な
ど
）
が
良
い
か
ら
」
が
77
・
8
％
、

「
ス
テ
ー
タ
ス
が
高
い
か
ら
」
が
45
・
3
％
、

「
中
国
国
内
で
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
」
が
44
・
3
%
、
「
中
国
国
内
で
購
入
す

る
よ
り
も
、
価
格
が
安
い
か
ら
」
が
34
・
5
%

で
あ
り
、
突
出
し
て
高
い
の
は
「
取
引
の
安

全
性
」
と
「
商
品
の
品
質
」
の
高
さ
で
あ
っ

た
。

目
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
旅
行
者
は
「
日
本

製
」
「
日
本
産
」
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
商
品
の
限
定
性

に
つ
い
て
は
、「
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い

特
産
品
」
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
上
の
訪
日
経

験
者
の
77
・
6
%
が
リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を

示
し
た
。一
方
、初
回
訪
日
者
は
66
・
5
%
、
2

回
目
訪
日
者
は
70
・
1
%
で
あ
っ
た
。
「
果

物
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
農
産
品
」
で
は
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
経
験
者
の
72
・
7
%
が

リ
ピ
ー
ト
購
買
意
向
を
示
し
た
。
一
方
、
初

回
訪
日
者
は
60
・
3
%
、
2
回
目
訪
日
者
は

67
・
3
% 

で
あ
っ
た
。

「
産
地
の
明
記
」
、
「
生
産
者
や
製
造
者
に

よ
る
直
接
販
売
」
、
「
日
本
か
ら
の
直
接
発

送
」
な
ど
の
「
生
産
者
・
製
造
者
」
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
（
2
回
目
、

3
回
目
以
上
の
訪
日
者
）
が
強
い
結
果
と
な

り
、
「
日
本
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
特
産

品
」
、
「
果
物
な
ど
の
季
節
感
の
あ
る
農
産

品
」
な
ど
の
「
限
定
性
」
に
対
す
る
こ
だ
わ

り
に
つ
い
て
は
、
訪
日
経
験
が
高
く
な
る
ほ

ど
強
く
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

越
境
E
C
に
よ
る

消
費
拡
大
に
お
け
る

課
題
と
施
策

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
中
国
人
旅
行
者
や
観
光
土
産
の
受
け
手

に
よ
る
連
鎖
消
費
の
存
在
が
確
認
で
き
た
た

め
、
帰
国
後
の
越
境
E
C
で
の
リ
ピ
ー
ト
購

買
を
喚
起
す
る
こ
と
は
観
光
土
産
の
消
費
拡

大
に
重
要
で
あ
る
。
筆
者
が
考
え
る
越
境

E
C
で
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に
関
す
る
課

題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

❶
…
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、
気
に
入
っ
た
観
光
土

産
を
リ
ピ
ー
ト
購
買
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、

事
業
者
は
帰
国
後
に
購
入
が
可
能
な
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

❷
…
訪
日
頻
度
が
高
ま
る
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
中
国
語
対
応
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
た
め
、
事
業
者
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
中
国
語
で
の
対
応

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
人
材
育
成
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

❸
…
リ
ピ
ー
タ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
に
際
し
て
「
生
産

者
」
「
製
造
者
」
に
対
す
る
強
い
購
買
意
向

が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
対

し
、
「
日
本
産
・
日
本
製
」
の
訴
求
が
よ
り

効
果
的
で
あ
る
。

❹
…
観
光
土
産
の
受
け
手
が
越
境
E
C
を
利

用
す
る
理
由
は
、
「
取
引
の
安
全
性
」
、

「
商
品
の
品
質
」
の
高
さ
へ
の
信
頼
で
あ
る
。

事
業
者
は
取
引
の
安
全
性
や
品
質
の
訴
求
を

中
国
語
で
表
記
し
、
訴
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

❺
…
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
に
し
た
が
い
、

地
域
の
特
産
品
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
予
想

さ
れ
る
た
め
、
訪
日
経
験
の
程
度
に
対
応
し

た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
理
解
可
能
な
言
語
に
よ

る
地
域
の
特
産
品
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
は
、
観
光
土
産

の
受
け
手
ま
で
を
意
識
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

シ
ョ
ッ
パ
ー
（
買
物
袋
）
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
誘
導
の
仕
掛
け 

（
U
R
L

や
ア
ク
セ
ス
時
の
特
典
の
表
記
な
ど
）
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
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図表 5 買い手の訪日経験の程度と観光土産のECによるリピート購買意向

（+）: 統計的に意味のある差がプラスであった項目
（-）: 統計的に意味のある差がマイナスであった項目
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るならば、購入してみ
たい

73.8%

67.3%

59.0%

電話やメールで、中国
語で問い合わせる事
が出来るのなら、購入
してみたい

76.5%

73.8%

62.1%

返品などのアフターサ
ービスがあれば、購入
してみたい

79.8%

67.3%

62.6%

送料が安ければ、購入
してみたい

83.6%

77.1%

62.6%

生産者や製造者が直
接販売していれば、購
入してみたい

77.6%

77.6%

63.4%

日本から直接発送す
るのであれば、購入し
てみたい

77.0%

77.6%

63.9%

産地が明記してあれ
ば、購入してみたい

77.6%

70.1%

66.5%

日本でしか手に入らな
い特産品なら、購入し
てみたい

72.7%

67.3%

60.3%

果物などの季節感の
ある農産品なら、購入
してみたい

（+）

（-）

3回目以上（n=183）
2回目以上（n=214）
初めて（n=388）

図表 6 受け手の越境ECの利用理由

中国国内で購入す
るよりも、取引の安
全性が高い（偽物
が少ないなど）から

中国国内で購入す
るよりも、商品品
質（消費期限が長
いなど）が良いから

中国国内で購入す
るよりも、ステータ
スが高いと思うか
ら

中国国内では販
売されていないか
ら

中国国内で購入す
るよりも、価格が安
いから 90%

16.7%83.8%

22.2%77.8%

54.7%45.3%

55.7%44.3%

65.5%34.5%

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%0%

はい
いいえ

（+）

（-）

（+）

（-）

（+）

（-）

（+）

（-）

（+）

（+）

（-）

（+）

（+）

（+）

（-）

（+）

（-）

（+）

（-）

（+）

（-）
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訪
日
回
数
の
把
握
と

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　わ
が
国
で
は
、
訪
日
観
光
客
数
6
0
0
0

万
人
を
目
標
と
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
3
分

の
2
で
あ
る
4
0
0
0
万
人
を
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
計
画
し
て
い
る
。
中
国
人
旅
行
者
の

化
粧
品
や
電
化
製
品
の
爆
買
い
が
沈
静
化
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は
増

加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
、
彼
ら
は
よ
り
「
生

産
者
」
「
産
地
」
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま
る

と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
が
、
地
域
産
品

の
消
費
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
筆
者
は

考
え
る
。
そ
の
た
め
観
光
地
に
お
け
る
対
応

訪
日
経
験
の

程
度
に
対
応
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　図
表
7
は
訪
日
経
験
の
程
度
に
よ
る
地
域

産
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
（
注
7
）
。
ま

ず
、
新
規
の
旅
行
者
に
対
し
て
は
、
地
域
特

産
品
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
た
め
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
特
産
品
紹
介
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
、
2
回
目
の
旅
行
者
に

対
し
て
は
、
地
域
特
産
品
に
対
す
る
知
識
を

深
め
る
た
め
の
、
店
頭
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
発
信
や
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
進
す

る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
へ
の

誘
導
や
、
購
入
し
た
際
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

付
与
な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
3
回
目
以

上
の
旅
行
者
に
対
し
て
は
、
地
域
特
産
品
に

対
す
る
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
の
、

生
産
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ

る
場
の
提
供
、
生
産
地
や
製
造
現
場
へ
の
招

待
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

（
注
1
）「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
2
0
1
8
年
全
国
調
査
結
果（
速
報
、プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）」、2
0
1
9
、国
土
交
通
省
観
光
庁
、

h
ttp://w

w
w
.m

lit.go.jp/com
m

on
/0

0
1
2
6
8
6
5
6
.pd

f

、2
0
1
9
年
1
月
30
日
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。な
お
、観
光
庁
の「
訪
日
外
国
人

の
消
費
動
向
‐
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
結
果
及
び
分
析
‐
平
成
29
年
年
次
報
告
書
」（
2
0
1
8
）に
お
い
て
、買
物
代
を
土
産
品
の

購
買
と
み
な
し
て
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
た
め
、本
稿
に
お
い
て
も
買
物
代
を
観
光
土
産
の
購
買
と
し
て
い
る
。

（
注
2
）Oh, J., Y

-J., C
heng, C

-K
., L

ehto, X
., Y

., O
'L

eary, J., T
., 2

0
0
4
, “

P
redictors of tourists' shopping 

behaviour: E
xam

ination of socio-dem
ographic characterristics and trip typologies,” Journal of V

acation 
M

arketing, V
ol. 1

0
, N

o.4
, P.P.3

0
8

―3
1
9

（
注
3
）辻
本
法
子
・
田
口
順
等
・
荒
木
長
照
、2
0
1
3
、「
贈
与
動
機
が
消
費
者
の
購
買
行
動
に
あ
た
え
る
影
響
―
熊
本
県
に
お
け
る
観

光
土
産
の
実
証
研
究
－
」『
桃
山
学
院
大
学
経
済
経
営
論
集
』
、
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
、
第
5
5
巻
、
第
1
―

2
号
、

2
2
5
―

2
5
5
頁
よ
り
引
用
。

（
注
4
）観
光
土
産
の
選
択
肢
評
価
に
つ
い
て
は
、辻
本
法
子
・
荒
木
長
照
・
朝
田
康
禎
・
田
口
順
等
、2
0
1
5
、「
観
光
土
産
購
買
に
お
け

る
売
り
手
・
買
い
手
・
受
け
手
の
商
品
評
価
に
関
す
る
ギ
ャ
ッ
プ
―

地
域
活
性
化
の
た
め
の
観
光
土
産
開
発
に
向
け
て
―

」、『
観
光
と
情
報
』

第
11
巻
、第
1
号
、57
‐
70
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
注
5
）買
い
手
の
調
査
は
、2
0
1
6
年
に
日
本
を
訪
れ
た
中
国
人
旅
行
者（
北
京
、上
海
、広
州
、深
圳
の
20
代
か
ら
60
代
の
居
住
者
）を

対
象
に
、2
0
1
7
年
2
月
16
日
か
ら
2
月
27
日
の
期
間
で
実
施
し
た
。有
効
回
答
数
は
8
3
2（
男
性
4
1
6
、女
性
4
1
6
）で
あ
る
。

受
け
手
の
調
査
は
、2
0
1
6
、2
0
1
7
年
に
日
本
を
訪
れ
た
中
国
人
旅
行
者
か
ら
観
光
土
産
を
受
け
取
っ
た
中
国
人（
北
京
、上
海
、

広
州
、深
圳
の
20
代
か
ら
60
代
の
居
住
者
）を
対
象
に
、2
0
1
8
年
3
月
14
日
か
ら
3
月
25
日
の
期
間
で
実
施
し
た
。有
効
回
答
数
は

8
2
5（
男
性
4
1
0
、女
性
4
1
5
） 

で
あ
る
。調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
会
社（
マ
ク
ロ
ミ
ル
）経
由
で
実
施
。

（
注
6
）質
問
項
目
の
関
連
性
は
、カ
イ
二
乗
検
定
に
よ
り
検
証
し
て
い
る
。さ
ら
に
詳
し
く
訪
日
年
度
と
要
因
ご
と
の
差
異
は
、セ
ル
の
偏

り
を
示
す
残
差
分
析
に
よ
り
測
定
し
て
い
る
。

（
注
7
）辻
本
法
子
、2
0
1
7
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
お
け
る
観
光
土
産
の
購
買
行
動
‐
中
国
人
リ
ピ
ー
タ
ー
旅
行
者
の
特
徴
‐
」、

『
甲
南
経
営
研
究
』57
巻
、第
2
号
、17
―

37
頁
よ
り
引
用
。

越
境
E
C
に
よ
る

消
費
拡
大
に
お
け
る

課
題
と
施
策

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
中
国
人
旅
行
者
や
観
光
土
産
の
受
け
手

に
よ
る
連
鎖
消
費
の
存
在
が
確
認
で
き
た
た

め
、
帰
国
後
の
越
境
E
C
で
の
リ
ピ
ー
ト
購

買
を
喚
起
す
る
こ
と
は
観
光
土
産
の
消
費
拡

大
に
重
要
で
あ
る
。
筆
者
が
考
え
る
越
境

E
C
で
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に
関
す
る
課

題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

❶
…
リ
ピ
ー
タ
ー
は
、
気
に
入
っ
た
観
光
土

産
を
リ
ピ
ー
ト
購
買
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、

事
業
者
は
帰
国
後
に
購
入
が
可
能
な
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

❷
…
訪
日
頻
度
が
高
ま
る
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
中
国
語
対
応
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
た
め
、
事
業
者
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
中
国
語
で
の
対
応

が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
人
材
育
成
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

❸
…
リ
ピ
ー
タ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
に
際
し
て
「
生
産

者
」
「
製
造
者
」
に
対
す
る
強
い
購
買
意
向

が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
対

し
、
「
日
本
産
・
日
本
製
」
の
訴
求
が
よ
り

効
果
的
で
あ
る
。

❹
…
観
光
土
産
の
受
け
手
が
越
境
E
C
を
利

用
す
る
理
由
は
、
「
取
引
の
安
全
性
」
、

「
商
品
の
品
質
」
の
高
さ
へ
の
信
頼
で
あ
る
。

事
業
者
は
取
引
の
安
全
性
や
品
質
の
訴
求
を

中
国
語
で
表
記
し
、
訴
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
と
も
に
、
旅
行
者
の
帰
国
後
の
対
応
を
し

っ
か
り
と
構
築
す
る
こ
と
が
、
観
光
立
国
と

し
て
今
後
経
済
成
長
を
目
指
す
た
め
に
は
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。

　旅
行
者
の
訪
日
回
数
が
視
覚
化
で
き
れ
ば
、

事
業
者
が
旅
行
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
際
に

大
変
有
効
で
あ
る
。
理
想
を
言
え
ば
、
訪
日

回
数
を
入
国
時
に
把
握
で
き
、
行
政
と
民
間

が
一
体
と
な
っ
た
訪
日
頻
度
に
よ
る
ロ
イ
ヤ

ル
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
航
空
会
社
の
マ
イ
レ

ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
訪
日
頻
度
に
よ

る
特
典
な
ど
の
付
与
）
が
可
能
に
な
れ
ば
、

よ
り
訪
日
経
験
に
対
応
し
た
効
果
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
実
行
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
じ
も
と 

の
り
こ
）

❺
…
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
す
る
に
し
た
が
い
、

地
域
の
特
産
品
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
予
想

さ
れ
る
た
め
、
訪
日
経
験
の
程
度
に
対
応
し

た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
理
解
可
能
な
言
語
に
よ

る
地
域
の
特
産
品
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
は
、
観
光
土
産

の
受
け
手
ま
で
を
意
識
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や

シ
ョ
ッ
パ
ー
（
買
物
袋
）
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
誘
導
の
仕
掛
け 
（
U
R
L

や
ア
ク
セ
ス
時
の
特
典
の
表
記
な
ど
）
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

特集 訪日外国人による越境ＥＣでの観光土産のリピート購買（連鎖消費）の可能性について4

図表 7 訪日経験の程度による地域産品のマーケティング・コミュニケーション

出典：辻本（2017）（注7）

特産品に対する興味喚起

特産品に対するより深い情報の提供

特産品に対するロイヤルティの醸成

訪日経験

低

高

32



観
光
経
済
研
究
部 

研
究
員

　武
智
玖
海
人

※
1
…「
平
成
29
年
度
我
が
国
に
お
け
る
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
に
係
る
基
盤
整
備
報
告
書
」（
経
済
産
業
省
）

※
2
…「
中
国
の
消
費
者
の
日
本
製
品
等
意
識
調
査（
2
0
1
8
年
12
月
）」（
J
E
T
R
O
）

特
集

5

特
産
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に
向
け
た

越
境
E
C
の
活
用
事
例

存
在
感
を
増
す

越
境
E
C
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
消
費
拡
大
は
日
本

国
内
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
越
境
E
C
の
普
及

に
よ
り
、
海
外
の
消
費
者
が
誰
で
も
手
軽
に

日
本
の
商
品
を
購
入
で
き
る
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
る
か
ら
だ
。
越
境
E
C
の
市
場
規
模
は

年
々
拡
大
し
て
お
り
、
2
0
2
1
年
に
は

2
0
1
7
年
の
1
・
2
倍
へ
の
拡
大
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。
訪
日
し
た
外
国
人
が
魅
力
的

な
地
域
産
品
に
出
会
い
、
帰
国
後
に
繰
り
返

し
購
入
し
て
も
ら
う
よ
う
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

と
消
費
の
好
循
環
を
ま
わ
し
て
い
く
た
め
に

は
、
市
場
拡
大
を
続
け
る
越
境
E
C
の
活
用

が
欠
か
せ
な
い
。

　実
際
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
費
額
に

お
い
て
最
も
シ
ェ
ア
が
大
き
い
中
国
で
は
、

日
本
の
商
品
を
購
入
す
る
手
段
と
し
て
越
境

E
C
の
利
用
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

J
E
T
R
O
「
中
国
の
消
費
者
の
日
本
製
品

等
意
識
調
査
」
で
は
、
越
境
E
C
を
使
っ
て

日
本
製
品
を
購
入
す
る
理
由
を
尋
ね
て
お
り
、

「
中
国
内
で
は
店
頭
で
販
売
さ
れ
て
い
な
い

製
品
だ
か
ら
」
が
最
も
多
く
の
人
が
回
答
し

た
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
地
域

の
特
産
品
は
日
本
国
外
で
販
売
さ
れ
て
い
な

い
「
日
本
な
ら
で
は
」
や
「
地
域
な
ら
で

は
」
の
商
品
で
あ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

に
よ
る
越
境
E
C
を
通
じ
た
リ
ピ
ー
ト
購
買

の
観
点
か
ら
優
位
性
が
高
い
商
材
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
海
外
市
場
に
お
け
る
日
本
の

特
産
品
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
醸
成
さ
れ
て
き

て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
リ
ピ
ー
ト
購
買

が
生
み
出
す
相
乗
的
な
経
済
効
果
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
高
い
。
し
か
し
、
事
業
者
や
地
域

の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
海
外
へ

売
り
込
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
多
言

語
対
応
や
決
済
、
出
荷
な
ど
海
外
向
け
の
対

応
を
全
て
自
前
で
や
り
こ
な
す
に
は
、
多
大

な
コ
ス
ト
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
は
こ
う
し
た
障
壁
が
海
外
販
売
の
阻

害
要
因
と
な
っ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
消
費

者
と
販
売
者
が
直
接
オ
ン
ラ
イ
ン
で
商
品
を

取
引
で
き
る
場
で
あ
る
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
が
拡
充
し
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

以
前
よ
り
も
手
軽
に
海
外
へ
商
品
を
販
売
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
消
費
者
と
販
売
者
を
つ
な
ぐ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
着
目
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
活
用
す
る
「
販
売
者
」
と
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
運
営
す
る
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
」
の
双
方
の
視
点
か
ら
、
越
境
E
C
を

活
用
し
た
特
産
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に

つ
い
て
2
つ
の
先
進
事
例
を
検
討
す
る
。
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※
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け
て
行
っ
て
い
る
。
お
土
産
探
検
隊
で
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
打
ち
出
し
て
い
る
こ

う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
な
ど
に
実
際
に
注

文
量
が
増
加
す
る
と
い
っ
た
効
果
が
出
て
い

る
と
い
う
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
い
わ
ば

越
境
E
C
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
面
に
お
い
て
も
リ
ソ
ー

ス
が
限
ら
れ
た
自
社
単
体
で
取
り
組
ん
だ
場

合
以
上
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

以
外
の

外
部
リ
ソ
ー
ス
活
用

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
が
越
境
E
C

に
取
り
組
む
販
売
者
に
と
っ
て
強
力
な
基
盤

と
な
る
が
、
販
売
者
側
に
も
注
文
を
受
け
た

商
品
の
梱
包
や
出
荷
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
業
務
も
自
社
だ
け
で
抱

え
込
む
必
要
は
な
い
。
お
土
産
探
検
隊
で
は
、

商
品
の
梱
包
と
い
っ
た
出
荷
作
業
の
一
部
を

外
部
に
委
託
し
て
い
る
。
委
託
先
の
事
業
者

は
梱
包
か
ら
国
際
郵
便
で
の
海
外
発
送
ま
で

を
一
貫
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
出
荷

作
業
負
担
の
低
減
の
み
な
ら
ず
出
荷
ス
ピ
ー

ド
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
商
品
の

発
送
は
こ
の
事
業
者
を
含
め
4
社
の
サ
ー
ビ

ス
を
使
い
分
け
て
お
り
、
各
社
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
発
送
費
用

の
削
減
も
実
現
し
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る

外
部
リ
ソ
ー
ス
の

活
用
戦
略

　こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
へ
の
出
店
や
一
部
業
務
の
委
託
と
い
っ
た

外
部
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
は
、
専
門
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
必
要
と
な
る
越
境
E
C
の
分
野
に
お

い
て
非
常
に
有
効
な
取
り
組
み
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
お
土
産
探
検
隊
で
は
こ
う
い
っ
た

外
部
リ
ソ
ー
ス
に
「
依
存
」
す
る
の
で
は
な

く
、
戦
略
的
に
使
い
分
け
て
い
る
点
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
浸
透
し
て
い
る
国
・

地
域
や
客
層
に
差
異
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

売
上
金
額
に
応
じ
た
利
用
手
数
料
の
料
率
が

異
な
る
な
ど
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
に

費
用
対
効
果
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
自
社

の
商
材
が
マ
ッ
チ
す
る
市
場
は
ど
こ
な
の
か
、

ど
う
い
っ
た
客
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
の

か
と
い
っ
た
、
自
社
な
ら
で
は
の
戦
略
に
応

じ
て
重
点
的
に
活
用
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
見
極
め
、
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

　越
境
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に

取
り
組
む
際
に
は
、
自
社
リ
ソ
ー
ス
と
外
部

リ
ソ
ー
ス
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
活
用
を
進
め
る

だ
け
で
な
く
、
自
社
に
合
っ
た
外
部
リ
ソ
ー

ス
を
戦
略
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
海
外
に

向
け
た
販
売
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

多
様
な

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

活
用

　1
つ
目
の
事
例
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
活
用
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
土
産
品
の
海

外
展
開
を
始
め
た
「
販
売
者
」
を
取
り
上
げ

る
。
北
海
道
千
歳
市
に
拠
点
を
置
く
株
式
会

社

　小
笠
原
商
店
（
写
真
1
）
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「
北
海
道
お
土
産
探
検
隊

（
以
下
、
お
土
産
探
検
隊
）
」（h

ttp
s
://

w
w
w
.hokkaido-om

iyage.com
/

）（
写
真

2
）を
2
0
0
0
年
に
立
ち
上
げ
、
2
0
1
0
年

か
ら
は
全
世
界
に
向
け
て
北
海
道
の
土
産
品

を
販
売
し
て
い
る
。
販
売
商
品
は
北
海
道
の

銘
菓
が
中
心
で
、
20
ブ
ラ
ン
ド
・
6
0
0
種

類
以
上
の
取
り
扱
い
が
あ
る
。

「
お
土
産
探
検
隊
」
の
特
徴
は
、
自
社
で
運

営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
み
な
ら
ず
、

多
様
な
E
C
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
出
店

に
あ
る
。海
外
向
け
に
はR

akuten G
lobal

 M
arket

やA
m

azon.com

、Y
ahoo

台
湾
、

eB
ay

、W
eC

hat

な
ど
に
展
開
し
、
国
内
向

け
に
は
楽
天
市
場
、A

m
azo

n
.co

.jp

、

Y
ah

oo!

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、W

ow
m

a!

に
出

店
し
て
い
る
。
実
店
舗
で
も
小
売
店
ご
と
に

客
層
や
売
れ
筋
商
品
が
異
な
る
よ
う
に
、
越

境
E
C
で
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
に
強

み
と
す
る
客
層
や
国
・
地
域
が
異
な
る
。
す

な
わ
ち
、
複
数
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

商
圏
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
自
社

の
み
で
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の

認
知
度
を
高
め
、
多
様
な
国
・
地
域
に
商
圏

を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
多
大
な
時
間

や
労
力
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
、
お
土
産

探
検
隊
で
は
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
多

国
展
開
を
可
能
に
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

運
営
に
お
け
る

メ
リ
ッ
ト

　販
売
店
に
と
っ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
商
圏
の
拡
大

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

の
運
営
面
で
も
大
き
な
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
お
土
産
探
検
隊
で
は
、
英
語
、

中
国
語
（
簡
体
・
繁
体
）
、
韓
国
語
の
4
言

語
で
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
自
社
の
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
れ
ば
多
言
語
対
応
は
自

ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
新
規
商
品
の
出

品
ご
と
に
追
加
で
翻
訳
作
業
が
発
生
す
る
な

ど
、
非
常
に
手
間
の
か
か
る
業
務
の
負
担
を

強
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、R

a
k
u

te
n 

G
lobal 

M
arket

で
は
日
本
国
内
向
け
の
シ

ョ
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
自

動
的
に
海
外
販
売
が
開
始
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
、
新
規
商
品
の
販
売
も
国

内
向
け
ペ
ー
ジ
に
商
品
を
登
録
す
る
だ
け
な

の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
海
外
向
け
ペ
ー
ジ
の
運

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
お
土
産
探
検
隊

が
取
り
扱
う
銘
菓
は
、
季
節
に
よ
っ
て
味
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
頻
繁
に
切
り
替
わ
る
商
材
で

あ
り
、
こ
と
さ
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活

用
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事
例
で
あ
る
と
い
え

る
。プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

活
用
に
よ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

効
率
化

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
は
自
社
負
担

の
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
に
加
え
、
効
果
的

な
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
利
点

が
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
側
で
は
海
外

の
現
地
企
業
な
ど
と
も
連
携
し
、
割
引
ク
ー

ポ
ン
の
配
布
や
メ
デ
ィ
ア
露
出
と
い
っ
た
独

自
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
多
様
な
市
場
に
向

1
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
に
よ
る

リ
ピ
ー
ト
購
買
の
基
盤
整
備

事
例
紹
介
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け
て
行
っ
て
い
る
。
お
土
産
探
検
隊
で
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
打
ち
出
し
て
い
る
こ

う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
な
ど
に
実
際
に
注

文
量
が
増
加
す
る
と
い
っ
た
効
果
が
出
て
い

る
と
い
う
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
い
わ
ば

越
境
E
C
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
面
に
お
い
て
も
リ
ソ
ー

ス
が
限
ら
れ
た
自
社
単
体
で
取
り
組
ん
だ
場

合
以
上
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

以
外
の

外
部
リ
ソ
ー
ス
活
用

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
が
越
境
E
C

に
取
り
組
む
販
売
者
に
と
っ
て
強
力
な
基
盤

と
な
る
が
、
販
売
者
側
に
も
注
文
を
受
け
た

商
品
の
梱
包
や
出
荷
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
業
務
も
自
社
だ
け
で
抱

え
込
む
必
要
は
な
い
。
お
土
産
探
検
隊
で
は
、

商
品
の
梱
包
と
い
っ
た
出
荷
作
業
の
一
部
を

外
部
に
委
託
し
て
い
る
。
委
託
先
の
事
業
者

は
梱
包
か
ら
国
際
郵
便
で
の
海
外
発
送
ま
で

を
一
貫
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
出
荷

作
業
負
担
の
低
減
の
み
な
ら
ず
出
荷
ス
ピ
ー

ド
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
商
品
の

発
送
は
こ
の
事
業
者
を
含
め
4
社
の
サ
ー
ビ

ス
を
使
い
分
け
て
お
り
、
各
社
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
発
送
費
用

の
削
減
も
実
現
し
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る

外
部
リ
ソ
ー
ス
の

活
用
戦
略

　こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
へ
の
出
店
や
一
部
業
務
の
委
託
と
い
っ
た

外
部
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
は
、
専
門
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
必
要
と
な
る
越
境
E
C
の
分
野
に
お

い
て
非
常
に
有
効
な
取
り
組
み
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
お
土
産
探
検
隊
で
は
こ
う
い
っ
た

外
部
リ
ソ
ー
ス
に
「
依
存
」
す
る
の
で
は
な

く
、
戦
略
的
に
使
い
分
け
て
い
る
点
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
浸
透
し
て
い
る
国
・

地
域
や
客
層
に
差
異
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

売
上
金
額
に
応
じ
た
利
用
手
数
料
の
料
率
が

異
な
る
な
ど
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
に

費
用
対
効
果
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
自
社

の
商
材
が
マ
ッ
チ
す
る
市
場
は
ど
こ
な
の
か
、

ど
う
い
っ
た
客
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
の

か
と
い
っ
た
、
自
社
な
ら
で
は
の
戦
略
に
応

じ
て
重
点
的
に
活
用
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
見
極
め
、
最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

　越
境
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に

取
り
組
む
際
に
は
、
自
社
リ
ソ
ー
ス
と
外
部

リ
ソ
ー
ス
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
活
用
を
進
め
る

だ
け
で
な
く
、
自
社
に
合
っ
た
外
部
リ
ソ
ー

ス
を
戦
略
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
海
外
に

向
け
た
販
売
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

多
様
な

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

活
用

　1
つ
目
の
事
例
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
活
用
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
土
産
品
の
海

外
展
開
を
始
め
た
「
販
売
者
」
を
取
り
上
げ

る
。
北
海
道
千
歳
市
に
拠
点
を
置
く
株
式
会

社

　小
笠
原
商
店
（
写
真
1
）
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「
北
海
道
お
土
産
探
検
隊

（
以
下
、
お
土
産
探
検
隊
）
」（h

ttp
s
://

w
w
w
.hokkaido-om

iyage.com
/

）（
写
真

2
）を
2
0
0
0
年
に
立
ち
上
げ
、
2
0
1
0
年

か
ら
は
全
世
界
に
向
け
て
北
海
道
の
土
産
品

を
販
売
し
て
い
る
。
販
売
商
品
は
北
海
道
の

銘
菓
が
中
心
で
、
20
ブ
ラ
ン
ド
・
6
0
0
種

類
以
上
の
取
り
扱
い
が
あ
る
。

「
お
土
産
探
検
隊
」
の
特
徴
は
、
自
社
で
運

営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
み
な
ら
ず
、

多
様
な
E
C
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
出
店

に
あ
る
。海
外
向
け
に
はR

akuten G
lobal

 M
arket

やA
m

azon.com

、Y
ahoo

台
湾
、

eB
ay

、W
eC

hat

な
ど
に
展
開
し
、
国
内
向

け
に
は
楽
天
市
場
、A

m
azo

n
.co

.jp

、

Y
ah

oo!

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、W

ow
m

a!

に
出

店
し
て
い
る
。
実
店
舗
で
も
小
売
店
ご
と
に

客
層
や
売
れ
筋
商
品
が
異
な
る
よ
う
に
、
越

境
E
C
で
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ご
と
に
強

み
と
す
る
客
層
や
国
・
地
域
が
異
な
る
。
す

な
わ
ち
、
複
数
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

商
圏
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
自
社

の
み
で
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の

認
知
度
を
高
め
、
多
様
な
国
・
地
域
に
商
圏

を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
と
、
多
大
な
時
間

や
労
力
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
、
お
土
産

探
検
隊
で
は
既
存
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
多

国
展
開
を
可
能
に
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

運
営
に
お
け
る

メ
リ
ッ
ト

　販
売
店
に
と
っ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
商
圏
の
拡
大

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

の
運
営
面
で
も
大
き
な
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
お
土
産
探
検
隊
で
は
、
英
語
、

中
国
語
（
簡
体
・
繁
体
）
、
韓
国
語
の
4
言

語
で
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
自
社
の
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
れ
ば
多
言
語
対
応
は
自

ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
新
規
商
品
の
出

品
ご
と
に
追
加
で
翻
訳
作
業
が
発
生
す
る
な

ど
、
非
常
に
手
間
の
か
か
る
業
務
の
負
担
を

強
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、R

a
k
u

te
n 

G
lobal 

M
arket

で
は
日
本
国
内
向
け
の
シ

ョ
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
自

動
的
に
海
外
販
売
が
開
始
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
、
新
規
商
品
の
販
売
も
国

内
向
け
ペ
ー
ジ
に
商
品
を
登
録
す
る
だ
け
な

の
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
海
外
向
け
ペ
ー
ジ
の
運

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
お
土
産
探
検
隊

が
取
り
扱
う
銘
菓
は
、
季
節
に
よ
っ
て
味
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
頻
繁
に
切
り
替
わ
る
商
材
で

あ
り
、
こ
と
さ
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活

用
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事
例
で
あ
る
と
い
え

る
。プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

活
用
に
よ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

効
率
化

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
は
自
社
負
担

の
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
に
加
え
、
効
果
的

な
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
利
点

が
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
側
で
は
海
外

の
現
地
企
業
な
ど
と
も
連
携
し
、
割
引
ク
ー

ポ
ン
の
配
布
や
メ
デ
ィ
ア
露
出
と
い
っ
た
独

自
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
多
様
な
市
場
に
向

出典：
https://www.hokkaido-omiyage.com/

1
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
に
よ
る

リ
ピ
ー
ト
購
買
の
基
盤
整
備

事
例
紹
介
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写真5 eBay上に開設された
特設オンラインページ

出典：https://www.ebay.com/rpp/born-in-kyoto

製
造
業
に
対
す
る

海
外
展
開
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　越
境
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
目
指

す
販
売
者
に
と
っ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
大
き
な
足
掛
か
り
と
な
る
。
1
つ
目
の
事

例
で
は
一
般
消
費
者
を
顧
客
と
し
て
い
る
小

売
業
者
を
取
り
上
げ
た
が
、
特
産
品
の
海
外

販
売
形
態
と
し
て
、
伝
統
工
芸
品
を
生
産
す

る
中
小
規
模
の
メ
ー
カ
ー
や
工
房
と
い
っ
た

製
造
業
者
な
ど
に
よ
る
直
接
販
売
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
製
造
業
者
で
は
海
外
販
売

の
取
組
実
績
が
乏
し
い
だ
け
で
な
く
、
一
般

消
費
者
向
け
の
販
売
に
も
慣
れ
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
事
業

者
が
自
社
の
生
産
す
る
特
産
品
を
リ
ピ
ー
ト

購
買
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
も
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
活
用
以
前
の
段
階
で
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
2
つ
目
の
事
例
で
は
、
製
造
業
者
や

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
含
め
多
様
な
組
織

が
協
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
伝
統

工
芸
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。

　
eB

ay
In

c.

が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
「eB

ay

」（https://

w
w

w
.ebay.com

/

）
は
、
北
米
で
の
認
知

度
が
高
い
越
境
E
C
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ

る
。
同
社
が
運
営
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ

ス
は
世
界
1
9
0
ヵ
国
、
年
間
1
・
79
億
人

が
利
用
し
て
い
る
。
2
0
1
8
年
の
取
扱
高

は
約
10
・
6
兆
円
で
、
常
時
12
億
の
商
品
が

世
界
中
か
ら
出
品
・
取
引
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
日
本
法
人
で
あ
る
イ
ー
ベ
イ
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
立
場
か
ら
伝
統
工
芸
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
取
り
上
げ

る
の
は
2
0
1
6
年
に
京
都
で
ス
タ
ー
ト
し

た
、
地
域
の
伝
統
工
芸
品
な
ど
を
取
り
扱
う

製
造
業
・
小
売
業
の
海
外
販
売
を
支
援
す
る

「
小
売
・
製
造
業
者 

海
外
展
開
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

で
あ
る
。

複
数
組
織
の
連
携
が

切
り
札

　京
都
に
お
け
る
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

大
の
特
徴
は
、「
京
都
市
」
や
「
京
都
商
工

会
議
所
」、「
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
」
の
ほ
か
、
国
際
決
済
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
展
開
す
る
「P

ayP
al

P
te. 

Ltd.

」
や
越
境
E
C
へ
の
出
店
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
代
理
店
「
株
式
会
社
フ
ォ
ネ
ッ
ク
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
の
連
携
を
図

っ
た
点
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
販
売
者
と
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
な
ぐ
代
理
店
と
の
連

携
効
果
は
非
常
に
高
い
。
先
に
述
べ
た
が
、

伝
統
工
芸
品
の
製
造
業
者
は
越
境
E
C
へ
の

参
入
以
前
に
、
I
T
の
活
用
や
個
人
消
費
者

向
け
の
単
品
発
送
と
い
っ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

代
理
店
が
こ
う
し
た
製
造
業
者
に
対
し
、
商

品
デ
ー
タ
の
作
成
・
翻
訳
や
海
外
配
送
の
代

行
と
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

質
の
高
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
持
ち
な
が
ら
も
海

外
販
売
に
踏
み
出
し
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
、

中
小
規
模
の
製
造
業
者
の
参
画
が
可
能
と
な

っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
販
売
者
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
距
離
を
埋
め
る
代
理
店
が
果
た
す
役
割

は
大
き
い
が
、
代
理
店
の
サ
ポ
ー
ト
は
あ
く

ま
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
面
に
限
ら
れ
、
決
済

環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
が
不
可
欠
な
越
境

E
C
で
は
か
な
ら
ず
し
も
「
万
能
薬
」
で
は

な
い
。
こ
の
点
、
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

国
際
的
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

と
も
連
携
す
る
こ
と
で
、
伝
統
工
芸
品
製
造

者
の
海
外
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
対
応
や
チ
ャ

ー
ジ
バ
ッ
ク
の
仕
組
み
の
構
築
を
実
現
し
て

い
る
。
越
境
E
C
で
は
商
品
そ
の
も
の
の
価

値
や
魅
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
販

売
に
対
応
し
た
店
舗
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
決
済
処
理
ま
で
複
合
的
な
対
応
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
販
売
者
が
苦
手
と

す
る
領
域
を
カ
バ
ー
し
、
工
房
や
メ
ー
カ
ー

と
い
っ
た
製
造
業
者
が
越
境
E
C
に
参
入
で

き
る
土
壌
を
整
え
た
点
は
、
こ
の
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

「
来
店
」を

「
リ
ピ
ー
ト
購
買
」に

つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り

　さ
ら
に
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
す
事
例
と

し
て
特
筆
す
べ
き
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と

「
オ
フ
ラ
イ
ン
」
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
取
り
組

み
で
あ
る
。
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者

に
帰
国
後
も
繰
り
返
し
商
品
を
購
入
し
て
も

ら
う
に
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

へ
の
導
線
が
重
要
と
な
る
。
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
京
都
市
内
で
の
外
国
人
旅
行
者

に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

eB
ay

で
伝
統
工
芸
品
が
購
入
で
き
る
こ
と

を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
（
写
真

3
）
、
京
都
市
内
の
観
光
案
内
所
や
ホ
テ
ル

で
5
万
部
を
配
布
し
た
。
ま
た
、eB

ay

に

出
店
し
て
い
る
販
売
者
の
店
舗
に
は
リ
ン
ク

を
記
載
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
（
写
真
4
）
を
配

布
す
る
こ
と
で
、
リ
ア
ル
店
舗
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
店
舗
（
写
真
5
）
へ
誘
導
す
る
ス
キ
ー

ム
を
構
築
し
た
。
こ
れ
ら
の
「
オ
フ
ラ
イ

ン
」
で
の
取
り
組
み
に
は
、
京
都
市
や
京
都

商
工
会
議
所
と
い
っ
た
地
域
の
行
政
機
関
や

公
共
的
団
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

多
様
な
地
域
組
織
を
巻
き
込
ん
だ
「
地
域
全

体
」
で
の
協
業
体
制
を
築
い
た
こ
と
に
よ
っ

て
そ
れ
が
実
現
し
た
点
が
特
色
と
い
え
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

活
用
と

外
部
組
織
連
携
に
よ
る

基
盤
整
備

　北
海
道
と
京
都
の
先
進
事
例
か
ら
学
べ
る

こ
と
は
、
越
境
E
C
を
通
じ
た
リ
ピ
ー
ト
購

買
を
目
指
す
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
し
た
海
外
販
売
基
盤
の
整
備
が
先
決
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
販
売
者
に
と
っ
て

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
が
海
外
展
開

へ
の
力
強
い
基
盤
と
な
り
、
地
域
に
と
っ
て

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
異
業
種
組
織
と
の

連
携
が
地
域
の
利
潤
を
最
大
化
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
自
社
や
単
独
組
織
の

み
で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
複
数
の
外
部

リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
り
、
複
数
の
事
業

者
・
行
政
組
織
な
ど
と
連
携
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
相
互
補
完
や
相
乗
効
果
が
働
く
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
越
境

E
C
の
拡
大
が
続
く
な
か
、
事
業
者
や
地
域

に
と
っ
て
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
よ
る
特
産

品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
が
も
た
ら
す
可
能
性
は

ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。
今
後
、
リ
ピ
ー

ト
購
買
の
促
進
を
目
指
す
に
は
、
自
社
や
自

地
域
の
資
源
を
見
直
し
、
自
ら
の
戦
略
に
沿

っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
が
求
め
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　（
た
け
ち

　く
み
と
）

写真3 京都市内で配布したポスター

写真4 実店舗に配布したステッカー

2
地
域
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
連
携
に
よ
る

伝
統
工
芸
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進

事
例
紹
介
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写真5 eBay上に開設された
特設オンラインページ

出典：https://www.ebay.com/rpp/born-in-kyoto

製
造
業
に
対
す
る

海
外
展
開
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　越
境
E
C
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
目
指

す
販
売
者
に
と
っ
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
大
き
な
足
掛
か
り
と
な
る
。
1
つ
目
の
事

例
で
は
一
般
消
費
者
を
顧
客
と
し
て
い
る
小

売
業
者
を
取
り
上
げ
た
が
、
特
産
品
の
海
外

販
売
形
態
と
し
て
、
伝
統
工
芸
品
を
生
産
す

る
中
小
規
模
の
メ
ー
カ
ー
や
工
房
と
い
っ
た

製
造
業
者
な
ど
に
よ
る
直
接
販
売
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
製
造
業
者
で
は
海
外
販
売

の
取
組
実
績
が
乏
し
い
だ
け
で
な
く
、
一
般

消
費
者
向
け
の
販
売
に
も
慣
れ
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
事
業

者
が
自
社
の
生
産
す
る
特
産
品
を
リ
ピ
ー
ト

購
買
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
も
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
活
用
以
前
の
段
階
で
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

　そ
こ
で
2
つ
目
の
事
例
で
は
、
製
造
業
者
や

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
含
め
多
様
な
組
織

が
協
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
伝
統

工
芸
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。

　

eB
ay

In
c.

が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
「eB

ay

」（https://

w
w

w
.ebay.com

/

）
は
、
北
米
で
の
認
知

度
が
高
い
越
境
E
C
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ

る
。
同
社
が
運
営
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ

ス
は
世
界
1
9
0
ヵ
国
、
年
間
1
・
79
億
人

が
利
用
し
て
い
る
。
2
0
1
8
年
の
取
扱
高

は
約
10
・
6
兆
円
で
、
常
時
12
億
の
商
品
が

世
界
中
か
ら
出
品
・
取
引
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
日
本
法
人
で
あ
る
イ
ー
ベ
イ
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
立
場
か
ら
伝
統
工
芸
品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
取
り
上
げ

る
の
は
2
0
1
6
年
に
京
都
で
ス
タ
ー
ト
し

た
、
地
域
の
伝
統
工
芸
品
な
ど
を
取
り
扱
う

製
造
業
・
小
売
業
の
海
外
販
売
を
支
援
す
る

「
小
売
・
製
造
業
者 

海
外
展
開
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

で
あ
る
。

複
数
組
織
の
連
携
が

切
り
札

　京
都
に
お
け
る
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

大
の
特
徴
は
、「
京
都
市
」
や
「
京
都
商
工

会
議
所
」、「
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
」
の
ほ
か
、
国
際
決
済
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
展
開
す
る
「P

ayP
al

P
te. 

Ltd.

」
や
越
境
E
C
へ
の
出
店
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
代
理
店
「
株
式
会
社
フ
ォ
ネ
ッ
ク
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
と
の
連
携
を
図

っ
た
点
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
販
売
者
と
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
な
ぐ
代
理
店
と
の
連

携
効
果
は
非
常
に
高
い
。
先
に
述
べ
た
が
、

伝
統
工
芸
品
の
製
造
業
者
は
越
境
E
C
へ
の

参
入
以
前
に
、
I
T
の
活
用
や
個
人
消
費
者

向
け
の
単
品
発
送
と
い
っ
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

代
理
店
が
こ
う
し
た
製
造
業
者
に
対
し
、
商

品
デ
ー
タ
の
作
成
・
翻
訳
や
海
外
配
送
の
代

行
と
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

質
の
高
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
持
ち
な
が
ら
も
海

外
販
売
に
踏
み
出
し
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
、

中
小
規
模
の
製
造
業
者
の
参
画
が
可
能
と
な

っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
販
売
者
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
距
離
を
埋
め
る
代
理
店
が
果
た
す
役
割

は
大
き
い
が
、
代
理
店
の
サ
ポ
ー
ト
は
あ
く

ま
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
面
に
限
ら
れ
、
決
済

環
境
の
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
が
不
可
欠
な
越
境

E
C
で
は
か
な
ら
ず
し
も
「
万
能
薬
」
で
は

な
い
。
こ
の
点
、
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

国
際
的
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業

と
も
連
携
す
る
こ
と
で
、
伝
統
工
芸
品
製
造

者
の
海
外
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
対
応
や
チ
ャ

ー
ジ
バ
ッ
ク
の
仕
組
み
の
構
築
を
実
現
し
て

い
る
。
越
境
E
C
で
は
商
品
そ
の
も
の
の
価

値
や
魅
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
販

売
に
対
応
し
た
店
舗
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
決
済
処
理
ま
で
複
合
的
な
対
応
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
販
売
者
が
苦
手
と

す
る
領
域
を
カ
バ
ー
し
、
工
房
や
メ
ー
カ
ー

と
い
っ
た
製
造
業
者
が
越
境
E
C
に
参
入
で

き
る
土
壌
を
整
え
た
点
は
、
こ
の
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

「
来
店
」を

「
リ
ピ
ー
ト
購
買
」に

つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り

　さ
ら
に
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
す
事
例
と

し
て
特
筆
す
べ
き
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
と

「
オ
フ
ラ
イ
ン
」
を
ク
ロ
ス
さ
せ
た
取
り
組

み
で
あ
る
。
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者

に
帰
国
後
も
繰
り
返
し
商
品
を
購
入
し
て
も

ら
う
に
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

へ
の
導
線
が
重
要
と
な
る
。
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
京
都
市
内
で
の
外
国
人
旅
行
者

に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

eB
ay

で
伝
統
工
芸
品
が
購
入
で
き
る
こ
と

を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
（
写
真

3
）
、
京
都
市
内
の
観
光
案
内
所
や
ホ
テ
ル

で
5
万
部
を
配
布
し
た
。
ま
た
、eB

ay

に

出
店
し
て
い
る
販
売
者
の
店
舗
に
は
リ
ン
ク

を
記
載
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
（
写
真
4
）
を
配

布
す
る
こ
と
で
、
リ
ア
ル
店
舗
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
店
舗
（
写
真
5
）
へ
誘
導
す
る
ス
キ
ー

ム
を
構
築
し
た
。
こ
れ
ら
の
「
オ
フ
ラ
イ

ン
」
で
の
取
り
組
み
に
は
、
京
都
市
や
京
都

商
工
会
議
所
と
い
っ
た
地
域
の
行
政
機
関
や

公
共
的
団
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

多
様
な
地
域
組
織
を
巻
き
込
ん
だ
「
地
域
全

体
」
で
の
協
業
体
制
を
築
い
た
こ
と
に
よ
っ

て
そ
れ
が
実
現
し
た
点
が
特
色
と
い
え
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

活
用
と

外
部
組
織
連
携
に
よ
る

基
盤
整
備

　北
海
道
と
京
都
の
先
進
事
例
か
ら
学
べ
る

こ
と
は
、
越
境
E
C
を
通
じ
た
リ
ピ
ー
ト
購

買
を
目
指
す
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
し
た
海
外
販
売
基
盤
の
整
備
が
先
決
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
販
売
者
に
と
っ
て

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
が
海
外
展
開

へ
の
力
強
い
基
盤
と
な
り
、
地
域
に
と
っ
て

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
異
業
種
組
織
と
の

連
携
が
地
域
の
利
潤
を
最
大
化
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
自
社
や
単
独
組
織
の

み
で
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
複
数
の
外
部

リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
り
、
複
数
の
事
業

者
・
行
政
組
織
な
ど
と
連
携
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
相
互
補
完
や
相
乗
効
果
が
働
く
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
越
境

E
C
の
拡
大
が
続
く
な
か
、
事
業
者
や
地
域

に
と
っ
て
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
よ
る
特
産

品
の
リ
ピ
ー
ト
購
買
が
も
た
ら
す
可
能
性
は

ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
。
今
後
、
リ
ピ
ー

ト
購
買
の
促
進
を
目
指
す
に
は
、
自
社
や
自

地
域
の
資
源
を
見
直
し
、
自
ら
の
戦
略
に
沿

っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
用
が
求
め
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　（
た
け
ち

　く
み
と
）

写真3 京都市内で配布したポスター写真3 京都市内で配布したポスター

写真5 eBay上に開設された

写真4 実店舗に配布したステッカー写真4 実店舗に配布したステッカー

2
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携
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購
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①
訪日外国人

旅行者を増やす × ×

観光消費額

②
1人当たりの

消費単価を上げる

③
域内調達率を
高める

図 1 経済効果を高める3要素

先
進
事
例
か
ら
見
え
て
き
た

特
産
品
活
用
の
ポ
イン
ト

視座
特
産
品
を
活
用
し
た

誘
客（
特
集
1
）

　
特
集
1
は
、
香
港
市
場
を
対
象
に
、
特
産

品
を
活
用
し
な
が
ら
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客

に
取
り
組
む
2
つ
の
地
域
の
事
例
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
地
方
観
光
地
へ
の
誘
客
を
図
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
地
名
を
覚
え
て
も
ら

う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
地
域
の
魅
力
は
何

な
の
か
を
現
地
の
消
費
者
に
し
っ
か
り
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
筆
者
は
、
海
外

に
特
産
品
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
地
の

消
費
者
の
日
常
に
、
地
名
や
地
域
の
好
ま
し

い
イ
メ
ー
ジ
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
特
集
1
に
お
け
る
岡
山
県
の
事
例
は
、
白

桃
と
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
現
地
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
広
く
流
通
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
が
岡
山
の
知
名
度

向
上
に
影
響
を
与
え
、
実
際
の
誘
客
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
熊

本
県
の
事
例
は
、
多
様
な
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
現
地
に
県
産
食
材
を
活
用
し
た
和

食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
し
、
そ
の
活
用
を
通

じ
て
、
誘
客
へ
の
流
れ
が
構
築
さ
れ
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
2
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
特
産
品
の
中

で
も
食
品
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
訪
日
外
国
人
が
考
え
る
日
本
の
魅
力
と

し
て
常
に
「
食
」
が
上
位
に
あ
が
っ
て
く
る

点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
と

相
性
が
良
い
品
目
は
、
食
品
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
地
域
の
食
品
を
海
外
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と

す
る
場
合
、
輸
出
先
候
補
と
な
る
国
・
地
域

の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。
国
・
地
域
に
よ
っ
て
、
市
場
の

大
き
さ
、
輸
出
可
能
な
品
目
（
検
疫
体
制
）
、

物
流
シ
ス
テ
ム
、
競
合
環
境
、
現
地
の
消
費

者
の
嗜
好
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
か
ら
だ
。

自
地
域
の
特
産
品
と
、
こ
う
し
た
諸
条
件
と

の
兼
ね
合
い
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
市
場
の
大
き
さ
、
検

疫
体
制
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
は
、

特
集
1
で
取
り
上
げ
た
香
港
が
最
も
有
望
な

市
場
と
い
え
る
が
、
そ
の
分
産
地
間
の
競
争

が
激
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
点
に
は
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

　
特
産
品
を
通
じ
て
地
域
の
知
名
度
を
向
上

さ
せ
、
い
ざ
誘
客
と
い
う
段
階
で
は
、
産
地

へ
の
訪
問
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る
た
め
に
、
産

地
へ
訪
問
す
る
「
理
由
」
を
明
確
化
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
現

地
と
日
本
で
の
価
格
差
や
、
産
品
の
流
通
環

境
を
逆
手
に
取
り
、
産
地
で
消
費
す
る
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
鮮
度
の
良
さ
を
訴
求

し
た
り
、
岡
山
県
の
事
例
に
お
け
る
「
桃
狩

り
」
の
よ
う
に
、
産
地
で
し
か
で
き
な
い
体

験
を
前
面
に
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
な
お
、
岡
山
県
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
熊
本
県
に
お
け
る
取
り
組
み

も
、
2
0
1
4
年
か
ら
本
格
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
産
品
（
食
品
）
の

海
外
展
開
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
長
い
時
間
が
必
要

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
即
効
性
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

日
本
滞
在
中
の

特
産
品
購
買
に
よ
る

消
費
単
価
向
上（
特
集
2
・
3
）

　
特
集
2
と
特
集
3
は
、
い
ず
れ
も
、
外
国

人
旅
行
者
が
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
時
に
特

産
品
を
消
費
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
1
人
当

た
り
消
費
単
価
を
高
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
の
施
策
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
特
集
2

で
は
、
特
産
品
の
販
売
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
、

自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に

つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
が
集
積
す
る
東
京
都
心
部
は
す
で
に
多

く
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、

実
店
舗
に
お
い
て
特
産
品
の
販
売
を
促
進
さ

せ
る
に
は
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
先
進
的
な
事

例
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」

の
結
果
を
見
る
と
、
2
0
1
3
年
度
以
降
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
行
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
の
数
は
年
々
増
加
し
、
取
り
組
み
項
目

も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体

的
な
内
容
と
し
て
は
、
外
国
語
の
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
、

店
内
の
多
言
語
対
応
と
い
っ
た
よ
う
に
、
従

来
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
環
境
整
備
に

あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
て
き
た
項
目
が
並
ん

で
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は

様
々
な
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

共
同
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
代
表
さ
れ

る
複
数
組
織
と
の
連
携
や
、
店
内
の
多
言
語

対
応
に
お
け
る
I
T
技
術
の
活
用
な
ど
で
あ

る
。
こ
う
し
た
工
夫
は
、
実
際
に
取
り
組
み

を
進
め
る
に
あ
た
り
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
特
集
2
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
は
得
ら
れ
な
い
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
「
場
」
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

は
じ
め
に

　
本
誌
2
3
3
号
（
2
0
1
7
年
4
月
発

行
）
で
は
、「
外
国
人
観
光
客
の
消
費
を
地

域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は
」
と
い
う

特
集
を
組
ん
で
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
地

域
へ
の
経
済
効
果
に
結
び
つ
け
る
施
策
に
つ

い
て
、
全
国
各
地
の
先
進
事
例
を
交
え
て
考

察
し
て
い
る
。
今
回
の
特
集
は
、
い
わ
ば
そ

の
続
編
で
あ
る
。
2
3
3
号
は
多
様
な
切
り

口
の
施
策
を
紹
介
し
て
い
た
が
、
今
号
で
は
、

「
特
産
品
の
活
用
」
に
関
連
す
る
施
策
に
絞

っ
て
特
集
を
構
成
し
た
。

　
特
産
品
の
活
用
に
着
目
し
た
理
由
は
、
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
図
1
は
2
3

3
号
で
も
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め

に
は
、「
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増
や

す
」
「
②
1
人
当
た
り
の
消
費
単
価
を
上
げ

る
」
「
③
域
内
調
達
率
を
高
め
る
」
の
3
つ

の
要
素
が
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
①
、
②
、

③
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
充
足
さ
れ
る
と
、
こ
れ

ら
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
地
域
の
経
済
効
果

は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
く
。
こ
こ
で
特
産

品
の
活
用
に
よ
る
効
果
を
考
え
て
み
る
と
、

ま
ず
特
産
品
の
生
産
に
関
す
る
域
内
調
達
率

は
あ
る
程
度
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、

③
（
域
内
調
達
率
を
高
め
る
）
の
充
足
に
つ

な
が
る
。
次
に
、
特
産
品
は
旅
行
者
が
お
土

産
と
し
て
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
②
（
1

人
当
た
り
の
消
費
単
価
を
上
げ
る
）
の
充
足

に
も
貢
献
す
る
。
さ
ら
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
高
い
知
名
度
や
評
価
を
得
た
特
産
品

は
、
誘
客
の
源
泉
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に

よ
り
、
①
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増
や

す
）
の
充
足
に
も
好
ま
し
い
影
響
を
も
た
ら

す
。
つ
ま
り
、
特
産
品
の
活
用
は
、
経
済
効

果
を
高
め
る
３
要
素
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
く

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
有
望
な
手
法
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
整
理
の
下
、
今
回
の
特
集
は
、

観
光
消
費
額
を
構
成
す
る
①
と
②
に
つ
な
が

る
も
の
を
中
心
に
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の
特
集

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
実
際
に
取
り
組
み
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
を
考
え

て
い
き
た
い
。

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
地
域
を

体
感
で
き
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
と
、
従
業

員
に
よ
る
細
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
相
ま
っ
て
、
特
産
品
の
販
売
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
の
地
域
へ
の
誘
客
に
も
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

　
特
集
3
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
い

て
一
定
の
存
在
感
を
占
め
て
い
る
、
ク
ル
ー

ズ
客
に
よ
る
特
産
品
購
買
と
い
う
課
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
は
一
度
に
数

百
人
〜
数
千
人
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
規
模
で

来
訪
す
る
た
め
、
寄
港
地
域
に
と
っ
て
は
経

済
効
果
を
得
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

特
集
3
で
は
、
「
消
費
税
免
税
度
を
活
用
し

た
臨
時
免
税
店
の
開
設
」
、「
商
店
街
に
お

け
る
買
い
物
支
援
」
、「
多
様
な
関
係
者
の

取
り
組
み
機
運
醸
成
」
と
い
う
3
つ
の
施
策

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
2
つ
に

つ
い
て
は
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン

に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
の
現
地
滞
在

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
船
会
社
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
権
が
あ
る
場
合
も
多
く
、
地
域
側
が
関

与
で
き
る
余
地
が
小
さ
い
面
も
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
3
つ
目
に
つ

い
て
は
、
特
集
2
で
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
、
複
数
組
織
に
よ
る
連
携
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

帰
国
後
の

特
産
品
購
買
に
よ
る

消
費
単
価
向
上（
特
集
4
・
5
）

　
特
集
4
と
特
集
5
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
帰
国
後
に
、
日
本
滞
在
中
に
購
入
し
た

特
産
品
を
越
境
E
C
に
よ
り
再
度
購
入
（
リ

ピ
ー
ト
購
買
）
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
1
人

当
た
り
消
費
単
価
を
高
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
の
施
策
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
特
集

4
で
は
、（
特
産
品
を
含
め
た
）
観
光
土
産

の
消
費
行
動
に
つ
い
て
、「
連
鎖
消
費
」
と

い
う
新
た
な
概
念
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
観
光
土
産
は
自
分
の
た
め
に

購
入
す
る
場
合
と
、
第
三
者
に
贈
与
す
る
場

合
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
観
光
土
産
を
贈

与
さ
れ
た
受
け
手
が
そ
の
商
品
を
気
に
入
っ

た
場
合
、
自
ら
も
購
入
す
る
だ
け
で
な
く
、

第
三
者
へ
贈
与
す
る
行
動
が
生
じ
、
消
費
が

連
鎖
的
に
拡
大
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
連

鎖
消
費
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
実
証
的

に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
旅
行
後

の
リ
ピ
ー
ト
購
買
は
、
旅
行
者
自
身
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
の
消
費
に
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
で
、
大
き
な
経
済
効
果
を
生
む
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
観
光
土
産
の
買
い
手
だ
け
で
な
く
、

受
け
手
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
特
集
4
で
は
、
特
産
品
の
リ
ピ
ー

ト
購
買
に
対
す
る
関
心
が
高
い
顧
客
セ
グ
メ

ン
ト
と
し
て
、
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

訪
日
経
験
の
程
度
に
対
応
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

消
費
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト

を
特
定
し
た
り
、
各
セ
グ
メ
ン
ト
別
に
施
策

を
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
リ
ピ
ー
ト
購

買
に
限
ら
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
地
域

経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る
施
策

を
展
開
し
て
い
く
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ

る
。

　
特
集
5
か
ら
は
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
進

さ
せ
る
基
盤
整
備
を
行
う
上
で
の
有
効
な
手

法
と
し
て
、
消
費
者
と
特
産
品
販
売
者
を
つ

な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（R

a
k
u
te

n 

G
lobal M

arket

やeB
ay

な
ど
）
の
活
用
が

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
特
集
5
で
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
状
で
は
事
業
者

単
独
で
海
外
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に

は
困
難
な
部
分
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

際
に
、
上
記
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
戦
略
的
に
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
出
店
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

代
理
店
、
行
政
機
関
、
商
工
会
議
所
な
ど
多

様
な
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
打
開
策
に
な
る
だ
ろ

う
。
な
お
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
特
産
品

販
売
者
を
仲
介
す
る
代
理
店
の
存
在
は
、
こ

れ
ま
で
他
の
記
事
や
論
文
で
言
及
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
回
事
例
調
査

を
進
め
る
中
で
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
の
基

盤
整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
確

認
で
き
た
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
数
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
主
役

は
、「
モ
ノ
消
費
」
か
ら
「
コ
ト
消
費
」
に

変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
地
域
経
済
活

性
化
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

特
産
品
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
消
費
に
も
、
ま

だ
ま
だ
注
目
す
べ
き
点
は
多
く
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
の
特
集
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る

経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
、
新
た
な
着
想

を
得
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

視座 先進事例から見えてきた特産品活用のポイント

観
光
経
済
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究
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①
訪日外国人

旅行者を増やす × ×

観光消費額

②
1人当たりの

消費単価を上げる

③
域内調達率を
高める

図 1 経済効果を高める3要素

先
進
事
例
か
ら
見
え
て
き
た

特
産
品
活
用
の
ポ
イン
ト

視座
特
産
品
を
活
用
し
た

誘
客（
特
集
1
）

　
特
集
1
は
、
香
港
市
場
を
対
象
に
、
特
産

品
を
活
用
し
な
が
ら
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客

に
取
り
組
む
2
つ
の
地
域
の
事
例
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
地
方
観
光
地
へ
の
誘
客
を
図
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
地
名
を
覚
え
て
も
ら

う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
地
域
の
魅
力
は
何

な
の
か
を
現
地
の
消
費
者
に
し
っ
か
り
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
筆
者
は
、
海
外

に
特
産
品
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
地
の

消
費
者
の
日
常
に
、
地
名
や
地
域
の
好
ま
し

い
イ
メ
ー
ジ
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
特
集
1
に
お
け
る
岡
山
県
の
事
例
は
、
白

桃
と
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
現
地
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
広
く
流
通
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
が
岡
山
の
知
名
度

向
上
に
影
響
を
与
え
、
実
際
の
誘
客
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
熊

本
県
の
事
例
は
、
多
様
な
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
現
地
に
県
産
食
材
を
活
用
し
た
和

食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
し
、
そ
の
活
用
を
通

じ
て
、
誘
客
へ
の
流
れ
が
構
築
さ
れ
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
2
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
特
産
品
の
中

で
も
食
品
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
訪
日
外
国
人
が
考
え
る
日
本
の
魅
力
と

し
て
常
に
「
食
」
が
上
位
に
あ
が
っ
て
く
る

点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
と

相
性
が
良
い
品
目
は
、
食
品
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
地
域
の
食
品
を
海
外
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と

す
る
場
合
、
輸
出
先
候
補
と
な
る
国
・
地
域

の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。
国
・
地
域
に
よ
っ
て
、
市
場
の

大
き
さ
、
輸
出
可
能
な
品
目
（
検
疫
体
制
）
、

物
流
シ
ス
テ
ム
、
競
合
環
境
、
現
地
の
消
費

者
の
嗜
好
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
か
ら
だ
。

自
地
域
の
特
産
品
と
、
こ
う
し
た
諸
条
件
と

の
兼
ね
合
い
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
市
場
の
大
き
さ
、
検

疫
体
制
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
は
、

特
集
1
で
取
り
上
げ
た
香
港
が
最
も
有
望
な

市
場
と
い
え
る
が
、
そ
の
分
産
地
間
の
競
争

が
激
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
点
に
は
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

　
特
産
品
を
通
じ
て
地
域
の
知
名
度
を
向
上

さ
せ
、
い
ざ
誘
客
と
い
う
段
階
で
は
、
産
地

へ
の
訪
問
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る
た
め
に
、
産

地
へ
訪
問
す
る
「
理
由
」
を
明
確
化
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
現

地
と
日
本
で
の
価
格
差
や
、
産
品
の
流
通
環

境
を
逆
手
に
取
り
、
産
地
で
消
費
す
る
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
鮮
度
の
良
さ
を
訴
求

し
た
り
、
岡
山
県
の
事
例
に
お
け
る
「
桃
狩

り
」
の
よ
う
に
、
産
地
で
し
か
で
き
な
い
体

験
を
前
面
に
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
な
お
、
岡
山
県
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
熊
本
県
に
お
け
る
取
り
組
み

も
、
2
0
1
4
年
か
ら
本
格
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
産
品
（
食
品
）
の

海
外
展
開
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
長
い
時
間
が
必
要

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
即
効
性
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

日
本
滞
在
中
の

特
産
品
購
買
に
よ
る

消
費
単
価
向
上（
特
集
2
・
3
）

　
特
集
2
と
特
集
3
は
、
い
ず
れ
も
、
外
国

人
旅
行
者
が
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
時
に
特

産
品
を
消
費
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
1
人
当

た
り
消
費
単
価
を
高
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
の
施
策
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
特
集
2

で
は
、
特
産
品
の
販
売
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
、

自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に

つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
が
集
積
す
る
東
京
都
心
部
は
す
で
に
多

く
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、

実
店
舗
に
お
い
て
特
産
品
の
販
売
を
促
進
さ

せ
る
に
は
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
先
進
的
な
事

例
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」

の
結
果
を
見
る
と
、
2
0
1
3
年
度
以
降
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
行
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
の
数
は
年
々
増
加
し
、
取
り
組
み
項
目

も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体

的
な
内
容
と
し
て
は
、
外
国
語
の
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
、

店
内
の
多
言
語
対
応
と
い
っ
た
よ
う
に
、
従

来
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
環
境
整
備
に

あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
て
き
た
項
目
が
並
ん

で
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は

様
々
な
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

共
同
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
代
表
さ
れ

る
複
数
組
織
と
の
連
携
や
、
店
内
の
多
言
語

対
応
に
お
け
る
I
T
技
術
の
活
用
な
ど
で
あ

る
。
こ
う
し
た
工
夫
は
、
実
際
に
取
り
組
み

を
進
め
る
に
あ
た
り
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
特
集
2
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
は
得
ら
れ
な
い
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
「
場
」
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

は
じ
め
に

　
本
誌
2
3
3
号
（
2
0
1
7
年
4
月
発

行
）
で
は
、「
外
国
人
観
光
客
の
消
費
を
地

域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は
」
と
い
う

特
集
を
組
ん
で
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
地

域
へ
の
経
済
効
果
に
結
び
つ
け
る
施
策
に
つ

い
て
、
全
国
各
地
の
先
進
事
例
を
交
え
て
考

察
し
て
い
る
。
今
回
の
特
集
は
、
い
わ
ば
そ

の
続
編
で
あ
る
。
2
3
3
号
は
多
様
な
切
り

口
の
施
策
を
紹
介
し
て
い
た
が
、
今
号
で
は
、

「
特
産
品
の
活
用
」
に
関
連
す
る
施
策
に
絞

っ
て
特
集
を
構
成
し
た
。

　
特
産
品
の
活
用
に
着
目
し
た
理
由
は
、
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
図
1
は
2
3

3
号
で
も
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め

に
は
、「
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増
や

す
」
「
②
1
人
当
た
り
の
消
費
単
価
を
上
げ

る
」
「
③
域
内
調
達
率
を
高
め
る
」
の
3
つ

の
要
素
が
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
①
、
②
、

③
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
充
足
さ
れ
る
と
、
こ
れ

ら
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
地
域
の
経
済
効
果

は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
く
。
こ
こ
で
特
産

品
の
活
用
に
よ
る
効
果
を
考
え
て
み
る
と
、

ま
ず
特
産
品
の
生
産
に
関
す
る
域
内
調
達
率

は
あ
る
程
度
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、

③
（
域
内
調
達
率
を
高
め
る
）
の
充
足
に
つ

な
が
る
。
次
に
、
特
産
品
は
旅
行
者
が
お
土

産
と
し
て
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
②
（
1

人
当
た
り
の
消
費
単
価
を
上
げ
る
）
の
充
足

に
も
貢
献
す
る
。
さ
ら
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
高
い
知
名
度
や
評
価
を
得
た
特
産
品

は
、
誘
客
の
源
泉
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に

よ
り
、
①
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増
や

す
）
の
充
足
に
も
好
ま
し
い
影
響
を
も
た
ら

す
。
つ
ま
り
、
特
産
品
の
活
用
は
、
経
済
効

果
を
高
め
る
３
要
素
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
く

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
有
望
な
手
法
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
整
理
の
下
、
今
回
の
特
集
は
、

観
光
消
費
額
を
構
成
す
る
①
と
②
に
つ
な
が

る
も
の
を
中
心
に
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の
特
集

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
実
際
に
取
り
組
み
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
を
考
え

て
い
き
た
い
。

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
地
域
を

体
感
で
き
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
と
、
従
業

員
に
よ
る
細
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
相
ま
っ
て
、
特
産
品
の
販
売
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
の
地
域
へ
の
誘
客
に
も
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

　
特
集
3
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
い

て
一
定
の
存
在
感
を
占
め
て
い
る
、
ク
ル
ー

ズ
客
に
よ
る
特
産
品
購
買
と
い
う
課
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
は
一
度
に
数

百
人
〜
数
千
人
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
規
模
で

来
訪
す
る
た
め
、
寄
港
地
域
に
と
っ
て
は
経

済
効
果
を
得
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

特
集
3
で
は
、
「
消
費
税
免
税
度
を
活
用
し

た
臨
時
免
税
店
の
開
設
」
、「
商
店
街
に
お

け
る
買
い
物
支
援
」
、「
多
様
な
関
係
者
の

取
り
組
み
機
運
醸
成
」
と
い
う
3
つ
の
施
策

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
2
つ
に

つ
い
て
は
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン

に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
の
現
地
滞
在

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
船
会
社
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
権
が
あ
る
場
合
も
多
く
、
地
域
側
が
関

与
で
き
る
余
地
が
小
さ
い
面
も
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
3
つ
目
に
つ

い
て
は
、
特
集
2
で
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
、
複
数
組
織
に
よ
る
連
携
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

帰
国
後
の

特
産
品
購
買
に
よ
る

消
費
単
価
向
上（
特
集
4
・
5
）

　
特
集
4
と
特
集
5
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
帰
国
後
に
、
日
本
滞
在
中
に
購
入
し
た

特
産
品
を
越
境
E
C
に
よ
り
再
度
購
入
（
リ

ピ
ー
ト
購
買
）
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
1
人

当
た
り
消
費
単
価
を
高
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
の
施
策
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
特
集

4
で
は
、（
特
産
品
を
含
め
た
）
観
光
土
産

の
消
費
行
動
に
つ
い
て
、「
連
鎖
消
費
」
と

い
う
新
た
な
概
念
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
観
光
土
産
は
自
分
の
た
め
に

購
入
す
る
場
合
と
、
第
三
者
に
贈
与
す
る
場

合
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
観
光
土
産
を
贈

与
さ
れ
た
受
け
手
が
そ
の
商
品
を
気
に
入
っ

た
場
合
、
自
ら
も
購
入
す
る
だ
け
で
な
く
、

第
三
者
へ
贈
与
す
る
行
動
が
生
じ
、
消
費
が

連
鎖
的
に
拡
大
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
連

鎖
消
費
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
実
証
的

に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
旅
行
後

の
リ
ピ
ー
ト
購
買
は
、
旅
行
者
自
身
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
の
消
費
に
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
で
、
大
き
な
経
済
効
果
を
生
む
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
観
光
土
産
の
買
い
手
だ
け
で
な
く
、

受
け
手
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
特
集
4
で
は
、
特
産
品
の
リ
ピ
ー

ト
購
買
に
対
す
る
関
心
が
高
い
顧
客
セ
グ
メ

ン
ト
と
し
て
、
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

訪
日
経
験
の
程
度
に
対
応
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

消
費
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト

を
特
定
し
た
り
、
各
セ
グ
メ
ン
ト
別
に
施
策

を
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
リ
ピ
ー
ト
購

買
に
限
ら
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
地
域

経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る
施
策

を
展
開
し
て
い
く
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ

る
。

　
特
集
5
か
ら
は
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
進

さ
せ
る
基
盤
整
備
を
行
う
上
で
の
有
効
な
手

法
と
し
て
、
消
費
者
と
特
産
品
販
売
者
を
つ

な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（R

a
k
u
te

n 

G
lobal M

arket

やeB
ay

な
ど
）
の
活
用
が

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
特
集
5
で
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
状
で
は
事
業
者

単
独
で
海
外
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に

は
困
難
な
部
分
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

際
に
、
上
記
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
戦
略
的
に
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
出
店
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

代
理
店
、
行
政
機
関
、
商
工
会
議
所
な
ど
多

様
な
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
打
開
策
に
な
る
だ
ろ

う
。
な
お
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
特
産
品

販
売
者
を
仲
介
す
る
代
理
店
の
存
在
は
、
こ

れ
ま
で
他
の
記
事
や
論
文
で
言
及
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
回
事
例
調
査

を
進
め
る
中
で
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
の
基

盤
整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
確

認
で
き
た
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
数
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
主
役

は
、「
モ
ノ
消
費
」
か
ら
「
コ
ト
消
費
」
に

変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
地
域
経
済
活

性
化
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

特
産
品
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
消
費
に
も
、
ま

だ
ま
だ
注
目
す
べ
き
点
は
多
く
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
の
特
集
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る

経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
、
新
た
な
着
想

を
得
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

視座 先進事例から見えてきた特産品活用のポイント
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特
産
品
を
活
用
し
た

誘
客（
特
集
1
）

　
特
集
1
は
、
香
港
市
場
を
対
象
に
、
特
産

品
を
活
用
し
な
が
ら
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客

に
取
り
組
む
2
つ
の
地
域
の
事
例
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
地
方
観
光
地
へ
の
誘
客
を
図
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
地
名
を
覚
え
て
も
ら

う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
地
域
の
魅
力
は
何

な
の
か
を
現
地
の
消
費
者
に
し
っ
か
り
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
筆
者
は
、
海
外

に
特
産
品
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
地
の

消
費
者
の
日
常
に
、
地
名
や
地
域
の
好
ま
し

い
イ
メ
ー
ジ
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
特
集
1
に
お
け
る
岡
山
県
の
事
例
は
、
白

桃
と
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
現
地
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
広
く
流
通
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
が
岡
山
の
知
名
度

向
上
に
影
響
を
与
え
、
実
際
の
誘
客
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
熊

本
県
の
事
例
は
、
多
様
な
関
係
者
と
連
携
し

な
が
ら
、
現
地
に
県
産
食
材
を
活
用
し
た
和

食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
し
、
そ
の
活
用
を
通

じ
て
、
誘
客
へ
の
流
れ
が
構
築
さ
れ
て
い
る

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
2
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
特
産
品
の
中

で
も
食
品
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
訪
日
外
国
人
が
考
え
る
日
本
の
魅
力
と

し
て
常
に
「
食
」
が
上
位
に
あ
が
っ
て
く
る

点
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
と

相
性
が
良
い
品
目
は
、
食
品
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
地
域
の
食
品
を
海
外
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と

す
る
場
合
、
輸
出
先
候
補
と
な
る
国
・
地
域

の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
と
な

る
だ
ろ
う
。
国
・
地
域
に
よ
っ
て
、
市
場
の

大
き
さ
、
輸
出
可
能
な
品
目
（
検
疫
体
制
）
、

物
流
シ
ス
テ
ム
、
競
合
環
境
、
現
地
の
消
費

者
の
嗜
好
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
か
ら
だ
。

自
地
域
の
特
産
品
と
、
こ
う
し
た
諸
条
件
と

の
兼
ね
合
い
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
市
場
の
大
き
さ
、
検

疫
体
制
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
は
、

特
集
1
で
取
り
上
げ
た
香
港
が
最
も
有
望
な

市
場
と
い
え
る
が
、
そ
の
分
産
地
間
の
競
争

が
激
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
点
に
は
留
意

す
べ
き
で
あ
る
。

　
特
産
品
を
通
じ
て
地
域
の
知
名
度
を
向
上

さ
せ
、
い
ざ
誘
客
と
い
う
段
階
で
は
、
産
地

へ
の
訪
問
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る
た
め
に
、
産

地
へ
訪
問
す
る
「
理
由
」
を
明
確
化
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
現

地
と
日
本
で
の
価
格
差
や
、
産
品
の
流
通
環

境
を
逆
手
に
取
り
、
産
地
で
消
費
す
る
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
鮮
度
の
良
さ
を
訴
求

し
た
り
、
岡
山
県
の
事
例
に
お
け
る
「
桃
狩

り
」
の
よ
う
に
、
産
地
で
し
か
で
き
な
い
体

験
を
前
面
に
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
な
お
、
岡
山
県
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
熊
本
県
に
お
け
る
取
り
組
み

も
、
2
0
1
4
年
か
ら
本
格
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
産
品
（
食
品
）
の

海
外
展
開
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
長
い
時
間
が
必
要

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
即
効
性
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

日
本
滞
在
中
の

特
産
品
購
買
に
よ
る

消
費
単
価
向
上（
特
集
2
・
3
）

　
特
集
2
と
特
集
3
は
、
い
ず
れ
も
、
外
国

人
旅
行
者
が
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
時
に
特

産
品
を
消
費
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
1
人
当

た
り
消
費
単
価
を
高
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
の
施
策
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
特
集
2

で
は
、
特
産
品
の
販
売
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
、

自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に

つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
が
集
積
す
る
東
京
都
心
部
は
す
で
に
多

く
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
訪
れ
て
お
り
、

実
店
舗
に
お
い
て
特
産
品
の
販
売
を
促
進
さ

せ
る
に
は
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
先
進
的
な
事

例
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
実
態
調
査
」

の
結
果
を
見
る
と
、
2
0
1
3
年
度
以
降
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
を
行
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
の
数
は
年
々
増
加
し
、
取
り
組
み
項
目

も
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体

的
な
内
容
と
し
て
は
、
外
国
語
の
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
、

店
内
の
多
言
語
対
応
と
い
っ
た
よ
う
に
、
従

来
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
環
境
整
備
に

あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
て
き
た
項
目
が
並
ん

で
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は

様
々
な
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

共
同
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に
代
表
さ
れ

る
複
数
組
織
と
の
連
携
や
、
店
内
の
多
言
語

対
応
に
お
け
る
I
T
技
術
の
活
用
な
ど
で
あ

る
。
こ
う
し
た
工
夫
は
、
実
際
に
取
り
組
み

を
進
め
る
に
あ
た
り
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
特
集
2
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
で
は
得
ら
れ
な
い
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
「
場
」
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

は
じ
め
に

　
本
誌
2
3
3
号
（
2
0
1
7
年
4
月
発

行
）
で
は
、「
外
国
人
観
光
客
の
消
費
を
地

域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は
」
と
い
う

特
集
を
組
ん
で
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
地

域
へ
の
経
済
効
果
に
結
び
つ
け
る
施
策
に
つ

い
て
、
全
国
各
地
の
先
進
事
例
を
交
え
て
考

察
し
て
い
る
。
今
回
の
特
集
は
、
い
わ
ば
そ

の
続
編
で
あ
る
。
2
3
3
号
は
多
様
な
切
り

口
の
施
策
を
紹
介
し
て
い
た
が
、
今
号
で
は
、

「
特
産
品
の
活
用
」
に
関
連
す
る
施
策
に
絞

っ
て
特
集
を
構
成
し
た
。

　
特
産
品
の
活
用
に
着
目
し
た
理
由
は
、
以

下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
図
1
は
2
3

3
号
で
も
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め

に
は
、「
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増
や

す
」
「
②
1
人
当
た
り
の
消
費
単
価
を
上
げ

る
」
「
③
域
内
調
達
率
を
高
め
る
」
の
3
つ

の
要
素
が
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
①
、
②
、

③
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
充
足
さ
れ
る
と
、
こ
れ

ら
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
地
域
の
経
済
効
果

は
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
く
。
こ
こ
で
特
産

品
の
活
用
に
よ
る
効
果
を
考
え
て
み
る
と
、

ま
ず
特
産
品
の
生
産
に
関
す
る
域
内
調
達
率

は
あ
る
程
度
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、

③
（
域
内
調
達
率
を
高
め
る
）
の
充
足
に
つ

な
が
る
。
次
に
、
特
産
品
は
旅
行
者
が
お
土

産
と
し
て
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
②
（
1

人
当
た
り
の
消
費
単
価
を
上
げ
る
）
の
充
足

に
も
貢
献
す
る
。
さ
ら
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
高
い
知
名
度
や
評
価
を
得
た
特
産
品

は
、
誘
客
の
源
泉
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に

よ
り
、
①
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
増
や

す
）
の
充
足
に
も
好
ま
し
い
影
響
を
も
た
ら

す
。
つ
ま
り
、
特
産
品
の
活
用
は
、
経
済
効

果
を
高
め
る
３
要
素
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
く

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
有
望
な
手
法
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
整
理
の
下
、
今
回
の
特
集
は
、

観
光
消
費
額
を
構
成
す
る
①
と
②
に
つ
な
が

る
も
の
を
中
心
に
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の
特
集

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
実
際
に
取
り
組
み
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
を
考
え

て
い
き
た
い
。

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
地
域
を

体
感
で
き
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
と
、
従
業

員
に
よ
る
細
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
相
ま
っ
て
、
特
産
品
の
販
売
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
の
地
域
へ
の
誘
客
に
も
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

　
特
集
3
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
い

て
一
定
の
存
在
感
を
占
め
て
い
る
、
ク
ル
ー

ズ
客
に
よ
る
特
産
品
購
買
と
い
う
課
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
は
一
度
に
数

百
人
〜
数
千
人
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
規
模
で

来
訪
す
る
た
め
、
寄
港
地
域
に
と
っ
て
は
経

済
効
果
を
得
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

特
集
3
で
は
、
「
消
費
税
免
税
度
を
活
用
し

た
臨
時
免
税
店
の
開
設
」
、「
商
店
街
に
お

け
る
買
い
物
支
援
」
、「
多
様
な
関
係
者
の

取
り
組
み
機
運
醸
成
」
と
い
う
3
つ
の
施
策

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
2
つ
に

つ
い
て
は
、
ク
ル
ー
ズ
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン

に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
る
。
ク
ル
ー
ズ
客
の
現
地
滞
在

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
船
会
社
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
権
が
あ
る
場
合
も
多
く
、
地
域
側
が
関

与
で
き
る
余
地
が
小
さ
い
面
も
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
た
上
で
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
3
つ
目
に
つ

い
て
は
、
特
集
2
で
も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う

な
、
複
数
組
織
に
よ
る
連
携
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

帰
国
後
の

特
産
品
購
買
に
よ
る

消
費
単
価
向
上（
特
集
4
・
5
）

　
特
集
4
と
特
集
5
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
帰
国
後
に
、
日
本
滞
在
中
に
購
入
し
た

特
産
品
を
越
境
E
C
に
よ
り
再
度
購
入
（
リ

ピ
ー
ト
購
買
）
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
1
人

当
た
り
消
費
単
価
を
高
め
る
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
の
施
策
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
特
集

4
で
は
、（
特
産
品
を
含
め
た
）
観
光
土
産

の
消
費
行
動
に
つ
い
て
、「
連
鎖
消
費
」
と

い
う
新
た
な
概
念
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
観
光
土
産
は
自
分
の
た
め
に

購
入
す
る
場
合
と
、
第
三
者
に
贈
与
す
る
場

合
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
観
光
土
産
を
贈

与
さ
れ
た
受
け
手
が
そ
の
商
品
を
気
に
入
っ

た
場
合
、
自
ら
も
購
入
す
る
だ
け
で
な
く
、

第
三
者
へ
贈
与
す
る
行
動
が
生
じ
、
消
費
が

連
鎖
的
に
拡
大
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
連

鎖
消
費
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
実
証
的

に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
旅
行
後

の
リ
ピ
ー
ト
購
買
は
、
旅
行
者
自
身
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
の
消
費
に
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
で
、
大
き
な
経
済
効
果
を
生
む
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
観
光
土
産
の
買
い
手
だ
け
で
な
く
、

受
け
手
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
る

だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
特
集
4
で
は
、
特
産
品
の
リ
ピ
ー

ト
購
買
に
対
す
る
関
心
が
高
い
顧
客
セ
グ
メ

ン
ト
と
し
て
、
訪
日
リ
ピ
ー
タ
ー
が
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

訪
日
経
験
の
程
度
に
対
応
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

消
費
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト

を
特
定
し
た
り
、
各
セ
グ
メ
ン
ト
別
に
施
策

を
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
リ
ピ
ー
ト
購

買
に
限
ら
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
地
域

経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る
施
策

を
展
開
し
て
い
く
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ

る
。

　
特
集
5
か
ら
は
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
を
促
進

さ
せ
る
基
盤
整
備
を
行
う
上
で
の
有
効
な
手

法
と
し
て
、
消
費
者
と
特
産
品
販
売
者
を
つ

な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（R

a
k
u
te

n 

G
lobal M

arket

やeB
ay

な
ど
）
の
活
用
が

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
特
集
5
で
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
状
で
は
事
業
者

単
独
で
海
外
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
に

は
困
難
な
部
分
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

際
に
、
上
記
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
戦
略
的
に
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
出
店
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

代
理
店
、
行
政
機
関
、
商
工
会
議
所
な
ど
多

様
な
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
打
開
策
に
な
る
だ
ろ

う
。
な
お
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
特
産
品

販
売
者
を
仲
介
す
る
代
理
店
の
存
在
は
、
こ

れ
ま
で
他
の
記
事
や
論
文
で
言
及
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
回
事
例
調
査

を
進
め
る
中
で
、
リ
ピ
ー
ト
購
買
促
進
の
基

盤
整
備
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
確

認
で
き
た
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
数
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
主
役

は
、「
モ
ノ
消
費
」
か
ら
「
コ
ト
消
費
」
に

変
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
地
域
経
済
活

性
化
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

特
産
品
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
消
費
に
も
、
ま

だ
ま
だ
注
目
す
べ
き
点
は
多
く
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
回
の
特
集
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る

経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
、
新
た
な
着
想

を
得
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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用
例
掲
載
も
な
く
、
未
だ
日
本
語
カ
タ
カ
ナ

語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
が
、「
ダ
ー
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
」流
行
の
例
も
あ
り
、こ
う
し
た

媒
体
を
問
わ
ぬ
旅
テ
キ
ス
ト
の
包
括
定
義
は
、

観
光
学
で
使
い
よ
い
概
念
装
置
と
し
て
広
ま

る
可
能
性
を
持
つ
。

　
編
集
の
現
場
で
は
印
税
の
作
家
、
買
い
切

り
の
ラ
イ
タ
ー
な
ど
と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
書
き
手
は
作
家
固
有
性
が

高
く
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ベ

ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
を
目
的
と
し
、
学
部
教

育
ゆ
え
思
い
切
り
狭
い
範
囲
、
日
本
語
の
主

に
機
内
誌
に
限
定
し
て
網
羅
的
に
講
読
し
、

優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
活
動
を
、
ゼ
ミ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
2
0
0
6
年
度
よ
り

行
っ
て
い
る
。

　
学
生
ら
は
15
誌
1
8
4
編
（
2
0
1
8
年

度
例
）
の
機
内
誌
1
年
分
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
約
6
カ
月
か
け
て
講
読
す
る
。

開
始
当
初
、
収
集
で
き
る
機
内
誌
は
限
ら
れ

て
い
て
、
活
動
に
賛
同
し
た
航
空
会
社
な
ど

か
ら
の
提
供
も
わ
ず
か
だ
っ
た
。続
け
る
う

ち
認
知
度
が
徐
々
に
高
ま
り
、
2
0
1
1
年

度
ご
ろ
か
ら
収
集
可
能
な
機
内
誌
も
増
加
し
、

　
立
教
大
学
の
観
光
文
学
研
究
と
教
育
に
つ

い
て
は
、『
立
教
大
学
観
光
学
部
紀
要
』16
号

（
2
0
1
4
）に「
観
光
教
育
と
文
学
研
究
―

交

流
文
化
学
科
で
の
実
践
か
ら
―

」
と
し
て
ま

と
め
た
が
、
本
学
部
は
周
知
の
通
り
日
本
初

の
観
光
学
部
と
し
て
2
0
1
8
年
度
に
20
周

年
を
迎
え
た
。開
設
以
来
の
観
光
学
科
に
交

流
文
化
学
科
を
加
え
た
2
0
0
6
年
は
、
奇

し
く
も
J
T
B
交
流
文
化
賞
が
、「
地
域
に
根

ざ
し
た
持
続
的
な
交
流
の
創
造
と
各
地
域
の

魅
力
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た

2
0
0
5
年
と
相
前
後
し
て
い
る
。

　
観
光
学
科
が
経
営
系
の
科
目
を
配
す
の
に

対
し
、交
流
文
化
学
科
は
必
修
に
準
ず
る「
学

科
選
択
科
目
1
」（
2
0
1
6
年
度
以
降
入
学

者
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。以
下
同
じ
）
に
「
交
流
文

化
研
究
」1
か
ら
4
と
し
て
、「
地
理
学
の
方

法
」「
文
化
人
類
学
の
方
法
」「
社
会
学
の
方

法
」お
よ
び「
交
流
文
学
の
方
法
」と「
交
流
文

学
論
」「
旅
行
経
験
分
析
法
」「
言
説
分
析
」、
そ

れ
ら
に
次
ぐ
「
学
科
選
択
科
目
2
」
に
は
「
紀

行
文
学
論
」「
言
語
と
社
会
」「
ト
ラ
ベ
ル

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」
等
の
文
学
関
連
科
目
が
含
ま
れ
て
い

る
。学
科
完
成
年
度
の
2
0
0
9
年
度
以
降

の
卒
業
論
文
、修
士
論
文
、博
士
論
文
を
見
て

企
業
側
か
ら
機
内
誌
提
供
の
ご
提
案
を
い
た

だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。な
お
、国
内
最
大
の

機
内
誌
収
集
館
は
、
我
々
も
毎
年
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
J
T
B「
旅
の
図
書
館
」で

あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
。

　
機
内
誌
の
講
読
は
、
週
に
一
度
昼
休
み
の

時
間
を
使
い
、一
作
品
に
つ
き
、最
低
で
も
学

生
二
人
が
目
を
通
す
よ
う
分
担
し
て
い
る
。

優
秀
作
品
は
全
員
が
講
読
を
す
る
が
、
評
価

基
準
は
、
観
光
学
部
生
が
興
味
を
持
っ
て
読

め
る
か
、新
鮮
な
驚
き
が
あ
る
か
、そ
の
土
地

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
か
、
旅
の
文
章
と

し
て
優
れ
て
い
る
か
、
写
真
や
レ
イ
ア
ウ
ト

が
効
果
的
で
あ
る
か
の
五
つ
で
、
一
つ
の
基

準
に
つ
き
三
点
満
点
で
計
十
五
点
と
な
る
。

最
初
は
、講
読
に
時
間
が
か
か
り
、評
価
も
難

し
く
苦
戦
す
る
が
、
い
く
つ
も
の
作
品
を
読

ん
で
い
く
と
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
一
つ
一

つ
の
作
品
で
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
が
読
み
手

に
何
を
伝
え
た
い
の
か
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ

う
に
な
る
。簡
潔
に
伝
え
た
い
こ
と
を
目
立

た
せ
て
書
く
作
品
も
あ
れ
ば
、
文
章
全
体
で

伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
作
品
も
あ

る
。写
真
や
独
特
の
表
現
で
伝
え
る
作
品
も

あ
り
、
ど
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
面
白
さ

に
気
づ
く
。機
内
誌
の
講
読
を
通
じ
、
人
に

よ
っ
て
見
え
て
い
る
も
の
、
お
も
し
ろ
い
と

思
え
る
部
分
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。ど
ん

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

立
教
大
学

観
光
学
部

交
流
文
化
学
科

舛
谷
ゼ
ミ

観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
―
―

こ
の
い
ず
れ
か
の
言
葉
を
冠
す
る
学
部
・
学
科
を
有
す
る

日
本
の
大
学
は
44
校
、大
学
院
が
9
校（
2
0
1
8
年
度
）あ
り
ま
す
。

「
観
光
立
国
」の
こ
れ
か
ら
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
彼
ら
が

何
に
関
心
を
持
ち
、

学
び
、感
じ
、研
究
し
て
い
る
の
か
。

〝
ゼ
ミ
〞と
い
う
窓
を
通
し
て
覗
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
2
回
は
立
教
大
学〝
舛
谷
ゼ
ミ
〞。
3
つ
の
ア
ワ
ー
ド
の
実
施
と
い
う
、

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
を
舛
谷
先
生
に
紹
介
し
てい
た
だ
き
ま
す
。

設
さ
れ
た
。プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
の
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
学
生

自
ら
の
体
験
を
文
章
化
し
共
有
す
る
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」の
機
会
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
、

学
生
ら
の
思
い
に
応
え
た
取
り
組
み
だ
。

　
学
生
奨
励
賞
は
1
6
0
0
字
程
度
の
旅

の
テ
キ
ス
ト
を
正
課「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」講
義
中
に
募
り
、
優
秀
な
作
品
を
表

彰
し
て
い
る
。選
定
基
準
は
、
場
所
や
土
地

の
特
徴
が
理
解
で
き
て
い
る
か
、タ
イ
ト
ル

や
リ
ー
ド
が
本
文
と
合
っ
て
い
る
か
、筆
者

な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
ト
ー
リ
ー

が
読
者
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
だ
が
、

学
生
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
作

品
が
集
ま
る
の
が
魅
力
だ
。選
考
の
大
ま
か

な
流
れ
は
、科
目
担
当
者
に
よ
っ
て
10
編
程

度
の
ロ
ン
グ
リ
ス
ト
が
選
ば
れ
、次
に
ロ
ン

グ
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
合
議
で
５
編
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
リ

ス
ト
を
選
ぶ
。最
後
に
旅
の
図
書
館
や
出
版

社
、
過
去
の
ア
ワ
ー
ド
受
賞
ラ
イ
タ
ー
、
教

員
か
ら
の
選
考
委
員
会
が
１
編
を
最
優
秀

賞
、
２
編
を
優
秀
賞
に
選
出
す
る
。ラ
イ

タ
ー
ア
ワ
ー
ド
と
同
時
開
催
の
表
彰
式
で

は
、学
生
が
選
考
委
員
か
ら
貴
重
な
講
評
を

頂
け
る
機
会
で
も
あ
り
、賞
の
授
与
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た

と
感
じ
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。多
く
の
作

な
学
生
が
読
む
か
に
よ
っ
て

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

評
価
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
で
は
、

前
記
の
通
り
、
お
よ
そ
す
べ

て
の
日
本
語
機
内
誌
一
年
分

に
目
を
通
し
、
優
秀
作
品
を

選
ん
で
い
る
。形
式
要
件
は

署
名
原
稿
で
あ
る
こ
と
、
複

数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
お
お
む

ね
２
０
０
０
字
以
上
で
あ
る

こ
と
だ
。基
準
や
選
考
は
３

の
通
り
だ
が
、
こ
れ
ま
で

2
0
0
7
年
度
か
ら

2
0
1
8
年
度
ま
で
計
12
回

の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。活

動
初
期
は
優
秀
作
品
の
作
者
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
賞
状
の
送
付
の
み
を
行
っ
て
い
た
が
、
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
と
い
う
目
的
を
果

た
す
た
め
、
一
般
へ
の
認
知
度
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
2
0
1
3
年
度
か
ら
表

彰
式
を
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
て
い
る
。そ
の
結
果
、旅
行
新
聞
新
社
や
交

通
新
聞
社
は
じ
め
、
毎
年
観
光
メ
デ
ィ
ア
の

取
材
対
象
に
な
る
な
ど
、
活
動
規
模
が
徐
々

に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　
長
ら
く
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
作
品
の
み

を
対
象
に
し
て
き
た
が
、読
む
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
も
書
い
て
み
た
い
と
い
う
声
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
。2
0
1
6
年
度
よ
り
学
生

の
紀
行
文
を
表
彰
す
る「
学
生
奨
励
賞
」が
新

〝
観
光
を
学
ぶ
〞と
い
う
こ
と

立
教
大
学
観
光
学
部
交
流
文
化
学
科
の
観
光
文
学
研
究

1

ト
ラ
ベル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

と
は
何
か

2

2
回

第

も
、
観
光
文
学
研
究
と
見
な
さ
れ
る
研
究
課

題
は
、
地
域
振
興
要
素
の
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
を
除
い
て
も
少
な
く
な
い
。

　
旅
行
記
や
紀
行
文
と
い
う
こ
と
ば
に
加
え

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
カ
タ
カ

ナ
表
記
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。い
ず
れ

も
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
を
示
す
が
、『
ガ
リ
バ
ー
旅
行

記
』『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
例
を
見

る
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
を
完
全

に
払
拭
す
る
の
は
困
難
だ
。も
と
も
と

〝T
ravel W

riting

〞は
英
語
で
は
一
般
的
な

用
語
で
、書
店
の
棚
の
分
類
で
も
あ
る
。英
語

で
は
旅
の
テ
キ
ス
ト
を
表
す
〝T

ravel 

W
riting

〞と
い
う
こ
と
ば
は
、
狭
義
に
は
一

人
称
の
自
伝
、
回
想
の
一
部
と
し
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
を
含
め
な
い
が
、
広
義
に
は
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
ば
か
り
で
な
く
、旅
の
行
程
、旅

テ
ー
マ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、回
想
録
、場
所
の

記
述
、
自
然
の
描
写
、
行
跡
地
図
、
旅
テ
ー
マ

の
フ
ィ
ル
ム
な
ど
な
ど
を
含
む
（
窪
田
憲
子

ら
編
著（
2
0
1
6
）：
旅
に
と
り
憑
か
れ
た

イ
ギ
リ
ス
人
―
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
読
む
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。各
種
辞
書
に

品
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
旅
の
文
章

を
書
く
機
会
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は
、同
世

代
の
若
者
が
何
を
感
じ
、ど
う
表
現
す
る
か

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
賞
、
奨
励
賞
に
加
え
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
観
光
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
新

座
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を

募
る
新
座
賞
が
始
ま
っ
た
。初
年
度
は
前
記

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」科
目
で
新
座
市

役
所
職
員
O
B
に
よ
る
観
光
政
策
に
つ
い
て

の
ゲ
ス
ト
講
義
を
聞
い
た
の
ち
、
作
品
を
集

め
た
。2
0
1
8
年
度
に
は
新
座
三
大
学（
跡

見
学
園
女
子
大
学
、十
文
字
学
園
女
子
大
学
）

の
学
生
に
よ
る
作
品
を
含
め
範
囲
を
広
げ
た
。

「
わ
た
し
の
好
き
な
新
座
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

市
内
大
学
生
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
新
座
市
と
の
地
域

連
携
で
あ
る
の
が
特
徴
だ
。表
彰
式
は
他
の

ア
ワ
ー
ド
と
別
に
新
座
市
役
所
で
行
わ
れ
、

市
長
、
教
育
長
、
産
業
観
光
協
会
長
、
新
座
三

大
学
教
員
ら
選
考
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
来
場
者
が
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
。な
お
、2
0
1
9
年
度
か
ら
は

本
学
だ
け
で
な
く
、
新
座
三
大
学
合
同
で
運

営
を
行
う
予
定
で
、
大
学
間
交
流
の
側
面
も

見
逃
せ
な
い
。

　
新
座
賞
は
、
作
品
を
募
る
こ
と
で
学
生
ら

が
地
元
新
座
の
魅
力
を
考
え
、
探
し
歩
く

き
っ
か
け
と
な
る
。選
出
さ
れ
た
作
品
を
公

表
す
る
こ
と
で
若
者
目
線
か
ら
新
座
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
連

携
と
し
て
利
に
か
な
っ
た
活
動
だ
。選
考
で

は
複
数
の
学
生
が
分
担
し
て
下
読
み
し
、
10

編
以
内
に
絞
っ
た
上
で
新
座
市
関
係
者
中
心

の
選
考
委
員
会
が
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品

な
ど
を
選
考
し
て
い
る
。表
彰
さ
れ
た
作
品

の
書
き
手
の
学
生
に
は
賞
状
と
新
座
市
に
関

連
す
る
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。新
座
賞
は
ま

だ
始
動
か
ら
わ
ず
か
だ
が
、
今
後
は
新
座
三

大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
ま
す
ま

す
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。応
募
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、全

体
の
作
品
の
質
が
向
上
し
新
座
賞
の
価
値
や

発
見
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。学
生
と
自
治
体
が

直
接
連
携
し
て
行
う
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
、今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
現
役
の
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
他
、
元
リ
ー
ダ
ー
で
初
代

学
生
奨
励
賞
受
賞
者
で
も
あ
る
中
島
加
奈
恵

（
J
T
B 

w
e
b
販
売
部
）
氏
の
協
力
を
得

た
。　
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舛
谷 

鋭（
ま
す
た
に・さ
と
し
）

立
教
大
学 

観
光
学
部
交
流
文
化

学
科
教
授
。 

早
稲
田
大
学
卒
業

後
、日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
、早
稲
田
大
学
助
手
を
経
て
、

1
9
9
8
年
よ
り
本
学
勤
務
。 

2
0
0
5
〜
2
0

0
6
年
マ
ラ
ヤ
大
学
客
員
研
究
員
、2
0
1
4
〜

2
0
1
5
年
南
洋
理
工
大
学
客
員
教
授
。 

主
な
研

究
テ
ー
マ
は
、東
南
ア
ジ
ア
の
島
嶼
部
に
つ
い
て
の
地

域
研
究
、ア
ジ
ア
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
研
究
、

広
義
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
ティ
ン
グ
に
つ
い
て
の
観
光
文

学
研
究
な
ど
。 

主
な
著
書
に『
日
本
占
領
下
の
英
領

マ
ラ
ヤ・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
』『
東
南
ア
ジ
ア
文
学
へ
の
招

待
』『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
知
る
た
め
の
65
章
』「
観
光
研

究
と
し
て
の
文
学
散
歩
」「
ト
ラ
ベル
ラ
イ
ティン
グ
を

考
え
る
」な
ど
が
あ
る
。

用
例
掲
載
も
な
く
、
未
だ
日
本
語
カ
タ
カ
ナ

語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
が
、「
ダ
ー
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
」流
行
の
例
も
あ
り
、こ
う
し
た

媒
体
を
問
わ
ぬ
旅
テ
キ
ス
ト
の
包
括
定
義
は
、

観
光
学
で
使
い
よ
い
概
念
装
置
と
し
て
広
ま

る
可
能
性
を
持
つ
。

　
編
集
の
現
場
で
は
印
税
の
作
家
、
買
い
切

り
の
ラ
イ
タ
ー
な
ど
と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
書
き
手
は
作
家
固
有
性
が

高
く
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ベ

ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
を
目
的
と
し
、
学
部
教

育
ゆ
え
思
い
切
り
狭
い
範
囲
、
日
本
語
の
主

に
機
内
誌
に
限
定
し
て
網
羅
的
に
講
読
し
、

優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
活
動
を
、
ゼ
ミ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
2
0
0
6
年
度
よ
り

行
っ
て
い
る
。

　
学
生
ら
は
15
誌
1
8
4
編
（
2
0
1
8
年

度
例
）
の
機
内
誌
1
年
分
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
約
6
カ
月
か
け
て
講
読
す
る
。

開
始
当
初
、
収
集
で
き
る
機
内
誌
は
限
ら
れ

て
い
て
、
活
動
に
賛
同
し
た
航
空
会
社
な
ど

か
ら
の
提
供
も
わ
ず
か
だ
っ
た
。続
け
る
う

ち
認
知
度
が
徐
々
に
高
ま
り
、
2
0
1
1
年

度
ご
ろ
か
ら
収
集
可
能
な
機
内
誌
も
増
加
し
、

　
立
教
大
学
の
観
光
文
学
研
究
と
教
育
に
つ

い
て
は
、『
立
教
大
学
観
光
学
部
紀
要
』16
号

（
2
0
1
4
）に「
観
光
教
育
と
文
学
研
究
―

交

流
文
化
学
科
で
の
実
践
か
ら
―

」
と
し
て
ま

と
め
た
が
、
本
学
部
は
周
知
の
通
り
日
本
初

の
観
光
学
部
と
し
て
2
0
1
8
年
度
に
20
周

年
を
迎
え
た
。開
設
以
来
の
観
光
学
科
に
交

流
文
化
学
科
を
加
え
た
2
0
0
6
年
は
、
奇

し
く
も
J
T
B
交
流
文
化
賞
が
、「
地
域
に
根

ざ
し
た
持
続
的
な
交
流
の
創
造
と
各
地
域
の

魅
力
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た

2
0
0
5
年
と
相
前
後
し
て
い
る
。

　
観
光
学
科
が
経
営
系
の
科
目
を
配
す
の
に

対
し
、交
流
文
化
学
科
は
必
修
に
準
ず
る「
学

科
選
択
科
目
1
」（
2
0
1
6
年
度
以
降
入
学

者
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。以
下
同
じ
）
に
「
交
流
文

化
研
究
」1
か
ら
4
と
し
て
、「
地
理
学
の
方

法
」「
文
化
人
類
学
の
方
法
」「
社
会
学
の
方

法
」お
よ
び「
交
流
文
学
の
方
法
」と「
交
流
文

学
論
」「
旅
行
経
験
分
析
法
」「
言
説
分
析
」、
そ

れ
ら
に
次
ぐ
「
学
科
選
択
科
目
2
」
に
は
「
紀

行
文
学
論
」「
言
語
と
社
会
」「
ト
ラ
ベ
ル

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」
等
の
文
学
関
連
科
目
が
含
ま
れ
て
い

る
。学
科
完
成
年
度
の
2
0
0
9
年
度
以
降

の
卒
業
論
文
、修
士
論
文
、博
士
論
文
を
見
て

企
業
側
か
ら
機
内
誌
提
供
の
ご
提
案
を
い
た

だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。な
お
、国
内
最
大
の

機
内
誌
収
集
館
は
、
我
々
も
毎
年
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
J
T
B「
旅
の
図
書
館
」で

あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
。

　
機
内
誌
の
講
読
は
、
週
に
一
度
昼
休
み
の

時
間
を
使
い
、一
作
品
に
つ
き
、最
低
で
も
学

生
二
人
が
目
を
通
す
よ
う
分
担
し
て
い
る
。

優
秀
作
品
は
全
員
が
講
読
を
す
る
が
、
評
価

基
準
は
、
観
光
学
部
生
が
興
味
を
持
っ
て
読

め
る
か
、新
鮮
な
驚
き
が
あ
る
か
、そ
の
土
地

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
か
、
旅
の
文
章
と

し
て
優
れ
て
い
る
か
、
写
真
や
レ
イ
ア
ウ
ト

が
効
果
的
で
あ
る
か
の
五
つ
で
、
一
つ
の
基

準
に
つ
き
三
点
満
点
で
計
十
五
点
と
な
る
。

最
初
は
、講
読
に
時
間
が
か
か
り
、評
価
も
難

し
く
苦
戦
す
る
が
、
い
く
つ
も
の
作
品
を
読

ん
で
い
く
と
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
一
つ
一

つ
の
作
品
で
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
が
読
み
手

に
何
を
伝
え
た
い
の
か
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ

う
に
な
る
。簡
潔
に
伝
え
た
い
こ
と
を
目
立

た
せ
て
書
く
作
品
も
あ
れ
ば
、
文
章
全
体
で

伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
作
品
も
あ

る
。写
真
や
独
特
の
表
現
で
伝
え
る
作
品
も

あ
り
、
ど
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
面
白
さ

に
気
づ
く
。機
内
誌
の
講
読
を
通
じ
、
人
に

よ
っ
て
見
え
て
い
る
も
の
、
お
も
し
ろ
い
と

思
え
る
部
分
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。ど
ん

設
さ
れ
た
。プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
の
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
学
生

自
ら
の
体
験
を
文
章
化
し
共
有
す
る
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」の
機
会
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
、

学
生
ら
の
思
い
に
応
え
た
取
り
組
み
だ
。

　
学
生
奨
励
賞
は
1
6
0
0
字
程
度
の
旅

の
テ
キ
ス
ト
を
正
課「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」講
義
中
に
募
り
、
優
秀
な
作
品
を
表

彰
し
て
い
る
。選
定
基
準
は
、
場
所
や
土
地

の
特
徴
が
理
解
で
き
て
い
る
か
、タ
イ
ト
ル

や
リ
ー
ド
が
本
文
と
合
っ
て
い
る
か
、筆
者

な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
ト
ー
リ
ー

が
読
者
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
だ
が
、

学
生
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
作

品
が
集
ま
る
の
が
魅
力
だ
。選
考
の
大
ま
か

な
流
れ
は
、科
目
担
当
者
に
よ
っ
て
10
編
程

度
の
ロ
ン
グ
リ
ス
ト
が
選
ば
れ
、次
に
ロ
ン

グ
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
合
議
で
５
編
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
リ

ス
ト
を
選
ぶ
。最
後
に
旅
の
図
書
館
や
出
版

社
、
過
去
の
ア
ワ
ー
ド
受
賞
ラ
イ
タ
ー
、
教

員
か
ら
の
選
考
委
員
会
が
１
編
を
最
優
秀

賞
、
２
編
を
優
秀
賞
に
選
出
す
る
。ラ
イ

タ
ー
ア
ワ
ー
ド
と
同
時
開
催
の
表
彰
式
で

は
、学
生
が
選
考
委
員
か
ら
貴
重
な
講
評
を

頂
け
る
機
会
で
も
あ
り
、賞
の
授
与
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た

と
感
じ
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。多
く
の
作

トラベルライティングアワード2018 表彰式

トラベルライティングアワード新座賞

な
学
生
が
読
む
か
に
よ
っ
て

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

評
価
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
で
は
、

前
記
の
通
り
、
お
よ
そ
す
べ

て
の
日
本
語
機
内
誌
一
年
分

に
目
を
通
し
、
優
秀
作
品
を

選
ん
で
い
る
。形
式
要
件
は

署
名
原
稿
で
あ
る
こ
と
、
複

数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
お
お
む

ね
２
０
０
０
字
以
上
で
あ
る

こ
と
だ
。基
準
や
選
考
は
３

の
通
り
だ
が
、
こ
れ
ま
で

2
0
0
7
年
度
か
ら

2
0
1
8
年
度
ま
で
計
12
回

の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。活

動
初
期
は
優
秀
作
品
の
作
者
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
賞
状
の
送
付
の
み
を
行
っ
て
い
た
が
、
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
と
い
う
目
的
を
果

た
す
た
め
、
一
般
へ
の
認
知
度
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
2
0
1
3
年
度
か
ら
表

彰
式
を
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
て
い
る
。そ
の
結
果
、旅
行
新
聞
新
社
や
交

通
新
聞
社
は
じ
め
、
毎
年
観
光
メ
デ
ィ
ア
の

取
材
対
象
に
な
る
な
ど
、
活
動
規
模
が
徐
々

に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　
長
ら
く
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
作
品
の
み

を
対
象
に
し
て
き
た
が
、読
む
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
も
書
い
て
み
た
い
と
い
う
声
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
。2
0
1
6
年
度
よ
り
学
生

の
紀
行
文
を
表
彰
す
る「
学
生
奨
励
賞
」が
新

学
生
奨
励
賞

5

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

ア
ワ
ー
ド
新
座
賞

6

教
育
・

啓
発
活
動
と
し
て
の

ア
ワ
ー
ド
実
施

3

ラ
イ
タ
ー

ア
ワ
ー
ド

4

も
、
観
光
文
学
研
究
と
見
な
さ
れ
る
研
究
課

題
は
、
地
域
振
興
要
素
の
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
を
除
い
て
も
少
な
く
な
い
。

　
旅
行
記
や
紀
行
文
と
い
う
こ
と
ば
に
加
え

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
カ
タ
カ

ナ
表
記
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。い
ず
れ

も
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
を
示
す
が
、『
ガ
リ
バ
ー
旅
行

記
』『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
例
を
見

る
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
を
完
全

に
払
拭
す
る
の
は
困
難
だ
。も
と
も
と

〝T
ravel W

riting

〞は
英
語
で
は
一
般
的
な

用
語
で
、書
店
の
棚
の
分
類
で
も
あ
る
。英
語

で
は
旅
の
テ
キ
ス
ト
を
表
す
〝T

ravel 

W
riting

〞と
い
う
こ
と
ば
は
、
狭
義
に
は
一

人
称
の
自
伝
、
回
想
の
一
部
と
し
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
を
含
め
な
い
が
、
広
義
に
は
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
ば
か
り
で
な
く
、旅
の
行
程
、旅

テ
ー
マ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、回
想
録
、場
所
の

記
述
、
自
然
の
描
写
、
行
跡
地
図
、
旅
テ
ー
マ

の
フ
ィ
ル
ム
な
ど
な
ど
を
含
む
（
窪
田
憲
子

ら
編
著（
2
0
1
6
）：
旅
に
と
り
憑
か
れ
た

イ
ギ
リ
ス
人
―
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
読
む
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。各
種
辞
書
に

品
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
旅
の
文
章

を
書
く
機
会
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は
、同
世

代
の
若
者
が
何
を
感
じ
、ど
う
表
現
す
る
か

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
賞
、
奨
励
賞
に
加
え
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
観
光
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
新

座
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を

募
る
新
座
賞
が
始
ま
っ
た
。初
年
度
は
前
記

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」科
目
で
新
座
市

役
所
職
員
O
B
に
よ
る
観
光
政
策
に
つ
い
て

の
ゲ
ス
ト
講
義
を
聞
い
た
の
ち
、
作
品
を
集

め
た
。2
0
1
8
年
度
に
は
新
座
三
大
学（
跡

見
学
園
女
子
大
学
、十
文
字
学
園
女
子
大
学
）

の
学
生
に
よ
る
作
品
を
含
め
範
囲
を
広
げ
た
。

「
わ
た
し
の
好
き
な
新
座
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

市
内
大
学
生
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
新
座
市
と
の
地
域

連
携
で
あ
る
の
が
特
徴
だ
。表
彰
式
は
他
の

ア
ワ
ー
ド
と
別
に
新
座
市
役
所
で
行
わ
れ
、

市
長
、
教
育
長
、
産
業
観
光
協
会
長
、
新
座
三

大
学
教
員
ら
選
考
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
来
場
者
が
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
。な
お
、2
0
1
9
年
度
か
ら
は

本
学
だ
け
で
な
く
、
新
座
三
大
学
合
同
で
運

営
を
行
う
予
定
で
、
大
学
間
交
流
の
側
面
も

見
逃
せ
な
い
。

　
新
座
賞
は
、
作
品
を
募
る
こ
と
で
学
生
ら

が
地
元
新
座
の
魅
力
を
考
え
、
探
し
歩
く

き
っ
か
け
と
な
る
。選
出
さ
れ
た
作
品
を
公

表
す
る
こ
と
で
若
者
目
線
か
ら
新
座
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
連

携
と
し
て
利
に
か
な
っ
た
活
動
だ
。選
考
で

は
複
数
の
学
生
が
分
担
し
て
下
読
み
し
、
10

編
以
内
に
絞
っ
た
上
で
新
座
市
関
係
者
中
心

の
選
考
委
員
会
が
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品

な
ど
を
選
考
し
て
い
る
。表
彰
さ
れ
た
作
品

の
書
き
手
の
学
生
に
は
賞
状
と
新
座
市
に
関

連
す
る
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。新
座
賞
は
ま

だ
始
動
か
ら
わ
ず
か
だ
が
、
今
後
は
新
座
三

大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
ま
す
ま

す
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。応
募
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、全

体
の
作
品
の
質
が
向
上
し
新
座
賞
の
価
値
や

発
見
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。学
生
と
自
治
体
が

直
接
連
携
し
て
行
う
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
、今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
現
役
の
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
他
、
元
リ
ー
ダ
ー
で
初
代

学
生
奨
励
賞
受
賞
者
で
も
あ
る
中
島
加
奈
恵

（
J
T
B 

w
e
b
販
売
部
）
氏
の
協
力
を
得

た
。　
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舛
谷 

鋭（
ま
す
た
に・さ
と
し
）

立
教
大
学 

観
光
学
部
交
流
文
化

学
科
教
授
。 

早
稲
田
大
学
卒
業

後
、日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
、早
稲
田
大
学
助
手
を
経
て
、

1
9
9
8
年
よ
り
本
学
勤
務
。 

2
0
0
5
〜
2
0

0
6
年
マ
ラ
ヤ
大
学
客
員
研
究
員
、2
0
1
4
〜

2
0
1
5
年
南
洋
理
工
大
学
客
員
教
授
。 

主
な
研

究
テ
ー
マ
は
、東
南
ア
ジ
ア
の
島
嶼
部
に
つ
い
て
の
地

域
研
究
、ア
ジ
ア
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
研
究
、

広
義
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
ティ
ン
グ
に
つ
い
て
の
観
光
文

学
研
究
な
ど
。 

主
な
著
書
に『
日
本
占
領
下
の
英
領

マ
ラ
ヤ・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
』『
東
南
ア
ジ
ア
文
学
へ
の
招

待
』『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
知
る
た
め
の
65
章
』「
観
光
研

究
と
し
て
の
文
学
散
歩
」「
ト
ラ
ベル
ラ
イ
ティン
グ
を

考
え
る
」な
ど
が
あ
る
。

用
例
掲
載
も
な
く
、
未
だ
日
本
語
カ
タ
カ
ナ

語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
が
、「
ダ
ー
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
」流
行
の
例
も
あ
り
、こ
う
し
た

媒
体
を
問
わ
ぬ
旅
テ
キ
ス
ト
の
包
括
定
義
は
、

観
光
学
で
使
い
よ
い
概
念
装
置
と
し
て
広
ま

る
可
能
性
を
持
つ
。

　
編
集
の
現
場
で
は
印
税
の
作
家
、
買
い
切

り
の
ラ
イ
タ
ー
な
ど
と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
書
き
手
は
作
家
固
有
性
が

高
く
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ベ

ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
を
目
的
と
し
、
学
部
教

育
ゆ
え
思
い
切
り
狭
い
範
囲
、
日
本
語
の
主

に
機
内
誌
に
限
定
し
て
網
羅
的
に
講
読
し
、

優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
活
動
を
、
ゼ
ミ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
2
0
0
6
年
度
よ
り

行
っ
て
い
る
。

　
学
生
ら
は
15
誌
1
8
4
編
（
2
0
1
8
年

度
例
）
の
機
内
誌
1
年
分
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
約
6
カ
月
か
け
て
講
読
す
る
。

開
始
当
初
、
収
集
で
き
る
機
内
誌
は
限
ら
れ

て
い
て
、
活
動
に
賛
同
し
た
航
空
会
社
な
ど

か
ら
の
提
供
も
わ
ず
か
だ
っ
た
。続
け
る
う

ち
認
知
度
が
徐
々
に
高
ま
り
、
2
0
1
1
年

度
ご
ろ
か
ら
収
集
可
能
な
機
内
誌
も
増
加
し
、

　
立
教
大
学
の
観
光
文
学
研
究
と
教
育
に
つ

い
て
は
、『
立
教
大
学
観
光
学
部
紀
要
』16
号

（
2
0
1
4
）に「
観
光
教
育
と
文
学
研
究
―

交

流
文
化
学
科
で
の
実
践
か
ら
―

」
と
し
て
ま

と
め
た
が
、
本
学
部
は
周
知
の
通
り
日
本
初

の
観
光
学
部
と
し
て
2
0
1
8
年
度
に
20
周

年
を
迎
え
た
。開
設
以
来
の
観
光
学
科
に
交

流
文
化
学
科
を
加
え
た
2
0
0
6
年
は
、
奇

し
く
も
J
T
B
交
流
文
化
賞
が
、「
地
域
に
根

ざ
し
た
持
続
的
な
交
流
の
創
造
と
各
地
域
の

魅
力
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た

2
0
0
5
年
と
相
前
後
し
て
い
る
。

　
観
光
学
科
が
経
営
系
の
科
目
を
配
す
の
に

対
し
、交
流
文
化
学
科
は
必
修
に
準
ず
る「
学

科
選
択
科
目
1
」（
2
0
1
6
年
度
以
降
入
学

者
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。以
下
同
じ
）
に
「
交
流
文

化
研
究
」1
か
ら
4
と
し
て
、「
地
理
学
の
方

法
」「
文
化
人
類
学
の
方
法
」「
社
会
学
の
方

法
」お
よ
び「
交
流
文
学
の
方
法
」と「
交
流
文

学
論
」「
旅
行
経
験
分
析
法
」「
言
説
分
析
」、
そ

れ
ら
に
次
ぐ
「
学
科
選
択
科
目
2
」
に
は
「
紀

行
文
学
論
」「
言
語
と
社
会
」「
ト
ラ
ベ
ル

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」
等
の
文
学
関
連
科
目
が
含
ま
れ
て
い

る
。学
科
完
成
年
度
の
2
0
0
9
年
度
以
降

の
卒
業
論
文
、修
士
論
文
、博
士
論
文
を
見
て

企
業
側
か
ら
機
内
誌
提
供
の
ご
提
案
を
い
た

だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。な
お
、国
内
最
大
の

機
内
誌
収
集
館
は
、
我
々
も
毎
年
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
J
T
B「
旅
の
図
書
館
」で

あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
。

　
機
内
誌
の
講
読
は
、
週
に
一
度
昼
休
み
の

時
間
を
使
い
、一
作
品
に
つ
き
、最
低
で
も
学

生
二
人
が
目
を
通
す
よ
う
分
担
し
て
い
る
。

優
秀
作
品
は
全
員
が
講
読
を
す
る
が
、
評
価

基
準
は
、
観
光
学
部
生
が
興
味
を
持
っ
て
読

め
る
か
、新
鮮
な
驚
き
が
あ
る
か
、そ
の
土
地

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
か
、
旅
の
文
章
と

し
て
優
れ
て
い
る
か
、
写
真
や
レ
イ
ア
ウ
ト

が
効
果
的
で
あ
る
か
の
五
つ
で
、
一
つ
の
基

準
に
つ
き
三
点
満
点
で
計
十
五
点
と
な
る
。

最
初
は
、講
読
に
時
間
が
か
か
り
、評
価
も
難

し
く
苦
戦
す
る
が
、
い
く
つ
も
の
作
品
を
読

ん
で
い
く
と
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
一
つ
一

つ
の
作
品
で
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
が
読
み
手

に
何
を
伝
え
た
い
の
か
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ

う
に
な
る
。簡
潔
に
伝
え
た
い
こ
と
を
目
立

た
せ
て
書
く
作
品
も
あ
れ
ば
、
文
章
全
体
で

伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
作
品
も
あ

る
。写
真
や
独
特
の
表
現
で
伝
え
る
作
品
も

あ
り
、
ど
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
面
白
さ

に
気
づ
く
。機
内
誌
の
講
読
を
通
じ
、
人
に

よ
っ
て
見
え
て
い
る
も
の
、
お
も
し
ろ
い
と

思
え
る
部
分
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。ど
ん

設
さ
れ
た
。プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
の
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
学
生

自
ら
の
体
験
を
文
章
化
し
共
有
す
る
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」の
機
会
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
、

学
生
ら
の
思
い
に
応
え
た
取
り
組
み
だ
。

　
学
生
奨
励
賞
は
1
6
0
0
字
程
度
の
旅

の
テ
キ
ス
ト
を
正
課「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」講
義
中
に
募
り
、
優
秀
な
作
品
を
表

彰
し
て
い
る
。選
定
基
準
は
、
場
所
や
土
地

の
特
徴
が
理
解
で
き
て
い
る
か
、タ
イ
ト
ル

や
リ
ー
ド
が
本
文
と
合
っ
て
い
る
か
、筆
者

な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
ト
ー
リ
ー

が
読
者
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
だ
が
、

学
生
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
作

品
が
集
ま
る
の
が
魅
力
だ
。選
考
の
大
ま
か

な
流
れ
は
、科
目
担
当
者
に
よ
っ
て
10
編
程

度
の
ロ
ン
グ
リ
ス
ト
が
選
ば
れ
、次
に
ロ
ン

グ
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
合
議
で
５
編
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
リ

ス
ト
を
選
ぶ
。最
後
に
旅
の
図
書
館
や
出
版

社
、
過
去
の
ア
ワ
ー
ド
受
賞
ラ
イ
タ
ー
、
教

員
か
ら
の
選
考
委
員
会
が
１
編
を
最
優
秀

賞
、
２
編
を
優
秀
賞
に
選
出
す
る
。ラ
イ

タ
ー
ア
ワ
ー
ド
と
同
時
開
催
の
表
彰
式
で

は
、学
生
が
選
考
委
員
か
ら
貴
重
な
講
評
を

頂
け
る
機
会
で
も
あ
り
、賞
の
授
与
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た

と
感
じ
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。多
く
の
作

トラベルライティングアワード2018 表彰式

トラベルライティングアワード新座賞

な
学
生
が
読
む
か
に
よ
っ
て

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

評
価
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
で
は
、

前
記
の
通
り
、
お
よ
そ
す
べ

て
の
日
本
語
機
内
誌
一
年
分

に
目
を
通
し
、
優
秀
作
品
を

選
ん
で
い
る
。形
式
要
件
は

署
名
原
稿
で
あ
る
こ
と
、
複

数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
お
お
む

ね
２
０
０
０
字
以
上
で
あ
る

こ
と
だ
。基
準
や
選
考
は
３

の
通
り
だ
が
、
こ
れ
ま
で

2
0
0
7
年
度
か
ら

2
0
1
8
年
度
ま
で
計
12
回

の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。活

動
初
期
は
優
秀
作
品
の
作
者
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
賞
状
の
送
付
の
み
を
行
っ
て
い
た
が
、
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
と
い
う
目
的
を
果

た
す
た
め
、
一
般
へ
の
認
知
度
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
2
0
1
3
年
度
か
ら
表

彰
式
を
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
て
い
る
。そ
の
結
果
、旅
行
新
聞
新
社
や
交

通
新
聞
社
は
じ
め
、
毎
年
観
光
メ
デ
ィ
ア
の

取
材
対
象
に
な
る
な
ど
、
活
動
規
模
が
徐
々

に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　
長
ら
く
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
作
品
の
み

を
対
象
に
し
て
き
た
が
、読
む
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
も
書
い
て
み
た
い
と
い
う
声
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
。2
0
1
6
年
度
よ
り
学
生

の
紀
行
文
を
表
彰
す
る「
学
生
奨
励
賞
」が
新

学
生
奨
励
賞

5

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

ア
ワ
ー
ド
新
座
賞

6

教
育
・

啓
発
活
動
と
し
て
の

ア
ワ
ー
ド
実
施

3

ラ
イ
タ
ー

ア
ワ
ー
ド

4

も
、
観
光
文
学
研
究
と
見
な
さ
れ
る
研
究
課

題
は
、
地
域
振
興
要
素
の
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
を
除
い
て
も
少
な
く
な
い
。

　
旅
行
記
や
紀
行
文
と
い
う
こ
と
ば
に
加
え

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
カ
タ
カ

ナ
表
記
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。い
ず
れ

も
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
を
示
す
が
、『
ガ
リ
バ
ー
旅
行

記
』『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
例
を
見

る
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
を
完
全

に
払
拭
す
る
の
は
困
難
だ
。も
と
も
と

〝T
ravel W

riting

〞は
英
語
で
は
一
般
的
な

用
語
で
、書
店
の
棚
の
分
類
で
も
あ
る
。英
語

で
は
旅
の
テ
キ
ス
ト
を
表
す
〝T

ravel 

W
riting

〞と
い
う
こ
と
ば
は
、
狭
義
に
は
一

人
称
の
自
伝
、
回
想
の
一
部
と
し
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
を
含
め
な
い
が
、
広
義
に
は
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
ば
か
り
で
な
く
、旅
の
行
程
、旅

テ
ー
マ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、回
想
録
、場
所
の

記
述
、
自
然
の
描
写
、
行
跡
地
図
、
旅
テ
ー
マ

の
フ
ィ
ル
ム
な
ど
な
ど
を
含
む
（
窪
田
憲
子

ら
編
著（
2
0
1
6
）：
旅
に
と
り
憑
か
れ
た

イ
ギ
リ
ス
人
―
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
読
む
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。各
種
辞
書
に

品
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
旅
の
文
章

を
書
く
機
会
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は
、同
世

代
の
若
者
が
何
を
感
じ
、ど
う
表
現
す
る
か

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
賞
、
奨
励
賞
に
加
え
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
観
光
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
新

座
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を

募
る
新
座
賞
が
始
ま
っ
た
。初
年
度
は
前
記

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」科
目
で
新
座
市

役
所
職
員
O
B
に
よ
る
観
光
政
策
に
つ
い
て

の
ゲ
ス
ト
講
義
を
聞
い
た
の
ち
、
作
品
を
集

め
た
。2
0
1
8
年
度
に
は
新
座
三
大
学（
跡

見
学
園
女
子
大
学
、十
文
字
学
園
女
子
大
学
）

の
学
生
に
よ
る
作
品
を
含
め
範
囲
を
広
げ
た
。

「
わ
た
し
の
好
き
な
新
座
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

市
内
大
学
生
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
新
座
市
と
の
地
域

連
携
で
あ
る
の
が
特
徴
だ
。表
彰
式
は
他
の

ア
ワ
ー
ド
と
別
に
新
座
市
役
所
で
行
わ
れ
、

市
長
、
教
育
長
、
産
業
観
光
協
会
長
、
新
座
三

大
学
教
員
ら
選
考
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
来
場
者
が
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
。な
お
、2
0
1
9
年
度
か
ら
は

本
学
だ
け
で
な
く
、
新
座
三
大
学
合
同
で
運

営
を
行
う
予
定
で
、
大
学
間
交
流
の
側
面
も

見
逃
せ
な
い
。

　
新
座
賞
は
、
作
品
を
募
る
こ
と
で
学
生
ら

が
地
元
新
座
の
魅
力
を
考
え
、
探
し
歩
く

き
っ
か
け
と
な
る
。選
出
さ
れ
た
作
品
を
公

表
す
る
こ
と
で
若
者
目
線
か
ら
新
座
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
連

携
と
し
て
利
に
か
な
っ
た
活
動
だ
。選
考
で

は
複
数
の
学
生
が
分
担
し
て
下
読
み
し
、
10

編
以
内
に
絞
っ
た
上
で
新
座
市
関
係
者
中
心

の
選
考
委
員
会
が
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品

な
ど
を
選
考
し
て
い
る
。表
彰
さ
れ
た
作
品

の
書
き
手
の
学
生
に
は
賞
状
と
新
座
市
に
関

連
す
る
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。新
座
賞
は
ま

だ
始
動
か
ら
わ
ず
か
だ
が
、
今
後
は
新
座
三

大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
ま
す
ま

す
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。応
募
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、全

体
の
作
品
の
質
が
向
上
し
新
座
賞
の
価
値
や

発
見
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。学
生
と
自
治
体
が

直
接
連
携
し
て
行
う
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
、今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
現
役
の
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
他
、
元
リ
ー
ダ
ー
で
初
代

学
生
奨
励
賞
受
賞
者
で
も
あ
る
中
島
加
奈
恵

（
J
T
B 

w
e
b
販
売
部
）
氏
の
協
力
を
得

た
。　
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10
年
以
上
も
前
の
こ
と
だ
が
、
あ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
愛
読
書
を
数
点
挙
げ
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
た
。
私
は
４
冊
の
本
を
列
挙
し
た
。

そ
の
う
ち
の
1
冊
が
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
矢

内
原
忠
雄
の
著
作
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
そ

の
と
き
の
回
答
に
含
め
た
も
う
1
冊
に
、
デ

ュ
マ
原
作
・
大
久
保
和
郎
訳
『
モ
ン
テ
ク
リ

ス
ト
伯
』
（
角
川
文
庫
）
が
あ
る
。
私
の
海

外
の
旅
と
の
関
わ
り
で
は
、
小
学
校
の
頃
か

ら
何
度
も
繰
り
返
し
て
読
ん
だ
こ
の
本
の
影

響
力
は
絶
大
で
あ
り
、
も
し
観
光
や
旅
行
に

関
し
て
の
〝
わ
た
し
の
一
冊
〞
で
あ
っ
た
な

ら
ば
、
こ
こ
で
も
そ
ち
ら
を
選
択
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
観
光
や
旅
行
と
の
関
わ
り
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
人
生
や
生
活
の

全
体
と
の
関
わ
り
で
選
ぶ
と
な
る
と
、
私
と

し
て
は
や
は
り
こ
こ
に
掲
げ
た
『
余
の
尊
敬

す
る
人
物
』
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
本

に
出
会
っ
た
の
は
、
大
学
に
入
学
し
た
年
で

あ
っ
た
。
岩
波
新
書
で
あ
る
か
ら
、
大
部
な

書
物
で
も
な
い
し
、
む
ろ
ん
専
門
書
で
も
な

い
。
著
者
が
「
今
の
世
に
も
欲
し
い
」
と
思

う
人
物
4
人
を
取
り
上
げ
、
「
こ
れ
ら
の

人
々
の
い
か
な
る
点
を
尊
敬
す
る
の
か
を
話

し
て
み
た
い
」
と
の
気
持
ち
か
ら
、
当
該
人

物
と
そ
の
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
描
き
紹
介

し
た
シ
ン
プ
ル
な
書
物
で
あ
る
。

　
私
は
こ
れ
を
書
店
で
偶
然
に
手
に
し
た
。

著
者
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
も
ま
っ
た

く
知
ら
な
い
ま
ま
に
読
み
始
め
た
が
、
「
エ

レ
ミ
ヤ
」
か
ら
「
日
蓮
」
へ
と
読
み
進
む
に

つ
れ
て
、
そ
の
内
容
と
文
章
の
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
、
そ
の
叙
述
の
格
調
の
高
さ
に
陶
酔
し

た
。

　
ほ
ど
な
く
、
こ
の
著
者
が
植
民
政
策
を
専

攻
す
る
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
著
名
な
無

教
会
主
義
の
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
岩
波
書
店
か
ら
著
作
の
全
集
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
っ
た
。
古
書
店
を
探

し
回
っ
て
全
29
巻
の
3
分
の
2
ほ
ど
を
買
い

集
め
た
。
さ
ら
に
、
伝
道
誌
『
嘉
信
』
や
多

く
の
新
聞
記
事
、
周
辺
の
人
々
に
よ
る
多
様

な
回
顧
の
資
料
な
ど
に
目
を
と
め
る
中
で
、

内
村
鑑
三
か
ら
神
を
学
び
新
渡
戸
稲
造
か
ら

人
を
学
ん
だ
と
い
う
そ
の
人
物
像
が
、
私
の

頭
の
中
に
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
白
状
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

夢
中
に
な
っ
て
揃
え
た
全
集
の
各
巻
を
、
結

果
的
に
は
ほ
と
ん
ど
き
ち
ん
と
読
む
こ
と
は

な
か
っ
た
。
聖
書
講
義
は
難
解
に
過
ぎ
て
歯

が
立
た
な
か
っ
た
し
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
か

く
も
厳
格
な
人
物
に
真
っ
向
か
ら
「
付
き
合

う
」
こ
と
に
次
第
に
苦
し
さ
を
感
じ
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
、

こ
の
信
念
の
学
者
は
あ
ま
り
に
謹
厳
で
あ
り

過
ぎ
た
。
し
か
し
、
あ
る
年
配
の
知
人
が
仕

事
上
の
用
務
で
初
め
て
私
の
研
究
室
を
訪
れ

た
と
き
、
そ
の
知
人
が
書
架
に
並
ん
だ
こ
の

全
集
に
気
づ
く
や
、
目
を
赤
く
し
て
涙
ぐ
ん

だ
。
そ
れ
を
見
て
私
は
驚
愕
し
た
。
直
接
に

謦
咳
に
接
す
る
関
係
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
著
者
が
教
育
者
と
し
て
の
温
か
さ

を
も
備
え
て
い
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
た
事
柄

と
し
て
思
い
出
深
い
。

　
本
書
『
余
の
尊
敬
す
る
人
物
』
は
、
こ
の

偉
大
な
人
格
者
が
、
そ
の
信
仰
の
心
と
強
い

信
念
を
最
も
平
明
に
表
し
た
本
で
あ
る
よ
う

に
思
う
。
私
は
読
み
返
す
た
び
に
若
い
時
期

の
自
分
の
心
持
ち
を
懐
か
し
く
思
い
起
こ
し
、

と
き
に
は
あ
ら
た
め
て
襟
を
正
す
こ
と
も
少

な
く
な
い
。

わたしの１冊
14 回第

『余の尊敬する人物』 

公益財団法人 高速道路調査会 理事長

杉山武彦

矢内原忠雄 著
岩波新書、1940年

杉
山
武
彦（
す
ぎ
や
ま・た
け
ひ
こ
）

公
益
財
団
法
人 

高
速
道
路
調
査
会

理
事
長
。 

1
9
4
4
年
東
京
都
生

ま
れ
。 一
橋
大
学
名
誉
教
授
。成
城

大
学
名
誉
教
授
。 

両
大
学
在
任
時

に
交
通
論
、海
運
論
、ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
論
等
を
担
当

し
、現
在
ま
で
、交
通
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
設
定
、社
会

資
本
整
備
の
費
用
負
担
の
あ
り
方
、ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

と
物
流
産
業
組
織
の
分
析
等
を
主
た
る
研
究
対
象
と

し
て
専
攻
。 

日
本
交
通
学
会
、日
本
海
運
経
済
学
会

の
理
事
お
よ
び
会
長
、ま
た
交
通
政
策
審
議
会
委
員

等
を
歴
任
。 運
輸
政
策
研
究
機
構
運
輸
政
策
研
究
所

長
を
経
て
、2
0
1
6
年
よ
り
現
職
。
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表 1 HATの概要

Historical Archive on Tourismと
Thomas Cook Archivesを訪問

　2018年に開設40周年を迎えた旅の図書館では、
国内にとどまらない新たなネットワークを形成するため、

ドイツ・ベルリンにあるHistorical Archive on Tourism（HAT）と、
イギリス・ピーターバラにあるThomas Cook Archivesを訪問してきました。

　いずれもヨーロッパを代表する観光関連の歴史資料アーカイブスとして知られています。

だより
旅の図書館

２２２Noooooo.

Historical Archive on Tourism
　HATはベルリン工科大学図書館に付属する観光専門の
アーカイブスで、1929年にローベルト・グリュックスマン
（注1）が世界初の観光科学研究所とアーカイブスを設
立したのがルーツとされています。後世のために観光史料
を保存し、研究や教育、メディア、観光、展示産業の利用
に資することを目的として、1986年にベルリン自由大学
で設立されました。翌年にはベルリン工科大学に移転し、
複数の財団や企業の寄付を受け、同大学図書館の地下1
階に現在の形で整備されました。
　1999年からベルリン工科大学教授のHasso Spode
氏が統括。歴史社会学者としてドイツの旅行史やアルコ
ール消費文化などを専門に研究する傍ら、HATの管理・
運営をおこなってきました。
　Hasso Spode氏と我々の接点は2017年にさかのぼり
ます。当館のことを知ったSpode氏から当財団宛に直接
メールをいただき、資料をお送りいただいたことが最初で
した。その後、Spode氏が日本にいらした際に当館にも
お立ち寄りいただき、館内の案内と所蔵資料に関する情
報交換をおこないました。当館の設備をはじめ、HATで
も所蔵していないベデカーのガイドブックが当館にある
こと等に非常に関心を持っていらっしゃいました。あれか

ら2年。当方としても、いつか訪れたいと思っていたHAT
への往訪が実現したことはこの上ない喜びでした。
　HATには3つの資料室があり、資料総数は70000点以
上にものぼります。1室目はジャーナル、ガイドブック、ト
ラベルガイドなど、2室目は地誌、紀行文、統計、全大陸
の国別の旅行パンフレットなど、3室目は観光統計、写真
アルバム、論文、ポスターなどが収蔵されています。特に
世界中のガイドブックのお手本でもあったBaedekerのガ
イドブックに加え、日本ではあまり見ることのできない
Griebenのガイドブック、富裕層が利用したMeyersのガ
イドブックなどが500冊以上並ぶ様子は壮観でした。
　日本の資料としては文献とパンフレットが約100点あり、
中にはジャパン・ツーリスト・ビューローの機関雑誌『ツ
ーリスト』や、国際観光局が発行した『ツーリスト・ライブ
ラリー』の一部などもありました。主に研究者やマスコミ
関係者、学生などに利用されており、メールでの予約制と
なっています。
　運営予算は企業や財団からの寄付でまかなわれてきま
したが、その寄付が打ち切られることになったため、来年
からの運営については未定とのことです。

設立年
蔵書の概要

利用費
対象
利用について

開館日
場所

1986年（前身は1929年に設立された観光科学研究所）
○フリードリヒ・バーガー（DRV）、フランツ・F・シュワルツシュタイン（GNTB）、
　ウォルター・カーン（Scharnow-Reisen）の観光史コレクションをベースとしており、
　ガイドブック、パンフレット、ジャーナル、紀行文、地誌、統計、雑誌、ポスター、
　地図、写真集、テープ、ビデオ、ファイルなど約70000点を所蔵。
○資料の主な年代としては19世紀から20世紀にかけてで、最も古いものは1600年代。
　メインはドイツ語圏の中央ヨーロッパ。パンフレット類のコレクションは全大陸をカバー。
無料（ただしスキャンや調査などは有料）
研究者、学生、マスコミなど
○メールでの事前予約制
○自身でのコピーは不可。スキャンを依頼するかカメラでの撮影を相談。
○館外貸出不可。（美術館や博物館への貸出は例外）
○受付で利用登録をおこない、荷物を預けて資料室へ。
火曜日
TU Berlin, HAT, Hardenbergstr. 16-18 (HBS1), D-10623 Berlin

HATが所蔵している
パンフレットの一部

HAT内部の様子

観光文化情報センター 旅の図書館長 企画室長 主任研究員 福永香織
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　両機関とは、所蔵資料の概要をはじめ、運営体制、課
題、ヨーロッパにおける観光関連のアーカイブス施設など
について有益な情報交換をおこなうことができました。こ
れまでは日本側の資料からしかうかがえなかったイギリス
やドイツの観光の歴史が、現地の資料から垣間見ること
ができたのはとても有意義でした。
　いずれも限られた体制や予算の中で、明確なコンセプ
トに基づいて資料を所蔵・管理・公開している姿勢、そし

て自社や自国のアイデンティティとして歴史を大切にし、
その価値を発信している様子に感銘を受けました。現在
そして今後の日本の観光を考える上で重要な資料を所蔵
する当館としての役割や、公開のあり方などについても多
くの示唆を得た訪問となりました。
　世界でも数少ない観光専門のアーカイブス施設として、
今後も研究者への相互紹介や情報交換などをおこなうこ
とで交流と連携を図っていきたいと考えています。

　Thomas Cook Archivesはトーマス・クック本社内に
あるアーカイブスで、1950年に設立されました。1970年
に本社とともにイギリスのピーターバラに移転。マーケテ
ィング部門の一組織として運営され、company 
archivist のPaul Smith氏が１人で運営に携わっていま
す。
　アーカイブスの資料は社員の他、外部の研究者にも事
前予約制で公開されており、1日平均3人ほどの利用があ
るそうです。また、博物館などの企画展にも所蔵資料を貸
し出しています。
　所蔵資料は、トーマス・クック社誕生から現在に至るま
での資料を中心に構成されており、ロンドンで開催された
世界初の万国博覧会への旅行を促進するために出版され
たExcursionistやThe Traveller’s Gazette Magazineを
はじめ、同社の関連施設やスタッフの記録、旅行記、ガイド
ブック、パンフレット、時刻表などがあります。
　日本に関係する資料として、トーマス・クックの息子で
あるジョン・メイスン・クックが世界一周で日本に立ち寄

った際の旅行免状や、1920年に同社とジャパン・ツーリス
ト・ビューローが相互代理店契約を結んだ際の記録など、
貴重な資料の数々を見せていただきました。所蔵資料は
湿度・温度管理がされている専用の書庫で管理されてい
ます。雑誌や記録類は合本化され、パンフレット類は地
域や年代ごとに箱で分類・整理されています。どれも非常
に状態がよく、丁寧に管理されている様子がわかりました。
　2016年に175周年を迎えた同社の歴史は、本社入口
のギャラリーで紹介されています。さらにアーカイブスで
保管されている資料を用いながら175年の歴史を紹介す
る冊子が作成されており、同社のブランドに歴史がうまく
活かされていることを感じます。
　また、マスツーリズムの歴史に関する会員制のデータベ
ースであるLeisure, Travel and Mass Culture : The 
History of Tourism（注2）にも資料を登録しており、他
の機関との連携方法や研究者向けの情報公開のあり方の
面でも非常に参考になりました。

Thomas Cook Archives

トーマス・クックが所蔵する
日本関連の資料

トーマス・クック本社
エントランス

表 2 Thomas Cook Archivesの概要
設立年
蔵書の概要

利用費
対象
利用について

開館日
場所

1950年
○1845年から現在のハンドブック、プログラム、パンフレット
○1851年から1902年までのクックのExcursionist newspaperのコピー、
　1902年から1939年までのThe Traveller’s Gazette magazine誌
○1870年代から現在の旅行者の記録（エフェメラ）
○1855年～1980年の旅行者の日記（原本・コピー）
○1860年代から1970年代の施設、スタッフ、旅行者の写真
○1870年代から現在までの会社の記録
○1873年から2013年までの時刻表
無料
研究者
○1週間前までに要予約
○館外貸出不可。（美術館や博物館への貸出は例外）
○受付で利用登録
火曜日から木曜日（祝祭日を除く）10:00～16:30
Westpoint Peterborough Business Park Lynch Wood Peterborough PE2 6FZ UK

＜注・参考＞
（注1）ローベルト・グリュックスマンの著書は1940年に国際観光局から『観光事業概論』（当館所蔵）として和訳・出版されている。
（注2）欧州の大学図書館・文書館、Thomas Cook Archivesなどが有する貴重な観光関連資料を収録したデジタルアーカイブ。リーフレット、ポストカード、ポスター、
　　  パンフレット、写真、スクラップブック、マスツーリズムに関する政府の公式記録、旅行雑誌、定期刊行物、ガイドブック等が登録されている。

Historical Archive on Tourism …http://hist-soz.de/hat/archiv.html
Thomas Cook Archives …https://www.thomascook.com/thomas-cook-archives/
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　両機関とは、所蔵資料の概要をはじめ、運営体制、課
題、ヨーロッパにおける観光関連のアーカイブス施設など
について有益な情報交換をおこなうことができました。こ
れまでは日本側の資料からしかうかがえなかったイギリス
やドイツの観光の歴史が、現地の資料から垣間見ること
ができたのはとても有意義でした。
　いずれも限られた体制や予算の中で、明確なコンセプ
トに基づいて資料を所蔵・管理・公開している姿勢、そし

て自社や自国のアイデンティティとして歴史を大切にし、
その価値を発信している様子に感銘を受けました。現在
そして今後の日本の観光を考える上で重要な資料を所蔵
する当館としての役割や、公開のあり方などについても多
くの示唆を得た訪問となりました。
　世界でも数少ない観光専門のアーカイブス施設として、
今後も研究者への相互紹介や情報交換などをおこなうこ
とで交流と連携を図っていきたいと考えています。

　Thomas Cook Archivesはトーマス・クック本社内に
あるアーカイブスで、1950年に設立されました。1970年
に本社とともにイギリスのピーターバラに移転。マーケテ
ィング部門の一組織として運営され、company 
archivist のPaul Smith氏が１人で運営に携わっていま
す。
　アーカイブスの資料は社員の他、外部の研究者にも事
前予約制で公開されており、1日平均3人ほどの利用があ
るそうです。また、博物館などの企画展にも所蔵資料を貸
し出しています。
　所蔵資料は、トーマス・クック社誕生から現在に至るま
での資料を中心に構成されており、ロンドンで開催された
世界初の万国博覧会への旅行を促進するために出版され
たExcursionistやThe Traveller’s Gazette Magazineを
はじめ、同社の関連施設やスタッフの記録、旅行記、ガイド
ブック、パンフレット、時刻表などがあります。
　日本に関係する資料として、トーマス・クックの息子で
あるジョン・メイスン・クックが世界一周で日本に立ち寄

った際の旅行免状や、1920年に同社とジャパン・ツーリス
ト・ビューローが相互代理店契約を結んだ際の記録など、
貴重な資料の数々を見せていただきました。所蔵資料は
湿度・温度管理がされている専用の書庫で管理されてい
ます。雑誌や記録類は合本化され、パンフレット類は地
域や年代ごとに箱で分類・整理されています。どれも非常
に状態がよく、丁寧に管理されている様子がわかりました。
　2016年に175周年を迎えた同社の歴史は、本社入口
のギャラリーで紹介されています。さらにアーカイブスで
保管されている資料を用いながら175年の歴史を紹介す
る冊子が作成されており、同社のブランドに歴史がうまく
活かされていることを感じます。
　また、マスツーリズムの歴史に関する会員制のデータベ
ースであるLeisure, Travel and Mass Culture : The 
History of Tourism（注2）にも資料を登録しており、他
の機関との連携方法や研究者向けの情報公開のあり方の
面でも非常に参考になりました。

Thomas Cook Archives

トーマス・クックが所蔵する
日本関連の資料

トーマス・クック本社
エントランス

表 2 Thomas Cook Archivesの概要
設立年
蔵書の概要

利用費
対象
利用について

開館日
場所

1950年
○1845年から現在のハンドブック、プログラム、パンフレット
○1851年から1902年までのクックのExcursionist newspaperのコピー、
　1902年から1939年までのThe Traveller’s Gazette magazine誌
○1870年代から現在の旅行者の記録（エフェメラ）
○1855年～1980年の旅行者の日記（原本・コピー）
○1860年代から1970年代の施設、スタッフ、旅行者の写真
○1870年代から現在までの会社の記録
○1873年から2013年までの時刻表
無料
研究者
○1週間前までに要予約
○館外貸出不可。（美術館や博物館への貸出は例外）
○受付で利用登録
火曜日から木曜日（祝祭日を除く）10:00～16:30
Westpoint Peterborough Business Park Lynch Wood Peterborough PE2 6FZ UK

＜注・参考＞
（注1）ローベルト・グリュックスマンの著書は1940年に国際観光局から『観光事業概論』（当館所蔵）として和訳・出版されている。
（注2）欧州の大学図書館・文書館、Thomas Cook Archivesなどが有する貴重な観光関連資料を収録したデジタルアーカイブ。リーフレット、ポストカード、ポスター、
　　  パンフレット、写真、スクラップブック、マスツーリズムに関する政府の公式記録、旅行雑誌、定期刊行物、ガイドブック等が登録されている。

Historical Archive on Tourism …http://hist-soz.de/hat/archiv.html
Thomas Cook Archives …https://www.thomascook.com/thomas-cook-archives/

ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス
ト
・ビ
ュ
ー
ロ
ー
と

ト
ー
マ
ス・
ク
ッ
ク
社
を
結
ん
だ
猪
股
忠
次 

　
世
界
最
古
の
旅
行
会
社
と
し
て
知

ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
は
、

創
業
者
の
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
が
1

8
4
1
年
に
禁
酒
運
動
の
一
環
と
し

て
鉄
道
を
利
用
し
た
旅
行
を
斡
旋
し

た
の
が
最
初
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ッ
ク
が
初
め
て
来
日
し
た
の
は
1

8
7
2
年
に
世
界
最
初
の
世
界
一
周

旅
行
を
催
行
し
た
時
で
す
。
そ
の
時

の
「
私
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
イ

ス
、
イ
タ
リ
ア
の
湖
と
い
う
湖
の
ほ

と
ん
ど
を
訪
れ
て
い
る
が
、
瀬
戸
内

海
は
そ
の
ど
れ
よ
り
も
す
ば
ら
し
く
、

そ
れ
ら
全
部
の
最
も
良
い
と
こ
ろ
だ

け
を
と
っ
て
集
め
て
一
つ
に
し
た
ほ

ど
美
し
い
」
と
い
う
言
葉
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
息
子
の
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ス

ン
・
ク
ッ
ク
が
初
め
て
来
日
し
た
の

は
1
8
9
3
年
。
そ
の
際
に
日
本
で

初
め
て
と
な
る
支
店
を
横
浜
に
開
設

す
る
こ
と
に
つ
い
て
賛
同
を
得
ま
す
。

実
際
に
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は

1
9
0
6
年
の
こ
と
で
し
た
。

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ

ー
ロ
ー
と
ク
ッ
ク
社
は
以
前
か
ら
接

点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
相
互
代
理
店

契
約
を
結
ん
だ
の
は
1
9
2
0
年
の

こ
と
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
ビ
ュ

ー
ロ
ー
２
代
目
の
幹
事
で
あ
る
猪
股

忠
次
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。
猪
股

は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
勤
務
す
る
以
前
、

南
満
洲
鉄
道（
株
）で
勤
務
し
て
い
ま

し
た
が
、
同
社
は
鉄
道
や
ホ
テ
ル
を

経
営
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
外
国

語
が
堪
能
で
国
際
事
情
に
通
じ
て
い

る
社
員
を
育
成
す
る
た
め
、
猪
股
を

ク
ッ
ク
に
留
学
さ
せ
ま
し
た
。
2
年

間
の
留
学
で
猪
股
は
旅
客
事
務
に
つ

い
て
学
び
、
日
本
人
客
が
イ
ギ
リ
ス

を
訪
れ
た
際
の
世
話
役
は
全
て
猪
股

が
お
こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
も

あ
り
ま
す
。

　
猪
股
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
転
職
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
設
立
総
会
を
終
え
た
直
後
、

今
後
の
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
あ
り
方
と
事

業
内
容
を
検
討
す
る
た
め
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
出
張
に
出
か
け
た
生
野
團
六

（
ビ
ュ
ー
ロ
ー
初
代
幹
事
）
と
ロ
ン

ド
ン
で
再
会
し
た
こ
と
で
す
。
生
野

か
ら
ビ
ュ
ー
ロ
ー
設
立
の
話
を
聞
い

た
猪
股
は
、
生
涯
の
仕
事
と
し
て
自

分
も
取
り
組
み
た
い
と
希
望
し
ま
す
。

生
野
も
自
分
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と

を
確
信
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
ビ
ュ

ー
ロ
ー
は
営
利
会
社
で
は
な
く
好
待

遇
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
時
は
積

極
的
に
は
勧
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
大

連
に
戻
っ
た
猪
股
は
ホ
テ
ル
監
督
の
業

務
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、

1
9
1
8
年
に
生
野
に
電
報
を
送
り
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
へ
の
転
職
が
実
現
し
ま
す
。

　
猪
股
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
携
わ
っ
た

1
9
1
0
〜
2
0
年
代
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
、
経
済
不
況
、
イ
ン
フ
レ
、

関
東
大
震
災
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な

っ
て
い
ま
し
た
。
世
界
の
周
遊
観
光

団
船
が
相
次
い
で
日
本
に
寄
港
す
る

中
、
こ
れ
ま
で
の
体
制
で
斡
旋
業
務

を
行
う
こ
と
は
限
界
が
あ
る
と
感
じ

た
猪
股
は
、
ク
ッ
ク
で
学
ん
だ
旅
行

斡
旋
業
の
知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス

を
活
か
し
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
当
初
か

ら
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
自
己
収
入
を

上
げ
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
ク
ッ
ク

社
側
の
東
洋
支
配
人
で
あ
っ
た
グ
リ

ー
ン
氏
と
の
間
で
何
度
も
折
衝
を
重

ね
、
1
9
2
0
年
に
相
互
代
理
店
契

約
の
締
結
が
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
外
客
へ
の
便
宜
を
図
る
だ
け

で
な
く
、
日
本
人
が
海
外
旅
行
を
す

る
際
の
各
種
手
配
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
観
光
船
一

隻
に
つ
き
千
円
（
の
ち
に
二
千
円
）

を
収
受
す
る
制
度
を
打
ち
出
し
た
ほ

か
、
1
9
1
5
年
に
鉄
道
院
旅
客
課

か
ら
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
異
動
し
た
石
田

善
太
郎
と
協
力
し
な
が
ら
、
内
外
の

鉄
道
会
社
、
汽
船
会
社
、
旅
行
会
社

と
の
代
売
、
代
理
店
契
約
の
締
結
、

デ
パ
ー
ト
へ
の
案
内
所
進
出
、
邦
人

へ
の
一
般
乗
車
券
・
遊
覧
券
の
発
売
、

旅
行
傷
害
保
険
、
観
劇
券
、
旅
行
小

切
手
、
手
荷
物
保
険
、
日
支
小
荷
物

な
ら
び
に
日
支
邦
文
電
報
の
取
扱
い

等
の
新
規
事
業
を
次
々
と
実
施
し
て

自
己
収
入
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
ク
ッ
ク
や
ア
メ
リ

カ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
等
主
催
の
世

界
一
周
団
体
に
職
員
を
添
乗
さ
せ
て

斡
旋
業
務
の
実
際
を
習
得
さ
せ
た
ほ

か
、
創
業
15
周
年
に
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー

主
催
の
ア
メ
リ
カ
視
察
団
、
世
界
一

周
視
察
団
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
猪
股
は
53
歳
と
い

う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
が
、

大
正
末
期
か
ら
主
力
業
務
と
な
り
つ

つ
あ
っ
た
乗
車
船
券
類
の
代
売
の
業

務
は
そ
の
後
も
強
化
さ
れ
、
第
3
代

幹
事
の
高
久
甚
之
助
の
時
代
に
な
る

と
、
職
員
を
1
7
0
人
か
ら
2
8
0
0

人
に
増
加
さ
せ
業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
方
針
は
ビ
ュ
ー
ロ
ー
内
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
1
9
6
3
年
の
当
財
団
と
株

式
会
社
日
本
交
通
公
社
（
現
・（
株
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
の
分
離
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

C o l u m n

1

猪股忠次

『
鞄
の
塵
』猪
股
忠
次
、猪
股
功
、1
9
2
8
年

『
回
顧
録
』Japan Tourist Bureau

、Japan Tourist Bureau

、1
9
3
7
年

『
故
猪
股
忠
次
氏
十
三
回
忌
追
憶
座
談
会
』八
木
鐘
次
郎
他
、1
9
4
0
年

『
こ
の
人
々
』青
木
槐
三
編
、日
本
交
通
公
社 

1
9
6
2
年

『
日
本
交
通
公
社
50
年
史
』日
本
交
通
公
社
、日
本
交
通
公
社
、1
9
6
2
年

『
日
本
交
通
公
社
七
十
年
史
』日
本
交
通
公
社
、日
本
交
通
公
社
、1
9
8
2
年
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関西学院大学 文学部教授

荒山正彦

写真1）
ブルームズベリー・ブックフェアで購入した

マレーの『ロンドン案内』
（1876年）

ロンドンと
パリの

  古書店と

旅行案内書
1913年版の

JAPAN を
探して

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
セ
ー
ヌ

川
沿
い
に
お
よ
そ
1
0
0
0
軒
な
ら

ぶB
ouquinistes

（
ブ
キ
ニ
ス
ト
）

と
よ
ば
れ
る
露
天
古
書
店
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
回
、
こ
の
ブ
キ
ニ
ス
ト

の
ほ
ん
の
片
隅
を
ま
わ
っ
て
み
ま
し

た
。
17
世
紀
か
ら
続
く
こ
の
書
店
群

に
は
、
観
光
客
向
け
の
古
写
真
や
古

地
図
、
古
い
絵
葉
書
や
ポ
ス
タ
ー
と

共
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
古
書
が

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
友
人
の
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
に
よ
る
と
、
店
舗
の
古

書
店
に
な
い
も
の
が
ブ
キ
ニ
ス
ト
で

み
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
露
天
だ
か
ら
と
い
っ
て
品
揃

え
が
劣
る
わ
け
で
も
な
く
、
観
光
用

の
お
土
産
店
と
し
て
無
視
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ブ
キ
ニ
ス
ト
に
も
、
旅
行
案

内
書
の
古
書
は
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
そ
れ
ら
は
比
較
的
新
し
い

1
9
6
0
年
代
以
降
の
も
の
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
現
在
こ
の
ブ

キ
ニ
ス
ト
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
へ
の
登
録
が
目
指
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
パ
リ
で
は
、
高
等
研
究
教
育

機
関
が
集
中
す
る
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン

と
、
ガ
ラ
ス
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
覆
わ

れ
た
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
点
在
す
る
古
書

店
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ェ
ラ

タ
ン
の
古
書
店
は
、
友
人
に
案
内
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
友
人
が
20

年
以
上
前
か
ら
利
用
し
て
き
た
古
書

店
の
多
く
が
す
で
に
店
を
閉
じ
て
お

り
、
日
本
の
各
地
の
古
書
店
と
同
様

に
、
店
舗
数
が
急
速
に
減
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
営
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る

古
書
店
を
い
く
つ
か
ま
わ
る
と
、
こ

こ
で
も
旅
行
関
係
の
古
書
を
み
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
目
に

付
く
の
は
、
赤
い
表
紙
の
ド
イ
ツ
の

ベ
デ
カ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
マ
レ
ー
よ

り
も
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
シ
ェ
ッ
ト
社

に
よ
る
青
い
表
紙
の
ギ
ド
・
ブ
ル
ー

で
し
た
。

　
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
の
古
書
店
は
、

そ
の
場
所
柄
、
革
装
丁
の
立
派
な
古

書
が
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
す
。
い

わ
ゆ
る
旅
行
案
内
書
は
、
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
1

8
3
0
〜
4
0
年
代
に
出
版
が
は
じ

ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
布
の
表
紙

（
ク
ロ
ー
ス
装
丁
）
で
す
。
た
と
え

ば
同
じ
時
代
の
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
な
ど
の

旅
行
記
は
立
派
な
革
装
丁
の
本
で
、

旅
行
案
内
書
よ
り
も
は
る
か
に
高
価

な
も
の
で
し
た
。

　
一
方
、
ク
ロ
ー
ス
装
丁
の
旅
行
案

内
書
よ
り
も
も
っ
と
手
軽
な
紙
の
古

書
資
料
は
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
点
在
す

る
古
書
店
で
多
く
扱
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
セ
ー
ヌ
川
右
岸
に
あ
る
旧
証
券

取
引
所
近
く
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
ジ
ェ

フ
ロ
ワ
や
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
デ
ュ
・
プ

　
今
回
、
ベ
ル
リ
ン
の
H
A
T
と
ト

ー
マ
ス
ク
ッ
ク
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
訪

問
に
同
行
し
た
あ
と
、
ロ
ン
ド
ン
と

パ
リ
で
旅
行
関
係
の
古
書
を
探
し
歩

き
ま
し
た
。
そ
の
見
聞
の
一
部
を
こ

こ
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
に
も
パ
リ
に
も
、
神
田

神
保
町
の
よ
う
な
規
模
の
古
書
街
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
書
店
が
集
ま
る

エ
リ
ア
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
日
本
と
同
様
に
、
古
書
店
に
よ

っ
て
扱
わ
れ
て
い
る
本
の
傾
向
に
は

特
徴
が
あ
っ
て
、
旅
行
関
係
の
古
書

を
多
く
扱
う
書
店
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
劇
場
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
な
ど
の
文
化
施
設
が
集
ま
る

ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
に
多
く
の
古
書
店

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、

セ
シ
ル
コ
ー
ト
通
り
に
あ
る 

B
ryars &

 B
ryars 

（
ブ
ラ
イ
ア
ー

ズ
＆
ブ
ラ
イ
ア
ー
ズ
）
に
は
、
世
界

各
地
の
歴
史
的
な
地
図
と
、
旅
行
や

探
険
に
関
す
る
古
書
が
数
多
く
取
り

揃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も

有
名
な
旅
行
案
内
書
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
ベ
デ
カ
ー
や
マ
レ
ー
の
旅
行
案
内

は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
で 

brochure 

（
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
）
と
よ
ば
れ
る
紙

の
表
紙
の
小
冊
子
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

類
も
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅
行
案

内
書
の
中
の
地
図
や
挿
絵
の
ペ
ー
ジ

だ
け
が
切
り
取
ら
れ
、
一
枚
も
の
と

し
て
売
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い

よ
う
で
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
訪
れ
た
多
く
の
古
書

店
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
旅
行
関
係

の
古
書
が
充
実
し
て
い
た
の
は
、
ロ

ン
ド
ン
屈
指
の
目
抜
き
通
り
で
あ
る

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら

西
へ
少
し
は
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る 

R
are B

ooks S
hapero

（
レ
ア
・

ブ
ッ
ク
ス
・
シ
ャ
ペ
ロ
）
で
し
た
。

こ
こ
に
は
18
世
紀
以
降
の
旅
行
記
を

は
じ
め
、
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
旅

行
案
内
書
、
古
地
図
、
古
写
真
な
ど

が
豊
富
に
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅

行
案
内
書
の
在
庫
数
は
圧
巻
で
、
ざ

っ
と
数
え
た
と
こ
ろ
お
よ
そ
3
0
0

冊
の
ベ
デ
カ
ー
と
お
よ
そ
50
冊
の
マ

レ
ー
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
マ
レ
ー
の
日
本
旅
行
案

内
や
、
鉄
道
院
に
よ
っ
て
1
9
1
0

年
代
に
編
纂
さ
れ
た 
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を
み
つ
け
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ペ
ロ
で
は
、
旅
行
案
内
書
の

み
を
ま
と
め
た
古
書
目
録
も
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、

た
と
え
ば
ベ
デ
カ
ー
の
旅
行
案
内
は

概
ね
一
冊
50
〜
3
0
0
ポ
ン
ド
で
す

が
、
1
8
3
9
年
の
オ
ラ
ン
ダ
案
内

（
初
版
）
に
は
6
8
5
0
ポ
ン
ド
の

値
段
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
2
0
1
9
年
3
月
現
在
１
ポ
ン
ド

は
お
よ
そ
1
5
0
円
）
。
つ
ま
り

2
0
0
ペ
ー
ジ
あ
ま
り
の
旅
行
案
内

書
の
古
書
一
冊
に
、
お
よ
そ
1
0
0

万
円
の
値
段
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
19
世
紀
の
旅
行
案

内
書
は
現
代
の
も
の
と
は
異
な
り
、

そ
の
記
述
内
容
は
と
て
も
学
術
的
で
、

外
国
の
地
理
を
学
ぶ
た
め
の
教
養
書

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
図
や
挿
絵
も
、
こ
の
ペ
ー
ジ
だ
け

を
切
り
抜
い
て
も
商
品
価
値
が
あ
る

ほ
ど
に
完
成
度
の
高
い
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値

が
、
今
日
の
古
書
価
格
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
ロ
ン
ド
ン
で
は
毎
月
第
二
日

曜
日
に
、
大
英
博
物
館
近
く
の
ロ
イ

ヤ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
１
階
で
、

ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
と
い
う
古
書
市
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
3
月
10

日
が
ち
ょ
う
ど
第
二
日
曜
日
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
古
書
市
に
も
で
か
け
ま

し
た
。
広
い
会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
古
書
が
並
べ
ら
れ
、
旅
行
案

内
書
な
ど
も
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
日
は
あ
の
シ
ャ
ペ
ロ
も

出
展
し
て
い
ま
し
た
。
店
舗
の
古
書

店
と
こ
の
古
書
市
と
の
大
き
な
違
い

は
、
価
格
（
値
付
け
）
に
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
文
字
通
り
の
掘
り
出
し

物
は
古
書
市
の
ほ
う
に
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
シ
ャ
ペ
ロ
の

ブ
ー
ス
で
は
、
店
舗
価
格
の
10
分
の

1
以
下
と
思
わ
れ
る
旅
行
案
内
書
を

何
点
も
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
次
に
パ
リ
の
古
書
店
に
つ
い
て
で

す
。
パ
リ
の
古
書
店
と
し
て
一
般
に

ラ
ン
ス
な
ど
に
は
、
古
い
時
代
の
旅

行
ポ
ス
タ
ー
や
絵
は
が
き
、
写
真
な

ど
が
数
多
く
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
絵
は
が
き
の
量
は
圧
巻
で
、
フ
ラ

ン
ス
各
地
の
地
方
ご
と
に
束
ね
ら
れ

並
べ
ら
れ
て
い
た
り
、
外
国
の
絵
は

が
き
は
国
別
・
地
方
別
に
お
そ
ら
く

数
万
枚
の
オ
ー
ダ
ー
で
ス
ト
ッ
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ

リ
の
古
書
店
と
古
書
街
を
数
日
間
か

け
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は

一
冊
の
旅
行
案
内
書
を
探
し
出
す
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
よ
っ
て
、
創
設
翌
年
の
1
9

1
3
（
大
正
２
）
年
に
出
版
さ
れ
た

英
文
の
日
本
案
内JAPAN

 

で
す
。

　
こ
の
1
9
1
3
年
版
のJAPAN

 

は
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
初
め
て
出
版
し
た
旅

行
案
内
書
で
す
が
、
旅
の
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
管

見
の
限
り
に
お
い
て
国
内
の
ど
の
図

書
館
に
も
、
ど
の
資
料
室
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
訪
問
し
た
H
A
T
と

ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

国
内
・
国
外
の
古
書
市
場
も
い
ろ
い

ろ
探
し
て
み
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
1
9
1
3
年
にJAPAN

 

が
出
版
さ

れ
た
事
実
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関

雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
の
会
報
欄
な

ど
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
初
版
は
１

万
部
印
刷
さ
れ
た
こ
と
、
表
紙
は
杉

浦
非
水
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
、
そ

し
て
「
内
外
関
係
方
面
」
に
配
布
さ

れ
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。JAPAN

 

は
英
文
で
書
か
れ

て
お
り
、
実
際
に
外
国
へ
数
多
く
配

布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
渡
欧
機
会
を
利
用
し
て
ロ
ン

ド
ン
と
パ
リ
の
古
書
店
を
ま
わ
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
出
会
い
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

　
1
9
1
3
年
版
のJAPAN

 

は
、
ビ

ュ
ー
ロ
ー
に
よ
る
旅
行
案
内
書
の
原

点
で
あ
り
、
必
ず
み
つ
け
だ
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
を

叶
え
る
地
道
な
探
索
の
旅
は
ま
だ
し

ば
ら
く
続
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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パリのパサージュにある古書店

48



関西学院大学 文学部教授

荒山正彦

写真1）
ブルームズベリー・ブックフェアで購入した

マレーの『ロンドン案内』
（1876年）

ロンドンと
パリの

  古書店と

旅行案内書
1913年版の

JAPAN を
探して

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
セ
ー
ヌ

川
沿
い
に
お
よ
そ
1
0
0
0
軒
な
ら

ぶB
ouquinistes

（
ブ
キ
ニ
ス
ト
）

と
よ
ば
れ
る
露
天
古
書
店
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
回
、
こ
の
ブ
キ
ニ
ス
ト

の
ほ
ん
の
片
隅
を
ま
わ
っ
て
み
ま
し

た
。
17
世
紀
か
ら
続
く
こ
の
書
店
群

に
は
、
観
光
客
向
け
の
古
写
真
や
古

地
図
、
古
い
絵
葉
書
や
ポ
ス
タ
ー
と

共
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
古
書
が

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
友
人
の
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
に
よ
る
と
、
店
舗
の
古

書
店
に
な
い
も
の
が
ブ
キ
ニ
ス
ト
で

み
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
露
天
だ
か
ら
と
い
っ
て
品
揃

え
が
劣
る
わ
け
で
も
な
く
、
観
光
用

の
お
土
産
店
と
し
て
無
視
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ブ
キ
ニ
ス
ト
に
も
、
旅
行
案

内
書
の
古
書
は
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
そ
れ
ら
は
比
較
的
新
し
い

1
9
6
0
年
代
以
降
の
も
の
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
現
在
こ
の
ブ

キ
ニ
ス
ト
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
へ
の
登
録
が
目
指
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
パ
リ
で
は
、
高
等
研
究
教
育

機
関
が
集
中
す
る
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン

と
、
ガ
ラ
ス
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
覆
わ

れ
た
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
点
在
す
る
古
書

店
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ェ
ラ

タ
ン
の
古
書
店
は
、
友
人
に
案
内
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
友
人
が
20

年
以
上
前
か
ら
利
用
し
て
き
た
古
書

店
の
多
く
が
す
で
に
店
を
閉
じ
て
お

り
、
日
本
の
各
地
の
古
書
店
と
同
様

に
、
店
舗
数
が
急
速
に
減
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
営
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る

古
書
店
を
い
く
つ
か
ま
わ
る
と
、
こ

こ
で
も
旅
行
関
係
の
古
書
を
み
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
目
に

付
く
の
は
、
赤
い
表
紙
の
ド
イ
ツ
の

ベ
デ
カ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
マ
レ
ー
よ

り
も
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
シ
ェ
ッ
ト
社

に
よ
る
青
い
表
紙
の
ギ
ド
・
ブ
ル
ー

で
し
た
。

　
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
の
古
書
店
は
、

そ
の
場
所
柄
、
革
装
丁
の
立
派
な
古

書
が
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
す
。
い

わ
ゆ
る
旅
行
案
内
書
は
、
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
1

8
3
0
〜
4
0
年
代
に
出
版
が
は
じ

ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
布
の
表
紙

（
ク
ロ
ー
ス
装
丁
）
で
す
。
た
と
え

ば
同
じ
時
代
の
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
な
ど
の

旅
行
記
は
立
派
な
革
装
丁
の
本
で
、

旅
行
案
内
書
よ
り
も
は
る
か
に
高
価

な
も
の
で
し
た
。

　
一
方
、
ク
ロ
ー
ス
装
丁
の
旅
行
案

内
書
よ
り
も
も
っ
と
手
軽
な
紙
の
古

書
資
料
は
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
点
在
す

る
古
書
店
で
多
く
扱
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
セ
ー
ヌ
川
右
岸
に
あ
る
旧
証
券

取
引
所
近
く
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
ジ
ェ

フ
ロ
ワ
や
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
デ
ュ
・
プ

　
今
回
、
ベ
ル
リ
ン
の
H
A
T
と
ト

ー
マ
ス
ク
ッ
ク
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
訪

問
に
同
行
し
た
あ
と
、
ロ
ン
ド
ン
と

パ
リ
で
旅
行
関
係
の
古
書
を
探
し
歩

き
ま
し
た
。
そ
の
見
聞
の
一
部
を
こ

こ
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
に
も
パ
リ
に
も
、
神
田

神
保
町
の
よ
う
な
規
模
の
古
書
街
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
書
店
が
集
ま
る

エ
リ
ア
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
日
本
と
同
様
に
、
古
書
店
に
よ

っ
て
扱
わ
れ
て
い
る
本
の
傾
向
に
は

特
徴
が
あ
っ
て
、
旅
行
関
係
の
古
書

を
多
く
扱
う
書
店
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
劇
場
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
な
ど
の
文
化
施
設
が
集
ま
る

ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
に
多
く
の
古
書
店

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、

セ
シ
ル
コ
ー
ト
通
り
に
あ
る 

B
ryars &

 B
ryars 

（
ブ
ラ
イ
ア
ー

ズ
＆
ブ
ラ
イ
ア
ー
ズ
）
に
は
、
世
界

各
地
の
歴
史
的
な
地
図
と
、
旅
行
や

探
険
に
関
す
る
古
書
が
数
多
く
取
り

揃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も

有
名
な
旅
行
案
内
書
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
ベ
デ
カ
ー
や
マ
レ
ー
の
旅
行
案
内

は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
で 

brochure 

（
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
）
と
よ
ば
れ
る
紙

の
表
紙
の
小
冊
子
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

類
も
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅
行
案

内
書
の
中
の
地
図
や
挿
絵
の
ペ
ー
ジ

だ
け
が
切
り
取
ら
れ
、
一
枚
も
の
と

し
て
売
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い

よ
う
で
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
訪
れ
た
多
く
の
古
書

店
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
旅
行
関
係

の
古
書
が
充
実
し
て
い
た
の
は
、
ロ

ン
ド
ン
屈
指
の
目
抜
き
通
り
で
あ
る

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら

西
へ
少
し
は
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る 

R
are B

ooks S
hapero

（
レ
ア
・

ブ
ッ
ク
ス
・
シ
ャ
ペ
ロ
）
で
し
た
。

こ
こ
に
は
18
世
紀
以
降
の
旅
行
記
を

は
じ
め
、
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
旅

行
案
内
書
、
古
地
図
、
古
写
真
な
ど

が
豊
富
に
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅

行
案
内
書
の
在
庫
数
は
圧
巻
で
、
ざ

っ
と
数
え
た
と
こ
ろ
お
よ
そ
3
0
0

冊
の
ベ
デ
カ
ー
と
お
よ
そ
50
冊
の
マ

レ
ー
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
マ
レ
ー
の
日
本
旅
行
案

内
や
、
鉄
道
院
に
よ
っ
て
1
9
1
0

年
代
に
編
纂
さ
れ
た 

A n O
�
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を
み
つ
け
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ペ
ロ
で
は
、
旅
行
案
内
書
の

み
を
ま
と
め
た
古
書
目
録
も
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、

た
と
え
ば
ベ
デ
カ
ー
の
旅
行
案
内
は

概
ね
一
冊
50
〜
3
0
0
ポ
ン
ド
で
す

が
、
1
8
3
9
年
の
オ
ラ
ン
ダ
案
内

（
初
版
）
に
は
6
8
5
0
ポ
ン
ド
の

値
段
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
2
0
1
9
年
3
月
現
在
１
ポ
ン
ド

は
お
よ
そ
1
5
0
円
）
。
つ
ま
り

2
0
0
ペ
ー
ジ
あ
ま
り
の
旅
行
案
内

書
の
古
書
一
冊
に
、
お
よ
そ
1
0
0

万
円
の
値
段
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
19
世
紀
の
旅
行
案

内
書
は
現
代
の
も
の
と
は
異
な
り
、

そ
の
記
述
内
容
は
と
て
も
学
術
的
で
、

外
国
の
地
理
を
学
ぶ
た
め
の
教
養
書

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
図
や
挿
絵
も
、
こ
の
ペ
ー
ジ
だ
け

を
切
り
抜
い
て
も
商
品
価
値
が
あ
る

ほ
ど
に
完
成
度
の
高
い
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値

が
、
今
日
の
古
書
価
格
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
ロ
ン
ド
ン
で
は
毎
月
第
二
日

曜
日
に
、
大
英
博
物
館
近
く
の
ロ
イ

ヤ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
１
階
で
、

ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
と
い
う
古
書
市
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
3
月
10

日
が
ち
ょ
う
ど
第
二
日
曜
日
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
古
書
市
に
も
で
か
け
ま

し
た
。
広
い
会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
古
書
が
並
べ
ら
れ
、
旅
行
案

内
書
な
ど
も
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
日
は
あ
の
シ
ャ
ペ
ロ
も

出
展
し
て
い
ま
し
た
。
店
舗
の
古
書

店
と
こ
の
古
書
市
と
の
大
き
な
違
い

は
、
価
格
（
値
付
け
）
に
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
文
字
通
り
の
掘
り
出
し

物
は
古
書
市
の
ほ
う
に
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
シ
ャ
ペ
ロ
の

ブ
ー
ス
で
は
、
店
舗
価
格
の
10
分
の

1
以
下
と
思
わ
れ
る
旅
行
案
内
書
を

何
点
も
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
次
に
パ
リ
の
古
書
店
に
つ
い
て
で

す
。
パ
リ
の
古
書
店
と
し
て
一
般
に

ラ
ン
ス
な
ど
に
は
、
古
い
時
代
の
旅

行
ポ
ス
タ
ー
や
絵
は
が
き
、
写
真
な

ど
が
数
多
く
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
絵
は
が
き
の
量
は
圧
巻
で
、
フ
ラ

ン
ス
各
地
の
地
方
ご
と
に
束
ね
ら
れ

並
べ
ら
れ
て
い
た
り
、
外
国
の
絵
は

が
き
は
国
別
・
地
方
別
に
お
そ
ら
く

数
万
枚
の
オ
ー
ダ
ー
で
ス
ト
ッ
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ

リ
の
古
書
店
と
古
書
街
を
数
日
間
か

け
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は

一
冊
の
旅
行
案
内
書
を
探
し
出
す
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
よ
っ
て
、
創
設
翌
年
の
1
9

1
3
（
大
正
２
）
年
に
出
版
さ
れ
た

英
文
の
日
本
案
内JAPAN

 

で
す
。

　
こ
の
1
9
1
3
年
版
のJAPAN

 

は
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
初
め
て
出
版
し
た
旅

行
案
内
書
で
す
が
、
旅
の
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
管

見
の
限
り
に
お
い
て
国
内
の
ど
の
図

書
館
に
も
、
ど
の
資
料
室
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
訪
問
し
た
H
A
T
と

ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

国
内
・
国
外
の
古
書
市
場
も
い
ろ
い

ろ
探
し
て
み
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
1
9
1
3
年
にJAPAN

 

が
出
版
さ

れ
た
事
実
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関

雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
の
会
報
欄
な

ど
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
初
版
は
１

万
部
印
刷
さ
れ
た
こ
と
、
表
紙
は
杉

浦
非
水
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
、
そ

し
て
「
内
外
関
係
方
面
」
に
配
布
さ

れ
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。JAPAN

 

は
英
文
で
書
か
れ

て
お
り
、
実
際
に
外
国
へ
数
多
く
配

布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
渡
欧
機
会
を
利
用
し
て
ロ
ン

ド
ン
と
パ
リ
の
古
書
店
を
ま
わ
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
出
会
い
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

　
1
9
1
3
年
版
のJAPAN

 

は
、
ビ

ュ
ー
ロ
ー
に
よ
る
旅
行
案
内
書
の
原

点
で
あ
り
、
必
ず
み
つ
け
だ
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
を

叶
え
る
地
道
な
探
索
の
旅
は
ま
だ
し

ば
ら
く
続
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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「
風
景
計
画
学
」
と
は
非
常
に
響
き

の
良
い
言
葉
で
あ
る
。
読
ん
で
字
の

如
く
で
あ
る
が
、
1
0
0
年
ほ
ど
前

に
は
じ
ま
っ
た
、
よ
り
良
い
風
景
の

体
験
の
実
現
を
目
指
し
た
学
術
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
風
景
計
画
学
の

は
じ
ま
り
に
は
、
観
光
を
は
じ
め
と

す
る
人
の
移
動
の
活
発
化
が
大
き
く

作
用
し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
と
も
歴
史
的
に
深
い
関
わ
り
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
風
景
計
画
学
の
体
系
化
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

い
う
風
景
計
画
と
は
、
色
彩
や
意
匠
、

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
よ
う
な
場
所
づ

く
り
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く

（
こ
れ
ら
も
重
要
で
あ
る
が
）
、
地

域
に
お
け
る
人
と
環
境
の
関
係
を
風

景
と
し
て
読
み
解
き
、
あ
る
べ
き
風

景
の
設
定
や
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
体
系
的
段
階
的
な
手
段
、
か
つ

そ
の
実
践
を
含
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
序
章
に
お
い
て
、
実
は
学
術
的
に

は
整
理
が
必
要
な
風
景
概
念
や
風
景

計
画
の
展
開
の
歴
史
と
新
た
な
観
点

に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
「
実
践

　
風
景
計
画
学
」
と
題
し
た
よ
う
に

１
章
か
ら
４
章
に
か
け
て
風
景
計
画

お
よ
び
実
現
・
管
理
に
至
る
作
業
過

程
を
示
し
、
そ
の
実
現
や
管
理
に
至

る
ま
で
の
体
系
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

国
立
公
園
、
温
泉
地
域
、
中
山
間
地

域
、
里
山
、
地
方
都
市
の
活
性
化
な

ど
様
々
な
具
体
の
取
り
組
み
事
例
を

示
し
，
理
解
を
し
や
す
い
よ
う
に
試

み
た
。

　
観
光
や
風
景
を
「
手
段
」
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
方
々
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
書
と
な
っ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
（
水
内
佑
輔
）

　
由
布
院
温
泉
は
、
豊
富
な
湯
量
を

誇
る
も
の
の
、
観
光
客
を
惹
き
つ
け

る
傑
出
し
た
集
客
資
源
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
日
本
を
代
表
す
る
大
温

泉
地
・
別
府
の
陰
に
隠
れ
、
長
い
間

寂
れ
た
温
泉
地
で
あ
っ
た
由
布
院
は
、

1
9
7
0
年
代
以
降
の
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
の
中
で
押

し
寄
せ
る
観
光
開
発
の
波
に
飲
み
込

ま
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
地
域
の

価
値
を
自
覚
し
、
由
布
院
盆
地
の
豊

か
な
自
然
と
農
村
ら
し
さ
を
守
り
続

け
る
こ
と
で
、
今
や
日
本
を
代
表
す

る
温
泉
地
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に

あ
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
の
先
駆

者
・
由
布
院
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ

ー
は
、
す
で
に
多
く
の
著
書
で
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
近
年
の
由
布
院
に
は
、
駅

前
か
ら
湯
の
壺
街
道
の
「
原
宿
化
」
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
の
由
布

院
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
相
反
す

る
現
実
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
な

お
由
布
院
は
、
40
年
に
も
わ
た
り

「
行
き
た
い
」
観
光
地
で
あ
り
続
け
、

今
も
っ
て
年
間
4
0
0
万
人
近
い
人

が
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
由
布
院
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
て
き
た
米
田
氏
ら
に
よ
っ
て
著

さ
れ
た
本
書
は
、
こ
う
し
た
現
実
を

認
識
し
た
う
え
で
、「
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
に
お
い
て
、「
ま
ち
づ
く

り
」
と
は
そ
も
そ
も
何
を
「
つ
く

る
」
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
が
な
ぜ
観

光
の
振
興
に
つ
な
が
る
の
か
を
、

「
由
布
院
モ
デ
ル
」
か
ら
深
掘
り
す

る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
者
に

一
読
し
て
ほ
し
い
一
冊
で
あ
る
。

荒
山
正
彦（
あ
ら
や
ま・ま
さ
ひ
こ
）

関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。大
阪
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。専
門
は
人
文
地
理
学
、旅
行

の
文
化
史
。近
代
期
の
旅
行
案
内
書
55

点
を
復
刻
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治・

大
正
の
旅
行 

旅
行
案
内
書
集
成 

全
26

巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
3
〜

2
0
1
5
年
）や
、ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス

ト・ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』

の
復
刻（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
7
〜

2
0
1
8
年
）の
監
修
と
解
説
を
行
っ
た
。

近
著
と
し
て『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書

図
録
』（
創
元
社
、2
0
1
8
年
）。

新刊案内
旅 の 図 書 館  蔵 書 か ら

『
実
践 

風
景
計
画
学

『
由
布
院
モ
デ
ル

読
み
取
り
・
目
標
像
・
実
施
管
理
』

地
域
特
性
を
活
か
し
た
イ
ノ
ベー
シ
ョン
に
よ
る

観
光
戦
略
』

日
本
造
園
学
会
・
風
景
計
画
研
究
推
進
委
員
会 

監
修

古
谷
勝
則
・
伊
藤
弘
・
高
山
範
理
・
水
内
佑
輔 

編

大
澤
健
・
米
田
誠
司 

著

B
5
判
1
6
4
ペー
ジ

本
体
3,
4
0
0
円
＋
税

朝
倉
書
店

ISBN
978-4-254-44029-4

2
0
1
9
年
3
月
発
行

A
5
判
2
0
8
ペー
ジ

本
体
2,
7
0
0
円
＋
税

学
芸
出
版
社

ISBN
978-4-7615-2697-9

2
0
1
9
年
2
月
発
行

※

由
布
院
温
泉
は
当
財
団
を
事
務
局
と
す

る「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
温
泉
地
の
課
題
解
決
や
活
性
化

の
た
め
の
活
動
に
協
働
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　  

　（
大
隅
一
志
）

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
セ
ー
ヌ

川
沿
い
に
お
よ
そ
1
0
0
0
軒
な
ら

ぶB
ouquinistes

（
ブ
キ
ニ
ス
ト
）

と
よ
ば
れ
る
露
天
古
書
店
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
回
、
こ
の
ブ
キ
ニ
ス
ト

の
ほ
ん
の
片
隅
を
ま
わ
っ
て
み
ま
し

た
。
17
世
紀
か
ら
続
く
こ
の
書
店
群

に
は
、
観
光
客
向
け
の
古
写
真
や
古

地
図
、
古
い
絵
葉
書
や
ポ
ス
タ
ー
と

共
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
古
書
が

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
友
人
の
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
に
よ
る
と
、
店
舗
の
古

書
店
に
な
い
も
の
が
ブ
キ
ニ
ス
ト
で

み
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
露
天
だ
か
ら
と
い
っ
て
品
揃

え
が
劣
る
わ
け
で
も
な
く
、
観
光
用

の
お
土
産
店
と
し
て
無
視
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ブ
キ
ニ
ス
ト
に
も
、
旅
行
案

内
書
の
古
書
は
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
そ
れ
ら
は
比
較
的
新
し
い

1
9
6
0
年
代
以
降
の
も
の
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
現
在
こ
の
ブ

キ
ニ
ス
ト
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
へ
の
登
録
が
目
指
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
パ
リ
で
は
、
高
等
研
究
教
育

機
関
が
集
中
す
る
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン

と
、
ガ
ラ
ス
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
覆
わ

れ
た
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
点
在
す
る
古
書

店
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ェ
ラ

タ
ン
の
古
書
店
は
、
友
人
に
案
内
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
友
人
が
20

年
以
上
前
か
ら
利
用
し
て
き
た
古
書

店
の
多
く
が
す
で
に
店
を
閉
じ
て
お

り
、
日
本
の
各
地
の
古
書
店
と
同
様

に
、
店
舗
数
が
急
速
に
減
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
営
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る

古
書
店
を
い
く
つ
か
ま
わ
る
と
、
こ

こ
で
も
旅
行
関
係
の
古
書
を
み
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
目
に

付
く
の
は
、
赤
い
表
紙
の
ド
イ
ツ
の

ベ
デ
カ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
マ
レ
ー
よ

り
も
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
シ
ェ
ッ
ト
社

に
よ
る
青
い
表
紙
の
ギ
ド
・
ブ
ル
ー

で
し
た
。

　
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
の
古
書
店
は
、

そ
の
場
所
柄
、
革
装
丁
の
立
派
な
古

書
が
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
す
。
い

わ
ゆ
る
旅
行
案
内
書
は
、
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
1

8
3
0
〜
4
0
年
代
に
出
版
が
は
じ

ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
布
の
表
紙

（
ク
ロ
ー
ス
装
丁
）
で
す
。
た
と
え

ば
同
じ
時
代
の
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
な
ど
の

旅
行
記
は
立
派
な
革
装
丁
の
本
で
、

旅
行
案
内
書
よ
り
も
は
る
か
に
高
価

な
も
の
で
し
た
。

　
一
方
、
ク
ロ
ー
ス
装
丁
の
旅
行
案

内
書
よ
り
も
も
っ
と
手
軽
な
紙
の
古

書
資
料
は
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
点
在
す

る
古
書
店
で
多
く
扱
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
セ
ー
ヌ
川
右
岸
に
あ
る
旧
証
券

取
引
所
近
く
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
ジ
ェ

フ
ロ
ワ
や
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
デ
ュ
・
プ

　
今
回
、
ベ
ル
リ
ン
の
H
A
T
と
ト

ー
マ
ス
ク
ッ
ク
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
訪

問
に
同
行
し
た
あ
と
、
ロ
ン
ド
ン
と

パ
リ
で
旅
行
関
係
の
古
書
を
探
し
歩

き
ま
し
た
。
そ
の
見
聞
の
一
部
を
こ

こ
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
に
も
パ
リ
に
も
、
神
田

神
保
町
の
よ
う
な
規
模
の
古
書
街
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
書
店
が
集
ま
る

エ
リ
ア
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
日
本
と
同
様
に
、
古
書
店
に
よ

っ
て
扱
わ
れ
て
い
る
本
の
傾
向
に
は

特
徴
が
あ
っ
て
、
旅
行
関
係
の
古
書

を
多
く
扱
う
書
店
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
劇
場
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
な
ど
の
文
化
施
設
が
集
ま
る

ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
に
多
く
の
古
書
店

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、

セ
シ
ル
コ
ー
ト
通
り
に
あ
る 

B
ryars &

 B
ryars 

（
ブ
ラ
イ
ア
ー

ズ
＆
ブ
ラ
イ
ア
ー
ズ
）
に
は
、
世
界

各
地
の
歴
史
的
な
地
図
と
、
旅
行
や

探
険
に
関
す
る
古
書
が
数
多
く
取
り

揃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も

有
名
な
旅
行
案
内
書
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
ベ
デ
カ
ー
や
マ
レ
ー
の
旅
行
案
内

は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
で 

brochure 

（
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
）
と
よ
ば
れ
る
紙

の
表
紙
の
小
冊
子
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

類
も
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅
行
案

内
書
の
中
の
地
図
や
挿
絵
の
ペ
ー
ジ

だ
け
が
切
り
取
ら
れ
、
一
枚
も
の
と

し
て
売
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い

よ
う
で
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
訪
れ
た
多
く
の
古
書

店
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
旅
行
関
係

の
古
書
が
充
実
し
て
い
た
の
は
、
ロ

ン
ド
ン
屈
指
の
目
抜
き
通
り
で
あ
る

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら

西
へ
少
し
は
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る 

R
are B

ooks S
hapero

（
レ
ア
・

ブ
ッ
ク
ス
・
シ
ャ
ペ
ロ
）
で
し
た
。

こ
こ
に
は
18
世
紀
以
降
の
旅
行
記
を

は
じ
め
、
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
旅

行
案
内
書
、
古
地
図
、
古
写
真
な
ど

が
豊
富
に
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅

行
案
内
書
の
在
庫
数
は
圧
巻
で
、
ざ

っ
と
数
え
た
と
こ
ろ
お
よ
そ
3
0
0

冊
の
ベ
デ
カ
ー
と
お
よ
そ
50
冊
の
マ

レ
ー
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
マ
レ
ー
の
日
本
旅
行
案

内
や
、
鉄
道
院
に
よ
っ
て
1
9
1
0

年
代
に
編
纂
さ
れ
た 
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を
み
つ
け
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ペ
ロ
で
は
、
旅
行
案
内
書
の

み
を
ま
と
め
た
古
書
目
録
も
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、

た
と
え
ば
ベ
デ
カ
ー
の
旅
行
案
内
は

概
ね
一
冊
50
〜
3
0
0
ポ
ン
ド
で
す

が
、
1
8
3
9
年
の
オ
ラ
ン
ダ
案
内

（
初
版
）
に
は
6
8
5
0
ポ
ン
ド
の

値
段
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
2
0
1
9
年
3
月
現
在
１
ポ
ン
ド

は
お
よ
そ
1
5
0
円
）
。
つ
ま
り

2
0
0
ペ
ー
ジ
あ
ま
り
の
旅
行
案
内

書
の
古
書
一
冊
に
、
お
よ
そ
1
0
0

万
円
の
値
段
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
19
世
紀
の
旅
行
案

内
書
は
現
代
の
も
の
と
は
異
な
り
、

そ
の
記
述
内
容
は
と
て
も
学
術
的
で
、

外
国
の
地
理
を
学
ぶ
た
め
の
教
養
書

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
図
や
挿
絵
も
、
こ
の
ペ
ー
ジ
だ
け

を
切
り
抜
い
て
も
商
品
価
値
が
あ
る

ほ
ど
に
完
成
度
の
高
い
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値

が
、
今
日
の
古
書
価
格
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
ロ
ン
ド
ン
で
は
毎
月
第
二
日

曜
日
に
、
大
英
博
物
館
近
く
の
ロ
イ

ヤ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
１
階
で
、

ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
と
い
う
古
書
市
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
3
月
10

日
が
ち
ょ
う
ど
第
二
日
曜
日
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
古
書
市
に
も
で
か
け
ま

し
た
。
広
い
会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
古
書
が
並
べ
ら
れ
、
旅
行
案

内
書
な
ど
も
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
日
は
あ
の
シ
ャ
ペ
ロ
も

出
展
し
て
い
ま
し
た
。
店
舗
の
古
書

店
と
こ
の
古
書
市
と
の
大
き
な
違
い

は
、
価
格
（
値
付
け
）
に
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
文
字
通
り
の
掘
り
出
し

物
は
古
書
市
の
ほ
う
に
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
シ
ャ
ペ
ロ
の

ブ
ー
ス
で
は
、
店
舗
価
格
の
10
分
の

1
以
下
と
思
わ
れ
る
旅
行
案
内
書
を

何
点
も
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
次
に
パ
リ
の
古
書
店
に
つ
い
て
で

す
。
パ
リ
の
古
書
店
と
し
て
一
般
に

ラ
ン
ス
な
ど
に
は
、
古
い
時
代
の
旅

行
ポ
ス
タ
ー
や
絵
は
が
き
、
写
真
な

ど
が
数
多
く
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
絵
は
が
き
の
量
は
圧
巻
で
、
フ
ラ

ン
ス
各
地
の
地
方
ご
と
に
束
ね
ら
れ

並
べ
ら
れ
て
い
た
り
、
外
国
の
絵
は

が
き
は
国
別
・
地
方
別
に
お
そ
ら
く

数
万
枚
の
オ
ー
ダ
ー
で
ス
ト
ッ
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ

リ
の
古
書
店
と
古
書
街
を
数
日
間
か

け
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は

一
冊
の
旅
行
案
内
書
を
探
し
出
す
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
よ
っ
て
、
創
設
翌
年
の
1
9

1
3
（
大
正
２
）
年
に
出
版
さ
れ
た

英
文
の
日
本
案
内JAPAN

 

で
す
。

　
こ
の
1
9
1
3
年
版
のJAPAN

 

は
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
初
め
て
出
版
し
た
旅

行
案
内
書
で
す
が
、
旅
の
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
管

見
の
限
り
に
お
い
て
国
内
の
ど
の
図

書
館
に
も
、
ど
の
資
料
室
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
訪
問
し
た
H
A
T
と

ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

国
内
・
国
外
の
古
書
市
場
も
い
ろ
い

ろ
探
し
て
み
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
1
9
1
3
年
にJAPAN

 

が
出
版
さ

れ
た
事
実
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関

雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
の
会
報
欄
な

ど
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
初
版
は
１

万
部
印
刷
さ
れ
た
こ
と
、
表
紙
は
杉

浦
非
水
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
、
そ

し
て
「
内
外
関
係
方
面
」
に
配
布
さ

れ
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。JAPAN

 

は
英
文
で
書
か
れ

て
お
り
、
実
際
に
外
国
へ
数
多
く
配

布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
渡
欧
機
会
を
利
用
し
て
ロ
ン

ド
ン
と
パ
リ
の
古
書
店
を
ま
わ
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
出
会
い
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

　
1
9
1
3
年
版
のJAPAN

 

は
、
ビ

ュ
ー
ロ
ー
に
よ
る
旅
行
案
内
書
の
原

点
で
あ
り
、
必
ず
み
つ
け
だ
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
を

叶
え
る
地
道
な
探
索
の
旅
は
ま
だ
し

ば
ら
く
続
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

写真3）
パリのパサージュにある古い絵はがきを専門とする古書店
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「
風
景
計
画
学
」
と
は
非
常
に
響
き

の
良
い
言
葉
で
あ
る
。
読
ん
で
字
の

如
く
で
あ
る
が
、
1
0
0
年
ほ
ど
前

に
は
じ
ま
っ
た
、
よ
り
良
い
風
景
の

体
験
の
実
現
を
目
指
し
た
学
術
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
風
景
計
画
学
の

は
じ
ま
り
に
は
、
観
光
を
は
じ
め
と

す
る
人
の
移
動
の
活
発
化
が
大
き
く

作
用
し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
と
も
歴
史
的
に
深
い
関
わ
り
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
風
景
計
画
学
の
体
系
化
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

い
う
風
景
計
画
と
は
、
色
彩
や
意
匠
、

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
よ
う
な
場
所
づ

く
り
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く

（
こ
れ
ら
も
重
要
で
あ
る
が
）
、
地

域
に
お
け
る
人
と
環
境
の
関
係
を
風

景
と
し
て
読
み
解
き
、
あ
る
べ
き
風

景
の
設
定
や
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
体
系
的
段
階
的
な
手
段
、
か
つ

そ
の
実
践
を
含
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
序
章
に
お
い
て
、
実
は
学
術
的
に

は
整
理
が
必
要
な
風
景
概
念
や
風
景

計
画
の
展
開
の
歴
史
と
新
た
な
観
点

に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
「
実
践

　
風
景
計
画
学
」
と
題
し
た
よ
う
に

１
章
か
ら
４
章
に
か
け
て
風
景
計
画

お
よ
び
実
現
・
管
理
に
至
る
作
業
過

程
を
示
し
、
そ
の
実
現
や
管
理
に
至

る
ま
で
の
体
系
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

国
立
公
園
、
温
泉
地
域
、
中
山
間
地

域
、
里
山
、
地
方
都
市
の
活
性
化
な

ど
様
々
な
具
体
の
取
り
組
み
事
例
を

示
し
，
理
解
を
し
や
す
い
よ
う
に
試

み
た
。

　
観
光
や
風
景
を
「
手
段
」
と
し
て
、

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
方
々
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
書
と
な
っ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
（
水
内
佑
輔
）

　
由
布
院
温
泉
は
、
豊
富
な
湯
量
を

誇
る
も
の
の
、
観
光
客
を
惹
き
つ
け

る
傑
出
し
た
集
客
資
源
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
日
本
を
代
表
す
る
大
温

泉
地
・
別
府
の
陰
に
隠
れ
、
長
い
間

寂
れ
た
温
泉
地
で
あ
っ
た
由
布
院
は
、

1
9
7
0
年
代
以
降
の
マ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
の
中
で
押

し
寄
せ
る
観
光
開
発
の
波
に
飲
み
込

ま
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
地
域
の

価
値
を
自
覚
し
、
由
布
院
盆
地
の
豊

か
な
自
然
と
農
村
ら
し
さ
を
守
り
続

け
る
こ
と
で
、
今
や
日
本
を
代
表
す

る
温
泉
地
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に

あ
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」
の
先
駆

者
・
由
布
院
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ

ー
は
、
す
で
に
多
く
の
著
書
で
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
近
年
の
由
布
院
に
は
、
駅

前
か
ら
湯
の
壺
街
道
の
「
原
宿
化
」
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
の
由
布

院
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
相
反
す

る
現
実
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
な

お
由
布
院
は
、
40
年
に
も
わ
た
り

「
行
き
た
い
」
観
光
地
で
あ
り
続
け
、

今
も
っ
て
年
間
4
0
0
万
人
近
い
人

が
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
由
布
院
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
て
き
た
米
田
氏
ら
に
よ
っ
て
著

さ
れ
た
本
書
は
、
こ
う
し
た
現
実
を

認
識
し
た
う
え
で
、「
観
光
ま
ち
づ

く
り
」
に
お
い
て
、「
ま
ち
づ
く

り
」
と
は
そ
も
そ
も
何
を
「
つ
く

る
」
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
が
な
ぜ
観

光
の
振
興
に
つ
な
が
る
の
か
を
、

「
由
布
院
モ
デ
ル
」
か
ら
深
掘
り
す

る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
者
に

一
読
し
て
ほ
し
い
一
冊
で
あ
る
。

荒
山
正
彦（
あ
ら
や
ま・ま
さ
ひ
こ
）

関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
。大
阪
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
。専
門
は
人
文
地
理
学
、旅
行

の
文
化
史
。近
代
期
の
旅
行
案
内
書
55

点
を
復
刻
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治・

大
正
の
旅
行 

旅
行
案
内
書
集
成 

全
26

巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
3
〜

2
0
1
5
年
）や
、ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス

ト・ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』

の
復
刻（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
7
〜

2
0
1
8
年
）の
監
修
と
解
説
を
行
っ
た
。

近
著
と
し
て『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書

図
録
』（
創
元
社
、2
0
1
8
年
）。

新刊案内
旅 の 図 書 館  蔵 書 か ら

『
実
践 

風
景
計
画
学

『
由
布
院
モ
デ
ル

読
み
取
り
・
目
標
像
・
実
施
管
理
』

地
域
特
性
を
活
か
し
た
イ
ノ
ベー
シ
ョン
に
よ
る

観
光
戦
略
』

日
本
造
園
学
会
・
風
景
計
画
研
究
推
進
委
員
会 

監
修

古
谷
勝
則
・
伊
藤
弘
・
高
山
範
理
・
水
内
佑
輔 

編

大
澤
健
・
米
田
誠
司 

著

B
5
判
1
6
4
ペー
ジ

本
体
3,
4
0
0
円
＋
税

朝
倉
書
店

ISBN
978-4-254-44029-4

2
0
1
9
年
3
月
発
行

A
5
判
2
0
8
ペー
ジ

本
体
2,
7
0
0
円
＋
税

学
芸
出
版
社

ISBN
978-4-7615-2697-9

2
0
1
9
年
2
月
発
行

※

由
布
院
温
泉
は
当
財
団
を
事
務
局
と
す

る「
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」メ
ン
バ
ー

で
あ
り
、
温
泉
地
の
課
題
解
決
や
活
性
化

の
た
め
の
活
動
に
協
働
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　  

　（
大
隅
一
志
）

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
セ
ー
ヌ

川
沿
い
に
お
よ
そ
1
0
0
0
軒
な
ら

ぶB
ouquinistes

（
ブ
キ
ニ
ス
ト
）

と
よ
ば
れ
る
露
天
古
書
店
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
回
、
こ
の
ブ
キ
ニ
ス
ト

の
ほ
ん
の
片
隅
を
ま
わ
っ
て
み
ま
し

た
。
17
世
紀
か
ら
続
く
こ
の
書
店
群

に
は
、
観
光
客
向
け
の
古
写
真
や
古

地
図
、
古
い
絵
葉
書
や
ポ
ス
タ
ー
と

共
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
古
書
が

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
友
人
の
フ
ラ

ン
ス
文
学
者
に
よ
る
と
、
店
舗
の
古

書
店
に
な
い
も
の
が
ブ
キ
ニ
ス
ト
で

み
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
露
天
だ
か
ら
と
い
っ
て
品
揃

え
が
劣
る
わ
け
で
も
な
く
、
観
光
用

の
お
土
産
店
と
し
て
無
視
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ブ
キ
ニ
ス
ト
に
も
、
旅
行
案

内
書
の
古
書
は
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
そ
れ
ら
は
比
較
的
新
し
い

1
9
6
0
年
代
以
降
の
も
の
が
多
い

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
現
在
こ
の
ブ

キ
ニ
ス
ト
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
へ
の
登
録
が
目
指
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
パ
リ
で
は
、
高
等
研
究
教
育

機
関
が
集
中
す
る
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン

と
、
ガ
ラ
ス
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
覆
わ

れ
た
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
点
在
す
る
古
書

店
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ェ
ラ

タ
ン
の
古
書
店
は
、
友
人
に
案
内
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
友
人
が
20

年
以
上
前
か
ら
利
用
し
て
き
た
古
書

店
の
多
く
が
す
で
に
店
を
閉
じ
て
お

り
、
日
本
の
各
地
の
古
書
店
と
同
様

に
、
店
舗
数
が
急
速
に
減
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
営
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る

古
書
店
を
い
く
つ
か
ま
わ
る
と
、
こ

こ
で
も
旅
行
関
係
の
古
書
を
み
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
目
に

付
く
の
は
、
赤
い
表
紙
の
ド
イ
ツ
の

ベ
デ
カ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
マ
レ
ー
よ

り
も
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
シ
ェ
ッ
ト
社

に
よ
る
青
い
表
紙
の
ギ
ド
・
ブ
ル
ー

で
し
た
。

　
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
の
古
書
店
は
、

そ
の
場
所
柄
、
革
装
丁
の
立
派
な
古

書
が
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
す
。
い

わ
ゆ
る
旅
行
案
内
書
は
、
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
1

8
3
0
〜
4
0
年
代
に
出
版
が
は
じ

ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
布
の
表
紙

（
ク
ロ
ー
ス
装
丁
）
で
す
。
た
と
え

ば
同
じ
時
代
の
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
な
ど
の

旅
行
記
は
立
派
な
革
装
丁
の
本
で
、

旅
行
案
内
書
よ
り
も
は
る
か
に
高
価

な
も
の
で
し
た
。

　
一
方
、
ク
ロ
ー
ス
装
丁
の
旅
行
案

内
書
よ
り
も
も
っ
と
手
軽
な
紙
の
古

書
資
料
は
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
点
在
す

る
古
書
店
で
多
く
扱
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
セ
ー
ヌ
川
右
岸
に
あ
る
旧
証
券

取
引
所
近
く
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
ジ
ェ

フ
ロ
ワ
や
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
デ
ュ
・
プ

　
今
回
、
ベ
ル
リ
ン
の
H
A
T
と
ト

ー
マ
ス
ク
ッ
ク
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
訪

問
に
同
行
し
た
あ
と
、
ロ
ン
ド
ン
と

パ
リ
で
旅
行
関
係
の
古
書
を
探
し
歩

き
ま
し
た
。
そ
の
見
聞
の
一
部
を
こ

こ
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
に
も
パ
リ
に
も
、
神
田

神
保
町
の
よ
う
な
規
模
の
古
書
街
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
書
店
が
集
ま
る

エ
リ
ア
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
日
本
と
同
様
に
、
古
書
店
に
よ

っ
て
扱
わ
れ
て
い
る
本
の
傾
向
に
は

特
徴
が
あ
っ
て
、
旅
行
関
係
の
古
書

を
多
く
扱
う
書
店
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
劇
場
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
な
ど
の
文
化
施
設
が
集
ま
る

ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
に
多
く
の
古
書
店

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、

セ
シ
ル
コ
ー
ト
通
り
に
あ
る 

B
ryars &

 B
ryars 

（
ブ
ラ
イ
ア
ー

ズ
＆
ブ
ラ
イ
ア
ー
ズ
）
に
は
、
世
界

各
地
の
歴
史
的
な
地
図
と
、
旅
行
や

探
険
に
関
す
る
古
書
が
数
多
く
取
り

揃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も

有
名
な
旅
行
案
内
書
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
ベ
デ
カ
ー
や
マ
レ
ー
の
旅
行
案
内

は
も
ち
ろ
ん
、
英
語
で 

brochure 

（
ブ
ロ
ー
シ
ャ
ー
）
と
よ
ば
れ
る
紙

の
表
紙
の
小
冊
子
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

類
も
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅
行
案

内
書
の
中
の
地
図
や
挿
絵
の
ペ
ー
ジ

だ
け
が
切
り
取
ら
れ
、
一
枚
も
の
と

し
て
売
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い

よ
う
で
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
で
訪
れ
た
多
く
の
古
書

店
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
旅
行
関
係

の
古
書
が
充
実
し
て
い
た
の
は
、
ロ

ン
ド
ン
屈
指
の
目
抜
き
通
り
で
あ
る

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら

西
へ
少
し
は
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る 

R
are B

ooks S
hapero

（
レ
ア
・

ブ
ッ
ク
ス
・
シ
ャ
ペ
ロ
）
で
し
た
。

こ
こ
に
は
18
世
紀
以
降
の
旅
行
記
を

は
じ
め
、
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
旅

行
案
内
書
、
古
地
図
、
古
写
真
な
ど

が
豊
富
に
揃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅

行
案
内
書
の
在
庫
数
は
圧
巻
で
、
ざ

っ
と
数
え
た
と
こ
ろ
お
よ
そ
3
0
0

冊
の
ベ
デ
カ
ー
と
お
よ
そ
50
冊
の
マ

レ
ー
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
、
マ
レ
ー
の
日
本
旅
行
案

内
や
、
鉄
道
院
に
よ
っ
て
1
9
1
0

年
代
に
編
纂
さ
れ
た 

A n O
�

cial 
G

uide to Eastern Asia 

を
み
つ
け
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　
シ
ャ
ペ
ロ
で
は
、
旅
行
案
内
書
の

み
を
ま
と
め
た
古
書
目
録
も
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、

た
と
え
ば
ベ
デ
カ
ー
の
旅
行
案
内
は

概
ね
一
冊
50
〜
3
0
0
ポ
ン
ド
で
す

が
、
1
8
3
9
年
の
オ
ラ
ン
ダ
案
内

（
初
版
）
に
は
6
8
5
0
ポ
ン
ド
の

値
段
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
2
0
1
9
年
3
月
現
在
１
ポ
ン
ド

は
お
よ
そ
1
5
0
円
）
。
つ
ま
り

2
0
0
ペ
ー
ジ
あ
ま
り
の
旅
行
案
内

書
の
古
書
一
冊
に
、
お
よ
そ
1
0
0

万
円
の
値
段
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
19
世
紀
の
旅
行
案

内
書
は
現
代
の
も
の
と
は
異
な
り
、

そ
の
記
述
内
容
は
と
て
も
学
術
的
で
、

外
国
の
地
理
を
学
ぶ
た
め
の
教
養
書

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

地
図
や
挿
絵
も
、
こ
の
ペ
ー
ジ
だ
け

を
切
り
抜
い
て
も
商
品
価
値
が
あ
る

ほ
ど
に
完
成
度
の
高
い
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値

が
、
今
日
の
古
書
価
格
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
ロ
ン
ド
ン
で
は
毎
月
第
二
日

曜
日
に
、
大
英
博
物
館
近
く
の
ロ
イ

ヤ
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ
ル
１
階
で
、

ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
と
い
う
古
書
市
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
3
月
10

日
が
ち
ょ
う
ど
第
二
日
曜
日
だ
っ
た

の
で
、
こ
の
古
書
市
に
も
で
か
け
ま

し
た
。
広
い
会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
古
書
が
並
べ
ら
れ
、
旅
行
案

内
書
な
ど
も
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
日
は
あ
の
シ
ャ
ペ
ロ
も

出
展
し
て
い
ま
し
た
。
店
舗
の
古
書

店
と
こ
の
古
書
市
と
の
大
き
な
違
い

は
、
価
格
（
値
付
け
）
に
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
文
字
通
り
の
掘
り
出
し

物
は
古
書
市
の
ほ
う
に
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
シ
ャ
ペ
ロ
の

ブ
ー
ス
で
は
、
店
舗
価
格
の
10
分
の

1
以
下
と
思
わ
れ
る
旅
行
案
内
書
を

何
点
も
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
次
に
パ
リ
の
古
書
店
に
つ
い
て
で

す
。
パ
リ
の
古
書
店
と
し
て
一
般
に

ラ
ン
ス
な
ど
に
は
、
古
い
時
代
の
旅

行
ポ
ス
タ
ー
や
絵
は
が
き
、
写
真
な

ど
が
数
多
く
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
絵
は
が
き
の
量
は
圧
巻
で
、
フ
ラ

ン
ス
各
地
の
地
方
ご
と
に
束
ね
ら
れ

並
べ
ら
れ
て
い
た
り
、
外
国
の
絵
は

が
き
は
国
別
・
地
方
別
に
お
そ
ら
く

数
万
枚
の
オ
ー
ダ
ー
で
ス
ト
ッ
ク
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ

リ
の
古
書
店
と
古
書
街
を
数
日
間
か

け
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は

一
冊
の
旅
行
案
内
書
を
探
し
出
す
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
に
よ
っ
て
、
創
設
翌
年
の
1
9

1
3
（
大
正
２
）
年
に
出
版
さ
れ
た

英
文
の
日
本
案
内JAPAN

 

で
す
。

　
こ
の
1
9
1
3
年
版
のJAPAN

 

は
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
初
め
て
出
版
し
た
旅

行
案
内
書
で
す
が
、
旅
の
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
管

見
の
限
り
に
お
い
て
国
内
の
ど
の
図

書
館
に
も
、
ど
の
資
料
室
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
訪
問
し
た
H
A
T
と

ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

国
内
・
国
外
の
古
書
市
場
も
い
ろ
い

ろ
探
し
て
み
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
1
9
1
3
年
にJAPAN

 

が
出
版
さ

れ
た
事
実
は
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関

雑
誌
『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
の
会
報
欄
な

ど
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
初
版
は
１

万
部
印
刷
さ
れ
た
こ
と
、
表
紙
は
杉

浦
非
水
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
、
そ

し
て
「
内
外
関
係
方
面
」
に
配
布
さ

れ
た
こ
と
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。JAPAN

 

は
英
文
で
書
か
れ

て
お
り
、
実
際
に
外
国
へ
数
多
く
配

布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
渡
欧
機
会
を
利
用
し
て
ロ
ン

ド
ン
と
パ
リ
の
古
書
店
を
ま
わ
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
出
会
い
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

　
1
9
1
3
年
版
のJAPAN

 

は
、
ビ

ュ
ー
ロ
ー
に
よ
る
旅
行
案
内
書
の
原

点
で
あ
り
、
必
ず
み
つ
け
だ
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
を

叶
え
る
地
道
な
探
索
の
旅
は
ま
だ
し

ば
ら
く
続
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

者
・
由
布
院
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ

ー
は
、
す
で
に
多
く
の
著
書
で
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
近
年
の
由
布
院
に
は
、
駅

前
か
ら
湯
の
壺
街
道
の
「
原
宿
化
」
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
の
由
布

院
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
相
反
す

る
現
実
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
な

お
由
布
院
は

「
行
き
た
い
」
観
光
地
で
あ
り
続
け
、

デ
ルベーベーベシ

者
・
由
布
院
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ

ー
は
、
す
で
に
多
く
の
著
書
で
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。

前
か
ら
湯
の
壺
街
道
の
「
原
宿
化
」
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
の
由
布

院
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
相
反
す

る
現
実
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
な

お
由
布
院
は

院
モ
デ

か
し
た
イ
ノ
ベ
ノ
ベ
ノ

著

97
9

す
る
人
の
移
動
の
活
発
化
が
大
き
く

作
用
し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
と
も
歴
史
的
に
深
い
関
わ
り
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
風
景
計
画
学
の
体
系
化
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

い
う
風
景
計
画
と
は
、
色
彩
や
意
匠
、

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
よ
う
な
場
所
づ

く
り
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く

（
こ
れ
ら
も
重
要
で
あ
る
が
）
、
地

域
に
お
け
る
人
と
環
境
の
関
係
を
風

景
と
し
て
読
み
解
き
、
あ
る
べ
き
風

景
の
設
定
や
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
体
系
的
段
階
的
な
手
段
、
か
つ

そ
の
実
践
を
含
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
序
章
に
お
い
て
、
実
は
学
術
的
に

　
本
書
は
風
景
計
画
学
の
体
系
化
を

　
序
章
に
お
い
て
、
実
は
学
術
的
に

風
景
計
画
学

理
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書名 著者名 出版社・出版年

豊嶋操 KTC中央出版
2018

「
旅
の
図
書
館
」に
あ
る
6
万
冊
の
蔵
書
の
中
か
ら
、

特
集
に
関
連
し
た
図
書
と
報
告
書
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
特
産
品
を
絡
め
た
本
は
少
な
く
、

今
回
は「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
」と

「
食
・
特
産
品
・
土
産
品
関
係
」に
分
け
て
集
め
て
み
ま
し
た
。

【選】
旅の図書館副館長
大隅一志

特集関連の
蔵書・報告書

リスト

育て、磨き、輝かせる
インバウンドの
消費促進と
地域経済活性化

（公財）日本交通公社 編
ぎょうせい／2018

DBJ・JTBF
アジア・欧米豪
訪日外国人旅行者の
意向調査 2018年度版

（株）日本政策投資銀行 
（公財）日本交通公社
（株）日本政策投資銀行／2018

インバウンド
観光入門
世界が訪れたくなる日本を
つくるための政策・
ビジネス・地域の取組み
矢ヶ崎紀子

（株）晃洋書房／2017

平成27年度
観光地経営講座 講義録
観光地経営の8つの視点と実践
地域はインバウンドをどう捉えるか?
地域主体の戦略を考える
公益財団法人日本交通公社
公益財団法人日本交通公社／2016

訪日外国人集客の
法則 銀聯カード
10年の軌跡から
読み解く
岩田昭男 監修
徳間書店／2015

日本を元気にする
地域の力
観光地域づくり
事例集 2015
国土交通省 観光庁 編
国土交通省・観光庁／2015

地域における
インバウンド
観光消費調査の
手引き
運輸政策研究所
運輸政策研究所／2014

2020を越えて勝ち残る
インバウンド戦略
12の極意
観光立国の礎は
シビック・プライドにあり
中村好明

（株）時事通信出版局／2018

データで見る
訪日インバウンド市場
トレンド2017
㈱ジェイティービー 監修
㈱JTB総合研究所 編
㈱JTB総合研究所／2017

インバウンド・
ツーリズム
ハンドブック
訪日外国人旅行客への
対応と心得
日本文芸社 編著
日本文芸社／2015

訪日外国人
インバウンド市場
攻略の鉄則
(一社)ジャパンショッピング
ツーリズム協会 監修
日本経済新聞出版社／
2015

訪日観光の
教科書
高井典子・赤堀浩一郎
創成社／2014

外客誘致の
経済分析
日本の
インバウンド観光と
地域開発
平井貴幸
五絃舎／2012

「ニッポンおみやげ139景」

井尻昭夫
江藤茂博 ほか編

（株）ナカニシヤ出版
2018フードビジネスと地域 食をめぐる文化・地域・情報・流通（シリーズ・21世紀の地域⑥）

全国町村会 全国町村会
2018

農村価値創生と観光・･交流に関する研究会報告書
これからの地域づくりと農村価値創生 観光・･交流をてがかりとして

キョーハンブックス キョーハンブックス
2015アンテナショップをめぐる旅 改訂

地域活性化センター 地域活性化センター
2015自治体アンテナショップ 実態調査報告書

観光庁 監修 新潮社
2014究極のお土産

安田亘宏
才原清一郎

学芸出版社
2011食旅と農商工連携のまちづくり Food Tourism

関満博
古川一郎 編

新評論
2008「B級グルメ」の地域ブランド戦略

食・特産品・土産品関係 

DBJ JTBF デ タで見で見で る

インバンバン ウンド インバンバン ウンド 訪 外国人

訪 外国人集客 本を元気にするするす 地域における 訪 観光 外客誘致

52
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働き方改革･休み方改革の実現に向けて

　キッズウィークとは、平成30年度

から国が積極的に取り組みを進め

ている施策で、保護者と子どもが一

緒に過ごす機会をつくることを目的

に、地域単位で学校休業日を分散し

たり、働く保護者の有給休暇取得を

促進、休日に多様な地域活動を行う

など、地域の官民が一体となって推

進する取り組みです。経済産業省は

　当財団のエントランスにあるギャラリーでは、
当財団の沿革を紹介する常設展示をはじめ、研究成果などを紹介する企画展示を定期的におこなっています。

　また、旅の図書館では所蔵古書をさまざまな切り口から紹介する古書展示をおこなっています。
ご来館の際はぜひご覧下さい。

『キッズウィークへの取り組みが広がっています』
（2019年4月～6月）

企画
展示
ギャラリー

古書
展示
ギャラリー

　明治・大正期にかけて、日本の観

光は大きく発展していくことになりま

す。その背景には、鉄道網の整備や

建築技術の進歩、避暑地や温泉地

の発展、登山・スキー文化の発達と

『日本の観光に寄与した外国人』
（2019年4月～6月）

いった、さまざまなインフラやアクテ

ィビティの発展があります。今回の

展示では、こうした各分野に影響を

及ぼした外国人の功績を関連古書

とともにご紹介します。

当年度にこうしたキッズウィークの

導入に取り組み、検討を進める地域

への支援として「キッズウィーク関連

調査事業」を実施、当財団はその業

務受託機関として1年間、各地の取

り組みを深く調査しました。今回のギ

ャラリー展示では、キッズウィークを

導入・検討した各地の事例をご紹介

します。
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集 特

産
品
ブ
ラ
ン
ド
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外
国
人
旅
行
者
の
誘
客

1.

自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

イ
ン
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に
お
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る
役
割

2.

ク
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客
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イ
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鶴
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わ
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冊
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連
載
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『
余
の
尊
敬
す
る
人
物
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内
原
忠
雄・
著

公
財)

高
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調
査
会
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性
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言
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問
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の
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書
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福
永
香
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の
図
書
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よ
り
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教
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谷
ゼ
ミ
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教
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舛
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鋭
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連
載
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観
光
を
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い
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こ
と
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ロ
ン
ド
ン
と
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リ
の
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書
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行
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介
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正
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向
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東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線「青山一丁目駅」 5 番出口から徒歩3分

TEL：03-5770-8350
FAX：03-5770-8358
https://www.jtb.or.jp

〒107-0062 東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
開館時間：10:30～17:00

休館日：土曜日・日曜日・祝日・毎月第4水曜日・年末年始・その他
（※会議開催等による臨時休館日があります。
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